
資料
この「資料」コーナーでは、市職労書記局の3カ月にわたるすべての記録とその間の
「市職労ニュース」と各支部 ・婦人部のニュースを掲載しています。

また、自治労連が全国的に 1万人にものぼるボランティア支援部隊を組織し、西宮をは

じめ被災地域でめざましい活動を展開しましたが、その活動状況を記した貴聾な記録「自

治労連兵廂隈南部地震対策本部ニュース」も合わせて掲載しています。
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（西宮市職労教宣部発行ニュースより）

自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労連兵庫県阿部地震現地対策本部
住所；兵庫県四宮市戸田町町1-2
*'1イトビに9鴻［編9勤

NOl与 電話： 0798-26-0211•0S0-620-3712 
F A X : 0798-26-0411 

自治労遍自治労遍兵庫県南部地震覗地対策本部は1月20日
後、 11'l回現地対策会議を中央本部の武下自ll委員長、永兄出紀
長、後藤田組織局長と兵）面自治労逼布樟杏記長、西宮市織労阿i
書記長、近畿プロ ック柳沢刷麟長で随催し、当函の対策と対応r
ついて協箪しました。現地対策本部は、本部長柳沢、寧務局長
蹄の体制をとり、事務所を兵庫自治労遍におきます。

現地対策本部の対応は、①災害救攘対簗、②兵庫県単姐の状i、

鮨査と対策、③状況燐供ニュ ースの発行なと。

（人の支復部隊についてJ
現地対策本部に、人の文援部隊を送りたいがとうしたらよいかと
の問い合わせが多く寄せられています。

市の災害対策本部との調整では、当面、物賣搬送 ・避難所対応な

どの手伝いをお願いすることになります。

現在、市民のポランティア文擾が多く寄せられている情況であり

自治労辿などへの「人の文援隊」については、今練長請したいとの
連絡が入っています。

各地方組織 ・ 単組から駿かい支援をいだだ言ありがとうこ‘ざ〗 各巣組での 「人の支汲部朦」派逍は、現地対策本部より、餐績も
ます．十分な対応がで言ていませんがよろしくお願いいたしま 。お瓢いすることになると思いますが、そのと言にはぜひよろしくお願

（状況情輯）

酉宮市： l9日22時現在、死亡者： 84 l名、不明者： 50
名、家塁全壌・半壌850軒、火災件故44件、非
1 8 4カ所45000人、

JI!西i廿： 20日午後4峙環在、死亡老： l名、五紐傷者42 
家墨全嬢lO 6軒、半墳・破損700軒、断水128
非鰭者： ll力所780名。

芦屋市 ；20日午破：4時こらの余鱗で市庁含破技、立ち入り
止になったため状況つかめず。

［市職員関係状況］

全体として十分につかめていないが、返宮市では職員の半敬
出勤できない状況．）1|西市では30％の市攀員が出勤できていな

い。芦磁市は本部役員出向いたが会えず状況つかめず。

現在分かっているのは、阪神水労で組合員2名・家族4名死
家鼠5軒全填。神戸市では 18名の市朧員が死亡。
各市当局も議員の情況を掌握できない情況です。

［救援物資状況〕

全体の行政区状況は、十分掌饂できていませんが西宮市・ JI(

市では救撞物資「8常用品・ティシュ、紙オムツ、紙おしぼりな
ど」を求めています。西宮市中央病院では、逼びこまれる患老の

ために「ぬれおしぼりなど身体をふ くもの）を緊ふに求められ

います。 緊急対応で書るところは、現地対策本部へ連絡くださいlo
どんどん、物賓が届言·だしていますが~撮送などパニック

であり、直攘披書地へ搬送をお順い している情況です。

神戸市では、蘊面物資鑽送が困攣な清況であるようです。
（京都市・河内執行委員長敵励訪問での情況輯告）

［支援情況］
各地方組織 ・皐組で蛤力な救揖物資が脳いています。直接市の
対策本部へ塁けられでいるので、救撞慟資の情況は掌握できてし

ません。凜撞逼絡が入ったものは次のとおりです。

・大阪府鵬労（おにぎり・コンロなど日常用品多数 ・軍3台）
・大阪自治労這（男女下着外日常用品） が嬬き菫した。
・大阪・吹田市職労 1月2l日に支撞部障50名
・神奈川県三浦市職労22日出発で（粉ミルク・石鹸・シーツな
ど2トン車2台分と 27日まで9人の支級鰍）
・京都府亀岡市職労21日夜出発で（粉ミルクティシュなど8
用品、水）

•神戸市市職へ激励訪問（京都市職労・堺市職労）
・自治労滋賣県米原町職（飲料水べ9tヽト"1,080本、パンし300袋
菓子300箱）
対策本部に遍絡が入っているものだけ記載しました。
ありがとうございます。

: （J次を へ、プ．j親望ベ

シます。

［電遍絡方法］

0自治労連現地対策本部
0798-26-0211 （兵庫自治労逼事猿所）
030-620-3712（換帯竃話受専用）
FAX: 0798-26-04 l l 
0市の災害対策本部
西富市 ： 0 7¼:18 - 35-3 15 1

芦凪市： 0797-31--2121
川西市 ：0727-40-llll
神戸市： 0797-31-1141
尼崎市 ：06-489-6880
宝塚市： 0797-31-1141
伊丹市： 0727-83-1234
県庁 ：078-341-7711 

（自治労速巣組滋励先］

西宮市識員労働組合 零話； 0798-35-3012
F'AX: 0798-35-3069 

川西市職員組合 霞話： 0727-57-1503
FAX:0727-59-7013 

芦凪市議員労働姐合 ：現在連絡不鮭

芦凰市環業職員労働組合：現在遍絡不総

阪神水道労組 電話： 078-431-4351
FAX: 078-412-6101 
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自治労運兵庫票南部地麗対策本部ニコース 1

丁百―治白遭兵塵県醗団地讀環地四策定郎

＇ 住所 ：兵庫票西宮市戸田町IIJI-2 

青ワイトヒに1蹟鵡細

N O 二 号 電話： 0798-26-0211・080-620-3712

1 9テ5年 1月21 8 I FAX: 0798-26-0499 

たまたま紐合役只に遺遇しましたが、私たちとあいさつを交わすの

復 IE3作業急追 ！ Iに精一杯という大変な急迫状態でした。
圏鼻示目民不休で芦紐

各被害地は今日21日も、救済関係におわれ全体の災害情

況も正確i：：寧据できない状態が続いています。職貝の災宅清

況もつかめない状態です。

そんな中で各自治体職員は、自宅の菌業な情況よりも市民

のために全力で密闘しています。

自治労遁組琺の政励や救援物資・救援活動に励まされて奮

闘しています↑

自治労連の激励に、川西市臓貝組合よりお礼と情況鞍告が

次のように寄せられています。

［ 自治労逼組饂及び対策本部のみなさん

l 川西市職員組合への激励ありがとうございます。l 役貝の中には家屋に損壊を受けた者もいますが、
自分の 一

，家をおいても市民のために全力で奮闘しています。

I 穂積戟行委員長は土木作業班として、田中副委貝長は避
・殿所救藻班で、寺田副委呉長はガレキの撤去作芸頃Eで、今

西筈記長は市民相談窓口でと連日雷闘しています。

感員の中には、自ら避薙所菩らしをしながら役所へ出勤

し、 被害者救済にあたっている老もいます。

本日は これから雨との情斡のもとで全員が徹夜で警戒態葵 I
に入ります。

全国の仲間のみなさんにお伝えください。 1 

市磁員の中にも行方不明や家族死亡・家展の損葉など多

・くの被害を受けていますが、みんな歯をくいしばってがん

ばっています。

l月21日午後5時25分 1 

20日午宅紀 （武下副委、永見告次、後藤田組局

長、町田大阪副委）

芦墨市そ生克幽励-9琶表撃しヽ直F』可

208、自治労連は「自治労連兵庫南部地展対策」につい

て検討後、芦屋市と芦墨巾巾職 ・芦屋現労への滋励見鱒いを

行うため現地へ徒歩で約1時間かかってかけつけました。

芦屋市職貝労働組合、神戸へはなんの交通機関もないため

私たちは無論のこと地域住民、家族や関係者の方々も皆、黙

々と歩き続けます。マスコミで斡道されているために、歩道

のいたるところに家屋の横倒し、押し浪されたような形で“

ガレキ、の山”が私たちの前に立ちふさがり、道路（歩道）も

ほとんど途切れる事なくアスファルトがヒビ割れし、 “断層

”のきついところは大きく段差していたり、その自然の力の

すごさ、恐ろしさに愕然とするばかりでした。

芦墨市役所にやっとたどり着くと余虚の揺れで市役所の達物

にヒビが入ったということで全職貝の立ち退き命令が出され

、近寄れない状想となっていました。

2:1 日平車（布施兵庫自治労逼番記長）
芦車云平で字吉且翠市疫函ヘ

兵庫自治労連布施吾記兵は｀ 21日早朝、自転事で芦屋市役所へ滋

励見舞いにかけつけました。

． 芦屋市役所は余菜のため立ち退きになっていましたか、芦屋市職と

芦屋現労の組合事籾所も裸子を見、救接活勤に追われる合田副委員長

を激励してきました。 （救援活勁に追われ、充分話し会えない状態で

した）

! 2 1 日午詞 (Il淋致行委員長・永見芸記次長）
Jr I匹市・を生克幽励 ー 卑四しヽ言r切
2 l日午前11時から自治労迪本部の小林委員長、永見告記次長が

川丙市役所を激励・見舞いに訪閉。

川西能勢口駅から市役所までの道路、あちこちでタイルがめくられて

いた。市役所庁舎、入口の外壁（タイル）が数個所破揖，庁舎1Fゥ

：ロアー、災害対策本部窓口には、 10 0人余の市民が並んで受付。

！哀貝も土曜口にもかかわらず出勤。庁内には救援物査が山積みされて

I おり、それの擦入・搬送で多くの職凪があわただしく出入りしていた
I゚組合三役には会えず、 （咋執行委貝長・今西壱記長は、 この間2
4時問出勁体制、2l日あさ9時に解除、自宅へ）

[ 2 l日の連絡が入った救援物資・支援J
0大薮・束大阪市琺労・病院文部（西宮市中央病院から緊急の救浅物

資要請に．こたえ、 「ぬれおしぼり・タオル」を即対応し、10人で

リブクで写車と徒歩で澱送、現地で医療救援活助。

0大阪市労組、救援物費（食料品・女注用品）を7名でリックをかつ

いで西宮市市琺労・現地対策本部へ激励、その後救援活動に参加。

0大阪・泉佐野mm腺労（激励と見舜い金で訪問）

0大阪府市識労（昨日に引き続き、水タンク車3台の救抜物資撮送）

0大阪・松原市市琺労（生瑾用品42箱、粉ミルク 16缶 16 kg、

ティシュ l6 0箱、 トイレットベー12 8巻、ピニール袋60セッ

ト、紙おむつ 1l袋、軍手60足、クオル82枚などの救撼物賓搬

I0:;四:::こ:2(：；会後、 100人で西宮市内の避躍所 ・救援
物賓携送所へ救援活劾）

0関西共同印刷所（激励訪問とお見霙金）

【我地対策本部］への食料、差し入れ当番

20、21、22日ー大坂自治労達

23、24、25ロー京部自治労速

兵塵賽趨田地●複●状況

兵庫県阿部地震被笞状況を孝務局で謂ぺました。

裏を参照してください。

△ 



自治労連兵庫県南部圧震対策本部ニュース
目冶芳逼兵庫県剛部地裏現地対軍本瑯

E所：兵庫県西宮市戸田町町1-2

”イトビiコ鴎鯰鵜n
N o s 号 電話： 0798-28-02ll•080-820-371か携膏

l 9 9 5年1月22日 IFAX : 0798-28-0411 

ぞくそく薮翠咤勿宝 —

幽励・臭表し、ととーく

ニュースNo3号でもお知らせ しているように、自治労遮各組

織から、ぞくぞくと救援物賓・激励・見羹いが寄せられています

現在写話・ FAXが大変つきにくい中でも寄せられる激励に、

現地被書の磁組・紐合只に大きな励ましとなっています。現在も

芦塁市職労・芦塁市現業労組など遥終不能の状臆で、寄せていた

だだいています励ましも届いていない状態です。我地対策本部で

-B一度｀徒歩・白転車で現地につたえている状況です。

西宮市職労 ・阪神水道労組から、お礼のが次のように届いてい

ますので紹介します。

自治労遍本部・全国の皆さん

力吟しヽ激励とこ琴逗大変あり

ヵ<とうごさ｀し、ます O

兵庫県剛部地震により阪神閤の都市は塩滅的状況に陥りまし

た。

私たち阪神水労の組合員は、阪神間240万住民のいのちの

水を一刻でも早く復旧するため不眠不休でがんばっております

多くの組合員や職員の中には、永族に大きな損畜を受けた者

もありますが、家族や家のことはさておき、全力で富閾してい

ます。

残念ながら現在、判明しておりますところでは、組合員 2家

族が不帰の人となりました。

また、負儡している組合員も少なからずあるものと考えられ

ます。

自治労連本部・対策本部の皆さんには、組織をあげてのご尽

力をいただき心より感謝致しております。あわせて、全国から

の暖かい激励をいただきあ りがとうございます。

組合番記局は、手のつけられないほどの荒れようですが、松

氷長委員長以下全組合役員は元気に復18作業に専念しておりま

す。水道の回姿については、まだまだ、時間がかかるものと思

いますが、住民のいのちを守るため、引き絃畜全力で頑張るこ

とを決惹して、取り急ぎのお礼とさせていただきます。

1995年 1月228

阪神水道労働組合

執行委員長松永忠男

だ多くの犠牲があるものと考えられます。

自治労遥本部の皆さんには、兵虚白治労連書記周に対策

本部を設置され、全国からの救投の窓口を担ってもらうなど

、私たちの及ばない部暑でのご尽力に心から峰謝申し上げま

す。

復1日まで今後相当な時間がかかるものと思いますが、私た

ちは全国の励ましの声を力に、なによりも布民の生命と財牽

を守るため、全力でがんばる決軍をお伝えし、とりあえずの

お礼とさせていただきます。

1995年 1月21 8 

西自巾朧員労働組合

執行委員長浜崎克巳

［兵庫自治労連・現地対策本部にこれまで寄せられた激励J
電話がほとんど通じない中で次の組織から激励FAXが届いて

います。

大阪自治労速、大阪：松原市職貝組合・泉佐野市議員組合、兵庫

県労働組合総連合、自治労遁北高道・東北プロック協麟会、奇森

県五所川原市職労、自治労逼嬬人部、京都 ・宇治市識労、岡山市

遁 。

［現地へ激励•お見鯰い ・物資救援搬送組織J

自治労連本部、自治労遍近畿プロック、大阪自治労連、大阪府鴫

労、吹田市職労、吹田市水道労組、京都自治労連、京都・亀岡市

職労、堺市臓労、東大阪市攀労・病院支部、大阪市労組、泉佐野

市職労、閲西共同印刷所、大阪・大東市議労、松原市職労、大阪

府職労育年部、京都・亀岡市職労、滋賀自治労連・全加盟単組、

京都市載労・建設支部・民生文部 ・住宅支部・経済支部、京都府

磁労、兵庫県議阪神支部、大阪 ・東大阪市臓労、和歌山自治労遥

、和歌山市水道労組、大阪市学宣保育指導員労組

自治労連医疫部会。掌概で書ていないものもありますのでご了承

ください。

現地へ長時閏かけて車で、リックー杯に救援物資をかついで

来ていたださありがとうございました。

［自治労連単組・各単組激励先］

西宮市攀員労働胆合竃話 ：0798-35-3012

川西市職員組合

F'.U : 0798-35-3069 

電話： 0727-57-1503

FU : 0727-59-7013 

芦星市鴫員労働組合 ミ話： 0797-38-2106現在不通？

自治労連の仲間の溢さん、さっそくの励ましとご文援ありがと FAX : 0797-88-2106 

うございます。 II芦星市如槃労働組合 m: 0197-81̀2121現在不逼？
FAX , 0797-88-2107 

私たち西宮市磁労役員は、市氏の救汲に不眠不休でがんばつ 阪神水道労働組合 逗話： 078-491-4351

ています。私の家も含めて、多くの組合員・職応の家が全壊＿ 1 | FAX : 078-412-6101 

神戸市磁員労働組合 =話 ;078-332-5984

FAX : 078-322-8992 

尼崎市磁員労働組合 電話 ：06-489-6853

FAX : 06-489-6855 

半璃した中、家族や家をかえりみることもままならない状態で

すが、組合員・磁員はいま全力でがんばっているところです。

残念ながら現在判明していると ころでは、俎合只2名を含む3

名の攣員が死亡が確認されています。家族を含めますとまだま

m 州咄渭西宮
/99$ ／、 23（月）号クト¢.2

西宮市職員労働組合教宣部

△ 



惰院支部ニューて

宍弁 ／月 2# No. 企夕

発 行

東大阪市職員労働組合

病院支部・宣伝部

午央鴫院 TEL 06-781 -5101内遣277

寛樗院 TEL0729-82-382・内樟お

病院からの支援隊参加者

中本紀子 （東診療所）

林 由子 （南3階）

梶田典子 （南3階〉

竹内松代 （北3階）

栄田美枝子 （外来 ）

赤瀬｝II 富子 （外来）

三木久佳 (9，センジャー ） 

「次はパスタオルを持っていきたい」

兵
庫
県
南
部
地
震
の
被
災
地

「
た
タ
オ
ル
を
持
参
し
て
欲
し
い」

へ
の
市
敦
労
救
援
隊
の
第
一
輝
の
要
精
が
出
発
と
な
っ
た
も
の

拿
人
）
が
二
十
一

日
出
発
、
一

で
、
「
入
院
喜
さ
ん
の
身

病
院
・
診
療
所
か
ら
は
栄
王
支
ご
て
、
暖
か
い
タ
オ
ル
で
拭
い
て

部
委
員
長
や
三
木
分
会
長
な
と
一
あ
げ
て
は
ど
う
か
J

と
相
該
が

こ
。

一
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

七
名
が
参
加
し
ま
し
t

こ
れ
は
、
前
8
に
東
診
療
所

一

「
今
日
は
行
け
な
い
が
こ
れ

の
組
合
員
か
ら
の
「い
て
も
た
？
を
使
っ
て
欲
し
い」

と
リ
ュ
ッ

て
も
お
れ
な
い
。
喜
に
客
援
一

に
行
き
た
い
」
と
の
申
し
出
と

自
治
労
連
の
現
地
災
害
対
策
本

―

部
か
ら
の
「
西
宮
市
立
中
央
病

院
へ
支
援
に
入
っ
て
ほ
し
い」

「
病
院
も
断
水
な
の
で
、
濡
れ

街の檄子は、駅前の古い家がほとんど塙れていた．道

路を歩く と、壁や塀が落ちて来そうである．西宮中央

病院は、大きな被害はないが所々壁が落ちていた．私

は 、 病棟看護婦と •1者に 、 患者さんの清拭を行った。

内科の老人病棟で寝たきりの患者が多かった． 「身体

を拭きましょう」 と病室の中へ入っていくと．一瞬何

事かと、戸惑った様子であった．着替えがない為（断

水している為に洗濯ができない）更衣せず清拭だけの

患者もいた．やはり熱いタオルで渭拭するのは、気持

ち良かったようです。次回は、大きなバスタオルを持

っていき、ペットの上のバスタオルを交換したい．又

環墳整傭も行いたい．

〈梶田典子南三階）

患者さん「タオルの暖かさが嬉しい」

現地に近付くにつれ、被害の凄まじさは、想伽してい

たよりも酷く、自然の恐ろしさをまざまざと見せ付け

られた．西宮中央病院では、そこの看護婦とー諸に患

者さんの清拭を行った。その際ある患者の付き添いの

人が 「久しぶり、このタオルの曝かさが嬉しい．」と

何度もタオルを、顔に当てておられた姿と言葉が心に

残る． 1 7日夜動の看護婦さんと、自宅で被害に会わ

れた人の話を聞いた． 「5秒間の間に建物がぐらつき

、タンスがおもちゃの様に一回転した．一日中動けな

くて、布団の中で横になっていて打撲だけで助かった

．」 「病棟も一瞬のうちに物が倒れかかり、 ドアが11B

かず困った．その時間が悪夢の様だ」と言われた．話

を聞いている間も建物が揺れており．早く逃げ出した

いと思った．ここの人違は逃げるわけにも行かず、ど

んな思いで日々を過ごしておられるのかと思うと、背

筋が寒くなってくる．一日も早くおさまってくれるの

を心から祈っている． （林由子南三階）

「患者の喜」

「
職
慧
瞥
」

ク
を
も
っ
て
き
た
婦
長
さ
ん
や
、

「僕
も
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
タ
オ
ル
を
さ
し
入
れ
て

く
れ
た
医
師
、
「
昼
の
お
弁
当

に
一
と
食
料
を
も
っ
て
駆
げ
つ

け
た
看
護
婿
さ
ん
な
と
、
出
発

の
二
十
一
日
朝
ま
で
に
組
合
事

務
所
に
は
多
く
の
殺
員
か
ら
、

|
2
5
日
に
第
2
陣
を
派
遣
予
定
ー

と

に
感
動

タ
オ
ル
百
五
十
枚
、
紙
オ
ム
ツ
、
れ
た
後
、
救
援
隊
の
看
護
婦
六

ホ
カ
ロ
ン
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
乏
一
名
は
、
現
地
の
看
霞
婦
さ
ん
と

；
ヘ
ア
を
組
ん
で
患
者
さ
ん
の
清

し
た
。救
援
隊
の
一
行
は
、
熱
々
に

一
拭
へ
、
他
は
検
査
室
の
復
18作

し
た
タ
オ
ル
を
ク
ー
ラ
ー
ポ

ッ
＿

業
に
従
事
し
ま
し
た
。

ク
ス
に
い
っ
ば
い
に
詰
め
て
出

一

救
援
隊
参
加
者
は
、
予
想
以

上
の
現
地
の
悲
惨
な
状
況
に
驚

一

け
る
人

i

一

発
、
被
災
地
に
か
け
つ

々
で
超
濱
員
の
阪
急
神
戸
線
で
一
く
と
同
時
に
、
患
者
さ
ん
の
大

西
宮
北
口
ま
で
行
き
、
そ
の
後
一
き
な
喜
び
と
現
地
の
病
院
讚
員

は
瓦
礫
（
か
れ
き
）
を
両
側
に

i

の
献
身
的
な
努
力
に
対
す
る
感

見
な
が
ら
ひ
び
割
れ
た
道
路
を

―
動
（
感
想
別
掲
）
を
胸
に
帰
阪

徒
歩
で
病
院
に
む
か
い
ま
し
た
。

一
し
ま
し
た
e

病
院
で
は
、
林
田
総
婦
長
さ

ー

病
院
支
部
で
は
、
第
二
障
の

ん
が
出
迎
え
て
「
暖
か
タ
オ
ル
」
一
救
援
隊
派
遣
を
二
十
五
日
（
水
）

持
参
の
支
援
に
お
礼
を
述
べ
ら

i

に
予
定
し
て
お
り
、
撤
員
へ
の

．
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

明日の医療を私だちの手で—―

△ 
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白沼う労道匡

兵庫県南部地震現地対策本部ニュース

No 4 号

1995年1月23 f:3 

住所：共hii県西宮市戸田町1-2 切イttたほ
電： 0798・26・0211・030620-3712 FAX:0798-26-041 

記

且
詠
翫
誓
皿
贔
底
竺
百
獣

市民の蚊繹と共に嘩鑽の安否 ー食事認

供なと Iいし入れ 1月22 1.:1 西躙議員労慟組合

西宮市職員労備糾合は22 日、災害から—·週聞がたと うと している中で、市民
の救援とともに、職員安外の掌珈、徹夜での従串者に確実に食事の提供など職員

の健康への対策を当局に中し人れました

（申し入れ内容）
(J)戦員の安否を阜急にと人残らず常捉すること。

②徹夜での従事者に確実に食」卜を提供することは勿論のこと、交代要員の配似

等、職員の健康への対策をとること、＇

2 3 にちも紐々叔這物資-

澄文厖力 。 莞戌：邸ヽ犀＜

23日も、京都・宇沿Ii瞭労から7名が、 1̀―.iック・・一杯の物資をィ、・足ぎみの

芦屋市に搬送・翔地激励・見舞い神奈川県三Miili職労は、22日午後9時出発
大阪23日に午1l¥j)_1時通過、 苔屋市にタ一方到渚、 4台のi、ラック物資、9名が、
そのまま27叶までボランティア活動に参加しますc
点都細沿連と城協市識労の4名も、現地激励・見柑いに、救援話動に参加、，

大阪I~I治労述本部の皆さんありがとうこざいます9)
現地m、廉本部を設置した20日から22 Elまで、現地対災本部の食事・水・

自転車など必要用品全般の支援を無埋な要請にこころよ<i必てえいただきました
おかげで婿本部の活動がスムーズに進んでいます，， l 
京都目治労述本部の皆さんお世話になります()

2311から25Bまで、現地対策本部への食料全般と要員をおねがいしてい

ます。さつそく 23U2人の要tiと食事など確休していただきましたn
［激励FAXありがとうございます］岡山県本部婦人部、点都・城協市臓労、

師市臓労、九州プロック協議会、鎌倉'1j職労、大和郡山1団店労、蒲郡市琺、
闊請窃、岩手自治労連、西条雨識労、杖城県自治労連。
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生協よりのおしらせ

職員会館 2階売店営業開始

〗崩l 1 峙～午後 5 峙 50 分

直習 肌着類、食料品（インスタントコー ヒーet C) 

上新庸気

単松カメう

蹟有林堂

オンリード

薬、化粧品、雑貨品

屹紐池のみ

フィルムのみ

文具、印鑑

紳士服

シューズジロー くつ

□5廿から午前10[五[［［／
上記プうス

翻時計店 修理、電池人れ替えのみ

△ 



西

団笙t．初鯨和rJ.
宮市長馬湯順三様

西宮市教育長山田知様

ふこの＆．9̂ ぃふt差あkgt必 ．
1995年1月25日

西宮市鞍員労拗紐

執行委員長浜伶

「阪神大震災」の救援活動に関する申し入れ（第二次申し入れ）

1月17日に発生した「阪神大震災」は、死亡者が被災地全体で五千名を越え、西

宮市では千名を越える大惨事となりました。こうした中、市戟員は家屋が全・半媛し

たり、あるいは親族に犠牲者があるにもかかわらず、自らのことや家族の事は脇にお

いて市民の救援作業に不I屈不休で従祁しています。

しかし災害復旧が長期にわたる見通しからも、これまでの緊急迎難的対応から市行

政として統制のとれた市民救済対策へ切り換える時期にもなっています。市あげての

効果的な対策が今求められています。

つきましては、先に口頭で申し入れた2項目に続き、第2次として下記の項目で申

し入れます。

I . 

自治労連兵庫隈南部地謡対策広部ニュース

N C) 

1.全ての部署の職員が、市民からのあらゆる問い合わせに正確に対処できるよう、

これまでの決定甜項を文密で徹底すること。また今後の局長会議をはじめとする

全ての対策会議での新たな協議・決定内容を、当局質任で全唸貝に文書で周知徹

底すること。

また、第一線で市民と虹接応対している1副恥nらの情報を収集し、それぞれの対

策会議に反映させること。

2. 2次災害を防止するため、対策本部の設薗されている本庁合や仮設住宅の受付を

している市民会館はもとより、中火病院や各避難所など、市民や戦員が終日避難

生活や仕耶や出入りをしている建物が安全かどうかの診断を侵先させ、早急に関

祉し、対策をとること

3.市内に家屋潤査などで出勁する戦員の2次災者を防ぐために、全員にヘルメット

を支給すること。また防寒対策のための防寒具も全員に支給すること

4.現在、戦員は土昭も日廂も返上して救援活勁に従耶しているが、当面、最低週l

回の「勁務を要しない日」を、戦員にローテーションで与えること。また徹夜勁

務した霰員に、最低1日単位の休息を与えること。

5.災杏復l日が長期にわたることから、近隣自治体はもとより全国の自治体に、当局

から正式な復旧作菜の応援戦員の派逍を淡請すること

以上5項目を第2次として申し入れます。なお、第1次で申し入れた2項目について

も、まだ対応が不十分です。早急に対策をとるよう重ねてl|1し入れます。

5 豆•

l, 9 9 5年lH2 4日

g治労連兵庫県南部地尻現地対策本邸

住所 ・兵叫和5宮市戸叩f町I.2 
”(IU疇請賭札fl

屯話 ：0798-26-0211・ 030-G2U・37 I 2ー携符

F A X : 0798-26 0411 

全目1：広がる9かいま員活員〇傭！
I 7 B、 ・閏西人震災．が起きてから一逍間がたら出にし復

Illエ専・ 店碩の整窟の動きや破災地内外の通勧名が一斉に動き

出すなど析たな舷災地での生活棟懇か生まれています。一方．

被災から一週Ill}/こち被災行の中にb政労とス トレス、 1J.¥邪など

広がり医幌活動の充実の要望も強まてています．

こうした中で、自治労連各地・横鳩での積極的糾点ある取り

組みが広がっています。

248（火）も、自治り直各億から支榎が

2 4 8.京郭府躙労66名が支邊1こ1

全 員が款翠物資給ち、

6 ケ所の避珈所へ

2 4日 （火）、原昴府顆労は66人が緊急．交1!!にかけつけま

した。京9Mf畢労11支援カンパ l3 ()万円と下看・ウ.,_.,,トテ

ィ7シュ・医藁品など I7種類の数這物只を持参するとと bに、

西宮彼災市民の襄望に迅速に比：えようと6,r所の地坂のni団l9i

へおもじき、全員が身体イ ッパイに社1!!物資を待ちI,:がら救援

沿動を履開しました．

神京Ill・三漏市霞！

徹夜て支翠活動し：：：身を塁して

23Bから救援物資皐で三消市から兵庫1こ人った三僑市職支

援隊は片患市に紋援が動に人り．徴l~の救援活動に専念し奮闘

しています．

自柑労迅各単組0支援低動続(!
【大阪・堺＂i椒労l

ilihbkt9}感じられる被災＆へ、少しでしg体と心を閲まっ

てbらおう堺市載労IL 2 58 arnS騎に出発し、 I.0 0 

0人分の トン汁を利団する態勢で褪地支援にはいります．

聾

［人阪・寝鼠／I¥市畢労J

寝鼠JII市職労は、披災後の街の1,撓衛生を整儡しょうと市

3局へ申し人れを 行い、パッカ ー-~2 0台を確保するとと

b1こ •9 転m• 20 0台を護復すらこ とになりました。 2

8 B (:I:） /IM39手には山発し、討gjJj地填での飲援活動を

晨開します。

京都府職労の 6 6 人も支援活動

てさ｀伍n

＂胆 裏している家属をみて地震の恐ろしさを冥ほした」地襄

から 1週1lllたった24□、京都府職労の66人が，Jュ・ックなどで
下馨、クオル、紙おむつ、生理m品、医療，fもなどを持ち寄り、 6
カ所の避繕所を分但して搬送。なかには防7kシートの11'1送b手伝

いました。歓災地を見た組合只は、その沿状に絶句。避難所へ物

資を逼び終えると、 薪言ljか簡易肌呂の湯をドうム缶でた8、リ

レーで逼ぷなど、融命にifを流しました．

京都府鵬労の緊急のよびかけにも、 「おととい、昨8とfl:庫で

宝塚市への応援にいき、昨娩 (23日）きょうの行動を知り、 1:

るものしとりあえず参加しました」

（娃＆支部）などや、長期的な支損沿幼が必委fこと訴える参加者

の感懇が寄せられました．

漱励メッセージの紹介

兵庫自治労連と自治労逓震災対策JJi）也本部には、 24日も各
地から徽励のメッセーグやカンバが寄せられるとと bに見吋い

滋励1こ訪れています．

〈I-7セージ）

自治労遍聞束甲越プロック協填会、四囚プロック協Ill会、北渾道

自治労遅、愛媛自治労連、自治労連埼玉県本邸｀東京自治労連、

沃城自治労遥繕人部、店手・久悲市職労、近畿自家用自動車共済

組合

〈現地対策本部への漱励〉

京Ii自治労述、京祁府職労、大阪府臓労、自治労連医療部会、

大阪・寝凪｝II市臓労、人阪・吹！Bili職労

”立""可・IIJ岡市労連l
09岡Ii労述は、 2511 り！11/1から •9 ゴン単 3 もに救榎物賢を

讚戟し、三泊四日で救援活鈷にはいり ます．

［大阪 ・吹m市籠労l

吹田市●労は、 2I日（土）の救援隊沿動に引き続き25 

B （水）から連U西宮11i役所へ送り届けられる郵便物を整讚

する業務に従専しょうと、約20人はどの動員を讀保するた

めに奮闘してい烹す。
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漬 加炒． I．ぷタ

茅竺松竺醤霊舌哲（そ兵
゜翠惹令はさま不自庫
め元 す員a

んす。胆治県
不依閾

て屯 斎゚汗塁ぢ盆問
本市 書自 市活者 震
部対 記治役 動 がの

男塁 脊塁雰含賃摂
云閉 怠誓辟弓は農

ク
＝
二
台
に
滋
載
し

た

救

汲

物

資

が

ず

蓄

す

る

こ

と

、

霞

で

の

従

の

自

治

体

労

働
者
ら
か
ら
、
救
援
碑

翌
累
が
す
べ
て
お
ろ
す
と
事
老
に
確
実
に
食
事
を

提

供

し

、

物

資
、
霞
、
見
算
い
が
続
々
と

碑

妻
と
長
男
は
車

綴

で
の
路
上
生
活

い
う
状
況
で
し
た
。
い
ま
で
は
ポ

g
邑
の
健
康
へ
の
対
策
を
と
き

届
い
て
い
ま
す
。

二
十
四
日
に
は
京
都
府
職
労
の
怨

小
学
生
の
二
人
の
子
と
も
は
双
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
各
所
に
配
置
さ
れ
と
を
当
局
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。

せ
き
の
い
る
混
窓
県
に
表
を
よ
せ
て
、
贋
の
負
坦
が
少
し
ず
つ
虹
組
合
の
図
ぺ
で
は
諏
塁
＝
二
人
の
死
晨
労
連
の
兵
虞
県
内
部
地
震

六
十
人
が
救
援
物
資
歪
g
め
込
ん

碑

て
い
ま
す
，
要
と
高
一
の
長
男
は
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
が
暉
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
環
地
対
変
本
部
（
兵
百
治
労
速
だ
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
い
、

岡
手
に

碑忍

内
、
西
宮
町
）
に
は
、
連
日
各
地
紙
袋
を
も
っ
て
訪
れ
、
四
宮
市
内
ふ
”

た
。
小
学
四
年
の
長
女
だ
け
が
応
い
ま
し
た
．

uく
な
ら
れ
た
方
々

lll
で
の
路
上
生
活
を
送
っ
て
い
ま

「戚
只
は
ぽ
ん
と
う
に
が
ん
ば

答
が
な
く
、
し
ば
ら
く
し
て
タ
ン
の
遺
体

は

あ

ま

リ

に

も

む

ご

い

状

す

。

っ

て

い

る

と

思

う

。

し

か

し

、

V

の
避
懇

mを
見
舞
い
ま
し

た

。

姻

神
奈
川

・
三
澗
市

g
労
は
、
物
滓

ス
の
下
か
ら
「
生
き
て
る
よ
ー
」

態

で、

g
只
ら
は
泣
さ
な
が
ら
作
地
虞
発
生
後
、
松
井
さ
ん
が
食
や
し
い
け
れ
<
市
民
合
対
応

資
を
積
み
込
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
四
台
碑

の
声
が
。
す
ぐ
に
助
け
だ
し
、
家
粟
を
し

ま

し

た

」

ぺ

物

を

口

に

す

る

こ

と

が

で

き

た

は

十

分

で

は

な

い

と

忠

つ

」

。

松

べ

メ
に
九
人
が
分
棄
し
、

u
a市
に
搬
綴

褒

貨

急

く

の

公
閲
に
速
れ
て

店

リ
な
が
ら
、
松
井
さ
ん
の
自
の
は
、
一
―
-
＋
時
間
た
っ
た
＋
ハ
日
井
さ
ん
は
嘘
を
か
み
ま
し
た
。

J

I

溶
九
人
は
環
地
で
二
十
七
日
ま

席

.

（

で

の

六

曰

問
、
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
父

い
き
、
辟
え
は
そ
の
足
で
市
が
潤
み
ま
し
た
。

a。
お
に
斉
り
一
個
で
し
た
。

臓

員

が

よ

う

や

く

役
所
に
向
か
い
ま
し
た
。

二
十
四
日現
在
、
市
内
百
ハ
＋g
臼
用
に
毛
布
ー
ー
ー
百
人
分
が
用

：
＇

，

~
も
{
g

．
ん

動

に

疹

加

し
て
い
ま
す

帰
宅
で
き
る
よ
う
に

ヽ
n

六
時
す
き
に
到
望
。
六
階
ま
で
四
カ
所
で
一ー一
方
人
の
市
民
が
迪
短
窓
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぺ
て

東
大
阪
市

g
労
は
二
十
一

B
郊

か
げ
あ
が
リ
密

器
醤

の

ド

ア

生
活
姦
っ
て
い
ま
す
。
醤
只
市
民
に
提
供
し
ま
し
た
。
「
そ
も
二
、
一―
-Elほ
ど
前
か
ら
ロ
ー
テ

澤

、
}

f

＾
ん
、・

95

に
、
黙
々
に
し
た
タ
オ
ル
を
ク
ー
巡

苓

忍

井

ラ
ー
ポ
ッ
ク
ス
に
い
っ
ば
い
詰
め

"'"・

き
じ
あ
け
て
入
リ
ま
し
た
。
六
ぱ
文
字
通
リ
窪
食
を
わ
す
れ
て
市
そ
も
環
れ
る
よ
う
な
B
喋
で
は
な
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で

g
図
が
よ
う

盤

に

は
三
十
人
ほ
ど
の

g
只
が

民

の
救
援
に
全
力
を
あ
げ
て
い
ま
か
っ
た
」
。
初
め
て
仮
眠
し
た
の
や
く
帰
宅
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

』

い

る

て

西

宮
市
立
病
院
へ
救
援
隊
を
派
露

松

集
ま
リ
、
た
だ

ち

に

組

を

つ

く

リ

す

。

は

丸

晋

近

く

た

っ

た

二

十

日

午

し

た

。

帰
宅
と
い
っ
て
も
迪
態
所

こ

§、

．

穴

ぶ
↓
？

の

遺

合

器

の

か

ら

だ

を
あ
た

巡

mを
出
動
さ
せ
よ
う
と
し
ま
し
た
地
震
か
ら
ー
選
間
た
ち
ま
し
た
堕
一
時
ご
ろ
で
し
た
。
に
帰
る
人
も
少
な
く
な
い
と
い
い

（

た

か
い
ク
オ
ル
で
ふ
い
て
、

喜

ば
が

が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
四
れ
て
上
が
が
、
松
井
さ
ん
が
家
を
兄
に
帰
り

市
対
策
本
部
情
報
収
災
班
の
＋

ま

す
。

＂

駿祖

れ
ま
し
た
。
近
く
第
二
陣
を
派
遭

翠

ら
ず
、
四
防
隊
に
切
断
し
て
も
ら
家
族
と
諜
を
あ
わ
せ
た
の
は
一
度
台
の
電
話
は
＿
―
-
日
間
、
二
十
四
時

市
g
労
は
災
否
か
ら
一
母
間
が

う
状
況
で
し
た
。

だ

け

．

「
家
は
雙
y
住
む
の
は

IUl嗚
リ
っ
ば
な
し
だ
っ
た
と
い

い

た

と

う
す
る
な
か
で
、
市
民
の

釦
す
る
予
定
で
す
。

醤
対
策
本
部
の
開
四
一
本
碑

;
？

•

市

豆

苔

た

部
長
代
四
は
、

「
現
地
で
は
ポ
ラ
翠

届
隊
が
出
て
盟
し
た
家
あ
き
ら
め
、
環
す
し
か
な
い
」
と
ま
す
。
地
震
か
―つ
数
日
間
は
夜
中
救
済
を
原
矢
先
に
し
な
が
ら
も
、

r'f"ゞ
望
，

tを
‘ヽ
T

臨
か
ら
救
出
す
る
作
翠
も
お
こ
な
い
い
ま
す
。
の
二
咬
―
―
一
時
に
も
十
此
ト
ラ
ッ

m只
の
署
を
早
急
に
一
人
誓

証

砥

ぶ

苔

・

9
5
又
t

れ

家

族

を

避

難

さ

せ

そ
の
足
で
市
役
所
に

9
,
.
.
 ,

;
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藷
鱗
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如
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ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
が
多
く
活

碑

応‘
な9.
，
忌
屯
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所
日

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
も
多

巡

沿・
さ`
『
：
ふ
ぎ
じ
．

十
七
日
午
前
五
時
四
十
六
分
。

市

―-

＜
行
、
当
閏
も
自
治
体
賛
の
碑

g
 

津
田
町
の
自
宅
で
地
震
に
あ
い
ま

〕

地

震

直

後

の

仮

眠

と

っ

た

宮

屈
遵
を
も
と
め
て
い
ま
す
。
い
っ
碑

苫
支
援
体
制
を
つ
よ
め
た
い

」
5"~

家
族
の
無
事
を

確

認

す

喜

6
時
に
出
勤
の
は

3
B後

五
如

し
た
。
家
族
は
賽
と
子
ど
も
一二人
。

叩

暗

間

（
や
み
）
の
な
か
「
大
丈
夫

と

話

し

て

い

ま

す

。
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庇内
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と
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度
も
声
を
か
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ま
し

便

羽
芯
芍
"r"
＂葵＂次葵＂翌．兄苓裟＂＂裟＂翁翁＂

袂
．心
裕
．
洛
捻
姿
浚
＂
ぶ
翁

蒻
．5
＂吃洛
"r"g

•• 
g
5
．裟
＂
心
唸
苓
洛
婆
＂
心
と
裟
娑
＂
え
翁
＂

拾
"5"r5"
＂"5
5
翁
裟
葵
．
裟
裟
．
＂堀＂
が出
羽"-ー
況＂心
裟＂
塔
裟
裟
裟
裟
裟
裟
＂＂ふ
苓
＂
努
蕊
裔

"t"＂”名姦裟＂
埒
裟
＂翁＂
心婆
裟
唸
裟
唸
努
．
5
＂り5裟
唸
蕊
"
”
翁
翁
裟
翁
＂
後
裟
＂
兄
咲
裟
裟
餞
塚

""5,＂袷
．．
 
炎＂袷＂葵
"5"5
屯
裟
婆
裟
婆
努
心
＂
匁
蕊

裟＂ざ蕊

闇
• 

労働金皿匹宮支店が

姻蕊o.::>ため、当面労

金夕耳扱いは一言己o.::>

涸りとさせてし、ただ

きます。

ぽ金の積立について》

〇引き出し

・火曜日締切り

• 金曜日支払い

※①支払いについては希望があれば当

面の間、振り込みも可能です

②印鑑がなくても、免許証 ・職員証

など本人を確認できるものがあれ

ば受付します。

〇新規加入及び積立金額の変更

• 1月30日 （月） 締切り

・翌月の給与より引き去り

〇解約

• l月31日（火） 締切り

• 2月 3日（金）支払い

切金の貸付及び融資について》

〇生活資金の貸付 (10• 20 • 30万円）

〇虹のローン ・エースローン

(300万円）

以上は、当面の間取扱いできません。

なお労金に対して、今回の災害に対

する低利の特別融資制度をつくるよ

う申し入れています。

各
地
か
ら
救
援
物

資
、
激
励
が
続
々

面四ふひ・す項哉労組．合蚤への
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市庁舎の損偽の状況について専門業者及び

本庁舎の設計業者に頌査を依頼し、安全性に

ついての見解を求めている。 （目視及設計図

等に基づく ）

最終報告は、一両El中に出る見込みである

が、現時点における市当局の判断と して、 5

F以下の建物は安全であるとの認識のもとに、

戯員及びポランティアの方々等に業務に従事

してもらっている。

なお、6F~8Fについては、相当いたん

でいるので、安全上からも、又、建物への加

重軽減上からも、立入りを禁止しているもの

である。

息
勇
饂
~
～ヽ
時
点
に
お
け
夕
‘
百
当
局
凸糾
函
とし
て
．5

戸
以
下
の

逐
秀
畠
ず
今
を
あ
も
の
認
・知
？
ピ
k

黙
同
名
ポウンテ＃
L
り

市
職
労
は
、

25日
に
2
次
災
害

を
防
ぐ
た
め
に
も
本
庁
舎
・
市
民

会
館
等
市
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・

暇
員
が
出
入
り
し
、
働
く
場
所
の

安
全
点
検
を
す
る
よ
う
申
し
入
れ

て
い
ま
す
が
、
当
局
が
30日
に
な

っ
て
も
、
安
全
か
否
か
の
結
論
を

出
せ
て
な
い
こ
と
か
ら
、
同
日
改

め
て
管
財
課
長
・
財
政
局
長
に
早

急
な
対
策
を
取
る
よ
う
申
し
入
れ

ま
し
た
。

そ
の
な
か
で
当
局
は
、
現
在
調

査
中
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
左

記
の
と
お
り
の
見
解
を
示
し
ま
し

こ。t
 

紐
合
は
、
こ
の
見
解
で
は
轍
員

の
不
安
は
解
消
さ
れ
な
い
と
し
、

早
急
に
専
門
機
関
に
よ
る
責
任
あ

る
調
査
結
果
を
出
す
よ
う
、
重
ね

て
要
求
し
ま
し
た
。
ま
た
、
安
全

人
事
課
長
名
で

「特
別
休
暇
等

の
取
扱
い
に
つ
い
て
」
の
文
書
が

保
育
所
載
場
に
流
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
組
合
は
、
合
意
の
な
い

一

方
的
な
当
局
か
ら
の
通
知
は
い
た

ず
ら
に
現
場
を
混
乱
さ
せ
る
の
で

凍
結
す
る
よ
う
、
申
し
入
れ
ま
し

宣
言
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
識
員

・
市
民
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
な

ど
の
措
置
を
と
る
ぺ
き
だ
と
主
張

し
ま
し
た
。

た
。
当
局
は
、
保
育
所
へ
流
れ

た
文
書
は
、
ま
だ
結
論
が
出
た
も

の
で
な
く
手
違
い
だ
っ
た
と
し
、

文
書
の
回
収
を
約
束
し
ま
し
た
。
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援
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全
国
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ら
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距

息
禄
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西
宮
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対
策
本
部

息

蕊

（全
B
自
治
団
体
兵
庫
昂
逗
醤
覇
に
「
県

労
働
組
合
這
合
）
は
阪
神
大
震
南
部
地
震
環
地
対
策
本
部
」
を

災
の
被
災
者
支
霰
の
た
め
、
匹
置
い
た
。
全
国
の
自
治
体
組
織

宮
市
に
対
繋
部
を
設
鷹
。
一
一
に
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
救
翠
物
賣

十
八
日
に
は
全
OO
か
ら
約
七
百
の
懲
送
を
呼
び
か
け
、
近
畿
の

人
の
組
合
只
か
参
加
し
て
、
西
ほ
か
、
岩
手
県
K
船
渡
市
な
と

宮
、
芦
醗
両市
の
腿
者
に
OO
全
国
二
十
組
諏
か
ら
組
合
員
が

叢
品
査
を
し
た
り
、
音
苔
た
駆
け
つ
け
た
。

出
し
な
と
の
活
動
を
した
。

二
十
八
日
は
物
賣
搬
入
、
仕

二
十
巨
西
江
市
戸
田
町
の
分
け
震
い
や
炊
き
出
の

ほか、

西
宮
市
と
芦
屋
市
を
約

＿手
の
小
笈
区
に
分
け
、
選

扉

眉

に

自
宅
で
生
活
し

てい
る
襲
名
に
、
暑
賓

や
行
政
に
対
す
る
要
望
、
不
安

な
と
を
聞
き
取
り
調
査
し
た
。
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自治労連兵瞳県南部地匿対策本部ニコース

正確な情袈を届け、被災者と対話

3 0日、平 日にもかかわらず16単組200名の組合員が救

浅活動に参加しました。本 8は神戸市東遁区で神戸市が発表し

ている渭報を被災者に届け、現在の状況や切実な要望の聞き取

り訊！査を行いました。

5 0名が参加 した京都市磁労の組合貝は、 1.ffl軒まわって

「広報紙を もらったのが初めて」、京都から支援に来ていると

いうと 「話をしてくれる、情報を伝えてくれる、励ましてくれ

ることだけでも力になる」という声をたくさん1'111き、直接ヒャ

リングするこ との重要性を慮 じた、と感想を寄せています，ま

た、情報を掲載 したピラを路上で折っていると多くの人が集ま

ってピラをもっていかれました。

東漏区では正確な情輯が不足しているために、行政への不信

感、また住民間の不憎感が高ま っているという状況が較告さ れ

ています。参加者からは「行政が全国から集ま って来ているポ

ランティアや労働組合などの応援を受け入れ、本来の行政責任

を果たすために努力をすぺきだJ 「少なくとも家屋の撤去につ

いては、他府県の応援もふくめ早急に しなければ、倒れそうな

マンションの横を人が通り、まだ住んでいる人がいるので二次

災害につながる恐れがある」という声も寄せられています． 口
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自治労遭兵●賽晒岡地●環地対策広郎

住序 ：兵●剛西宮市戸田町町 1-2

約イトと'-21Ii鮨紐勤
霞 話 ：0798-26-0211・(1'1)030-620-3712

FAX : 0798-26-041J 

避難所泊り込みで救援活動

大阪市労線は、これまで神戸市東漏区役所で物資搬送のポラ

ンティア活動に奮闘してきました"308には4名が活動、 3

人が避難所に泊り込み、避難所への救援活動に参加しました。

明日318から当ilii1 0日間は東滋区役所の物資搬送などの救

浅活動を計画しています，

2カ所の救援物繭の整理なとに
弓lき親き六奮闘

郵便救援物資の整理などに奮闘している大阪・吹田市労連は、

30日から真砂中学校と鳴尾阿中学校に69名が参加し奮闘し

ています。

当初、 31日までの活動予定でしたが、今後対応する者がい

なくな ることもふくめて今後の救援活動を検討しています。

各地ガらの激励

大阪自治労連・徳畑執行委員長、鈴木飲行委員が30日、西

宮市職労、芦鼠市職労、神戸市職労などを激励し、これまでに

集めた義榎金を手渡しました。

また、自治労連保育部会 ・早瀬事務局長ら3名は第4回自治

体保育労働者の全国集会で集まったカンバ31 6 0 0 0円を現

地対策本部に届け、また西宮市職労、芦屋市職労や保育労働者

を激励しました。
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西宮市職員労働組合 教宜部
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良

：（地震災害 rなん之も1青醐」〉、

西宮市政ニュース「地震災害広報」に掲載されて

いるもの以外で、組合貝に役に立つと思われる情報

を抽出してお知らせします。皆さんからの「こんな

情報が欲しい」 「こんな情報がある」などありまし

たら、お知らせください。

く教育相談＞

〇震災に伴う「教育ホットライン」が開設されまし

だ。

1. 場所••教育委員会・学事課分室（教委ピJし 1 階）
2 期間…当分の間（午前9時～午後9時）
3.電話・..26-9504~5 
く法律相談＞

無料 (10時～正午、午後 1時～5時、日曜は休み）
• 西宮市隧労が団体加入している兵屈民法協は現
在体制立て直し中ですので、体制が整うまで、

次の所で蚕話でのあらゆる問い合わせにお答え

します。

①「地護11 0番」 078 (362) 5158 
・5171 ・5178 

②中神戸法律事務所 078 (577) 1401 
※「西宮市臓労の組合呉です」と言って下さい。

・今後、組合員に対する出張法律相談8を設ける
ことも検討中でg。

く職員厚生鰈＞

〇健康保険組合

・被災による健康保険証の紛失等

①再発行••健保組合に申し出てください。
（所属長EDは不要）

②治 療 ・・・保険証が提示できない場合

病院の窓口で
(1)氏名(2)生年月日(3)西宮市謹員健保組合
の被保険者及び被扶養者であることを言え

ば保険治療が受けられます。

・人間ドック、脳ドックは当分の問受診できませ

ん。

•今年度の歯の2次検診は中止。
・「くにみ荘」は、災害救急用の宿舎となつてい

るため当分の間使用できません。

〇職員自治振興会

・ 「福利厚生説明会」 (2月 1日予定）は、実施
8延期。 （改めて知らせる）
•中止の事業
①庁内ポーリング大会 (2/20~23)
②チケットの斡旋

（スク）しージ・オセ□…購入者に返金）
③角石テースコートの使用

④職員会口の利用

⑤退瞳者旅行（実施8未定）
〇謎員安全衛生委員会

・消化器（胃）検診・・・ 1.2. 3月生まれの方、
延期。 （後日知らせる）
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自治労運兵庫県南部地霞対策広部ニコース

NO. I I号

1996年9目298

自治円量口•Ill庸圏麹■lll麹対霞稟薗

庄所 ： R•llJI1!18m戸田Ill!I -2 

りヽイ匹 鴎

●属：0799-26-02JI・”“20-3192

FAX : 0794-26-0tll 

全国から450名以上ガ
芦屋市、西宮を中心 に多影な救済活動

2 9日、歓災者にたいする救援活動に全国から24単組． 4

50名以上が雀加し、地壌訪問活動、救援物賣の配布、 被災家

塁での手邸、遍鱒所での炊き出し9立多彩な救橿活動を紐 くキ申戸市東潰菖こ9

しました． I 大阪富田林市●労、泉回市職労の総勢約り0名が淳2台
で神戸市東●区に入り、持ち込んだ救援物賢を配布するととも

に｀訪問鯛査を実籍しました。住民からは「情輻がないので、

＜芦虞市＞ 町内会を通じてでも知らせてほ・しい」「隣の家が傾いていてま

芦艮市現業労組書紀月をセンクーとして｀ 226名が参加し た大もな余震がくれば2次災害になるので、はやく撤夫してほ

学校区ごとの訪問隅査活動を実樟、住民からの婆望を聞き緊念 しい」など切実な声が寄せられ虞した。

に必妻な物資はすぐに届19たり、被災家屋の雨天対策や家J1:111)

できるようになった」と喜んでいました。

2 9 B0-ラーしたところでは、 整壇で言ている所も多く、

23日から278にかけ再開しているjfr{,ありました、＇

逼び出しなどの手伝いを行いました． I 繕動力いガし、
ある地墳で1と「8000世1rが居住しているが開稟医が1 神戸微災中lb地の実嶋把璽に全1J
ff I,ない、最饉所にはお医者さんがいるが自もに9》っている者

は不安がつがている」という頁が寄せられたり、「倒墳家鼠 反核（地震救橿）ライダー近畿プ〇ックでは、昨日に続き本

の取墳L費用が自治体•国の負但でと骰道されているが、どう Hも破災地や逓纏場所への実態調査を行いました。

いう手続きをとればいいのか」 I学校はいつから始められるの この日は、悼戸市全填の実態をつかむため神戸市役所を拠点

か」といったような自治体の広柑活動がまだ行き届いていない に東は東漏区から西は須崖区まで、パイク8台で廻り直した．

声U寄せられています。 行動参i“者の駐では、 「丑凰所や彼災地にいる人から行政か
和 i賃本部では、こう言った住民の畏望を受けとめ芦鷹市 らの知りたい情＂が全くこない」など行政への不讚が蔓延して

当局に巾し人れを行い、当周の戻請1こもとづいて「広＂」の届 いる実鰈が籟告されました。

け活動を計遍中です。 行動終了後、二日間の行動をふまえてSI$絨き取り組みを強

化することを確紹し｀当面2月Ju （水） 16略からl8峙半
に大阪・婉田の各駅府でピラ（広穀） を神戸に帰る人に配布し

≪匹宮市＞ 1 しす．まに 2月4B （土） 5 H (l:l)に贄二次救援うイグー

大阪・堺市職労が29El~2月4Hまで、現在1000名が 行動を全国のライダーにも叶びかけることも決定しました。

丑羅している石宮市立香櫨園小牛校で｀救復活動を騒闊してい"• | 鵬岡市労董5名 、
29Bには、役員2名と l8名の組合員が救擾活動で冨闘し 298ガら2月 2日まで霞撮活動に参加
ました，活動内容は、炊き出し手伝い、 トイレ清惰、翰水手伝

い、物資逼鑽、校舎清掃、ポランティアヘの活動指示など。 責 29B、静閏市労遍の策2次救置鼠 （松JII功19委員長を団長

任者の本松副委員長は、 「行政がしなければならないことがい に5名）が到着、さ..,そく芦昼市の救員物賢懺送活動に参加し

つばいあるが、 二人の職月配置で手が回っていない」「[J;lじ自 皮した。また市の活動終了後、自治労退現地対策本闇の活動に

治体労働者と して、ともに救復活動が必葵」 1'市民への自覚的 丑くまで奮闘。明B3o aから県立芦嵐隋高校で配迭活動に髯
／ぷ復興対策も必蔓ではないかJIしと，． 状況を見て意見を寄せて 加します。

います。 (ICしいなかでかけつけたが、 職員・ポランティアの人が懸

叩 臓労はこれまで、 25日にプク汁、 27 l:llこカレーうど 命に頑張っており｀同じ自治体労働者として救復活動に参加で

んIOO 0貪分の炊も出し救援if;動を実紺し、31日にも炊き きてよかった」と駈っていました。

出しを予定しています"

各地ガらの激励

また、避鑓所、保育所 学`校へのローラー牧援活動で西宮市 自治労遅11岡県準偏余・橋本書記次長は現地対策本郎を激動
内にはい.,t:.救援部隊は2りEl.現地の保育労働者などを徴励、 J JjHのカンバを届けていただきました．

活動を属関しました． i専門保育所では再開Ill窯（邸鼠の片付け` また｀京郷・楕葺町糧員組合は街頭で集めたカンバ (I9 9 

ふとん干し、ぞうきんがけ、水はこび）の枯動を行い、現場の 3 2 81'))を対策本邸へ寄せられました．

保母さんは 「かたずけがすすみ、明Uから2窒増やした保打が ，
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自治労連兵厘県南部地瞬対策広部ニコース

栓藝紋心心べ竺
叫心悶峡叫斗叩峰
（沿←→怨・心←必さ氾ぐ2唸ぃ心）

咄•螂如釦唸邸袖咲3ヤ涎遠送匹‘P
S％ゃ•

自 t台労づ専

兵庫県南部地震現地対策本部ニュース

1 9N；邸l忠轟5r1 |『品孟貫貫掌掌B1は。ニ周2中［悶；：826041 
鎌倉市職労、 24日午後11時40分救援物資楼み出立！

3 l 日まで救錢活動に参加
神奈川・鎌愈市琺労は、宣伝カーにウエットテ ィシュ、 1••It、ガスポンペなど

たくさんの救援物質を満戟し、 •ili役所を24 H午後1l時40分1こうし気よく出発

しました。車には2名の嫌危市職労役貝が乗車し、今）］31 [1まで地域の救援祈

動に従事する予定です。

日本列岳縦噺反核ライダー・近畿プロックが呼ひかけ！

ー 近畿の燃ゆる雷年よ、結集せよ

U k貨笑うイ f-HUヽ iをfa委譴
I.I本の‘I;.illを心から斯う全1蘭の自恰体に慟<・fi年は1砂：／辺核うイダーなどの活

勁をとおして平和と反核を訴え述動の．fllを1公げて米ました，、近伐プロック各f'..I汁，・

体に慟＜郡l礼も1彩l:•I父核ラ イダーを糾紐し、おおいに徊淵してきました．、

反核ライダー近畿プロック事務局では、戦後厳人の店災による被，1：をだしてい

る今1111の阪神大震災を救援するため、 1庚描に関係なく恨動性をi,［かせるパイクで

の救援活動を梢極的に行おうと、 「阪神人炭災救援ライダー・第・•次救仮話』））」

を呼びかけましたn

全「~Iのl.lif淋に働く・ （炉it紅 1の加l部）やi-年のfIt極的な参)/IIを呼びかけていま

す，、II柑と内容はつぎのとおりです，＇

【um 1月28 U(」l:)～2 !) ［l (Fi) 
いずれも午iiij10 時集合•••兵！車自治労辿

【内容］ ）＆本的には現地で指ぷしますn

(！）IIi役所～被如也～靡諜所への祖i物迎搬、 Q)Iij民への避凱＇漱、叫 V.

祈動、 （割技災地への述絡 ・臥界甜，原JJ、(4)現地のポランテイァ訊動など

NU  ア ぷナ

I 9 ¥l 5年1月25 B 

-自治労遁兵9ぃ県剛邸地震現地対策本部

仕所：兵庫県西逗市FIll町町1-2
l,?/lt'ル：＇鴻他 fii

冨J.!:0798-25-02) l-030-620-371~・携祈
FAX:印98-26・04ll

258 

鵬便物の仕分け （匹宮）

足て嘩望讀 攣 （芦慮 ）

市匡痴聞琵芍の這助 (III匹）

なと多彫な交攘 で 一一

云 0798-26-0211

ミニ ·ii1•J,fiJ餡し‘ジクの文こ捻達 0> 9 人、 tmlt)J終
移足1交、 非父松2本音l5を i放尻））にこt伐ir切
2 211からI・ラック2台でかけつけた9人の＿；：．iiliiliij沿労の）ン／くーは:l1111 

の作業を終え、 1:1分たちでJIj心した?i・沿へI};る迎1,(f)2'111午後J] II.}すぎ、
自治労述地展対策本部を激励に訪れ、支援が場の内容を平難；• しました。参加行

は「見なければ巖災のひどさはわからない全国からも」とのぺました。

r1,裟

各地から自治労連の組合員が被災地へ支伐活動に入り、多撮

'“もRIこbとづくとりくみで賢闘しました＇`
［吹田9"職労】 20名が丙宮市内へ配送される蛉便物の仕分19
のにめ真砂中学校で午前 I0峙から午後7時まで作業しまし

た。これは市から24 81こ債助要＇月があ →たbので、 釦便配

違b()lj開されたしのの、山積みと 1ヽった郵便物をいそいで{.I:

分けし fヽければならなかったbのです．届I市臓労は当面、

3 I Bまで支はに人ります。

［東人阪Ii職労l病院文祁の村護婿さん6名がJR四g駅の北

側で避鱈所以外の地壌を 3班にわかれ約）~J、健茂などで相援

にのりながらドライシャンプー（水を忙わない）にし応じた

ほか、 「訪問ヘルパーの派遣を」などの要望が守せられまし

た。 「公園にいる人たちには医僚スクッフはbらろん、市の

鴫只も文わってこない1など、 ill.籟所にいくことができない

人たらへの援助の必嬰性を訴えていました．

"＇市職労］豚汁 2000人分を西宮巾の西側、芹ほ市よりの

地域にある香櫨園（こうろえん）小学校で炊き出しを行いま

した． 24日に,pし出たら、 jfjからは辞迅の返事。対策本部

を通じ、 i!!:i宮市臓労とlu淡したすん、岡小学校がぜひとの返

卓．近くの被災者への分b/lI意し．朝8的に出発しました。

｛寝塁Jllili職労） 24日、IO0万円のカンパを対策本部へ

持参。 25Uには、ウエットティシュー、生理用品、文房

具、紙おむつ、凪邪グスリなどの物資をとどI9ました。

2 8 tiは、自転!11200台を自内に使ってもらおうとトラッ

クで遅ひ＼空いた荀台にゴミ を楕んで帰るiH目を立ててい

ます。

［高石ili鵬労J支撲物只の搬送で冑闘しま した，＇

"0泉市騒労JIi、どういうふうにやれば効果的かと、組合役
Rらが、たきだしをやる予定の妓災地を自らの足で況立。

な護Mさんも参加 し、同時に訪問梧動ba悽i、28Rにはそ

ろ.,てやることをきめました．

UManJ市職労J6名が、救Ill木部で項情を1包揮したうえで｀

芦足＇rii内まで少き、 被災地を関企 6(）0人が辺雌している

楕追,,学校で校長と面釦 fl治労連のポジンティアですと自

己紹介． 卜透、 医渫品（かぜ長、胃腸必＇でゆる＜効< bの）

昼間のポランティアはど切実な萎望を訴え、 「温かい食事を

提供したい」 。同市職労は28口（上）の昼食用におでんの

炊き出しをおこなうことを約束しました．

［鎌倉市職労l2人が直伝カーを駆..,てヽ夜を徴して移動。震

災対策＊綿で現状をきくと、さっそく芦置市現業労組事務所

へ。 敗乱した事務所の片付けを終えると、岡市のポランティ

ア坦当へIりかい、 B治労遅からと1旧告し、骰災者の姿足をま

とめ、搬送する仕事を3J Bまでおこな＇）ことになり ました．

(I'9瓜11i繊労］ 川西iliでは市が広雑をだせず、市職労が 「市民

新聞」を発行して代行することとし、門真;ji職労の教宜活動

のベテうンが手伝うため、支援にはいりました．

神 戸市内へ も物資を1般送

))(祁自治労連本部、京都市職労、大阪市役所労組は、宜伝カ

ーやパスで神戸市内に入り、市役所、東潤区役所やポートアイ

ランドの中央病悦へ支援物資をはこび、檄励しました．

芦屋市現業労組事籾所 を盛瑣

震災対策本部の柳沢本部長代理、布樟事務局長は連格のとれ

ない芦展iF職、税菓労組事務所を訪れ、まず、我業労組の事務

所を片付けました。夜を散して直伝カーで支復にかItつけた鎌

倉ili職労の2人も、さっそく手伝いました。

現菜労組お務所では、竃貼とファクスを使用できるようにな

りました。

f
災
寸
小

各地からの激励

〈メッセージ〉

自治労連Ill島県本部

長”•佐久市臓労

〈叔励・見只）

2 5 u.臼治労遠都職労の斎藤武彦執行委RRと中井JII斉至
中飲が対賃本部を訪れて、束京自治労連から託されたカンパ

1 0)ilりとともに、自治労連都職労木邸と議場からのカンパあ

わせて I4 0 Ii円をとどけ、数励しました＾

柑lit)llili臓労1;jIO0万円、比401lliJi職労は20万円のカン

パを寄せてくれました。
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再
開
す
る
保
齊
所
も
壇
え
て
い
る
。
い
つ
も
の

保
母
さ
ん
と
会
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
表
渭
も

や
わ
ら
ぐ
（
西
宮
市
の
市
立
芦
原
味
肉
所
で
）

•
•9,

.

4 

慕
忍
苓
r
[臼
象
咎
＆
召
泣
〗
｀
ン
サ

j
切、ユヨ／

 

て
ヰ炒

あの日の恐怖を思い出す

のか、夜になると泣いてむ

ずかったり、おびえたりす

る幼児たちo遥雌所でぱ、

自由に遊ぺず、暖房もない

中で、お漏らしすることも

多い。阪神大震災から 1還

閲が過ぎた。 「子どもたち

が少しでも安心できるよう

に」と、今週から各地の味

膏所で再開するところが地

え、子どもたちの笑顔も戻

りつつある。

（萩房 久美子）

阪
急
電
鉄
西
宮
北
口
駅
か
ら
西

へ
自
転
印
で
十
五
分
。

民
家
が
軒

襲
崩
れ
、
現
界
が
広
が
る
住
宅

地
に
、
無
事
だ
っ
た
西
宮
市
立
芦

原
傑
育
所
が
あ
る
。
邸
舎
が
や
け

に
立
派
に
見
え
た
°

震
災
二
日
後

の
十
九
日
か
ら
、
保
育
を
再
閲
し

た
と
い
う
。

園
を
の
ぞ
く
と
、
約
二
十
四
畳

ぽ
ど
の
二
臨
の
傑
育
室
に
、
七
人

の
歴
母
さ
ん
と
ゼ
ロ
叙
か
ら
＝
＿
磁

の
子
ど
も
七
人
が
、
伸
良
く
昼
食

を
取
っ
て
い
た
°
ガ
ス
、
水
道
が

使
え
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
給
食

は
な
く
、
持
参
の
弁
当
。
と
い
っ

て
も
、
ほ
と
ん
ど
が
お
に
ぎ
り
だ

+0 
.,v
 給
水
車
が
来
る
度
、
保
母
さ
ん

が
パ
ケ
ツ
で
水
の
確
保
に
走
る
。

ガ
ス
ヒ
ー
タ
ー
が
使
え
ず
、
暖
房

は
休
憩
室
の
こ
た
つ
だ
け
と
い
う

状
態
だ
。

い
つ
も
は
七
＋
＝
ズ
の
子
ど
も

た
ち
が
通
っ
て
い
る
。
被
災
の
た

め
、
通
園
で
き
る
の
は
、
わ
ず
か

七
人
の
子
ど
も
た
ち
だ
が
、
そ
れ

で
も
大
好
き
な
保
母
さ
ん
に
囲
ま

一

れ
、
元
気
に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

そ
の
白
、
所
長
の
小
崎
敬
子
さ

ん
国
）
は
、
半
哀
し
た
自
宅
を
そ

畠

に

、

一
時
間
翌
い
て
年
噴

所
に
た
ど
り
珀
い
た
。

園
の
印
房

は
域
滅
、
敵
乱
し
た
備
品
に
、
ぽ

う
然
と
し
た
が
、
気
を
取
り
四
し

て
「
救
叛
の
た
め
に
慟
＜
践
も
い

る
。
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
子

ど
も
が
安
心
で
き
る
場
が
い
る
。

保
育
は
中
紆
で
き
な
い
」
と
言
い

聞
か
せ
た
。

市
に
も
迎
絡
、

家
が
全
壊
し
た

衷゚さ
っ
そ
く
全
員
で
手
分
け
＿

し
な
が
ら
、
園
児
の
消
怠
の
一

履
に
全
力
を
忠
兒
°
謳
一

話
が
通
じ
な
い
家
底
は
、
歩

ー

い
て
回
り
、
各
避
雛
所
も
訪
一

ね
た
。その
中
で
、
二
歳
の
完
児

ー

一
人
が
崩
製
し
た
家
の
下
敷

一

き
に
な
っ
て
亡
く
な
っ
た
こ

r
'

，1
9

9

1

9
9

9

と
が
分
か
り
、
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
て
、
園
児
の
消
息
確
認
に
禁
走
。

汐

t

保
育
を
可
問
し
て
も、

い
つ
同
じ

遥
難
住
底
か
ら
も
「
と
て
も
心
姿

；＇嘘

規
模
の
余
震
が
あ
る
か
も
知
れ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら

拉

ず
、
不
安
は
募
る

。

れ

て

い

る

。

「
保
育
所
で
は
子
ど
も
の
命
を

「地
域
の
子
育
て
支
探
セ
ン
タ

泌

第
一
に
考
え
て
き
た
の
に
・
9

9

.

.

.

 0

ー
と
し
て
の
慄
膏
所
の
招
甜
、

翌

伺
も
で
き
な
い
の
が
つ
ら
い
」
と
災
密
時
に
こ
そ
試
さ
れ
る
笠
9
」

翠

小
崎
さ
ん
ぱ
沈
と
弾
力
的
な
渾
用
を
求
め
る
芦
も

呈翌
裟

3

が
、
そ
、
同
市
で
は
磁
災
後
、
公
立
醤

謬

保

母

さ

ん

ら

ス

ク

ラ

ム

匝
器
。
だ
出
て
い
る
。

っ
て
お
れ
な
所
四
薗
で
保
育
を
再
関
。
二
十
四

五

い
。
保
母
さ
ん
日
か
ら
支
悶
が
な
い
限
り
、
公
立

・缶

た
召
「
と
に
葛
所
二
十
六
園
、
私
辛
i

-

―園

豆

親
た
ち
の
信
頼
も
厚
く

醤
、

一
人
親
家
庭
、
医
窪
関
係
か
く
ペ
ス
ト
を
尽
く
そ
う
ね
」
と
で
開
始
し
て
い
く
予
定
だ
。
出
社

咋

者
ゑ
醤
活
動
に
取
り
組
む
家
底
励
ま
し

合

っ

て

い

る

。

の

見

通
し
の
つ
い
た
践
か
ら
は
、

笞

と
い
｝2
宋
件
で
子
ど
も
の
受
け
＾
親
た
ち
の
信
頼
も
厚
い
。
再
閲
曰
常
生
活
腹
帰
へ
の
足
が
か
り
が

．や沿ふ

れ
を
決
め
た
。
そ
し
て
、
緊
急
時
切
曰
か
ら
、
長
女
（
匹
つ
）
と
良
男
で
き
る
と
の
期
待
も
涸
い
。

7念｝＂
な
、一

に
迎
え
に
来
ら
れ
る
否
2
恥
育
所
（
一
つ
）
を
加
け
て
い
る
西
己
市
晦

一
方
、
ペ
ピ
ー
ホ
テ
ル
な
ど
郎

3

.ふ2J
 

ま
で
徒
歩
十
分
の
家
庭
に
絞
っ
呉
、
匹
中
一
人
さ
ん
（
＝
＝
六
）
は
、
救
認
可
の
民
間
託
児
所
は
、
市
で
も

-

て
、
預
か
る
こ
と
に
し
た
。
ぼ
活
動
で
撤
夜
状
惑
が
続
い
て
い

被
き
状
況
ぱ
つ
か
め
ず
、
今
後
の

附

自
転
血
や
徒
歩
で
、
保
母
さ
ん
る
。
「
衣
も
実
家
の
円
梨
店
で
遥
渾
宮
に
つ
い
て
も
ど
う
な
る
か
分

i

羨
々
に
出
勁
、
十
五
人
の

g
難
住
民
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
か
合
い
。
し
か
し
、
ぽ
は
徐
々

{,
}

七
人
が
そ
ろ
っ
た
。
高
木
タ
カ
子
る
。
仕
中
を
持
っ
て
い
る
両
親
に
に
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
る
。
床
育

ダ

さ
ん
（
そ
往
、
宝
塚
市
か
ら
自
転
と
っ
て
、
仮
呵
所
は
安
心
で
さ
ま

閲
保
老
ら
は
、

一
日
も
早
く
、
子

・汽

車
で

一
時
問
か
け
て
来
た
。
夫
が
す
か
ら
」
と
話
す
。
ど
も
た
ち
が
地
謳
の
恐
怖
か
ら
解

§

二
人
の
子
と
西
品
れ
て
尼
崎
市

休
四
し
て
い
た
釈
育
所
で
も
、
放
さ
れ
、
笑
組
が
戻
る
日
を
待
ち

び

の
親
類
に
返
醗、

少
し
は
安
心
で
保
母
さ
ん
が
、
紙
お
む
つ
を
持
っ
頭
ん
で
い
る
。

t^

こ`
い[""，
5

這
守
も
3
逹
ぷ
し
穴
唸
喝
岱
達
げ
遅
氾
苓
導
応
硲
．巽
討
恕
炉
ふ
工
べ

，
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職
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玄
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営
業
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い
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平成7年1月27日

各局長 殿

総務局長

蝦員の勤務体制について

兵庫南部地展の発生以来10日が経過しようとして

いますが、各職員におかれては、徹夜勤務の連続等に

より、疲労も相当蓄積しているものと思われます。災

苔救援業務は、今後とも長期にわたって続くものと予

想されますので、今後の継続的な災害復l日事業等に支

防を生じさせないためにも、各戦員の健康状態に配慮

する必要があります。

したがって、戦場の執務形態を今一度見直し、ロー

テーション体制をとるなどにより各喋員に対し適宜休

息日を付与する等、職員の勤務体制の整備に努めてい

ただくようお願いします。

以 上
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震 災救援活動fこ

霰大の 7 0 0名な童闘

地日兄化から2度Uのti/Iとなった28 l'J、帳災者にたいす

る教伍活幼に全りからの仲11IJ、700名が参}AIL物資の戴送、

炊き出し、ゴ；の積みt11し、避攘所でのお手伝い1ヽどに大奮闘

しました。

記

ぼi宮ill】 ,l祁 ・I"部をl'心に、近磁プUック各糾繊から7

00名をこえる糾合只が、救U/活動にな加しました。

'暉/9峙から I0騎にかけて、駆けつけた.Ill合貝200名が、

現地il笠本部に入りきれず｀本部111Jで：g，也統一のあと、全体で
20校区の各家“へ救伐物汽をhi；けるとといこ、地演の実1&l1)
糾応．し動b行ないました。

蝉(()には、州祁．の／iが比較的披災の影響が少9よい火級がつ

かめましたが、全fM的には、地1劇住民から、とりあえず、水・

19入のIllll1を求める門が多誼任せられるましたn

ー／i.災災債害のひどいところについてI!、1-1常生活におけ

るティッシュやおむつ、生刑)II,1：ぃガスポンペ符の11'i』ti.¥や9}i

衣沿・カゼ菜芍の咲包が出されています．，

叫息対策小邸は、令体行えり11))1!が9状況をふまえ、 9iちに対応

できる物因についてIi,必疫な家駐に屈けるとともに、洒宮jfj

への史笈についてもti',はへ必咲な対応そ'/l;ii¥'しました．

全困l;動終了後、各参｝JO者は、 'ilき給き近くの避鱈均所や学

校・幼稚園への文復活幼にな加しました＂城は 1i覇労が駆けつ

けた小学校では、 2月I81こ授業を一部 1り開するための準榊が

9り'0」りヽ 9C \、とした、教'4•1が被災当 l」のままであったため、

その整理の予助けで奮闘しましたの

また、）；渭帥臓労の保紺さんIi.どII名は、 }II紺9lヽ牛校を訪

れ、 トイ 1ヽや体W節などのf，'itii,｛効に参加しました，

参加者からは 1行政からの教如，紐効が行き届いていないとこ

，，が地域に入るとまだ93っている」 [-i1ilIO伍の人が訪問してく

れt“!I)は今日が始めてといわれ大変感謝された 1などの感也や

・具隙t,<.fli告されました.. 

［臼駐ml'/-1/11から、ド杖,ii現沼労*U'I!り記r.,)にかけつけた大
阪が1臓労や大阪 ・松原ili戦労、税凩)!l,li屈労などIll8名に、

り後からは州和Ii内で祐動した）財昌~i騒労、 K阪府職労などか

ら60名が加わり、 16H名が、物駁をとと‘I9ながらUjrijして

の咲望潤．秀、ゴ ；収集、避羅1村のI此，＼などで・臼llllしまLた．，

珈りは、市Jlill)¥J"f.校区を l¥J f--ムが入りました、，I住む

がいつすめるのか、ないで点検してはしいII.JjAしがとどかず.

ili内の状況がわからないlなど、の変翌がだされました．公hq

でテンいl;．活をしていた4*転からば、 1杖、水くて．，も市が

はしい」 r，名校の咲験はどうなる．I と訴えられ、 if:l!/,~かいと

:；て問iをとどり変更された・芝験悦頌を』9たしまし、た．，

また、大阪滋ニ労から:JI)名が必桜に人り ．且穀9りiを，Ui』3亀

水述び、 トイレのi,11.；)などる乎佐いました．

裕）＂佑 ì I悲ったじI.I••に配どはひどい 1 召;そ刑以外！／）艘
i.． 

災者に情付が必炭だlなどの感組がだされましたn

自治労連冑 年部も

皮核ラ イダー で活動に合 流

近這プロァク冑年部を中心とする反核ライク'-l8名が合流

し、救復沿動へ参加しました．

/)l.核ライグー近鰻プロック実行委貝会では、第 1次緊．0行動

として大駁や双祁、滋口、911歌山から20名のうイグーが兵庫

(J治労述に合流し、甲山・夙Ill地はを中心に被内に退われた地

壌住民からの淡虫や実態調査を行ないました，．

また｀いく つかの住民から疫史のあった救悦物賢をi{iらに配

追するなど、パイクの椙動性を大いに生かl．に行動が展開でき

ました．

t場参加者からは、 j特に帖リiの大きかった場Iりiで1:It,mが

まったく人ってこないところが多い」 1111れた家の隣1.-．｛しんで
いる人に'il．く撤去してほしいと；tわれた」など、村政に対する

t成の愁り と被災地の焦9しな状況を改めて認磁することがでさ
まし／::.. 

暖かい炊き出しが大 9ろ即！

炊き出し行幼では、人駁I.」治労北の祁舷 （府磁クi、i財lllllili

職労、和泉,ii.'ij・)l U 8名が、加ケ1j-Jli会所・JUケIt9J！且園・

,n貸1,学校に~,貪 ・ タ食含めて 2 ~ 0 U J!tのプタil・やおでんを

配りま した．

さらに、夙JIIi9,•J} II叡では、任のb4}JIりにJII息した I O ll 0食分

のプ9汁が、わずかl9祁IJでなく 1心・り、破災名からは 「まだま

に寒さとぶム：Iヽ1いt1が紐いていますが、このようなことをして

いただいて大変うれしい1と感想が1liされています．

プ9/tが、 予定していた＆ヤじIIよりも1}くなくなったため、似

J:Kさんは刃攘f）iへの保布k幼へ、＃損姐さんfi. どl~ Jl!ilえの区税

i,f;幼へ•ii き続3参／』1し よ し た．． ＇

!II．とじた9UI台分の救悦物惰し、またたく111JIこ1よくなりまし

た。

2 (j l」の夕代から2u o食の191クの炊き111しをつづけている
大仮lfi騒労I’,＇年祁は、 2811{,おこない．夕~Iこは）U‘rf以lJ椎

l>,lt'炊!'!l!ILで柑関しました．．

岨町吏吻過：01:...t:づがプ を 1

て？ —- 笈しにこ

5 4 名

辿[I蛉便物即、1/I：分1）で菖1111する吹IiiI砂滋i."りを:,Ii内での

珈！i,';j/J：こ2（1名がな）J11、II 0名が11:9}I9作菜に似悶しまし

1,：・ まにこり）n1J.. 人数柑臓労：｝と名、祭良Jk•'i;l 2名がJnl

わり、I5 1名が、山litみされた物Rとピ塁）．，午前 1(I聞から

作烹にかかり 、 'I •it2 関すぎには人苅に持ち込まれた物百を 一
気に片付9／史した，9

ゴ圭の収雲でも支璃

地震発生後、被災地のあちこ らでなかなかtt1•「かないこ'<の
収集でb、fl治体労働名が“此しました．，

}UilIlili臓)；-は 28U'f'1p/3 ~りに利lヽ ｛川を：I滋した。 50名
が．芦khli/Jl又労Ulにl'I知Ii70合を71JIりの氾債i!iへ殿人し

た後、 9カ仙Ii内のゴ ：を10合の収即llに1nみ込み｝抄沿りま

した．

比心Ii艤力は昨/Hり30分、 lI名が:Ji収如li3台で支

伐にかけつ11まし1らワゴン1112か分の救位物臼を木部に殿人

後、西和Ii内のゴミをjli一杯に1.iめ込み、けら柚りました．

名 地がら夕支填活 勁 がそく そ く

,lH4 ・ n.（松 ,Ii臓労の5名は、 28 n缶1i/69.1にJJI.J也本部にト
乃 ク2台の救援物賢を楕んで到ふ J)L地本部への檄励後、直

らにFiI如Iiに搬人＾すでにi，澤している flllili屈、＂悶 iii労逍

のメ ンパー ら と といこ、~ I IIまでj!'.i/.[ポに9杞ジンティアi，ば幼

にな）II し臼糾Jし ていま す~

また、ー・：糾iiti臓労も女性をSむ7名がこのI].；；，2次の文伍
話鋤のため9,・'/kMi人りり 鎌n,li駁労、KIt:l淀,1;屈労らの仲1iLIと

）し気よく丈悦il;幼にff闘しています．
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金 7JO迄 な ら の感俎R

地匹の1•1からずっ と TV で被災地の1大像は 見ていたのですが．
叩の状況をI.Iのあたりにし、 l• こんな こ とが本当1こ•あるのだ

ろうか1とシ引フクでした、，め1：りして木'.'iiこ炭っているんだと

い う ことが、般災者の／iの；的から ひ し ひ しと伝わってきた， —·

邸）象に正1このは、自分の餃災しているのに、五99iのごと人

や火水iいのことを心出してくださる／iがいらっしゃったという

,11でし1e.,J)l代に人が忘れかけている忠いやりがまだまにある

と し i う こ とが殷しか •9に

111 b'i!く、みなさんの邸に欠閣が紺ってく るIIが来ればな
あと忠います。 （大阪府塁労 ，999}） 

今にも倒れそう1遺物があらこちに放紺されており、JI哨t1こ

紅険Iヽ 状舷であ っ た．．そん／i.紐物の小に入って1•,i物を収り出し

ている人しあり、ハラハうしながら見ているしかはかったのが

はがゆかった．，

・今[nlのようなアパウト1“日代でなく、 6.,と((,）を絞吠 関介
をiiIヽってはどうだろうか， （滋竹＂し臓 9紐 ）

まだまだ困っている/jはたくさんおられます，，できるかざり
の協）Jら．．そえさせられました．． （人・riiKf臓労 J]/11) 

2 8 1J、文即，ば動に訂闘したlll介などは、つさのとおりです

（受{•1名団に登，，iされ た分ですり 彫イ<’"J)

京砿 Ii磁労、京郡府騎労、1i』HIrii閏労，城は1j騒労、i邸 IUI

市騒労、 大阪府騒労、人阪府隣労印 l：邸枚方iii屈労、 滋智l1,i

騒、匹ifi駿、 /ll~ili園 ． 自治労辿愛知県本路、・仰珈Ii臓、松

助）i戟労、 字治iii戦労、認和i戟労．畑/11,li鯰、吹IU.1Ii労

述、奈良水労、反該ライグー 、 ~II泉 rli•1 Ii職労、 i籾llHdi闊労、
慎松rna、 n悶1i労述、 •FIII ili屈、 二i『 iii磁労、繕倉iii馘労

各ナll!.7.)ヽ ら 0ン磁りJJ」

〈} T セー ジ〉 長野県l:111,ii ~/治労述 と共k)する会

〈執励・見鍔〉

2 8 n 、 ~I治労辿）ti油1介該litりは総会 ( 2 6~2 7 11)で

:I:I,li:r.・から存せられた1ノンパ lO /j2「刊 が対菜本部にとどIt

られ、兵庫糾I労迷にわたさ｛しました、，また広恥自沿労追の水

ll繁樹委月邸(120万l'J、Ill上光地LI佑労速焚知県＊tぼ 記

次長がlo o・)JIりを対策本祁へ存せられました，、また、伽坊jF
磁 I 8万I’J、新宮市臓 2 5 Jif’l．は.,i,:,1;職労 5 8万I'/.

印州町職 2 0)j卜り、のカンパが1f/＄られました、a



2月1日、市職労の申し入れ項目の一つ、本
庁舎等の安全について、当局の見解を求めた
ところ、要旨下記のとおりの口頭見解が示さ
れました。

〇被害の状況
・6~8階は被害が著しい。
• 7階は特にひどい。
• 5階の柱にも一部損傷がある。
〇調査結論

• 5階は柱を補強すれば使用可能。
• 6階以上は危険。
•とくに 7 階は補修困難。
〇今後の対策

• 6階以上は緊急時以外立ち入り禁止。
• 6階以上の書類等を下ろし、荷童を減 ら
す。
・持ち出し作業の安全確保のため、仮設の
補強材を設置する。

• 5階の柱の修理。
• 6階以上は応急的補強。
• 5階以下の壁等を応急的に補強 ・補修す
る。

初高知 ．

被絡ぅれ紐合函がすへ

敦菰蒐合をとり夕'心す

o直存疇紘→紐全官記局

［ 
。儲行』

ざ＜環行西宮麟
菩邑屈． 37立淫4が

頑名 r西宮市印庫硲
執℃をg．浚均も6」

＜翠ふ落令み）かとうこを込＞

o固体…・Jl7I，砂9/

淳亨Ii$.応碑念邑．自i逗．

奴ヤ両．叙鯰．栖粗芦'
条炉z.和む樟多

。1国人 ・・・・ ／3わ必9 円

％如fノク＃．砂 0円
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曰で• 公衆心滋年をふセんしま心⑲
辺 I
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°尼J.苓初g戎池券・・・・2月3B・午債3吟～ 、I

〈蜘匹3階紐讀記豆）

西宮 1市暉労
/99S. Z. 3 （金）そ丸 ,. g 

西宮市職員労働組合教宣部
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自治労連兵渾県南部地震対策本部ニュース
釦6労遭兵暉戴寓印心m)l迫真4誡本ヽp
住 所： 6庫鼻l!i宮市戸田町町1-2 

I？イトしA29 iヽ939an 

N 0.  1 4 号 I電ほ：0791-26・021I・(ll)OJ0・620・l712
1 9 9 5年2月18 IF AX: 0791-26-0411 

珀•：こ ・中~ふし ー エ 4長、P l > 4, m勅
g;カル内長 J: ‘’心ぶi9入 0) E dし

麟

2月1日、午後4峙過ぎ、自治労遠対策本tりの柳ポ本祁長代

理、布樟m務局長鈴虹i宮,li●労闊人閲長の3名は｀柑tnr,
に対して被災Ai民の救復についての1項Uの,1,し人れを行いま

した，9

IIl し人れに対して、如玲絨の途91Iを閾j111 し、 J~）ij,liJHI

らが9批され巾し人れm項に対しての見解や現状を詳しく説明

されましたn

符に自沿ガ連4号ンティアが市内 I~ 地JがでUIぃの婆望を

闘き取り綱査した集約を手渡すと、 ilil~I:1 「このようなキ｝の

細かい析動をやってい／こださ誡にありがたい」と人感激され、

ピF.lり1各自治体からの選籟i9i1且当のポランティア妥lj人れをii

欣として受け人れてほしい」とのりIL人れについてい遥． iii

としてill速に対応したいとの見鮒がji•されましたu

また、虞上. 1・全田各地から寄せられIJい鑑Ii.ft偵金1こつい

て．骸災市民救j月のhに早．さに活月Iしてほしい」との巾し人れ

に対して、市長は、 「各自治1,1:1こ寄せられたIll員全について1:I、

県がプールするようですJとの返答がされましにこの収り扱

いについては． 9J磁木池としての政笛 対応が必焚です．，

IIIし人れ行動の投、記名クラプヘ逍絡すると山当込名がJ((材

のため9•I繁ぷ邸を訪問され、日治労退の多彩Ii,救は行動を知り
「マスコ ミとして往目するJとの感俎が述ぺられました．

JI|四市職の申し入れに対する

政府現地対策本部の回零

2月lFl（水）翫神人襄災で彼害を受けた）11:l'iili●が兵庫自

治労述との連名で、りiし入れ霰を政府の現地対債本打を訪れ手

汲しました＂政府及地対策本鵡には、） 11州市載穏憤良419委日長

外4名で、対策本部から内仲戚男副＾部長（囚上庁宜厨畜議'(J)

が対応し、次のとおりのIij)吝を得ました。

上段—.IIl合双求内容

＂2-政府),1策本祁同答

I. （悶求）仮没位迄2念旦△堡笠

（回芥） IJJJ J u兵成凩力Ill(が、人屈希望＃全Hに阪没柑t
を提供するmtを出したので、政府と してb文伐していさ

ます。

人屈者希匂打の受付は．鼻込匂簡枯IS方法でbできる

ようにしたい．まに入居までの間は、公的宿泊指孜等を

撫料で擾供します．入片可能で住宅として機能が幣ってい

る公営、公団住宅等の空家も提供します．

2. （要求）高齢者・庫害者・母子水庭等への移転先の羅堡と

l:!1序負但の整饂

(19脱答）復在＂生省で検討しているところです 。その対応につ

いては、新しい怯搾で行うのか、紐来の法律で対応するの

か、 lff努力しているところです。

3. （要求）慎災家且の篇科f特月9貸付切度のa1）＆と公(0念雌
卿 l等での住宅n-と茎恥魯歴

(Iり1答） 特別貸付割虔について1ょ、 膨大1ヽ財政i出辺が必焚とな

ってくるので●しいが、 鼻r11il'J!Mできます，＇
ー ・•

住宅ローンの支払い昂予については、民間も踏み込ん

でいるので、 改府も考えI£ければならないと恩っています

4. （委求）最五土埠登阻・笠吐ー旦祖堕

（回答）県からも見算い金割度の充実を妥望されている．政府

として検＂するよう欣府 JJ/.地対毀＊30から人れています。

5. （咬求）量区復への必妥＇ム財政復且

（回答） 巾し人れ内容については、良く則黙 しています．

6. （要求）塾災笈豊を完全世信

(l!!J答）労働もで検H中ですが、共惰1;l珂解できます．

7. （表求）史但恥嘩..:...{l)J!,_竺怪抗2．登
（回吝）通歴大臣からも佑示があり、現仕の利，g3％をさらに

11き下げるよう即Jしているところです．

8. （宴求）遠螂の適用など倍地:...f整直利堡甕と旦

物が者への絨エ望土q2撻堕
（国答） 「罹災侶rli信地信家臨峙処理怯J逍｝りの只体的な勘き

は把籠していません．捐家の方がお柑りなのは分かってい

ます．

9. （妥求）9Ji災体割の且旺己込』直堕箪での地既観測休頌

2怨
（阿答）屡旨を承っておさます．

現地救損活動に全国から続々と参加

東京から I2~閲かけて到着．さっそく行動開比

東釈からの筍199として、fl治労述昴●9;,El屈支邸の8名

（女柁をat.・)がマイクロバスで救援物賢を債んで51nしまし

／こ．名 ，り代から 1』田で名神贔速辺nがイ;~となり I 21,fllJIか11

て印IICI//; •,;·述 1；； .l"ill . さヽ，そ<;’1kl,li内の11.・1;n幼1::1-秋ほ

1,［91）に人りました。
惰災宕から切冥な妻望が

罪Hllll~'i·.d!から11 I 7名がIJI 3 J II II)ク1,1こli県に人り．

2)) l 11 屯Q/1から ~111",Ii絹区の被古地住宅街の幼I：り//;動に人り

ました． 被災行からの）kを直楼聞き、救援物Rのl\!~iや tt欣ヘ

の不鉛• !1:.r/;」•9 の HIia にのり會 h9妙的に1，ば動に IHい》ています．

また、 rI治会を仙しての芦[11~i紺災対霞広柑fc4iおよびl\!4i

ルートの値fr.1こl!rA9:aMi塁や守uinaの仲1111が取り11lんでいま

しにが． 人／1までに2(） 1.9治会で化4i／レートが“t．し1L Iら、＇

さらに、 ~t,,' ,I滋区の(f.'.c,破災行に神Ihli 「地iむ災 ‘•It14田 JL

代1の化がと物行の殻送、状況出tに廿予、 11ft.滋代、以阻
人阪のII,91;1がJI)(りMlみまし1ら (E・心の被災行は、飲fl水o a91、

トカ闊fふとのふ本的‘111、Wt料が不足しており、 また、公式の週

t11ii でない公I.I はと で・r ノト J),•1,r; している人il! Iこし物府があま

り贔いていないiki兄がり）らかとな..ています．

大阪府塁労椅別戟II岸が連日大奮n
人tiH10労以地杓別救ばほで1i、IJj 2 611 から）＇9展iii や~,

八Ii火祁の迅傾411/iゃ妓災地に；111<>1いて!t.l¥¥のIt敗ヘll)'ど望l11

忙や止即，＂動を姓 IIIr.,ていまれ また、りl・タの炊さIllい11

9£bUI織Lており り`If.tu.51"“じで巾位し、夕~IJ l 11'll り

の人にし平伝＾てしらいながらi991炊きIllしをおこない． 「人・

阪Hr横労の炊さtIILiiおいしい．とくにシチコー14ええで～」

と各BU所にUコiで1,.;わっているとか！

堺市曰労0’"＇所での自活体利をほ起
村和1iにある行櫨IOI（こうろえん） IIヽ？校の選“所に1よ町Ii

は労ll)』I介ilが氾LI2 0名nir棧かけつけ．炊と出しやトイレの

im//I・ 救は物行の迷搬/Jと述11大窯翼Lています．以地では惧

頃籾！の榊大などが姑まりつつあるしのの辺"/，，,,益は一•定尺

珈りになるしのと思われることから、多くのポうンテf-rll)人

ウに支べられている哀fH,ni,¥体99に発JII.させるために、町1;

腐月が,,びかけて2JI I ti「n雑所人か;-Ifft仮行会lll」が1:11僅

され生LIこ． 「令iAIで1」.Al1•k 「 I らが介 ’Ifや物門の-i'fJ'I! • 
化給．給水などの111'りrとIiりできるだけfl分にらの手で辺閲
所を迅営していくことを決め、ま1こ． nUI凡人屈n以外の現地
の；I:ランデ 4アを.l品し、外部；,.-うンティアを以らしていくこ

となどが，！tし介われまLfこ・まだ． 1tlIIIHI＼のI：り聞などが9iさ

れていよすがJt弧19HI:.1,し.bMIJと!Jir,iを迎えてい吐す，、

旧1l1 で 「；；；も•2•I悶広9g」を救横う・（ダーが配布し大反冒

地衷救員 (i丈ij).,イクーでは． 111夕fiI.:A恥かり神）「Ii

1111に l••Jかうブiを対椒に． 1こうぺ地点災iB)定Ji:tlllを仮神伽

Ill駅改札にてN布しました．

この行動は．さる28 • 2 !l Uの第 1次ii幼での餃災行から

の 「ti蚊からの情紺か人.,て米9い 11という戎ヌに応えるため

．閃．急的9ilR り』IIみに1↓りましたが喝II 取り l,J~ く、 I l}から

4号までのu：代各4(1 0 0tliが「ありがとう」1これはしかっ

たんです1と，tいなからそ足けIIOI Oilt1でなくなりよした．，

WN11じ'li内でし、 li.Hiヒヘシを熱心に見1こり！•ll りの人に T，槌L

たり． JI念に効入((Jな行動を展開することがでさました．，

,ilき舷き．2l1 411 (l;) 5 n (LI)いずれも IOlヤからJi

庫1:1廿i労述に比介して、1lhiiゃ芹KI-．西宮などの各駅unゃ刃藉

）りI9iでのli:lじi\!i•I i,19.r.、と LIこ t 場を仝I~的に 1ふ起していよすv

支邊活動参加・奮闘組合

2J11 n、文釦，”動に布加され、 いIされたJI!合は以ドのと
おりです(•安付~uか剛イ湿）．

mlJ("a労／岩・r，日佑分逍／巧即IIni租労／材曳Jfoli讚労／
fIHi労i"＂切 HIIli支祁／’F治1liQ労／町l渇労／鎌かliQガ

／沿mIね／｛II吠111 自m；姓／）“＇flH；労迅／k阪JI代2•1t/ Ui

k}和1iOIヽどU2名

全国各地からの滋励 (Jj地えが［人祁受i•Mi)

＂［塁 労’MMi，1;. 5 Jil'I 

憤的lib!: l On Jil11 

名 ~i股Ii繍労 l llhl'I 

地震災害「たよんても1青幸R」

西宮市政ニュース「地震災害広報」に掲載
されているもの以外で、組合員に役に立つと
思われる俯報を抽出してお知らせします。皆

さんからの「こんな情報ガ欲しい」 「こんな
情報がある」なとありましだら、お知らせく
ださい。
く銀行＞
〇三和銀行…身分を証明可る書類がなくても、
キャッシ1カードの暗証番号や現金の出
し入れ状況の記憶と照合し、現金の引き
出しや通帳・カードの再発行をする。
印鑑ガないとさは、栂印でもいい

（詳しくは各銀行の窓口で）
く運転免許証＞
〇免許証をなくした人は、各免許更新センタ
ーで即時交付する。
2月16日まで無料 •AM9～帽3
く鉄道の定期券＞
OJR西日本・阪神・阪急は、いづれも区問
や生年月日を聞き、控えと照合し再発行や
払い戻しをする。 （阪神は払い戻しのみ）
＜労働金庫＞
〇西宮支店連絡事務所（仮店舗）の開設
m 030-2s-31577 
030-27-65814 
FAX O 7 9 8-2 2 -4 2 2 5 
・場所••西宮勤労会館3F第3会議室
・営業時間..当分の問10~15:30
〇来店の場合
•印鑑・通帳の紛失の場合、 本人を確認で
きるもの（運転免即証・健頭保険証など）

を提示して下さい。
く生協＞
〇書籍コーナー
・書籍..営業中
映画チケット（松竹共通券のみ）
• エコノミ一切符••東京←→大阪
・遊園地券 ・ 宝くし•••取扱い中止
※詳しくは (35)3262/¥問い合わせ
を



初紐・臓瀑心
（噂迄・万uゞィy舘）

入滋あっせんにス＼て

① 1回のあっせし枚

- l人2セ、斗⑫牧x2) ま乙—

② 同じ方＾のるを且のあっせん

-2過厠経過麦—
‘-•` 

少しZ•も多くか方に今ケ叶があっ己匂乙芝宮万お．
みな迄，，，二・岱力をお全勇パぶ叩

くくあぺ以ノ岸乙氏しいプ免；ガや＞

婢記局〇阪鯰憚司苓戸L30l2)

自充労逗が； 竺；炉‘
、、1が

: 
市諏労租鑓•眼屠に

U屍託.-r,ぶ外含む）

携 1J対苓さ

6.“'， 
差し叫I)紅に

2
月
1
日
、
市
職
労
は
自
治
労
連
現
地
対
策
本
部
と
兵
庫

自
治
労
連
の
各
代
表
と
こ
も
に
、
市
長
に
面
談
の
上
、

「
全

て
の
避
難
所
に
責
任
を
も
っ
て
判
断
で
き
る
者
を
常
駐
さ
せ

る
こ
と
」
、

「
全
て
の
避
難
所
に
暖
房
を
用
意
す
る
こ
こ
」

な
ご
、

7
項
目
の
申
し
入
れ
し
ま
し
た
が
、
本
庁
1
階
の
組

合
員
か
ら
、
避
難
所
の
暖
房
も
当
然
だ
が
、
本
庁
舎
に
も
暖

房
が
入
ら
す
、
市
民
も
職
員
も
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
寒
い
思
い

を
し
て
い
る
の
で
な
ん
と
ガ
し
て
ほ
し
い
、
と
の
訴
え
が
書

記
局
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

2
月
3
日
、
組
合
が
管
財
課
に
実
状
を
問
い
合
わ
せ
る
と
、

ーで11 

o希望＇ iごlセ、7卜(3松））歪疲ル註。

0 ~りま四られ胡成光1-J:.Zざ対なりm少夕ご下泌．

＜舜場所＞ t 
和合言記約（頑砂瀦3虐）3!)i2

「

L
 

松
時
連
康
診
粕
？
お
知
ら
亡

11

吉
裏
面
を
り
三
吃
下
さ
い
＂

;
9言
粒
豆
面
企
か
度
叱
J

工
す

暖
房
装
置
が
倒
壊
し
て
い
る
、
通
管
に
も
損
傷
が
あ
る
、
水

を
暖
め
送
水
弓
る
方
式
の
た
め
水
が
出
な
い
間
は
使
用
不
能

こ
の
返
答
が
あ
り
ま
レ
た
。

組
合
は
、
装
置
が
使
用
で
き
る
よ
う
早
急
に
復
旧
工
事
を

す
る
べ
き
だ
が
、

6
階
以
上
が
頃
壊
し
て
い
る
し
、
装
置
や

通
管
の
状
態
が
管
財
の
言
う
通
り
で
、
復
旧
の
見
込
み
が
立

た
な
い
こ
い
う
こ
と
な
ら
、
仮
設
の
暖
房
機
の
設
置
な
ど
、

そ
れ
に
代
わ
る
何
ら
か
の
代
替
え
の
対
策
を
早
急
に
取
る
ペ

き
だ
と
、
口
頭
で
申
し
入
れ
ま
し
た
。

（市眼労ご．核努された報・綽錢i心 ・援鼻釦拗＜ばいます）
0市民＾のい 。拉合勇への為全‘
結合言記度へ亙莉ぉ括ち下加。 ①紐全書祝届へ亙我迄抒亡下む ・

［全吟ご宮ク戸双筏1ご旦j R竺字霊手l.!.flo3753雇
渡レます。 D麻冦窃閑知総和婚長渡敲ふ

西宮i市幽労―19?5'. z. 6 （月）号4,ro.9.
西宮市職員労働組合教宣部

心



臓鞍鑓荘螂・下記成おり

吟健畑を紐ばす

＝痢勤鱗い刃初J融釦お知らせ＝
阪神大震災特別融資

臨時健康諺断の実施について

この度の大恨災による救急・復lf:I作業については、各所屈{/)9紐員の

皆様には不l限不休で朔岡されているところと息います。

つきましては、 l設政を対公に砿ll?i(/）健tli診断を実施します(/)で、 I哉

員の醤様にお知らせしていただくと共に、受診希望される方にはご配

砒していたがきますようおりiいいたします。

なお｀健服診断の項目、日時締は下記のとおリです。

修 記

1.険診項目 血圧、検尿、医liliによる1!！J診

2. 日時・場所

日

2月 8日（水）
············••········•····••·· 
l 5日（水）

間.f 

J
 .. 

午前 10時～午後 3時

II II 

検診場所

楳員厚生課
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
快紐3F~U

|．．．..．．2.2．且．．．（・:E.）• I 門．．・•. 3 •. II:f.-. lr-後し11:.f3. 0分 I···•直且限叩』！．．
3月 1日（水） 午前 10時～午後 3時 fiU貝原生課

3.受診希望される方については、直接検診場所にお越しください。

4.受診するうえで、特に検診当日食事等の制限は必嬰あリません。

（担当 屈員厚生誂労安担当 TEl.35-3394)

項 目 内 容 備 考

名 称 「阪神大震災特別融資J 3金庫統一

（旧名称 r兵庫県南部地震特別融資J) 兵庫、大阪、関西

融資対象 者 平成7年 (l9 9 5年）阪神大震災で災

害を受けた金庫の会員及び会員の構成員

資 金 使 途 生活立ち上がり資金又は、 事務所及び家

屋の住宅復旧、建替え等の資金。

融資方法及び 証書貸付 元金の

融 資 期 間 (I) 無担保貸付 I 0年以内。 据置期問 3カ月

但し、 100万円以下は、 3年以内．

(2) 有担保貸付 3 0年以内。 据置期間 なし

融 資 利 率 (1) 無担保貸付 年 2.5%（固定金利） 保証料別

(2) 有担保貸付 年 3.0%（変動金利）

但し、 JO年後「労金変動金利型住宅 10年間は，労金変動

0ーガぅイLレート」 を適用。 型住宅n→1う仕レ4よ
りー1%

融 資 額 (J) 無担保貸付 5 0 0万円以内。 重複融資の禁止

(2) 有担保貸付 3 0 0 0万円以内。

償 還 能 力 (I) 無担保貸付 年収比 3 0％以内。 保証機関の定める所

(2) 有担保貸付 年収比 3 5％以内。 による。

償 還 方 法 毎月払い又は、半年払い併用可。

保 証 人 金庫指定の保証機関
珠狂1=-J~着奮あ9
•ぼ証料がか釦•ず

取 扱 期 間 1995年1月20日～1995年12月末日まで。

但し、 100万円以下の生活関連資金につ

いては、 1995年3月末日まで。

振俎： 組合訂渦0紐I2)＾わた”m•い



組
合
は
、
職
場
に
よ
っ

て
ま
だ
ま
だ
ば
ら
つ
き
が
あ
る

そ
の
他
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
各
課
で
必

要
最
小
限
の
保
安
要
呉
を
残
し
、
自
宅
待
機

と
し
た
い
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、

職
編

に
周
知
激
底
し
て
も
ら
い
た
い
。

3
 S

1
-
3
に
減
と
な
る
の
で
、
職
呉
の
出
勤

は
事
務
に
支
障
の
な
い
範
囲
に
絞
っ
こ
ほ
し

¥
o
 

，し

災
害
業
務
に
つ
い
て
は
現
状
ど
お
り
対
応

可
る
っ
「
）
の
た
め
、
動
員
者
も
含
め

D
I
テ

ー
シ
ョ
ン
に
当
っ
て
い
る
職
員
は
、
出
動
。

2

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
開
庁
対
応
し
た
い
。

(

4

5
と
も
）
た
だ
し
、
件
数
が

1
-
2

市
職
労
は

8
B
（
水
）
、

1
月

25
日
付
及
び

27
日
付
で

2
回
に
わ
た
り
、
組
合
と
し
て
申
し
入
れ
て
い
る
職
呉
の

勤
務
条
件
に
つ
い
て
、
一

部
に
各
所
属
で
取
扱
い
に
不
均

衡
が
あ
る
と
の
組
合
員
か
ら
の
声
を
受
け
、
ま
た
過
労
で

次
々
と
職
員
が
倒
れ
て
い
る
実
態
を
ふ
ま
え
、
改
め
て
徹

底
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し
た
。

組
合
の
申
し
入
れ
内
容
、

「
①
1
週
間
に
最
低
土
曜
日
ま
た
は

8
濯

8
の
い
づ
れ
ガ

1

日
を
休
ま
せ
る
こ
と
。
な
お
、
復
興
状
況
に
応
じ
、

順
次
休
め
る
職
湯
に
つ
い
て
は
、
週

2
8休
ま
せ
る
こ

と
。
J

に
つ
い
て
当
局
は
、

2
月
2
日
の
局
長
会
議
で

と
の
内
容
ガ
確
認
さ
れ
、

る
と
説
明
し
ま
し
た
。

可
で
に
総
括
課
に
通
知
し
て
い

当
局
にt"f入れ

こ
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
n

置
に
必
要
な
期
間
（
時
間
）
ま
た
は
職
員

及
び
同
居
の
親
族
tJ
安
全
な
場
所
に
避
難

す
る
の
に
必
要
な
期
間
（
時
間
）
]

職
呉
の
住
居
が
全
壊

・
半
壊
•
そ

の
他
著
し
い
損

壊
を
受
け
て
い
る
場
合
で
、
住
居
の
解
体
、
復
旧
又

は
新
住
居
の
確
保
、
応
急
措
置
等
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
、
必
要
な
期
間
（
分
割
付
与
も
可
）

芍
別
休
暇
を
与
え
る
「

D
Jガ
で
き
る
。

そ
の
危
険
を
除
去
可
る
た
め
の
応
急
措

し
い
損
傷
を
受
け
、
そ
の
た
め
に
職
員
若

し
く
は
同
居
の
親
族
ま
た
は
近
隣
に
対
す

る
危
険
が
急
迫
し
て
い
る
湯
合

1
月
④
日
付
の
人
事
課
長
通
知
の
取
扱
い
に
つ
い
て

ー
の

(1
)
の
②
に
つ
い
て

〔

注

職

員
の
住
居
が
全
壊
、
半
壊
そ
の
他
薔

て
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
組
合
の、

「
②
1
月
30
巳
付
の
人
事
課
長
通
知
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、

17
日
に
全
て
を
湯
牲
に
し
て
出
勤
し
た
職
員
に
1
8
の

特
別
休
暇
を
与
え
る
こ
こ
。
ま
た
、
住
居
が
全
壊

・
半

壊
•

そ
の
他
著
し
い
損
壊
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
本

人
の
申
講
に
基
づ
き
、
芍
別
休
暇
を
与
え
る
こ
こ
。

」

こ
い
う
申
し
入
れ
に
つ
い
て
、

当
局
は、

組
合
主
張
を
ふ

ま
え
る
と
レ
、

の
で
、
組
合
主
張
を
ふ
ま
え
、

よ
り
徹
底
す
る
よ
う
改
め

r過
労
で
耽
曇
笈
々
と
倒
れ

適
切
竺
対
策
を
と
？
ょ
・

^
1月
芍

£
"
2
ャ
賛
第
2
女
字
L
入
い
内
容
＞

II

I
9

9•I 

l.全ての，'IIマ9滋日が．市民からのあらゆるmい合わせに
,E確に対処でさるよう．これ2での決定事項を文囀＆て弁埠

すること． 土た今後の局長会議をはじめとする仝ての対哀

全品での駈たなは公・決定9’1容を．当局i'r9．モで全口位に文

古で問知磁底すること．

之た．ガ••線でiii民とih•I印と対している闊日からの情情

を収知し．それぞれの対第会埠に反映させること．

2. 2；欠災害を防止するため．対策本絡の設置されている庁

合や仮庄住宅の受付をしている市民会館lil,とより．中央

的院やt.ii!fti'Jiなど．市民や饂員が柊日遷寵生活や仕事や

出入りをしている辻物が安全かどうかのお断を優先させ．

m．色に滋在し． t団をとること
3. Wi内に衣即如などで出動するは出の2次災でを防ぐた

めに． 令日にヘルメットを支船すること．土たl)i森•I棗の

ためのl'/i'.J!速し令Uに上給すること

．1.現(i.atiは1-.~んnu“いi;.1:して救即岱）｝に即flして

いるが．渾 i.皿口1!9りのr勤務をり}しないn,を．絋
即こローテーシaンで与えること．ユた面夜勁務した闊fi
に． 最低1日り＼位の休t．を与えること．

弓． 災沼l{J.tl[)が~lりlにわたることから、 近に日治体はしとよ

')~滋の自治小に．当I;1からif.式なllilll作業の応屈嚢只の

派迅を製計すること

以上51i日を第2次として IIIし入れ立す．なお• 第1 次で9I9

し入れた 21J18についても．出で対応が不•I分です．早怠に

対策をとるよう阪ねて11Iし入れます．

< l印 7Bけが市釈月第3次牢し入れ内容＞

1.夜勤職貝に仮眠・休息場所を保障せよ

2.全庁的・全職員あげての救援体制が必要で、 一部職員に負担がかから

ないよう応援体制を作れ

3.諏員の出勤に硬直的対応でなく、実態をつかんだ対応をせよ

4.ポランティアの方への対策も十分にとれ

一
釦
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又
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向
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叉
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蒋藁，ボシ八l年
「透麦あっセしば
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臓• 鉗紐：螂下記咄おり
吟使畑を紐ばす ＜均島〉

叛神大哀災被災地、西宮市にポうンティヤで活動された吉村、石丘、上舘、高橋さんご苦労さまでした。

言こ三□
―’ 

小金井市役所磁員労働組合

1 9 9 5年2月68（月）奇32 4尼

阪神大震災ボランティア奮闘記2
不眠不休の7日間

臨時健康診断の実施について

この度の大痰災による救急 ・復IEI作業については、各所屈の靡員の

皆様には不IIR不休で朔即されているところと忍います。

つきましては、 I甜iiしを対公に邸11;'i(/)健t)t診断を実胞しますので亀 iiit

員の皆様にお知らせしていただくと 共に．受診希望される方にはご配

砒していたがきますようお穎いいたし庄す。

なお、健服診断の項且 、日時等は下記のとおリです。

記

記 1.険診項目

2..日時・場所

Jfll圧、検尿、医師による問診

時 間 検診場所

2月 8 f3 （水） 午前10時～午後 3時
|．..．．．．．．．．.. ＿．1 ・ • 5・・ • •日（尿）· • I....．．．．．．．．．．II.．．..．．．.．．． ．．．．．．．．．＂ ／1 .．.．． ．．．.． 

靡員／厚生課

校紐31:li名
··········•···············•·•·•·················· ····-•··•································································· ·····•··············-················•·····•· 
2 2日（水） 午後 3時～午後0時30分 戦員l厚生課
.. i.月．．．．．．．i・ • S.．．（玉）••...|•• ●五i..1. o,i if ～平裟:...3 iiり．．．．．．．．．．．．．．頁面厄五~::-····

日

3．受診希望される方については、直接検診場所にお越しください。

4.受診するうえで、特に検診当日食耶等の制限は必痰あリません。

（担当 殿員厄生課労安担当 TEl.35-3390

ほかほかのト ン汁のおかげで
「凍りついた“おにぎり＂があたたかく食べられた」

詞 翡雌委員会

2月168（太）

午後5齢0分より

募研含80 1会鼠堂

一
月
二
八
日
に
小
金
井
を

出
発
し
、
翌
二
九
日
に
西
宮

市
神
原
小
学
校
に
「
炊
を
出

し
用
テ
ン
ト
」
二
甚
を
設
宮

し
た
、
吉
村
執
行
委
貝
、
石

倉
卜
藷
、
高
橋
絹
合
目
は
、

連
日
不
休
の
大
奮
闘
を
終
え
、

二
月
四
日
現
地
を
難
れ
昨
日

五
日
ぶ
じ
帰
京
し
ま
し
た
。

延
ぺ
七

m問
に
一
行
は
三

五
0
0
食
を
超
え
る
炊
き
出

し
を
な
し
と
げ
る
た
め
に
、

一
行
は
連
日
早
朝
五
梼
起
床

で
深
夜
ま
で
、
朝
食
つ
く
り
、

配
食
、
片
付
け
、
洗
い
物
‘

水
汲
み
、
買
い
出
し
、
仕
込

み
、
夕
食
配
食
、
片
付
け
、

翌
日
の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
と
、

文
字
通
り
大
車
恰
で
頭
張
り

ま
し
た。

以
下
は
参
加
者
の
感
想
で

す。
と
に
か
く
つ
か
れ
た
。
排

便
も
で
き
な
か
っ
た
。
仕
事

を
休
ん
で
も
、
み
ん
な
で
応

援
す
べ
き
だ
と
感
じ
た。

吉

村

幸

夫

行
政
の
立
ち
還
れ
を
譲
の

当
た
り
じ
見
た
。
災
害
特
に

は
も
っ

と
す
ば
や
い
取
り
目

み
が
必
要
だ
。
石

倉

昭

一――

く
た
び
れ
た
。
ま
ち
は
破

頃
伏
態
で
本
当
に
閉
い
た。

上

舘

繁

市
で
配
っ
て
い
る
お
に
ぎ

り
は
夜
の
察
さ
で
カ
チ
カ
チ

に
凍
り
つ
き
、
お
年
寄
り
に

は
食
ぺ
ら
れ
な
い
。
本
当
に

「
冷
た
文
」
を
慇
じ
た。

高

橋

克

彦

春闘全体学習会

3月3廿（金）
翻憤分窒

r.， 午後5待30分より
師中西啓二氏

自治体 1） ストラについて

と き

ところ

時

講

ま
た
、
現
地
の
神
原
小
学

校
避
難
本
部
貫
任
者
の
森
脇

利
夫
さ
ん
は
、
次
の
慇
想
を

お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た。

「
小
金
井
市
窟
労
の
み
な

さ
ん
は
、
私
た
ち
に
笑
傾
で

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
毎

B

あ
た
た
か
い

b
の
を
出
し
て

く
れ
、
そ
れ
ま
で
は
固
い
石

の
お
に
ぎ
り
だ

っ
た
の
で
本

当
に
救
わ
れ
ま
し
た
，
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

神
原
小
学
校
モ
ッ
ト
ー

「

元
気
で
頑
帳
る
神
原
っ
子
，
一

組
合
員
の
み
な
さ
ん
の
物

心
両
面
に
わ
た
る
こ
支
援
と

ご
協
力
に
感
射
し
ま
す
。

．

1月29恥胡4胆巧祁市戯如紹叙｝吟｝字知氾．き出口幕記 匹

ぃf：： 鯨•,)鉤打紐尻 奮内詑（紐令二ゎース）仄也ら如江L如況庫汲ばす



1月10日（金）、 「市職労を強める会」な

るもの力‘ら、市臓労書記局に 「緊急4大要求

実現を求める」 署名が届けられました。

市職労は、 署名をされた善意の組合員さん

（こ、いまこそ団結し、市民の生命・財産を守

り、また自らの儒康と生活を守る立場でとも

にガんばることを訴え、 市職労こしての考え

を表明します。

れ
て
い
ま
す
。

1.いま全国の各地から、多くのポランテ

ィアの方や自治体の臓員が支所 ・老人

ホームそして避難所等に宿泊しなガら、

護災復興のために応援に入ってもらって

います。こうしたとき、 「通勤困難」の
- ~ - . • 

包が理由の人に対しL、その期問全こ底

「特別休暇を保障せよ」 といった要求を

市職労ができるでしようか。そんな要求

が市民の理解を得られるでしようか。

市民やマスコミはもちろん、我が家の

事情をほっておいて、復1日に駆けつけ奮

闘し己いる圧倒的多数の職員、徒歩、自

転車、さらにあらゆる交通手段を使い4

~5時問以上もかかつて通勤してきてい

る職員の中力‘らも理解が得られません。

逆に市民やマスコミカ‘らは「市民の救

援は誰ガするのだ」 「市職員の本分にも

とる。そんな職員は不要」 という極謡さ

え招きかねません。

2.市職労は、市全体ガ茜大な被害を受け

たこの時こそ、市職員が先頭に立って働

くべき時だと考えていますし、事実市職

呉ほ、 「署名」をした職員の多くも含め、

カー杯頑張つています。

し力‘し、健康を害してはその事も実現

可ることはできません。 したがって市職

労は、職員の健康と生活を守る最低限の

要求としz::、また市民の理解を得る要求
こして当局に申し入れ、可でに当局から、

組合の要求とおり実施するとの回答（見

解）を得ているのです。

く当局の回答（見解） ＞ 

①1週間に最低土 ・日のいづれか1日を

休ませる。また復興状況に応じ、順次

週2日休ませる。

②178にすべてを犠牲にして出勤した職

員に1Bの特別休暇を与える。

③住居が全壊・ 半壊•その他著しい損壊

を受けている場合で、住居の解体、復

IB又は新住居の確保、応急措置等を行

わなければならないとき、必要な期間

i （分割付与も可）特別休暇を与える。

度の苓魯―

支
部
・
分
会
で

ざ
ま
ざ
よ
な
と
り
く
み

市
職
労
本
部
で
は
、
組
合
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て

4
次
に
わ
た
る
申
し
入
れ
を
し
、
市
民
の
救
援
を
第
一

義
に
お
き
な
が
ら
も
、
職
員
の
隧
康
と
生
活
を
守
る
た

め
奮
闘
し
て
い
ま
可
が
、
1
か
月
ガ
経
と
う
こ
す
る
な

か
、
各
支
部
・
分
会
で
も
療
々
な
こ
り
く
み
が
行
な
わ

＾
医
療
支
部
＞

医
療
支
部
は
、
中
央
病
院
で
働
く
他
支
部
も
含
む
職

員
お
よ
び
院
外
施
設
で
働
く
職
員
の
被
害
実
態
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
患
者
さ
ん
の
声
・
組
合
員

の
声
を
も
と
に
、
患
者
さ
ん
が
も
う
少
し
人
間
ら
し
い

入
院
が
続
け
ら
れ
、
職
員
の
安
全
こ
健
康
を
守
る
た
め
、

〇
職
員
の
安
否
・
被
災
状
況
、
避
難
・
通
勤
状
況
の
把

握

9ニ
な
ど
の
内
容
で
、
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

＾
職
員
支
部
・
保
育
所
分
会
＞

保
育
所
分
会
は
、
2
月
7
8
各
保
育
所
の
現
状
調
査

く
れ

〇
病
院
建
物
・
看
護
碍
寮
の
安
全
確
認
こ
早
期
補
修

〇
患
者
さ
ん
の
入
浴
改
善

0
市
の
広
報
の
配
布

な
ど
、

15項
目
の
緊
急
の
申
し
入
れ
を
2
月
3
日
病
院

当
局
に
行
い、

交
渉
を
も
ち
ま
し
た。

＾
学
校
支
部

・
調
理
Jl分
会
＞

調
理
員
分
会
で
は
、
2
月
8
日
現
在
、
水
道
・
ガ
ス

が
出
て
調
理
室
の
使
用
が
可
能
な
学
校
が
14校
に
な
り

今
後
徐
々
に
ふ
え
る
こ
と
か
ら
、
子
供
達
と
避
難
さ
れ

て
い
る
市
民
に
暖
か
い
食
べ
物
を
提
供
で
き
な
い
か
、

今
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
ガ
こ
話
し
合
い
、
教
委

当
局
に

①
学
校
給
食
の
早
期
再
開

②
使
用
可
能
な
学
校
絶
食
設
備
の
開
放

③
炊
き
出
し
を
行
っ
て
い
る
学
校
へ
の
応
援
体
制
を
つ

可
。

を
実
施
。
ガ
ス
が
出
な
い
た
め
、
職
員
が
持
ち
込
ん
だ

リ
父
母
か
ら
偕
り
た
暖
房
具
で
暖
を
取
っ
て
い
る
状
況

ゃ
、
水
が
出
な
い
た
め
使
い
捨
て
の
食
器
が
求
め
ら
れ

分
会
で
は
さ
っ
そ
く
調
奎
結
果
一
覧
表
を
持
っ
て
当

局
に
、
暖
房
対
策
の
整
備
や
各
保
育
所
が
求
め
る
物
資

を
至
急
届
け
る
よ
う
申
し
入
れ
、
改
善
を
約
束
さ
せ
ま

な
お
、
自
治
労
連
現
地
対
策
本
部
で
も
緊
急
に
保
育

所
へ
物
資
を
送
ろ
う
こ
、
京
都
自
治
労
連
な
ど
の
協
力

を
得
て
物
資
を
準
備
し
、
各
保
育
所
に
近
々
届
け
る
予

定
で
す
。

＾
本
庁
舎
の
安
全
問
題
＞

市
職
労
本
部
で
は
、
本
庁
舎
の
安
全
性
に
関
し
て
、

来
庁
す
る
多
く
の
市
民
、
職
員
の
安
全
を
守
る
立
場
ガ

ら
本
庁
舎
の
被
害
状
況
を
独
自
で
調
奎
を
行
う
た
め
、

専
門
家
の
調
奎
団
が
2
月
3
8に
本
庁
舎
に
入
り
、
引

き
続
き
調
査
の
た
め
、

2
月
1
3日
に
も
入
る
予
定
で

し
た
。

て
い
る
「
）
と
な
ご
が
わ
か
り
ま
し
だ
。

.L^  
西宮 市暉労 西宮市職員労働組合教宣部
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く自治労連現地対策本部ニュース (No18.1996. 2 5)より転蔵？

記

全
固
名
冶
舜
連
の
仲
固
が
連
B
救
壊
活
勤
K
泰
加
し
て
が
ん
ば
§
令
｀
そ
の
一
爺
‘
を
紹
介
し
i
ず

①
 

西宮市最大の避難所「中央体育館」からの報告

長期化すも避雛所生活／少ない職

員の手足となつて

千葉県本部17名は2月48夕刻から西宮市の3カ＇所の遅難所に応

援に入りましたが、内5名（船纂4．館山1)は、市内最大の避難

所となっている市立中央体育館 (5日現在の避霞者約1000名）に入

りました。

村山総理以外、天皇やアメリカの緊急調査団などあらゆる著名人

の視察を受け、マスコミの注目度も非常に高い避霞所である事ガら、

館長さんはこうした対応にも相当手が取られているようでしだ。

西宮市職員の体制は、館長以下6名が0ーテーションを組みなが

ら2時 間体制で避欝住民のあらゆる世話・相談活動を行っています。

ポランティアは常時印名以上おり、人事（ポランティアの受付、

手配）、物納、配給、食事、衛生部に分かれ、手際よく支援物資の

受入れから場内放送、コーヒーサーピスまで行つています。医療も

NGOの本部があり、 一般診療から針灸、歯科まで常設されていま

す。加えて桜々 なポランティアグ）しープ、例えば理学療法土力‘ら、

子供のしク活動なとガ、ひつきりなしに訪れています。

私たちは事務室に入り、少ない職員の手足となつて電話での様々

な問い合わせや申し入れの受付、避雛者名簿の整理等に従事し、い

くらかお役に立てているのではないかこ思っています。しかしたと

えば2月4日夕方に出勤した館長さんは徹夜 （若干の仮眠あり）の

あと5日の午後2時半まで勤務すると言う約20時間勤務で、このま

までは職員tJ俄れてしまう状況であることは変わりありません。避

難所内ではインフルエンザも広がつており、心配です。

この様に書くと当初から9れば何か避難されている方々には至れ

りつくせりのように思われるかも句れませんが、昼問から横になっ

だお年寄り、障害者、炊き出しの暖かいものには長い列を作らさる

を得ないなと、通常からいえば2~3日tJ限度と言う状況の中で約

3週間になろうとしています。ようやく58前から水道が通るよう

になったものの、避難所での生活が長くなってきていること、今後

の住まいの確保なと、生活上の悩みは深刻で可。引き続きできる限

りの暖かい支霞が必要です。同時に避難所での対応は、とんな1こ職

員やポランティアガ頑張つても限界があり、政府 ・自治体等の、で

きるだけ早い抜本的な対策強化と即実行が望まれま可。 （徳本 悟）

く'”゜ゞ ，，絨吟〇
r特別融覚の細応念りまょ．如籍む加齢如(3912)此・・

兵庫労働金庫「阪神大震災特別融資」
隠資対象者 阪神大霞災で災害し家駆が（全壊、半地、一部1月傷）を受けた西宮市霰員労働ill合の組合員

家屈が全壊、半壊、 一部損傷となった住宅の復IB

隠資額 1 0 0万以内 5 0 0万以内 (100万超）

演金使途 立上がり資金 家歴の住宅復旧、 il替等の資金

厖賓受付 糾合困記局 糾合嘗記局

滋資受付締切日 fiiJ.1101"俎→翌月 5El滋賓 紺月 10日締→翌月 5日池資
及び磁資El jiJ1 2 5 1]締→翌月20日磁只 1ii}］ 2 5日締→翌月 20日磁賢

隊資方法 本人銀行I:I朕へ振込み（喧r,'¥) 本人銀行口癌へ振込み（霞侶）

圏il困類 侶入111込附源補償依穎也（り合ii龍） Iり入申込丹兼補仮依頼'\.~t(ft舷韮）
金践1111ど貨位契約鉦雹 (l)j令面t'’) 公正証柑作成委任状(”tit/Jl)
資金使途11！出祖 （れ紅腹） 罹災証1リJ官（被災証IIJ]柑） （U帽をして(tt¥1)
計算1屈tli]l答叫 (ftit閥） 木資金使途証li)•I霞（印t戟間）
罹災証II）l園（被災証1月店） （H柑をしてばさ¥1) 人罹認のための(att!ilu911躁i)写し

tIJ鑑証1リI苔(li)
船与証明得(“'≪t)
計諄揖兼回答笞("it91)

幽資利率 2. 5% (I固定金利） 2. 5% （固定金利）

返済見Jrn9 3年以内 1 0年以内

森証人 金附指定の保証協会 金hl（指定の保証協会

貸付吝査 金肱指定の保証協会術査有 金脈指定の保証協会客査有

諸費月J 保証料 保証料
I]］紙代 公iE証軒作成費川
振込み手数料 振込み手数料

償迫方怯 紺月船与引去り及び一時金りl去り併JI) fiifl給与・り1去り及び一時金り1去りOtrll
侶受日の翌月船与り1去り開始 借受日の翌月給与引去りl開始

←― 
漑遠能力 年収比 3 0％以内 年収比 3 0％以内

服扱JOIltl J 9 9 5年3月末日まで 1 9 9 5年］2月末日まで

《il：意事項》
※阪神大震災f.｝別磁資の煎似磁資はII！米ない。
※生祐因金(IOTi.201i、301i) 虹のローン、エースローン(300]）の負／｛lfぷ団を含む50 0万を限朕とする。
※1!ー！保付 C3 0 0 0万）融資については兵91（労働企liドの窓口に直接行って下さい。
※兵FI｛労働金1船應絡先

兵~R労働釘I｛西宮辿絡所受付 (9)J労会僻 3 階第 3 会議宛）
ff31¥-2388 
仮店舗（兵f,li労慟金煎li':.i1支店）
ff06-'111-0l¥l I 
携搭霜話
no 3(）-2 8-3 ] 5 7 7 
ff030-27-65?11¥ 



市
職
労
は
2
月
16日
、
「
本
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る
一
四
施
設
の

安
全
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」
を
当
局
に
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
市
職
労
tJ、
1
月
25日
付
の
第
2
次
申
し
入
れ
で
「
ニ

次
災
害
を
防
止
可
る
た
め
、
対
策
本
部
の
設
置
さ
れ
て
い
る
本
庁

舎
や
仮
設
住
宅
の
受
付
を
し
て
い
る
市
民
会
館
は
も
こ
よ
り
、
中

央
病
院
や
各
避
難
所
な
ど
、
市
民
や
職
呉
が
終
日
避
難
生
活
や
仕

事
で
出
入
り
を
し
て
い
る
建
物
が
安
全
か
ど
う
か
の
診
断
を
優
先

さ
せ
、
早
急
に
課
査
を
し
対
策
を
取
る
こ
こ
」
と
早
急
な
対
策
を

求
め
、
ま
た
市
聴
労
と
し
て
、

『
新
建
築
家
技
術
者
集
団
』
の
建

築
溝
追
の
専
門
家
を
は
じ
め
複
数
の
技
術
者
に
依
頼
し
、
本
庁
舎

1
階
ガ
ら
8
階
ま
で
調
査
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
当
局
に
申
し
入

礼
た
も
の
で
可
。

『
新
建
築
家
技
術
者
集
団
』
の
調
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し

た。
①
7
Fは
今
後
の
余
震
次
第
で
は
、
陥
没
可
る
恐
れ
が
あ
る
。
一

②
5
F
以
下
に
つ
い
て
は
、

6
F
以
上
を
切
り
と
っ
た
う
え
、

工
ポ
キ
シ
樹
脂
の
注
入
そ
の
他
の
必
要
な
補
修
を
行
え
ば、

も
と
の
耐
力
の
復
元
が
期
待
で
き
、
使
用
可
能
と
な
る
見

込
み
。

③
「
②
」
の
措
置
を
取
る
ま
で
の
間
、
万
一
余
震
等
で
7
F

が
陥
没
し
て
も
、

5
F以
下
が
崩
壊
す
る
恐
れ
は
極
め
て

少
な
い
。
そ
の
場
合
で
も
、

7
Fか
ら
飛
び
散
る
コ
ン
ク

I
J—
卜
片
・
ガ
ラ
ス
破
片
等
が
本
庁
舎
周
辺
の
市
民
・
職

呉

・
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
頭
上
に
落
下
し
、
大
き
な
被
害
ガ

出
る
こ
と
ガ
予
想
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
早
急
に
、
万

一
の
場
合
を
想
定
し
た
飛
散
防
止
の
た
め
、
本
格
的
な
措

匿
（
解
体
工
事
が
で
き
る
程
度
の
も
の
）
を
取
る
べ
き
で

あ
る
。

.

,
'

1
,
 

．．
 

以
上
の
結
果
を
131
ま
え
た
、
市
職
労
と
し
て
の
甲
し
入
れ
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
7
Fが
崩
壊
し
た
場
合
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
、
ガ
ラ
ス
破

片
等
が
相
当
程
度
、
地
上
に
落
下
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
だ
ち
に
上
記
の
『
新
建
築
家
技

術
者
集
団
』
の
見
解
「
③
」
に
あ
る
よ
う
な
本
格
的
な
飛

散
防
止
措
匿
を
取
る
こ
こ
。

②
『
新
建
築
家
技
術
者
集
団
』
の
見
解
の
要
呂
は
、

5
階
以

下
に
つ
い
て
は
、

6
階
以
上
を
切
り
取
っ
て
1
階
か
ら
5

溜
の
補
脩
を
行
っ
た
場
合
に
の
み
、
従
前
と
同
様
の
耐
力

の
回
復
ガ
期
宰
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
リ
、
現
状
を
放

置
し
て
お
い
て
も
安
全
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

し
た
ガ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
補
修
一
ー一
事
が
唸
了
す
る
ま
で

の
間
、
職
員
・
市
民
の
本
庁
舎
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
止
し
、

そ
の
間
は
第
1
•

第
2

駐
車
場
等
、
現
庁
舎
近
辺
に
仮
設

庁
舎
を
早
急
に
建
設
し
て
対
応
す
る
こ
と
。

③
市
役
所
庁
舎
は
、
本
来
災
害
復
18の
拠
点
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
百
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後

の
長
期
に
わ
た
る
復
18対
芙
及
び
新
し
い
街
づ
く
り
の

OO

点
こ
し
て
、
防
災
対
策
の
観
点
を
充
分
取
り
入
れ
た
第
2

庁
舎
を
早
期
に
建
設
可
る
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
も
、
庁
舎
周
辺
整
備
計
画
を
新
た

な
事
態
に
対
応
す
る
も
の
に
早
急
な
見
直
し
を
行
う
こ
こ
。

④
本
庁
舎
以
外
に
も
、
業
務
第
2
課
の
庁
舎
に
被
害
ガ
出
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
業
務
第
2
課
の
庁
舎
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
仮
設
庁
舎
を
建
設
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
他
の
す
べ
て
の
市
施
設
の
診
断
を
早
急
に
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
公
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
な
対
策
を
至
急

の
安
芸
策
・
仮
課
庁
舎
逢
蓉

が面Iご
当局がほ窃移転の
計丘含為哉口t可す

つ
つ
し
ん
プ
エ
、
あ
烙
み
や
し
ャ
百
‘
玄
ず

2
月

Iog五
3
函
蓼
．K芭
李
ゎ

ゴ
し
に
。

吉

田

苓
冬
し
（
屯
夕
公
)
が

零
哭
品
店
｀
に
な
り
入
咤
祐
．
凧

h
4て
S
な

ー
し
た
（
財
）

8
本
建
築
総
合
試
験
所

＿
の
、
報
告
書
を
た
だ
ち
に
公
表
す
る

他
の
調
査
結
果
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て

．
 

一

当
局
は
、
申
し
入
れ
内
容
に
あ
る
本
庁
舎
7
階
か
ら
の
「
飛
散

・
防
止
渚
置
」
に
つ
い
て
は
、
組
合
か
ら
の
甲
し
出
も
あ
り
、
近
々

i

飛
散
防
止
の
工
事
に
取
り
か
か
る
。
ま
た
、
業
務
2
課
の
庁
舎
に

一
っ
い
て
は
、
当
面
、

IB失
対
事
務
所
に
移
転
す
る
準
備
を
す
す
め

『
て
い
る
こ
、
答
え
ま
し
た
。

一
そ
し
て
、
本
庁
舎
6
階
以
上
の
戟
荷
荷
重
軽
減
と
業
務
に
必
要

な
香
類
や
私
物
等
の
持
ち
出
し
、
そ
し
て
事
務
所
の
移
転
を
、
次

一
の
日
程
で
各
職
場
名
に
順
次
行
う
と
説
明
し
ま
し
た
。

~
 

~
 

_
^
6階
1
8階
の
移
転
作
英
臼
程
＞

①
6
.
7
.
8
堵
哺
強
工
事
完
マ
・

2
/
2
0

②

私

初

の

収

納

；

．

2
／

21
.
22

③
パ
ッ
キ
ン
グ
（
箱
詰
め
）

：
2
／

2
2
1
3
/
3

④

移

転

作

業

；

．2
／

2
5
1
3
/
1
6

当
局
は
、
ま
た
、

2
月
18巳
に
は
建
設
省
派
湿
の
建
築
研
究
所

の
メ
ン
バ
ー
ガ
来
庁
し
、
市
民
会
館
も
含
め
た
本
格
的
な
詞
査
を

す
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

西宮 1市暉労 /¢¢r．之．／7(全）心．9036

西宮市職員労働組合 教宣部

△ 
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謙
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務
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策

策
令

鯰
調
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対
紛

＊
＊
全
災
界

土
土
安
IVj
墳

働 労会 鱒

1.F 
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阪設庁令
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攀管亀委員会
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宣
寛
宣
室
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室
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法
羅
濃
豪
棗
育
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製
作
会
会
●
惰
体
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下 水餞 殺第 2
阿／1|水請繹
局邸R
部尺
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i.E宅計頁諜
住宅 賢 硯 謙

住宅 往 訊 謙
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市街地 棲築課
蜆聾壽査諜
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設胃只
行政汽91宜
ヽ平灸R会
｀業委 員会
E査事務 月
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昴ifi悶亮 鯰務
節市再 開発塁
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＿囀
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(!rJ途）百鱒）Fに倉慶 I00,.. 
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3 ．仮設事務所施設改修 I •第
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4.（応起事務所への移転
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5.仮事務所（第2期）開設
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三
がで`忌可

；茅
! i 

'］ 
傘 で
屯

豆竺括知噴書<A4版）”•細繕二匹m>

唄猷官災双匁鮎湧に

r弔飽含見簾金、
当
局
ガ
職
場
組
合
員
の
意
見
を
充
分
汲
み
上
げ
な
い
た
め
、
判

断
ミ
ス
が
続
発
し
、
職
場
に
混
乱
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
態
に
対
し
市
職
労
は
24日
、
改
め
て
改
善
の
申
し
入
れ

を
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、

義
援
金
の
支
給
な
ど
の
現
場
で
大
混
乱
が
起
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
当
局
が
職
場
の
意
見
を
押
さ
え
て
、
無
理
な
方
針

を
打
ち
出
し
た
こ
こ
ガ
原
因
で
す
。
そ
の
結
果
、
18巳
の
土
濯
の

夜
、
各
局
に
緊
急
呼
び
出
し
が
か
か
り
、
19日
の
日
濯
巳
、
約
二

百
人
が
急
濾
出
勤
す
る
こ
い
う
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

当
局
が
、
当
初
ガ
ら
具
体
的
な
仕
事
量
を
予
想
し
て
割
振
り
し

被
災
さ
れ
た
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
、
自
治
労
連
共
済
と
自

治
労
連
か
ら
の
弔
慰
金
及
び
見
舞
金
の
給
付
が
で
き
る
こ
こ

ま
だ
ま
だ
混
乱
状
態
の
職
場
も
あ
り、

職
場
委
呉
の
皆
さ

ん
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
協
力
を
お
願
い
し
ま

弓
。
被
災
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
に

一
巳
で
も
早
く
お
渡
し
で

き
る
た
め
に
も
、
職
場
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
『
裏
面
』
に
渇
眈
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。

恵
請
且
冦
忍
包
証
靡
吾
ぶ

箪

号

。

（

予

で

も

括

禍

岳

）

I

'
 

r
'
 

,
 
．
．
 

~
 

に
な
り
ま
し
た
。

て
お
れ
ば
起
き
な
か
っ
た
混
乱
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、

「
福

『
体
諏
を
保
障
苔

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
；；却1人:i.:i災数災贔II介uのための

胆労邑共済・見屈金給付暢苔 ． ： 交1•INO: ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
： 妥 1•I:．  : / : 

＊人凶l'iの.:Ii"，1する甜；・ • fiIl lに〇日』を、また必閾It項を記人してください.:9J II : I : ．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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却リJ11」に・より芯求

してください。
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『
け
嚢
各
哩
さ
ら

t̂
S

私
が
責
任
を
こ
る
」
な
ど
の
精
神
謡
で
、
手
を
打
た
な
ガ
っ
たト

~

ッ
プ
の
責
任
が
い
ま
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
完
全
週
休
二
巳
制
の
回
復
も
展
望
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
期
に
さ
し
ガ
ガ
っ
て
い
る
の
に
、
現
状
で
は
、
週

一
巳

の
休
み
の
日
さ
え
、
緊
急
呼
び
出
し
が
か
か
る
と
い
う
よ
う
な
、

~
無
廷
』
ガ
つ
異
定
な
事
慇
ガ
続
出
し
て
い
ま
克

市
職
労
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
に
強
く
抗
請
し
、
市
職
労
の
甲

一
し
入
れ
を
頁
剣
に
受
ウ
止
め
該
実
に
対
応
す
言
っ
改
め
て
日
し

ー
入
れ
ま
し
た
c-

市
職
労
の
甲
し
入
れ
の
骨
子
は

①
職
場
組
合
員
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
仕
事
を
進
め
る
こ
と
。
―

②

一
部
の
職
場
に
、
仕
事
が
集
中
す
る
こ
こ
の
な
い
よ
う、

針
画
的
に
効
率
的
な
任
務
分
担
を
行
う
こ
と
。

③
い
か
に
仕
事
tf集
中
し
て
い
る
場
合
で
も
、
無
条
件
に
最

低
週
一
日
の
休
暇
は
確
保
可
る
こ
と
も
に
、
原
則
と
し
て

土
、
巳
い
す
れ
ガ
1
日
は
休
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

こ
の
甲
し
入
れ
に
対
し
当
局
は
、

完
全
週
休
二
日
制
も
展
望
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
理
解
し
て
い
る
が
、
貝
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
苦
慮

し
て
い
歪

し
ガ
し
、

緊
急
に
呼
び
出
し
を
か
け
た
1
9
8の

よ
う
な
事
態
は
、
今
後
は
な
い
。

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
C
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/99if.. :)..ユ7（月） A6.／037 
西宮市職員労働組合教宣部

△ 



阪神大震災にともなう 西習雨職労吊慰金 1見舞金＇組織共済給付一覧表

自治労連共済・見負金0給付1こついて

修

1.給付内容＝別紙一覧表を参照してください＝

（ 1) 自治労連共済••死亡弔慰金、住宅災害見賽金、重度障害見舞金

(2)自治労連見舞金…死亡見費金、住宅災害見繹金、入院見舞金

(3) 西宮市醗労弔慰金•••死亡弔慰金

2.給付申請方法

〇同封の「自治労連共済・見鍔金給付申請書」で巾請して下さい。

〇死亡弔慰金・災害死亡見舞金を巾請される方は、別途「組織Jt済給付証明

書」での巾諸が必要ですので、書記局に用紙を請求してください。

0できる限り職場で取りまとめてください。

3.添付嘗類

〇居住地の市が発行する「被災（または罹災）証明害」 （写しで結構です）

4.申請期日と給付日

申 請 期 間 給付 n

①第1次申請期間・ 3月10日まで 4月 5日～

②第2次1旧請期問• 3月11日～3月25日まで 4月20日～

③第 3次申請期問 • 3 月 26 日～4 月 10円まで 5月 8 n~ 

※以後毎月10日と25日に締め切ります ※以後fii)]5「l～と

（土・日・祝日に前なる場合はその翌日） 201:1～給付します

5.申請・給付湯所、及び問い合わせ先

〇西宮市畷労書記局（載員会館3附） 霞話 (35)3012~3 

自治労連共済（眉I共責A-19) 自治労連見舞金 西宮市職労弔慰金

給付種目 給付金額 給付種目 給付金額 給付種目 給付金額

死 紐合員 500. 000 死 糾合員 300.000 死 紐合員 10. 000 

亡 亡 亡

弔 配偶者 200. 000 見 弔 配偶者

慰 舞 慰 及び

金 子 50. 000 金 金 ー親等 5. 000 

血族

親 10. 000 

住 全壊 120,000 住 全壊 50,000 

宅 l - ← - 宅

災 半壊 60. 000 災 半壊 25. 000 

害 祁

見 一部壌 10. 000 見

舞 舞

金 災i’f死亡 20. 000 金

＇ 
璽度防吝

見舞金 300.000 

入院 100. 000 

＂紅1iこ'3iで 西宮市職労弔慰金は、葬儀

碩腹I,肛慎 参列時に持参します。

備 考 合iiI・子・訊猜i また、市外等で参列できな

い場合は「弔慰金請求書」

で請求して下さい。



そ
の
二
つ
目
tf教
育
委
員
会
の
姿
勢
で
す
。

「
計
画
」
に
よ
る
と
教

育
委
貝
会
は
避
難
所
の
管
理
は
当
然
で
可
tf‘

避
難
者
の
た
め
に
炊
き

出
し
の
場
所
を
提
供
す
る
と
も
決
め
ら
れ
之
い
ま
す
。

そ
れ
も
「
小

・

中
学
校
の
施
設
を
利
用
し
て
行
う
。
」

「食
糧
供
給
班
長
の
指
示
に
し

た
tfい
学
校
調
理
呉
が
実
施
す
る
。
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か

る

2
9も特
ヮ

2
亭
嘉
ご

く℃ラ＞ 3月 2.9B (,t) 

＜疎か午後¢活～汐行

＜祗形甲ふ困寄ホテIし

•X 践当君に1ゴ．泄炒J
に妾肉灰、をぬ送')し

~. 

救
謹
珀
勤
色
蓄
P
し
た

中
濤
当
届

震
災
ガ
ら
す
さ
に
6
週
間
ガ
過
き
よ
う
こ
す
る
の
に
、
い
ま
だ
に
市

の
ト
ッ
プ
で
は
混
乱
状
態
ガ
続
い
て
い
ま
す
。
広
報
で
市
民
に
通
知
し

な
が
ら
、
そ
の
翌
日
に
は
方
針
が
変
る
な
と
、
ま
さ
に
朝
令
暮
改
も
い

い
こ
こ
ろ
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
現
場
職
員
も
振
り
回

さ
れ
、
他
府
県
か
ら
応
援
に
入
っ
て
い
る
職
員
か
ら
も
呆
れ
ら
れ
て
い

ま
可
。「
西
宮
市
地
域
防
災
計
画
」
（
西
宮
市
防
災
会
譲
・

作
成
）
が
今
回

の
大
震
災
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
せ
め
て
「
想
定
し
た

震
災
」
で
と
る
対
策
で
も
と
っ
て
い
れ
ば
、
も
う
少
し
混
乱
も
防
げ
た

の
で
は
と
思
っ
こ
と
が
多
空
き
ま
す
。

屠
を
切
為
て
る
2
が

褐
祉
か

そ
の

一
っ
ガ
、
被
害
調
査

・
救
援
金
・
罹
災
証
明

・
弔
慰
金
と
次
々

と
緊
急
に
対
策
を
求
め
ら
れ
て
い
る
福
祉
職
場
で
す
。

「
計
画
」
に
よ

る
こ
上
記
業
務
を
担
当
す
る
「
調
査
部
・
調
査
班
」
は
福
祉
局
と
住
宅

改
良
事
業
部
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
福
祉
職
場
に
任
さ
れ
、
福

祉
本
来
の
業
務
ガ
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
陣
容
で
も
や
れ
る
事
態
で
な
い
の
は
明
ら
ガ
で
可
。

お
民
ば
石
住
左
住

瞬
(
:
過
労
玄
9
9ク
9

市民共済からのお知らせとお願い

市民共済の交通障害共済にご加入 （

団体契約）の皆様の契約満了日が4月

1日となっています。

つきましては、今回の窟災のため、

特別措謹として、一応加入者の方全貝、

昨年どおりの内容で3月 ・4月の給料

より引き去り（品名コード952)させて

いただきます。

なお、契約後 (5月以降）に内容等

の変更について受付させていただきま

す。

の
で
す
。

臣
因
E
N
"
国

'

わ
ら
す
、
教
委
当
局
は
、
学
校
支
部
・
調
理
員
分
会
の
「
炊
き
出
し
を

し
た
い
」
、

嘱
託
調
理
羮
の
「
炊
き
出
し
で
も
伺
で
も
す
る
の
で
働
ガ

せ
て
」
と
の
甲
し
出
を
断
わ
り
続
け
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
の
措

置
の
項
て
は
「
学
校
給
食
施
設
が
災
害
援
助
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
場

合
」
は
「
児
章
生
徒
に
対
弓
る
給
食
は
一
時
中
止
す
る
。
」

と
し
、
避

難
者
へ
の
救
済
策
を
畏
優
先
と
す
る
と
な
っ
て
い
ま
可
。
こ
こ
ろ
ガ
、

教
委
当
局
が
取
っ
た
態
度
ほ
、
学
校
絶
食
再
問
を
最
優
先
さ
せ
、
ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
が
袷
食
室
を
利
用
し
て
炊
き
出
し
を
し
て
い
た
の
を
、
逆

に
追
い
出
す
と
い
う
措
置
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は、

2
月
26付
の
大
阪

新
聞
に
も
「
給
食
室
ダ
メ
」
と
一
面
ト
ッ
プ
で
報
逍
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

義
援
金
給
付
な
ど
で
他
都
市
か
ら
応
援
を
受
け
て
も
ま
だ
人

数
が
足
ら
な
い
状
態
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
す
、
「
働
ガ

せ
て
」
と
い
う
嘱
託
調
理
兵
を
2
カ
月
近
く
正
式
に
就
労
さ
せ
な
か
っ

た
教
委
当
局
の
責
任
は
兌
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
三
は
、
中
央
病
院
で
す
。
「
計
画
」
に
よ
る
と
中
央
病
院
は

「
医
療
助
産
部
」
の
庶
務
班
と
医
療
班
と
な
っ
て
い
ま
司
。
そ
し
て

「救
護
所
に
お
け
る
救
護
」
が
活
動
の
中
身
に
あ
り
ま
す
。
今
回
の
震

災
で
は
ほ
と
ん
ど
の
避
難
所
ガ
ま
さ
に
救
護
所
で
し
た
。
「
病
院
で
手

術
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
避
難
所
で
医
療
活
動
に
携
わ
り
た
い」

と
い

う
ド
ク
タ
ー
の
願
い
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
た
病
院
当
局
の
姿
勢
は
糾
弾

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

「
地
震
災
害
広
報
6
号
」

で
3
月
1
日
か
ら
本
庁
1
階
や
支
所
で
災

害
援
護
金
と
義
援
金
を
支
給
す
る
と
し
な
tJら、

一
夜
で
中
止
tJ決
ま

っ
た
り
、
被
災
証
明
書
の
発
行
も
3
月
ガ
ら
は
土
・
日
を
除
く
と
し
て

い
た
の
に
、
急
逮
土
曜
8
も
発
行
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
名
日
2
回

も
対
策
会
議
（
局
長
会
議
）
を
開
い
て
対
策
を
練
っ
て
い
る
に
し
て
は

お
粗
末
と
し
か
言
い
桟
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
お
陰
で
、
市
民
は
右
往

左
往
さ
せ
ら
れ
、
職
呉
は
休
み
も
取
れ
な
い
過
労
状
態
に
さ
れ
て
い
る

鍼
仝
嚢
』
ご
況
し
苫
く

銅
ク
C
対
策
令
諏

西宮 1市幽労
Iタ ..:;..z（木） A7/ク3ふ

西宮市職員労働組合 教宣部
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阪神大震災・被災組合員のための自治労連共済・見舞金給付

Q&A 

(Q1]私は自治労連共済1こ入ってないのですが、支給対象になる

のでしよう力‘?

[A 1]今回給付の自治労連共済は「団体共済」でg。西宮市

朧労として団体加入し、 1月17日から効カガ開始しま

=° 
9o 1月17巳以降引き続き西宮市職労の組合員であれ

ば給付対象となります。

[Q2]自治労連共済咽亡弔慰金」の「4 親」は本人の実父母

のみですガ？

別居の場合はごうなるのです力‘?

[A2]本人の実父母はもちろん、配偶者の実父母又は養父母

にも支給されます。

又同居・別居に関係なく給付されます。

[Q3]自治労連共済「住宅災害見舞金」の 「4. 災害死亡」の、

給付対象は？

[A3]二親等までの同居親族が死亡した湯合［こ給付されます。I

二親等までの同居親族とは、同居している、組合呉こ

配偶者の祖父母・父母・配偶者・兄弟姉妹・子・孫で

可。

なお配偶者・親・子は、 「死亡弔慰金」と併給［こなり

ます。

2輯等 蠣族の範囲

追

父

姐祖
＝ ＝ 
母父

↓ ↓ 
兄十弟

姐

母

姐

父

ー

母

追

父

妹

＋
 

祖

母

姉

I
父

組合員 配偶者

祖

母

嫁—」ー子 ．x頑心紅
孫

[Q4]住民票のある住居は他市で被害がなく、現住所で被害を受

けました。 「住宅災害見舞金」の支給対象になるのでしょ

う力‘?

[Q5] 「被災（罹災）証明●」がないと給付されないのですか？

[A5]必す「被災（罹災）証明書」を添付して下さい。添付

されない場合は中央に申譴できません。

なお、申講書の「2 未添付」の欄は、事務処理上の

襴ですので、誤解のないようにお願いします。

[Q6]共働きで二人とも組合員である場合は、それぞれが申詰で

きるので可ガ？

[A6]組合員一人ひとりが申講できまg。

ただし、 「被災（罹災）証明書」は必すそれぞれの申

講書に添付して下さい。

[Q7] 「記足（罹災）証明書」をなかなガ取りに行けないのです

ガ＼申論ガ遅れると給付されないのですか？

[A 7] 「市職労ニュース N01.037」の裏面に記載していると

おり、当面の第1次申講期間は3月10日までとなって

いますガ、その後、第2次•第3次…と続きますので、

安心して下さい。缶月10日と25日ガ申講締切日となり

ます。

[Q8]給付金は給料振り込みですガ？

[A8]給付巳が決まった方には、順次恒別に給付場所・方法

を書記局からお知らせします。

[Q9]震災に関係なく親ガ病気で死亡した場合はこうなるのです

カ‘?

[A9]別記の 「組織共済A-1型」の給付内容をごらん下さ

い。 1月17巳以降は、今回の震災に関係なくてもワE

亡弔慰金」 「住宅災害見舞金」 「結婚祝金」 「重度障

害見舞金」 に該当すれば、給付されます。

組織共済 A-1型

[A4] 「見舞金」対象の家屋は、組合呉が現に居住している

（生活の本拠）建物で、 「被災（罹災）証明書」に氏

名が記戴されていることガ必要です。

又同居の親族とは、その住居に同居している者をいい

ます。

鑢付糧 II 共 濱 事 虞 共濱會額(Pl)

死 組 合 員 鰈l1合員本人の死亡のとき 500.000 

亡 配 属 者 配偶看の充亡のとe 200 000 
弔

慰 子 子の死亡：のとき 50．⑬ 

金 親 ,Jlの充亡のとさ 10.txXl 

住 ィ．火災（艤、地量●火）
全焼 ・全壇したとき 400.000 

宅
口．濯雷、破裂、爆発 半9見・半l員のとさ 200.CX刀以内

八．配E鰍り置量．薗馴潰込罵 一郎9免・1員や消防冠水のとき 100.000以内
災

喜
全頃 ・全況失のとき 120.000 

自然災•
半壌・半凜失のとき 60.000 

覺
一郎1夏のとき 10.CXXl 

霧 床上J曼水のとさ 10.000 

金 災●死亡 同居讀ntが死亡したとき 20.()XJ 

誌 罐 祝 金 追合員本人が緒嬌したとき 10.000 

● 度胃書見鐸金
姐合員本人が重度陣書となったとき 300.oo:> 
（労碁法1繰 ー2級）

△ 



r季KすべきIJ酸孔
が祠謡の立場

神
戸
市
が
、
市
長
の
特
別
職

の
報
酬
を
は
じ
め
、
係
長
級
も

含
め
た
管
理
職
手
当
を
カ
ッ
ト

可
る
こ
と
を
表
明
し
、
ま
た
産

経
新
聞
が
、
西
宮
市
職
労
が

「
特
勤
」
に
つ
い
て
「
要
求
放

棄
」
し
た
ガ
の
よ
う
な
報
道
ガ

あ
っ
た
こ
こ
に
、
職
場
か
ら
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
市
職
労
の
見
解
を
表
明
し

ま
可
。

こ
し
て
超
過
勤
務
手
当
が
支
給

さ
れ
な
い
こ
こ
を
考
え
れ
ば
、

管
理
職
手
当
と
い
え
と
も
、
生

活
給
の
一
部
こ
な
っ
て
い
る
。

、
発
点
笙
々
堂
々
三
前
侑
j

とす

代
物
。

「
災
害
復
興

兵
庫
県
の
災
害
対
策
本
部
ガ
ら
2
月
10
巳
付
で、

に
係
る
職
員
派
遺
の
必
要
人
員
に
つ
い
て
」
こ
い
う
照
会
が
各
市

に
さ
れ
、
西
宮
市
も
技
術
職
員
を
中
心
に
22名
を
要
請
し
た
こ
と

ガ
、
明
ら
ガ
に
な
り
ま
し
た
。
市
職
労
の
求
め
に
応
じ
て
市
当
局

が
行
っ
た
脱
明
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
派
遺
は
、
震
災
復

IBの
た
め
の
中
・
長
期
的
な
人
的
支
援

を
す
る
た
め
に
、
県
を
通
じ
て
国
が
報
告
を
緊
急
に
求
め
た
も
の

で
、
実
際
に
支
援
要
講
を
し
た
自
治
体
に
は
、

4
月
以
降
の
職
員
派
遺
に
つ
い
こ
は
、

の
紀
料
及
び
手
当
（
退
職
手
当
を
除
く
）
は
受
け
入
れ
団
体

（
派
遺
先
）
に
お
い
て
負
担

(
11
中
略
11
)

そ

受
け
入
れ
団
体
（
派
遺
先
）

の
定
数
条
例
に
お
い
て
所
要

の
措
置
を
講
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
し
、
職
羮
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
定
数
条
例
を
改
正
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬

に
つ
い
て
は
、
と
く
に
市
長
が

選
挙
で
選
ば
れ
る
と
い
う
こ
と

を
考
慮
す
れ
ば
、
今
回
の
よ
う

な
災
害
に
対
し
て
、
そ
の
政
治

姿
勢
を
示
可
た
め
に
、
報
酬
の

一
部
カ
ッ
ト
を
行
う
こ
と
の
懲

非
に
つ
い
て
は
、
政
治
判
断
に

属
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る
。

2

し
か
し、

管
理
職
は
、
今

回
の
よ
う
な
事
態
で
も
、
原
則

こ
れ
を
カ
ッ
ト
可
る
こ
と
に
は
、

賛
成
で
き
な
い。

3

西
宮
市
職
労
は
、
住
宅
を

は
じ
め
と
百
る
現
在
の
被
災
者

へ
の
緊
急
な
救
援
、
さ
ら
に
住

民
本
位
の
復
興
の
た
め
の
街
づ

く
り
に
、
自
治
体
労
働
者
と
し

て
貢
献
で
き
る
こ
こ
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ま

g
°
要
求
自
粛
路

線
は
、
「
連
合
」
の
専
売
特
許

で
あ
り、

市
職
労
と
は
無
縁
の

次
に
、

長
応
壌
厄
圏
？
拿
骨
・
住
居
品
ら
ば
固
県

1"“g.“
転
“
葬
翡
§
入
れ
ん

と
し、

給
料
の
負
担
を
受
け
入
れ
自
治
体
に
押
し
付
け
て
い
ま
可
。

そ
の
分
の
西
宮
市
の
負
担
に
対
し
て
は
、
「
財
政
上
支
障
が
な
い

よ
う
万
全
を
期
す
」
旨
の
自
治
大
臣
の
国
会
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

貝
体
的
な
内
容
は
現
在
未
定
だ
と
し
、
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い

こ
い
う
無
責
任
な
姿
勢
を
示
し
て
い
ま
す
。

ン
は
決
し
て
古
く
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

受
け
入
れ
職
員
の
住
居
の
確
保
等
、
現
実
の
受
け
入
れ
に

あ
た
っ
て
支
障
が
な
い
よ
う
必
要
な
準
隔
を
で
き
る
だ
け
事

前
に
進
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

と
、
市
民
の
仮
設
住
宅
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
な
い
状
況
な
の
に
、

応
援
職
員
の
住
居
を
準
備
百
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

当
局
に
よ
る
と
、

3
つ
の
条
件
を
知
ら
な
ガ
っ
た
時
点
で
は
一

＿
五
名
の
要
講
tf職
場
か
ら
あ
っ
た
が
、
条
件
を
知
っ
て
精
査
し

た
と
こ
ろ
、
22名
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

営
繕
・
建
築
審
査
・
市
街
地
建
築
・
住
宅
逢
設
・
開
発
指
導
課
で

12名
、
土
木
関
係
（
道
路
）

5
名
、
下
水
関
係
5
名
の
22名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

市
職
労
は
3
月
1
日
、
当
局
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
不
当
な
条

件
を
つ
け
て
ま
で
の
派
遺
を
受
け
入
れ
る
こ
こ
は
な
い
と
、
撤
回

を
求
め
ま
し
だ
。

さ
ら
に
、
必
要
な
人
員
は
中
途
採
用
も
含
め
、
正
規
職
員
の
採

用
で
ま
ガ
な
う
べ
き
だ
と
強
く
求
め
ま
し
た
。

も
正
々
堂
々
と
誇
り
を
持
っ
て

そ
れ
だ
け
に
、
超
過
勤
務
手
要
求
百
る
べ
き
は
要
求
す
る
の

当
や
特
殊
勤
務
手
当
を
含
む
賃

が
市
職
労
の
立
場
。

金
も
、
休
暇
を
含
む
労
働
条
件

市
職
労
の
要
求
は
、
住
民
に

も
理
解
を
得
ら
れ
る
も
の
と
い

う
立
場
に
立
っ
て
い
ま
す
。

「
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て
自
治

体
労
働
者
の
繁
栄
な
し
」
と
い

う
、
あ
の
衛
都
連
の
ス
0
ー
ガ

そ
し
て
、
極
め
つ
け
は

私
た
ち
は
、
姑
息
な
手
段
を

廃
し
、
正
々
堂
々
と
前
進
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西宮 市蹄労 I/f9.S-. :y, 8し＊）厄I’”'西宮市職員労働組合 教宣部

△ 



珈 lりでの拳業着合を卓束され廠曇Iュ干を
砂噂萌のないま這第制限を力沿ゆ住民も存

語~...,た仕知理解叶速5得沼詣鮒品を

西
宮
市
で
は
今
回
の
嚢
災
で
と

り
わ
け
被
害
の
集
中
し
た
西
宮
北

□北
東
地
区
と
森
具
地
区
に
2
カ

月
間
建
築
制
限
を
ガ
け
て
お
き
、

そ
の
間
に
「
被
災
市
街
地
復
興
推

進
地
域
」
の
指
定
を
し
、
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業
こ
復
興
市
街
地

再
開
発
事
業
の
都
市
計
画
を
決
定

し
よ
う
と
し
て
い
ま
弓
゜

土
地
区
画
略
＿理
事
業
や
市
街
地

再
開
発
事
業
は
権
利
者
が
事
業
を

理
解
し
、
充
分
な
合
意
形
成
を
図

る
よ
う
行
政
が
努
め
な
け
れ
ば
弓

く
に
行
き
詰
ま
る
事
業
だ
け
に
、

権
利
者
も
両
地
区
で
3
千
名
と
多

く
区
域
も
広
い
た
め
、
2
カ
月
で

都
市
計
画
決
定
、

8
カ
月
で
事
業

計
画
の
決
定
こ
い
う
短
期
間
で
事

業
に
着
手
し
よ
う
と
と
可
る
市
の

方
針
で
は
、
一
番
大
事
な
権
利
者

の
理
解
と
合
意
が
得
ら
れ
な
い
ま

ま
に
ス
タ
ー
ト
せ
さ
る
を
得
ま
せ

ん
c
r
J

の
事
業
を
復
興
の
自
玉
に

し
よ
う
と
す
る
国
や
県
は
、
無
責

任
に
も
、
さ
ら
に
期
間
を
短
く
可

る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
が
、

嚢

災
後
作
業
に
追
い
ま
く
ら
れ
休
み

も
取
れ
ず
、
疲
労
の
蓄
積
し
て
い

無
理
や
り
に

短
期
間
で

を
御
旗
に
か
か
げ
る
が

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

「
復
輿
す
る
な
ら
災
害
に
強
い

ま
ち
を
」
、
「
早
く
事
業
化
し
な

け
れ
ば
、
元
通
り
家
が
再
建
さ
れ

住
環
壌
の
悪
い
ま
ち
に
な
る
」
と
、

焦
り
な
が
ら
担
当
者
は
、
事
業
化

の
作
業
や
不
安
に
ガ
ら
れ
た
住
民

の
対
応
に
追
わ
れ
、
新
し
い
「
被

災
市
街
地
復
興
推
進
地
域
」
な
ど

の
新
し
い
制
度
の
勉
強
を
す
る
時

市
職
員

時
間
に
追
わ
れ
る

る
担
当
者
は
、

行
き
詰
ま
り
が
目

に
見
え
る
だ
け
に
不
安
は
大
変
な

も
の
で
す
。

区
画
整
理
や
再
開
発
の
区
域
に

決
定
さ
れ
よ
う
こ
し
て
い
る
区
域

内
の
被
災
し
た
市
民
は
、
長
引
く

避
難
生
活
に
、
「
仮
住
ま
い
に
家

貨
ガ
か
さ
む
」
一
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
無
い
避
難
所
生
活
に
疲
れ
る
」

「
コ
！
ャン
等
に
被
災
者
の
優
遇
処

置
ガ
あ
る
問
に

一
「
需
要
の
多
い

借
家
を
早
く
再
建
し
て
家
賃
収
入

を
得
た
い
」
等
、
様
々
な
要
因
か

ら
無
理
を
し
て
で
も
家
の
再
建
を

し
よ
う
と
焦
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、

充
分
説
明
の
な
い
ま
ま
建
築
制
限

ガ
ガ
か
り
地
区
住
民
の
不
安
が
増

福
さ
れ
て
い
キ
6
-
9°

「我
が
家
の
再
建
を
」

あ
せ
る
区
域
内
の
市
民

今
回
の
唇
災
で
神
戸
市
で
は
、

再
開
発
で
建
て
ら
れ
た
ビ
ル
ガ
軒

並
み
に
や
ら
れ
倒
壊
し
こ
い
ま
す
。

活
断
層
上
で
被
害
の
集
中
し
た
西

宮
北
口
で
、

30階
建
再
開
発
ピ
）

ガ
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
全

性
に
つ
い
て
技
術
的
に
充
分
検
証

し
な
け
れ
ば
地
区
住
民
の
納
得
で

き
る
も
の
に
な
り
ま
さ
ん
。

梯
子
を
外
す

さ
ら
に
市
瞳
委
を
不
安
に
陥
れ

て
い
る
の
は
、

事
業
に
か
ガ
る
膨

大
な
資
金
で
百
。
こ
れ
ら
の
事
葉

を
出
釆
る
限
り
住
民
負
担
を
軽
減

し
て
実
施
し
よ
う
こ
弓
れ
ば
、
事

業
者
こ
な
る
市
tJ
広
大
な
用
地
を

先
買
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
国
や
県
は
事
業
費
に
補
助
金
を

充
分
見
て
く
れ
る
の
か
？
」

「
用

地
の
先
買
い
ほ
、

起
償
で
お
茶
を

濁
百
だ
け
で
は
な
い
か
」

負
担
の
経
減
は
市
単
独
費
に
さ
れ
、

破
綻
し
よ
う
こ
し
て
い
る
市
財
政

に
追
い
討
ち
を
か
け
る
も
の
と
な

る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
不
安

が
つ
の
っ
て
い
ま

g
。
「
こ
れ
ま

二
階
に
上
げ
て

「
住
民

再
開
発
ピ
ル
が

活
断
層
の
上
に
30階
建

閻
も
な
く
時
間
と
の
勝
負
に
追

い
詰
め
ら
れ
て
い
ま
可
。

現
在
の
ま
ま
事
態
が
推
移
可
れ

ば
、
焦
る
住
民
と
焦
る
市
行
政
が

激
突
し
、
最
悪
の
事
態
を
招
く
恐

れ
ガ
自
前
に
来
て
い
ま
弓
。
す
で

に
神
戸
の
本
山
で
は
住
民
の
反
対

運
慟
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
理
解
こ
合
意
を
得
て
事

業
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
な
に
よ

り
も
時
間
が
必
要
で
す
。
家
の
再

建
に
焦
る
住
民
の
不
安
を
解
消
す

る
た
め
に
、
ま
す
①
長
期
間
の
生

活
に
耐
え
る
質
の
良
い
仮
設
住
宅

に
、
地
区
の
被
災
住
民
全
呉
を
収

容
で
き
る
施
策
を
国
に
迫
り
実
行

さ
せ
る
こ
こ
。
そ
れ
を
実
現
す
る

た
め
住
民
や
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
、

世
論
を
総
動
呉
し
て
行
政
tf先
頭

に
立
っ
て
運
動
可
る
こ
と
。
②
被

災
住
民
に
対
可
る
優
遇
措
置
tf‘

将
来
に
わ
た
り
現
在
よ
り
不
利
に

な
ら
な
い
よ
う
制
度
化
す
る
こ
と

断
ち
切
る
た
め
に

双
方
の
ジ
レ
ン
マ
を

こ
の
ま
ま
で
は

市
も
住
民
も
不
幸
に

で
も
二
階
に
上
げ
て
梯
子
を
は
ず

可
」
よ
う
な
国
や
県
の
仕
打
ち
に

苦
労
し
て
い
る
だ
け
に
、
国
漿
の

助
成
の
姿
勢
を
見
極
め
な
い
ま
ま

走
ら
さ
れ
る
担
当
者
の
不
安
は
ぬ

く
い
き
れ
ま
せ
ん
。

を
優
先
，＞
、
地
区
住
民
の
不
安
や

焦
り
を
解
消
可
る
こ
と
。
そ
の
後

建
築
制
限
の
強
化
を
行
い
、
住
環

境
の
悪
い
ま
ま
に
家
屋
の
再
建
さ

れ
る
こ
こ
を
防
止
し
、
時
間
を
か

け
て
復
興
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

双
方
の
理
解
こ
合
意
を
形
成
可
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
こ
、
西

宮
市
職
労
は
考
え
ま
可
。

9

9

9

9

9

9

9

9

9

1
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．
 

9
9

9

9

9

9

9

9

9
 

-
「
被
災
市
街
地

・

復

興

推

進

地
域
と
は
」

一

ー

公
共
施
設
の
整
偏
状
況
や
ー

一
土
地
の
利
用
の
勲
向
か
ら
み
ー

ー
で
不
良
な
環
境
ガ
形
成
さ
れ

一

る
恐
れ
の
あ
る
地
域
に
つ
い
―

ピ
、

緊
急
か
つ
健
全
な
復
興
•

ー
を
因
る
た
め
土
地
区
画
整
理

＿

ー
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
一

ー
や
公
共
施
設
整
備
事
業
な
ど
一

一
実
施
可
る
必
要
の
あ
る
地
域
一

こ
J

し
て
指
定
可
る
こ
と
ガ
で
一

ー
き
る
制
度
。
今
回
の
震
災
後
一

-
「
被
災
市
街
地
復
興
特
別
措
ー

＿
置
法
」
と
し
て
成
立
し
、

推

一

＿
進
地
域
ガ
指
定
さ
れ
る
こ
補
ー

一
助
制
度
や
事
業
制
度
な
ど
の
一

こ
特
例
ガ
受
け
ら
れ
る
。

＿

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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→コも里<邑釦該；の板餃任宅入居も該しょう

企業心凍1t値l肋所有死にもんt; を
1 9 9 5年 3月14日

西宮市長 馬場順三様

西宮市喘貝労働組合

執行委員長 浜崎克巳

避難住民の方が1日も早く仮設住宅に入居で

きるよう民有地の活用などを求める申し入れ

1月 17日の地震発生の日からまもなく 2カ月が経とうとしています。 市眺員の寝食を

忘れた必死の努力にもかかわらず、仮設住宅の建設は、様々な困難に遺遇し、今なお八千

人の市民が、環境の悪い体育館などでの避難生活を余儀なくされています。

西宮市職労は、現場で蕗闘する組合員の意見をもとに、仮設住宅の建設に対して、次の

4点を申 し人れます。

避難住民の方の、仮設住宅入居が 1日でも早く実現するよう、費喘がこの申し入れを真

剣に検討され、検討結果を私たちに示されるよ う強く求めます。

記

1. 現時点における災害復旧対策は、なによりも仮設住宅の建設を最優先し、入居を希望

する者については、住み慣れた地域で全員が入居できるように、企業所有地を含め民有

地を積極的に借り上げるなどして建設を促進すること。

2. またこの間、被災者のうちで賃貸住宅等に入居した者や、今後入居する者に対し家賃

補助等の支援を行うとともに、無利子・低利の融資を行うこと。

3.従前居住していた個人の所有地や借地にも、希望者には公費で個人用の仮設住宅の建

設を行うこと。また住宅建設の助成を行なうこと。なおそのさい、中 ・小の自営業者の

店舗付住宅についても同様に措置すること。

4. 以上の点は、国がその資任で実現するよう働きかけるともに、国が実行する前でも、

市単独で実行すること。

西
宮
市
が
被
災
市
民
に
提
供
で

き
た
住
宅
は
4
月
上
旬
入
居
予
定

も
含
め
て
も
、
四
九

0
0
1
P足
ら

す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
市
民
の
入

居
希
望
は
1
次
と
2
次
の
受
付
で

＿
四
五
0
0世
帯
に
も
な
り
、

い

ま
だ
に
九
五
0
0
世
帯
が
住
居
が

→

市
内
そ
れ
も
今
ま
で
住
ん
で
い
た
~

定
ま
ら
な
い
不
安
な
缶
日
を
送
っ
と
こ
ろ
を
中
心
に
仮
設
の
住
宅
を

て
い
ま
百
。

提
供
可
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
―

市
職
労
は
、
市
民
生
活
の
安
定
i

仮
設
住
宅
建
設
の
場
所
と
し
て
、

一

の
た
め
に
は
何
よ
り
も
住
居
の
確
i

企
業
所
有
地
を
含
め
民
有
地
を
借

保
ガ
大
事
で
、
住
み
慣
れ
信
｛
呂

一
り
上
げ
て
の
建
設
促
進
が
至
急
の

9
9

.1

1

,

 

措
置
と
し
て
重
要
で
可
tf、
そ
れ

-

だ
け
で
は
い
づ
れ
は
頭
打
ち
に
な

り
ま
可
。
市
職
労
は
、
固
人
の
所

有
地
や
借
地
に
公
費
で
⑮
人
用
の

仮
設
住
宅
を
建
設
す
れ
ば
、
そ
の

問
題
も
解
決
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

以 上

以
上
の
点
を
踏
ま
え
市
職
労
は

14日
、
左
記
の
と
お
り
西
宮
市
長

に
甲
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

西宮
1市暉労 I

／ク9¢ }．I4 Q) ¢ ／ク仏ク．

西宮市職員労働組合 教宣部

△ 



今
回
の
大
震
災
に
よ
る
家
屋
の

被
災
調
査
と
そ
れ
に
続
く
義
援
金

の
配
分
、
被
災
証
明
の
発
行
は
、

予
想
を
は
る
ガ
に
越
え
る
大
規
模

な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
こ

の
業
務
を
行
う
ト
ッ
プ
の
見
通
し

の
甘
さ
、
判
断
力
の
甘
さ
、
判
断

カ
の
な
さ
、
現
場
無
視
、
独
り
よ

が
り
、

そ
し
て
何
よ
り
も
住
民
の

r
)

と
を
全
く
考
え
な
い
、
約
束
し

た
こ
と
を
守
ろ
う
こ
し
な
い
姿
勢

に
よ
っ
て
、
福
祉
職
呉
と
市
民
は

多
大
な
迷
惑
を
被
っ
た
。

そ
し
て
令
ま
た
、
住
民
無
視
の

姿
勢
に
よ
っ
て
、
常
誌
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
事
が
起
こ
っ
て

い
る
。

そ
れ
は
、
事
業
所
に
対
す

る
被
災
証
明
に
つ
い
て
「
再
詞
査

を
レ
な
い
」
と
言
い
出
し
た
こ
と

だ
。
そ
の
結
果
、
兵
庫
県
の
被
災

中
小
企
業
向
け
緊
急
資
金
の
貸
付

の
内
、
よ
り
有
利
な
制
度
が
利
用

で
き
な
く
な
る
こ
い
う
の
だ
。

福
祉
局
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
被
災
証
明
は
、
居
住
用
の

家
屋
は
、
職
呉
が
外
観
目
視
に
よ

っ
て
「
全
壊
」
「
半
壊
」
「
一
部

損
壊
」
の
3
段
階
に
被
災
の
状
況

rこえ』

を
区
別
し
、
産
業
地
因
に
落
と
し

込
ん
だ
も
の
が
基
礎
こ
な
っ
て
い

る
。
無
記
入
の
家
屋
は
「
損
壊
な

し」

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
事
業
所

に
つ
い
て
は
、
課
査
し
な
く
て
よ

い
と
い
う
指
示
で
あ
っ
た
た
め
、

調
奎
さ
れ
て
い
な
い
。

（し
ガ
し

調
査
員
に
よ
っ
て
は
、

事
葉
所
に

つ
い
て
も
損
壊
の
程
度
を
記
入
し

て
い
た
り
、
居
住
用
と
同
一
の
店

舗
は
調
査
さ
れ
て
い
る
。）

こ
の
調
査
は
、

10日
間
程
度
で

市
内
の
全
家
屋
を
調
査
し
た
た
め

十
分
な
も
の
で
な
く
、
ト
ラ
フ
）

が
統
発
し
た
。
ま
し
て
や
事
業
所

は
調
査
し
て
い
な
い
た
め
、

資
料

の
上
で
は
「
無
記
入
」
＂

「損
壊

な
し
」
と
な
る
。
こ
れ
で
は
ト
ラ

プ
ル
が
続
発
可
る
の
も
当
然
で
あ

る。

証明をしだして1週間、あ

まりにも多い「再調査」の依

頼に対し、調査上「損壊なし」

についても「一部損壊」とし

て証明を発行可るようになっ

た。これなら、「市の調査で

は一部損壊で可。」と、もっ

ともらしく言える。市民も少

＼ 「緊急災害復1日資金」 「緊急特別資金」

貸付金額 5. 000万円 2.000万円

償還期閻 10年 (3年据置可） 5年以内 (1年閻据置可）

貸付利率 年2. 5% 年2.8% 
.......................... - ..... . ・・・・-囀.喩

当初3年間は2000万

まで利子補給

し
は
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。
そ
し

て
3
週
間
後
、
「
事
業
所
は
再
調

査
し
な
い
」
「

一
部
損
壊
で
押
し

通
せ
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

事
業
所
に
と
っ
て
ほ
、
「
全
壊
」

ガ
「
半
壊
」
か
「
一
部
損
壊
」
な

ど
の
証
明
が
で
る
か
は
死
活
問
題

で
あ
る
。
例
え
ば
、
県
が
中
小
葉

者
へ
融
資
す
る
制
度
で
、
左
記
の

_
＿
つ
の
制
度
が
あ
る
。

そ
し
て
、
事
業
者
に
と
っ
て
よ

り
有
利
な
「
緊
急
災
害
復
18資
金
」

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
「
全
壊」

か
「
半
壊
」
の
証
明
tfさ
れ
た
事

業
所
に
限
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か

か
わ
ら
b
一
度
も
調
査
し
な
い
で

（
し
て
い
て
も
全
く
不
十
分
な
も

の
で
あ
る
）
「
一
部
壊
」
で
押
し

通
百
と
い
う
、
全
く
非
常
職
極
ま

り
な
い
こ
と
が
、
ト
ッ
プ
の
指
示

に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
さ

れ
た
翌
日
ガ
ら
ほ
、
「
原
則
ほ
再

調
査
し
な
い
が
、
う
る
さ
く
ひ
つ

「
）
＜
言
っ
人
に
は
、

『
再
調
奎
す

る
』
と
返
答
し
て
も
よ
い
」
と
言

う
の
で
あ
る
。

調
査
し
な
い
理
由
は
「
体
制
tf

な
い
こ
と
」
だ
と
言
う
。
体
制
tf

な
け
れ
ば
そ
の
体
制
を
つ
く
り
、

復
興
の
手
助
け
を
す
る
の
が
、
市

の
仕
事
で
は
な
い
の
か
。

り

立

ー

吝品貨社はしない」と言？rッ70
r 

共済・ 大阪神
い災容※ r 

ヘ罰自 r-→ Q で証がマ
A 1 

｀並ゃ く明変ゎ ン 1 L-」
見 震だの シ

玲が席 さ内るョ
L.....J 
は 力‘つる被

舞金災・ 

下と クま § 落
い容 事 ン ま合だる本 変らてが災
°がが等 可呉さま人 ス一 ーい ‘証 給付 被
確よ集~ I のが い でも て半 る゚ と明 Q 贔ぅ し． 定す あ＜ 住宅ロ で申 ゜は 納 も壊 り に
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⑧)如2今立E ですは 心終は申確 る変内可 A の申 ゜
ヽ
し わ ‘湊定 のわ容申し だ

精き被災 てる全ヒ し でつが指立 め
含曰 つば はつ くまてはた ＇ し たー し て のあち証 だでの侍証 よらーよを

麿託度 を わり明
さ受被つ明 う見部う してとの

な被内 い 付災てが か舞壊こて 労
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（西宮市職労・職貴支部ニュース ）

災害にまけない西宮をめざし

震災アンケートにご協力を
芦労した二と 一 紐向点なと．．．． 念、 し、 つくまま

ュっ-c;.. L.- lふ 仁 よ郎なをらそ見イ！ふた信 l3 戸d ←共 ぅ交ず争
訊＂ぃ•お＾布 ， ー 「 Ir-J,6' し門しと．． ．荏ド惹・史 ・私 じ：涎蹄 aa 戒

にて＂のう需のとで (:i 灯 g r＝ グミす大ァー日
如rJJ1 あなた1J令回の震災対策さ体騒さ ・祖初す災！足 L ふ t. 咲らち 貝女る需ン環文

れた（あるいは況在担当している）部門を、 当勤ぅ当吾てりんにも 1; にと .::.災ケと郎
a 1李か日でも ．と" 1足破‘ 糸哀と僻 I L \~ 

次の項目IJら選ん．とくだeぃ，（該当弓る ；昆希II OI さぁ ・同 o 畢災今 質 り ':.院卜て
呻心に〇印とつけてください，） 乱とマ中つか峠組し L 回 問遮 し 綱ヘ・今

一負目いてn沿蛉— E な二，ゞたつに合てなの さま査-,尽粗
-、ヽ ぎリュにこて行贔きが厖 1 なしし阪災夏

「=. 7‘ とな政がまら哭 . ¥,、 t:'-,/祠 I: 期
質問2 今回の震災対策の中で、組織体制 し各 1し何かいサ禾し ‘で 2 ・を • 閲莉
の不鋼、指揮系訊の乱れ、 責任者ガらの情
報伝達の不足、 坦当部門問の連絡調聾不足、 ., 夏＾ 震 き・社を・ 粒芥 て 1 >の／ra-- ll な

z a.7  I 益匹 は当 iz. i畠 .::. l しヽ こまで 1可 t、..,
専門的知はの不足、任務分担の不明耀さは い 閏回 り で 玲迂 ．0¥ まなも土仕も L. 4可
どで問題があると思われた点があれば、あ ま姪＾ にれ点 /ll t乍よすと’’ 同で・辛 言 .,t 
なたの担当外も含め思いつくまま全部記 す・ か’雷 としてざ不揖ぅ ． a じ I ~ ~ ?.t. し

、 改哭 人たいれ足．そな‘ 烹:"'k さて司て
入してください。また、 その解決方法ガあ 人＆ と 犀邑い 3 r二な謀・ 丹敗 次がこ のよ

れば記入してくださいu 嘉て迫 質 印ョと蛉卸ど a 組 つぐこにし乃‘f§ い
当意． じ＇ 是亘思門門i 乱坂 脊＜震 E い示 nヽ
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l;f と • ま ら 頃 .'.JII ；；ヵヽ 1I<• 9 Z•• ちか

閲問3 今回の震災を通じて、職場の人員 rJ 人 3 す．浮狂魚、情の れえぁ こ目でら

問題tf改めて浮さ彫りになつていま可。人 目 市し、門逗るい し 7 み z I↑ィ驚
呉・ 人事 ・臓場環墳など、労働条件面での か ..>-巾 卑とこ＂の とてこ て 1- tこ うア咲

間i と ギ と男． a 業と a のきテリ t~T とや以
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し ま題＜今 e:g ．袴ヽ‘e .らせ
て放 労 ち をれ 1全 9月滋 足 ll J．且心の の
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助業務、辺路 ・下水道・ 公園 ・教育施設な まは 問 ＜ 虎が m かに て口ヽ•• 1:: 1こ頂 7
,1;. り L ~災 1_ 1= r：：：-;., L たを ノ

こ．の復18業務1こ荘行して、区画楚理や再問 な四 ~コエ 4 t：：：郎関すつ り エこじ受 テ

発などの.復興事業ガ進められるここになり 話 ~ の などな れ Pえもくもて．．目 事

まで。こうした西宮のまちづくりについて、 と ー 福姪んい 3 てしリt こ•• 印 I) つのさ 素現
あなたの考えがあれば記入してください。 がふ 教 言策な元たい策の 5ぶと祖い手 G

E ぶ旋名 ‘ま o i主く Iし、 i11 災てぅ£‘
名E‘ 室 ぶ Ii、沿と本す市全あ 存 a 文いで•区
フ． 舷柔 0ヽ三・ず当 民政 ’I t. 観 F まの直

質問5 今回の阪神・淡路大震災て、現在 OB し 力‘ ̀‘ゎヽ 1必 3 1= 合奈ラ 思、そ、ぅ主す復屯
し・ 豆た I" 茂． すゎ で 視 ．^、写理

もあなたの印象に残っていることや、 体験 程 ら まみかの§ か 3 •いのす ｀業や
談なと、全国の自治体労働者へ伝えたいこ しさ すな‘ ‘に 1こ れ 5 たるすぅ西栢~為
とがあれば記入してください。 ンス (J) ・~ I:;' はま あつ＂い 定ら ヒ宮ヵぐ閏°‘ んん・け らく意． 正ブ．、市注尽

+ Iヽ >ヽヽ ..>-ヽヽ Iニヽ お 3 a い し l3 とよ収しと 被
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ラ＋ララ十ラ十ラう十 と） カミカ‘ケな自ゎ仔ま ． の 鯰
ス九スス八スニススー こんしくく黙い芸すそ震 そと
‘日 ‘‘B . a •‘8 せ t のたすて汲ると・れ災
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福祉局長

大和 治文様

屈祉事務所良

洒谷顎二様

西宮市霰員労編組合

唸貝支部長 顧田崇男

簑災による保育祝0)緊急な暖房対策及び必要物資(})

速やかな員達1こついて（車し入れ）

2月713、私たちは、各保存所の現状をi9査し、保育所で必汲ti.物につい

て咲望を庇きました。

それによりますと、ガスが止められている ことによって曙房が使えず、寒

さの中唸員が自宅から電気蕊具を自主的に持ってきたり、父母から借りたり

して、ささやかな唆を取っている状況が各所に見られました。究さの中、 た

った一枚のホットカーペットに子供と唸貝が寄り添って生活しているところ

もあります。霞災後三辺問たち儀きに出る父母も増えてきて日常の促育に戻

りつつあり ますが固lJt当局として、子(Itを受け入れるにあたってガスに父わ

る咀閃対策を一丙日中に喪価される紐強く求めます。

また、その他の必要物資についても各似育所よりリ ス トアップしています

ので至急に各保百所に物資を届けられるほ泣く要求します。

なお、これにOOする一切の役用等については、近常の各保百所への配分予

算とは別に費用負担をするよう中し添えます。
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（西宮市職労・学校支部ニュース ）
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●我々の親睦をはかリ組織を

強化しよう ．I

●安心 して慟ける職場をつく

ろう！
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（西宮市職労・硯業支部 ）

蘊合恥皆梯市か先頭l＝た喜の

作業 T-=-いへんな日々択縄ぃているミヒと思
い容すか‘‘`共l=Aヅぶり去しょう．

震炉影響で和（（辞和して万知念な応

中止虹‘mm行事祈吟々ありました。

会`・年）ーグ‘・クりーンキャンペーン』

＂＂やが他の文厚行事にば全ヵ

で取り組祖す．

よろしく 御理縮・御妥様

お願＼ヽ 致し打。

慟く仲閻 i'it化ぷ l‘̀；き職二；；；湯亘乍りを
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日｀桑

角所

今如責

6月ユて日（心
ぷ＊3o分争ik
上峰杜分 1'9--¥-

ぶク,し ¥̀-1¥-
け芦） 'r""{)_-7 o I I 

'1 ooP1 （姜日 妥／北にて）

紳切 b弓.).."“め
支舒杭I行令資

ヌと4氏考狂泊
(1EL")砧 —虹o I土

慟く仲閻 紅｀互秤 ／ 0．S 
• 安Iじ＼ して！慟き続けられる臨場作りを

西宮市職労現業支部
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庫称）l霞災7"ックの諏リ網み（：：つい了
鰭しかてでない，ピうしても今年やっマ否かなけれずい l戸よい

恥紐みとして現業支癖いとしては ！月 17日の阪神淡路

文霞災 d記録っ‘` くりをしたいと思いま史

恥日のでき喜．涙で流しなが｀ら像加た仕事 · 衷族友人•イオ向

冦ヒ・臼‘知祓項、がいかシあり時ミんなことをしたシより‘喜ミヌ

切旦疇ことなピイ；；；ずも｛ナつこうです`から 少してもが応

復汀只たら疇昂ぃうして 、わ夕t五ーでアンケートな広怠競屋の

戸訊ャ豆ぽ喝の喝力をお碕ぃし芽床ら
／ン／

見非 霞災フヤクII プ‘くりを 史現した IIヒ
思います。

是非^ ＼ 今茸レカ立さなl¥麻）紐母 己的疇し

いけ存I¥砧l)岳且巧をやリぬ釘Tz..''幻他ぃ工す。

み万さんの鳴力を文、麟 lI し丑す。

和行卸も叡ぷ旦克

慟く仲閻
/99S. d. 2‘ l • 安 Iじ＼して ｛利き続けられる誨場作りを

房対餞印”'．7 西宮市職労現業支部

崖



（西宮市職労・医療支部ニュース）
 

アングート誌果

か‘'で和した

1月31日践丘の了ンケート緒妥かう

牙l.T:::..。
.．--- -・ •• 

巨廉芍名＝コース
＂ク．11 
Hワ． 2. も

医療支部 解答 (20 2) 解答なし (28) 1月3l日現在のアンケート結果

負傷について 住 居 の 状 況 避 難 生 活

なし あり 全墳 半墳 余震での倒填の恐れ 損傷なし している していない

I 7 6 

(87.0) 

26 

(13.0) 
2
S
l
 。

~
 

屯上サ認めU津栽紐窃Lた阪神大裟、交から3渇l日か＇r::.ち

こ遠乱中医源人として吉明） tt.,て奮闘L乙いJ.

紐合母沢譴嘩；；；も表し呑窃。

さて今暉癌鼓ゃ瑾磯しました 1Pl 31日中ロアニケート、珪果

をお知らせします．知知酸秤心□珀（戌汁（J..和心｀
00.碍のみ国収． 如咤．クり這 lミフいては現囀訂中醒）
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(7. 4) 

42 

(20. 8) 

95 
(47. 0) 

49 

(24. 2) 

145 

(71.8) 

)%  悪』2入あり
II 病院内他必'i11 鮒答 (:1r,) 解答なし (3)

負傷について 住 居 の 状 況 避 難 生 活

なし あり 全環 半墳 余震での倒壊の恐れ 損傷なし している していない
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1 0 
(27.8) 
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(19. 4) 

l 7 
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(47. 2) 

)%  無記入あり

（豆ゃ意見についての結果］

通動困饉・
（フレキソプル胡等）
i ・f 7 うインの早期復旧を希望
（水道ガス 鉄道）
{l昧への不安
余虞への恐怖
ッ］働増大
無則をして働いている
人浴できない
水汲みが大変
衛II:．状態への不安
経済而への不安

名

名

名

名

名

名

名

名

名

名
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0
8
7
7
7
7
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2

l

l

l

 

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
 

病気への不安 6名
食事がなかった 3名
病院がつぶれないか不安 3名
見舞金が欲しい 3名
夜動が恐い 2名
引っ越した 2名
ポランティアしたい 2名
災害時の対応が不安 l名
落ちついたりポラン元アできた 1名
看護科の対応に疑問がある 1名
一時的にでも寮に入れて欲しい 1名
医師公舎に入れて欲しい 1名

A

A

A

A

A

A

A

 

職員の避鯖場所が欲しい
夜間保育の充実をして欲
しい
行政への不満
交通費が欲しい
執行部が何をしてくれる
ねん
アンケートをとってどう
するのか
各地がポランティアに参
加しているが医療支部と
してどう対応するのか

名

名

名

名

名

名

名

l

l

l

l

l

l

l
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その他組合員の声 ―---

夜動の安全性に不安がある。ヘルメットを詰所に勤務者用として置いて欲しい。
出行さんも、食事、排泄、保清等最少限であり、長期にな-,て（一週間以上）合併症、ストレスがでて来ている。せめて、食事が
、ド常にもとり、シャワー、入浴できればと思う。今は、タオルを半分に切ったもの3~4枚で潰拭するのがせいぜいである。
夜動の出勧にタクシーがきてくれない。 家の者に早めに送ってもらっいる。
伎動で帰っても、給水車まで泳くみ」に行き疲労が蓄積してきている。
店院霰員も疲れている、 一週間づつでも休みたい。仕事にきている時ぐらい畷員の食事確保せよ ！！ 
通動の1.~の電車が不通となっているため歩くしかなく、現在は、誰かに車に乗せてもらっているカロ~場の方に遠まわりをして頂い
ているため、 その方は益々通動に騎間をと られる有様で非常に心苦しい。誰にも乗せてもらえない時は、 電車道を歩けばいいが暗
い時や、雨の日は足元が危なくて不安です。

亙



震災に関する緊急申 し入れ
瞑ネ申大震災

i震 5及 4犬・逸 t二幻し

震災後 l8目が経過して一定平静を取りもとし、水、ガス、も出るようになりま したが、 患

者の皆さんには、心よく入院できる状況にはなっていません。

,ヽ,,,応う に二司ヨ し入れ 唸員も、避難所から出動する人｀3時間近くかけての出動、宿泊場所がなく知人や友人宅を

; ; ； : • : ； ;. ：. : : • : ： ; ； ； ; : : ; : : : : : ： ： : ： ： : ： : : : : : : ： : : ： : ： : : ： : : : ： : : ： : : : : : : ： : : 9 9 : 9 : ： ： : : : : : : : : : : ： 
9 : : i ; i : ： i : ; ; ； ： ： : ： ： i : ; ： ： ： ： ： ： ! : ； ： ; ： ; ； ； ; ： ： ： ： ： : ; ； : ： ； : ： ; : ： ; : ; ; ; ； i ; ； ！ i ; ; ； ; ： ; ； ; : ； ; ； ： ; : ： : ： : ： 転々としている、 着のみ着のままで寒い職場で泊まっているなど大変困難な中での勧務で疲労
哲：：；；罪罪痣罪：；；罪暉罪罪韮罪罪謡罪罪罪
韮旦•韮臣：•:g：哩唱名；涅善韮五昔四国韮罪：温塁：もつの→てきています。 支部でもこうした中で、患者さんがもう少し人間らしく入院が続けら
; : ： i i : : ; ； ： i i ; ; ： ; i i : : ; ： ： i ; ； i i ; : i i i : ： ! ： ; ： i i : ： i ; i i i ：匡；； ： ； ： ： ： i ！ ! i i ; i i i i i : ： ： : ！ i : ： i i : ： ; ； ： ： 
点荘罪〇忌：罪罪王：罪：2:＃罪：点：：罪：語語：弗れ、 職員の安全と健康を守るため緊急に対応必要な事項をまとめ、9 : ； : : : : : ： ： ： : ： : : ： ; : : ： : : 9. ： : : : ： 9 : ： : ： ; : ： ： ： : : : 9 : ： : ： ; ： ： : ： ： : ; : : : ; ； ; : ： ： ： : : : : ; ; : : ： : : ： : ： ： : : : ; 2月3日病院当局へ協議申
: : : : : : ； : : : : ： : ： ： : ： ： ： ： ： : ： ： : : ： ; ： : : : : : : ： : ： 9 : : : ： : ： ： : ： ： : : : ： ： ： ： ： : ： : : : : ： : ： : ： : ： : ： : : : ： ： ： : : ： : : ： 

該逗釈支函芦土：i：三三『ネ塁いれしました。
.................................................................................... 

: : ： : ： ： ： : ： : ： ： : : ： ： ： ： ： ： ： : ： : : : ： c : ： : : ： ： : ： ： : : : ： ： ： : ： : ： ： ： ： : ： ： : : : ： : ： ： 9 : ： : : ： : : : : : ： : ： ： : : ： ： : ： ： : ： 
: ： : : : ： : : : ： ： : ： ： : : : : ： : : : ： ： : : : ： : : : : : ： ： ： ： : : : ： ： ： ： ： : : ： : ： ： ： ： ： : 9 : ： : ： ： ： : : ： : ： ： : : : ： ： ： ： ： : ： ： : : ： : ： 
, ; ； ; ； ; : ; ； ： ; ; ； ; ; ； i ; : ； ； ： ： i : ； ; ; i i i : ； ; ； ； i ； ；ぎ；； ； i i i ; ； ； ; ; ; ： ； ； ； ； ： ； i i : ： ； ； ; ! ; i i ; ; : i i ; ； : i ; ： ： : :. 

I 二年r三
＇叫環員の安否と被災状況とi’i1介することn
i叫進物｀婦｀こ

1 丙＇容

難及び、通勤状況を早急に把握

-- -

詔を行い補経すること。

I郎 (/):JJJ務条件の保障につし
I避雑している戯員の宿泊場所

9 -..．-

確保すること

I交｝位か位 さも出竺竺．、こ源査と保隠を，、
⑬ 1時間の弾力的対応をする
・・--・-

喩 'i者の弁当の支給を再開すI必＇駐な 唸員への弁当の準伍i
. ・-----・・-------

..I↓渚給食の状況はどうなでて

・ • • ・ • 

患Kさんの人浴の改善を行う
1人浴介助もできるように当面
る、こと

ー・←・---------・ 
1市の緊急対策を知る I為の

・-----・-・--・・・ 
’I ォ • ル存の洗濯について＂
（震災以前より洗濯機が域れ

・・・霞 ● 

人院受人れ病棟が内科病棟に
ー し-̀~ L-

9 - - •ー・・

わかは1面での医師、看護婦の

ぷ院磁員はポランティアは
し、て．．

` ＊.. - ・ • 一ー

ポうンティア参加について，、

. ． 

ポ・うンティアの方への感謝に
... 

と、、

·----— こと，、

るかn

と^
性日、女性日と分ける方法にす

●響

市の広報が届かない＾

いる）

中している、各病棟公平に行う

・-・---
ーパーワークについて。

なくてよい」との院長発言につ

，ー ・ト 99 9 9 - • 

いてn

当向夕鬼角卒

まだ充分把握できていない。必要と思うか本庁総務諜と連携を取
りながらする必要がある。

建物は目視レペルの検査を行なって安全は確認すみである。院内
はとりあえず応急処置も行った。

をあたっているが、この時期でありいつになるか決められない。
I東 3病棟入口、病理科、薬剤科は、早急に補修するよう工事会社
ガラスの破損箇所、西 l病棟の病室、講義室、仮眠室は、出来る
たけ早急に対処したい。

女子は、保育所の和室を使用してもらいスペアキーを利用者に携
帯してもらえるよう至急手配する。
夜動者用仮眠室に同室して使用出来るようボンポンペッドを入れ
敷具も入れるよう検討してみたい。
男子は、保育所2階集会室にポンポンベッド 10台と寝具をいれ
ているn

全庁的問涎である。

厳しい対応はしていないはず。

契約業者がこの事態で営業できない。
早く再開できるようにはしたいが非常事態である。
地下食堂は、 2月6日よりほぼ平常に開く予定となっている。

病院は最優先しガス、水道は使用可能となった。
最大努力を行い、 他の病院に比ぺてもいち早く給食開始ができた
と考える。

現タンクは平常時の l/4の許容量であり外来使用分のない土曜
日とした、次回から当面週一回でいきたい。
方法については、 検討してみたい。

確かに遅れている。
発行され次第手配する。

屋上の洗濯機は使用不可である。
以前より壌れている分は、至急修理する。院内にある洗濯機を利
用できるよう看護科へ伝連する。

指摘の通りパラつきがある、医局へ申し入れる。

認滋しておく 。

中央病院は、現在第4次防災指令により護送部隊として待機する
体制となっていて、すぺて組織として動いている。

個人的に休暇利用して行う分は、規制しない。医師については、
不測の事態を優先し待機することとなっている。

多くの方々の協力があった、後日感謝の意を表明したい。

砂)•他 ： 迷絡が行き届かなか --- tこりして混乱もあった、今回の教訓、学んだ事項が生かせるようにしてもらいたい、特に連絡につい
t:I.t、文況でもって終始撒底されるよう申し人れしました。

△ 
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回震災に関する申しいれ

'，3翌：汐乏に二閂勾てヤそ5

m孜J:,..9ク声

震災ーカ月力＜蝉つ

図今を応っ但しま

各職場委皐からは厳しい職場の実態や、要望

元 3ヽ数多く 出されま

ヵヽ＼ソヽ一つまで紐<

労も木自辛こと

Lクナニ。

しナニ。

？ 」

2 月 ー 6
 
E3、第

特に二 、

の不安の声が集中、職員の疲

ここ Zら百たーご-ききーて7し、えら

3 匡司践：共易ヲき

「 この斗犬況、体制

とが伺えます3

なIn孜喝カヽらク芦 沿（菫複した内容は省酪しています）

梨斉II科

2 4時問体制で、月に4回当直している、 5回も組み
人れられていた，．一時期に集中した当直表で体がもた
ない，｀士曜日、日曜日は昼、夜とも 10 0人も超す来
院者で二人体制ではや-‘ていけない、管理婦長さんに
b -'と手助けして欲しいn

11直当直の回敬か多い、当直明けも引き続き勤務し
てし、る，、

IK 2'hパ棟
内科の患者さんが集中していて土、日曜日も準夜勤三
人にしている、このままだと：3月はやっていけない。
ィサ均衡のないようにと言ってもやはり夜問の入院が多
い様に思う、人院受人れ病棟を公平に順番を決めてで
きなし、か？

OP室

検査科

手術は2月 9日から再開されているがシャワーはまだ使
えない。手術件数も増えると今の当直回数は過酷になる。
受入れ基準が不統一で 「ことわった」ケースもある。
家も何もかも失った識員に何らかの救済を！

当直者への夜食はできるだけ早く再開してもらいたい。
リノヽ ビリ

救急出入口の破壊で車椅子が通れない、早く補修をし
てあげて欲しい。

西2病棟
リカバリ室にも4床入院されていて器財を所狭しと置いて
いて余震が心配。総計で54床にまでなっていた日もあり
やはり内科病棟に集中している、勤務実態はきつい

~ J J I 7日支部はこうした声や要望について病院当局と交渉を行っています。
兄仰かありました，、

・ ---... - -• ・ --
申し人れ内容

I ' . 

．中央糾院24時間受入れ体制はいつま

l -------
,、1ヽi11'(者心を増やすこと、、

i辻れさんの入浴回数を増るすこと n
- ・---・・・・-

保育所• 一竺階に替えシーツを人れること

花ば伽除概を設置すること＾
.. .．． ・, 

＊ これ以外の要望について

その中で、 2月 20日当局より次の点についてのみ

当局の見解

了続くのか。 防災3号指令続行中にて現体制は3月にずれ込む可能性も大で判
断しかねる。

2月 18日より日直は3名配置ずみであり次週よりも同様にして
いく。なお、小児救急日、外傷日は、市全体の医療体制であり変
！更はできない。

2月27日より月、火、木、金を男女四整にて週二回入浴しても
らうようにする。

2月20日に7組届けている。定期的に考えていく。

早急に置くようにしたい。

関係すじには、伝連、申し入れもしているがもう少し時間をもら
いたい。

-.ー ・・・
竹に＇貶屯の強か ....,fこ噂直者の夜食弁当の再閑」と 「手術従事など病院の特殊な業務を理解して早急に入浴できるようにせよ．I
9/）(’I：については、善処するJj向で検討したいとの返事がありました。

女部L妙淡
今回、始めて多くの体験をしました。支部の責任として、病院当局へ何回となく改善を申し入れてきました。
Hがとして、避難所への物資運搬のため本庁応援もしてきました。今、市民の方々は大変な状況です。職場からは「いつまで続く
U）・1 |どうなるのJとの不安はありまれ市磁員全体が、くたくたになってきています。実際のところ先か見スない状態です。いま
行政のfが待たれています、私たちも行政の一員として健康に留意され、大変でしょうが頑張ってもらいたい。巴
2 / Ii JI 2 2名 2/7火 I7名

: :',; J.:1戸；了／i了石4名 I2/ I 5水30名

時間外 ・ヒ、
外来患者薮

日に集中！ ！ 看護婦当直人数 ：火曜日 3人 金曜日 4人 それ以外（日直も） 2人

2/8水20名 2/9木 33名 2 / 1 0金 32名 2/ 1 1土1l 7名 2 / 1 2日99名

2 / l 8土59名 2 / 1 9日10 0名

崖入



第 3回震災に関する申し入れ
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（西宮市職労・婦人部ニュース ）
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這災から復興へ、いのちを大切にする母親は、

へ＾ 手をつないで行動しましょう。

霊 母親大会
7月2日（日） AMJO:OO~P..M.4:00
加古川市立氷丘南小学校(J11/IJ.!illl駅北へ 5分）
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（現地対策本部ニュース ）

自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース

NOl号

自治労連兵庫県南部地震現地対策本部

住所：兵庫県西宮市戸田町町1-2
切イトビルこ屑鴎紺器納

電話： 0798-26-0211・030-620-37!2
F A X : 0798-26-0411 

自治労迪自治労辿兵庫県南部地農現地対策本部は 1月 2U l:I午
後、第 1回現地対策会議を中央本部の武 I：：副委貝長、氷見出記り
長、後藤山組織局長と兵庫自治労辿布施醤記長、西宮市職労阿・

尉記長、近畿プロック柳沢副議長で開催し、当血の対策と対応に

ついて協議しました。現地対策本部は、本部長柳沢、事務局長

施の体制をとり、事務所を兵庫自治労辿におきます。

現地対策本部の対応は、①災害救援対策、②兵庫県単組の状i

［人の支援部隊について］

現地対策本部に、人の支抜部隊を送りたいがどうしたらよいかと

の問い合わせが多く寄せられています。

市の災害対策本部との調整では、当面、物資搬送・迫雄11(対応な

どの手伝いをお願いすることになります。

現在、市民のポランティア支援が多く寄せられている情況であり

自治労辿などへの 1人の支援隊」については、今後要晶したいとの
辿絡が入っています。

調査と対策、 O)状況捉供ニュースの発行なと。

各地／j組織・単組から暖かい支援をいだだきありがとうござい1 各単糾での「人の支援部隊」派追は、現地対策本部より、要請も

ます。十分な対応ができていませんがよろしくお顧いいたします。お願いすることになると忠いますが、そのときにはぜひよろしくお屈ii
シます、9

［市職貝関係状況J
全体として十分につかめていないが、西←岩市では職員の半故カ

出勤できない状況。川西市では 30％の市職員が出勤できていな
い。芦駐市は本部役員出向いたが会えず状況つかめず。

視在分かっているのは、阪神水労で組合貝2名・家族4名死
家歴5専f全壊。神戸市では16名の市職員が死亡。
各市当局も職員の情況を掌掴できない情況です。
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［救援物資状況J
全体の行政区状況は、十分掌掘できていませんが西宮市・川

市では救援物資「日常用品・ティシュ、紙オムツ、紙おしぼりな

ど」を求めています。西宮市中央病院では、述ぴこまれる忠者の

ために 1ぬれおしぼりなど身体をふくもの）を緊急に求められて

います。緊急対応できるところは、現地対策本部へ連絡くださいド

どんどん、物資が届きだしていますが、搬送なとパニック状i
であり、直接被害地へ搬送をお願いしている情況です。

神戸市では、当面物資搬送が困雑な情況であるようです。

（京都市市職労•河内執行委員長激励訪問での情況報告）

［支援情況］

各地方糾織・単組で弥力な救接物資が届いています。腹接市の

対策本部へ届けられているので、救援物資の情況は掌握できてい

ません。直接連絡が人ったものは次のとおりです。

・大阪府職労（おにぎり・コンロなど日常月）品多数・車3台）
・大阪自治労連（男女下着外日常用品） が届きました。

・大阪'.吹田市職労 1月21日に支榎部隊50名
・神奈川県三浦市職労22日出発で（粉ミルク・石鹸・シーツな
ど2トン単2台分と 27日まで9人の支援隊）
・京都府亀岡市職労21日夜出発で（粉ミルクティシュなど日
用品、水）

•神戸市市職へ激励訪問（京都市職労 ・ 堺市職労）
・自治労滋賀県米原町職（飲料水ぺ叶＃トル I,080本、パン2,300袋
菓子300箱）
対策本部に辿絡が入っているものだけ記載しました。

ありがとうございます。

西宮市職員労働組合 窺話： 0798-35-3012
FAX: 0788-35-3069 

)I|西rli職員組合 雹話； 07 2 7 -5 7 -l 5 0 ::l 
FAX:0727-5Y-7013 

芦屋市職員労働組合 ：現在連絡不能

芦屋市現業職員労働組合：現在連絡不能

阪神水道労組 電話： 078-431-4351
PAX:078-412-6101 

神砂屈ー o?3—這 1 -59 8'(-
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自治労連兵庫県南部地朦対策広部ニコース
自治内遍兵•剛南Iii地●瑣地対簑広部

住所： 巨塵順西宮市戸田町町 1-2

約イトビに1月1自糾OIJ'I

NO 之 弓

f隻 1日イ乍翠急迫！

職貝不眠不休で奮闘

各被害地は今日 21日も、救済関係におわれ全体の災害情

況も正確に掌掴できない状態が続いています。職員の災害情

況もつかめない状態です。

そんな中で各自治体職員は、自宅の困難な情況よりも市民

のために全力で奮闘しています。

自治労連組織の激励や救援物資・救援活動に励まされて奮

闘しています。

自治労連の激励に、）1|西市職員組合よりお礼と情況報告が

次のように寄せられています。

自治労連組織及び対策本部のみなさん

川西市職貝組合への激励ありがとうございます。

役員の中には家屋に損壊を受けた者もいますが、自分の

家をおいても市民のために全力で奮闘しています。

穂積執行委員長は土木作業班として、田中副委員長は避

難所救護班で、寺田副委員長はガレキの撤去作業班で、今

西書記長は市民相談窓口でと連日奮闘しています。

職員の中には、自ら避難所暮らしをしながら役所へ出勤

し、被害者救済にあたっている者もいます。

本日はこれから雨との情報のもとで全員が叙夜で誓戒態努

に入ります。

全国の仲間のみなさんにお伝えください。

市識員の中にも行方不明や家族死亡・家屋の損壊など多

くの被害を受けていますが、みんな歯をくいしばってがん

ばっています。

1月21 8午後5時25分

2 0 E3午 f丞（武下副委、永見書次、後藤田組局

長、町田大阪副委）

芦屋市役所激励 一 見舞しヽ訪問

20日、自治労連は「自治労連兵庫南部地震対策」につい

て検討後、芦屋市と芦屋市市職・芦屋現労への激励見鍔いを

行うため現地へ徒歩で約1時間かかってかけつけました。

芦屋市職貝労働組合、神戸へはなんの交通機関もないため

私たちは無論のこと地域住民、家族や関係者の方々も皆、黙

々と歩き続けます。マスコミで報道されているために、歩道

のいたるところに家屋の横到し、押しi貴されたような形で“

ガレキの山”が私たちの前に立ちふさがり、道路（歩道）も

ほとんど途切れる事なくアスファルトがヒピ割れし、 “断層

．のきついところは大きく段差していたり、その自然の力の

すごさ、恐ろしさに愕然とするばかりでした。

芦屋市役所にやっとたどり着くと余震の揺れで市役所の建物

にヒピが入ったということで全職員の立ち退き命令が出され

、近寄れない状態となっていました。

1995年 1目21日

疇話： 0798-26-0211・030-620-3712

FAX : 0798-26-04 I I 

たまたま組合役員に遭遇しましたが、私たちとあいさつを交わすの

に精一杯という大変な急迫状態でした。

2 1 口 早 加（布施兵庫自治労連書記長）

声車天平で戸室こ且竪市f父所へ

兵庫自治労連布施書記長は、 21日早朝、自転車で芦屋市役所へ激

励見鐸いにかけつけました。

芦屋市役所は余震のため立ち退きになっていましたが、芦屋市職と

芦屋現労の組合事務所も様子を見、救援活動に追われる合田副委員長

を激励してきました。 （救援活動に追われ、充分話し会えない状態で

した）

2 1 曰 勺＝甫す（小林執行委員長・永見書記次長）

JI I西市名と所激尻b - ．見霙しヽ訪問

2 1日午前11時から自治労連本部の小林委員長、永見書記次長が

川西市役所を激励 ・見鐸いに訪問。

川西能勢口駅から市役所までの道路、あちこちでクイルがめくられて

いた。市役所庁舎、入口の外壁（タイル）が数個所破損。庁舎lFウ

ロアー、災害対策本部窓口には、 10 0人余の市民が並んで受付。
職員も土曜日にもかかわらず出勤。庁内には救援物資が山積みされて

おり、それの搬入 ・搬送で多くの職員があわただしく出入りしていた

組合三役には会えず、 （穂積執行委員長・今西書記長は、この間2

4時間出勤体制、 21日あさ9時に解除、自宅へ）

[ 2 1日の連絡が入った救援物資・支援］

0大阪 ・東大阪市職労・病院支部（西宮市中央病院から緊急の救援物

資要請にこたえ、 「ぬれおしぼり・タオル」を即対応し、 10人で

リックで電車と徒歩で搬送、現地で医療救援活動。

0大阪市労組、救援物資（食料品・女性用品）を7名でリックをかつ

いで西宮市市職労 ・現地対策本部へ激励、その後救援活動に参加。

0大阪・泉佐野市市職労（激励と見舞い金で訪問）

0大阪府市臓労（昨日に引き続き、水タンク車3台の救援物資搬送）

0大阪・松原市市職労（生理用品42箱、粉ミルク 16缶16 k g、

ティシュ 16 0箱、 トイレットペー 12 8巻、ピニール袋60セッ

ト、紙おむつ 11袋、軍手60足、タオル82枚などの救援物資搬

送と現地激励。車2台）

0大阪・吹田市職労（学習会後、 10 0人で西宮市内の避難所 ・救援

物資搬送所へ救援活動）

0関西共同印刷所（激励訪問とお見舞金）

【現地対策本部］への食料、差し入れ当番

20、21、22日ー大阪自治労連

23、24、25日ー京都自治労連

兵●順両部地■披害状況
兵庫県南部地震被害状況を事務局で調ぺました。

裏面を参照してください。

△ 



兵庫県南部地震被害情況 （作成81995年1月218)

眸労連現翻第樟

自治体 死亡者 碩者 負傷者 案屋全蜆 輝半蜆 鰈闘 履戸穀 翡輯 舟酎翻 沼眉遠

神戸市 3,225 566 12,086 13,915 2 1, 282 111 4, i73 秘

贖府 搬 45 2,759 懸 5 5 1 0 54 20, 910 

西詰 190 16 2,987 415 531 1 48 21 
/?“ 39.7()0 

鵡前 33 53 52 231 1 2 15 16 

伊肺 1 0 923 96 !91 1 1 66 

服蒻 1 13 1 50 618 3 3 21 
// .s-97 

箕布 82 1, 1 00 921 2, 2~9 1 l l i 

ムロ叶ii 4, 5J4 蒻1 19, 981 16,025 25, 214 1 46 4,412 224 

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労連兵庫県南部地震現地対策本部

住所 ：兵庫県西宮市戸田町町1-2 
*'}イトt.，，遺頑紺訊紡

NO  3 号

1 9 9 5年 1月22日

電話 ： 0798-26-0211·030-620-3712—携帯

F'A X : 0798-26-0411 

ぞくぞく救這物資 —

幽励 ．g琶、多季し、とと．＜

ニュースNo3号でもお知らせしているように、自治労連各組

織から、ぞくぞくと救援物資 ・激励・見舞いが寄せられています

現在電話・ FAXが大変つきにくい中でも寄せられる漱励に、

現地被害の単組・組合員に大きな励ましとなっています。現在も

芦屋市職労・ 芦屋市現業労組など連絡不能の状態で、寄せていた

だだいています励ましも届いていない状態です。現地対策本部で

一日一度、徒歩 ・自転車で現地にったえている状況です。

西宮市職労・阪神水道労組から、お礼のが次のように届いてい

ますので紹介します。

自治労連本部・ 全国の皆さん

力弓合し、複女D税9とこ：ラ芝岳簑こ大多ビあり

ヵ<とうござし‘まず

兵庫県南部地震により阪神間の都市は壊滅的状況に陥りまし

た。

私たち阪神水労の組合員は、阪神間240万住民のいのちの

水を一刻でも早く復旧するため不眠不休でがんばっております

多くの組合貝や職員の中には、家族に大きな揖害を受けた者

もありますが、家族や家のことはさておき、全力で奮翻してい

ます。

残念ながら現在、判明しておりますところでは、組合員2家

族が不帰の人となりました。

また、負傷している組合員も少なからずあるものと考えられ

ます。

自治労連本部・対策本部の皆さんには、組織をあげてのこ^尽

力をいただき心より感謝致しております。あわせて、 全国から

の暖かい激励をいただきありがとうこざいます。

組合書記局は、手のつけられないほどの荒れようですが、松

氷長委員長以下全組合役員は元気に復旧作業に専念しておりま

す。水道の回復については、まだまだ、時間がかかるものと思

いますが、住民のいのちを守るため、引き続き全力で頑張るこ

とを決意して、取り急ぎのお礼とさせていただきます。

1995年 1月22日

阪神水道労働組合

執行委員長松永忠男

だ多くの犠牲があるものと考えられます。

自治労連本部の皆さんには、兵庫自治労連書記局に対策

本部を設置され、全国からの救援の窓口を担ってもらうなど

、私たちの及ばない部署でのご尽力に心から感謝申し上げま

す。

復旧まで今後相当な時間がかかるものと思いますが、私た

ちは全国の励ましの声を力に、なによりも市民の生命と財産

を守るため、 全力でがんばる決意をお伝えし、とりあえずの

お礼とさせていただきます。

1 9 9 5年 1月21日

西宮市職員労働組合

執行委員長浜崎克巳

［兵庫自治労連・現地対策本部にこれまで寄せられた激励］

電話がほとんど通じない中で次の組織から激励FAXが届いて

います。

大阪自治労連、大阪：松原市職員組合 ・泉佐野市職員組合、兵庫

県労働組合総連合、自治労連北海道・東北プロック協議会、青森

県五所川原市職労、自治労連婦人部、京都・宇治市職労、岡山市

職労。

［現地へ激励 • お見舞い・物資救援搬送組織］

自治労連本部、自治労連近畿プロック、大阪自治労連、大阪府職

労、吹田市職労、吹田市水道労組、京都自治労連、京都・亀岡市

職労、堺市職労、束大阪市職労・病院支部、大阪市労組、泉佐野

市職労、関西共同印刷所、大阪 ・大束市職労、松原市職労、大阪

府職労青年部、 京都・亀岡市職労、滋賀自治労連 ・全加盟単組、

京都市職労・建設支部・民生支部 ・住宅支部・経済支部、京都府

職労、兵庫県職阪神支部、大阪・東大阪市職労、和歌山自治労連

、和歌山市水道労組、大阪市学童保育指導員労組

自治労連医療部会。掌掘できていないものもありますのでご了承

ください。

現地へ長時間かけて車で、リックー杯に救援物資をかついで

来ていただきありがとうございました。

［自治労速単組・各単組激励先］

西宮市職員労働組合電話： 0798-35-3012

FAX : 0798-35-3069 

川西市職員組合 電話： 0727-57-1503

FAX : 0727-59-7013 

芦屋市職員労働組合 電話： 0797-38-2106現在不通‘!

自治労連の仲間の皆さん、さっそくの励ましとご支援ありがと 1| FAX : 0797-38-2106 

うございます。 芦屋市現業労働組合 電話： 0797-31-2121現在不通？

FAX : 0797-38-2107 

私たち西宮市職労役員は、市民の救援に不眠不休でがんばつ 阪神水道労働組合 電話： 078-431-4351

ています。私の家も含めて、多くの組合員・職員の家が全壌• FAX : 078-412-6101 

半壊した中、家族や家をかえりみることもままならない状腺で 神戸市職員労働組合 電話 ：078-332-5984

すが、組合員・職員はいま全力でがんばっているところです。 FAX : 078-322-3992 

残念ながら現在判明しているところでは、組合員2名を含む3 尼崎市職員労働組合 電話： 06-489-6853

名の職員が死亡が確認されています。家族を含めますとまだま FAX : 06-489-6855 

心



芦力台労碑

兵庫県南部地震現地対策本部ニュース

N0 4 号 1住所：兵庫県西宮市戸DJIll[1-2 切イトt・ル瑶
1 9 9 5年 1月23日渇話： 0798・26-0211 ・030-620-3712 FAX: 0798--26-041 

市民の救這と共に職員の安否ー食事提

ィ共なと申し入れ 1月22日 西詞職員労働組合

西宮市職員労働組合は22日、災宙から・週間かたとうとしている中で、市民
の救援とともに、職員女否の掌握、徹夜での従事者に確実に食事の提供なと職員

の健康への対策を当局に中し人れました

（中し入れ内容）

(1)職国の安否を阜急に一人残らず掌握すること 9)

(?)徹夜での従事者に確実に食事を捉供することは勿論のこと、交代要員の配i..道

等、職員の健康への対策をとること。

2 3 にちも続々救攘物資—

視攻b功— ・見細し、犀＜

23「」も、京都・宇治市職労から7名が、 トラック・一杯の物資を不足ぎみの
芦屋市に搬送・現地激励・見舞い。神奈川県三浦市職労は、 22日午後9時出発
大阪23日に午前11時通過、芦屋市に夕方到着、 4台のトラック物資、 9名が、
そのまま 27日までボランティア活動に参加します。
京都自治労連と城陽市職労の4名も、現地激励・見舞いに、救援活動に参加，）

大阪自治労連本部の皆さんありかとうございます。

現地対策本部を設置した20日から22 L1まで、現地対策本部の食事 ・水・

自転車など必要用品全般の支援を無埋な要請にこころよく応てえいただきました

おかげで対策本部の活動がスムーズに進んでいます。

ぶ都l:」治労辿本部の皆さんおllt話になります。

23日から25 Liまで、現地対策本部への食料全般と要貝をおねがいしてい

ます。さつそく 23日2人の要員と食事など確保していただきました。

［激励FAXありがとうございます］岡山県本部婦人部、京都・城隔市職労、

向日市職労、九州プロック協議会、鎌倉市職労、大和郡山市職労、蒲郡市職、

防府市職労、岩手自治労連、西条市職労、茨城県自治咲f連。

△ 



自治労連兵庫県南部地圏対策本部ニュース

N < .> 5 .丘弓•

l fl ~ 5イド l ) l 2 4 l.I 

自治労辿兵庫県南部地腹現地対策本部

仕所：兵J.i［県西宮iii戸I.LI町町．I--2 

切イトUこ情 f叫1砺納

屯貼： 07Y8-26-0211・030620-3712-"しiif

I•'/\ X : 0708・ 26-0~ 11 

全国に広がる噸かい支援活員の籍！
l 7 ll、 ”li!1 西 J咋℃災“が起きてから ••週間がたち0i にも復

111 :c事 ・/,If碩の粒理の動きや被災地内外の油効行が一fiに動き
出すなと新たな被災地でのlti,［様態がII,• まれています。 ·- Ji、

被災からーー週IIIlたち被災者のIlIにも戒労とス l、レス、 HUiiなど

lLがり医税活動の充実の要望もり虹まっています。

こうした小で、自治労辿各地• I哉場での積極的{ilJ.f:あるJ収り

組みが1ぶがっています。

- 248 （火）も、自治労直各他から支援が 一

I 
2 4日、京都府輯労66名が支援に！

全員が救援物資持ち、

6 ケ所の遥登英佳戸斤------

24U（火）、京祁J(，"伐労は 66人が緊急支援にかけつけま

した。京都JffI哉労は支汲カンバ 13 0万円と下着・ウエッ l、テ

イッシュ ・ I~凍品など 1 7種類の救援物資を持参するとともに、

im:r被災ili民の汲利に迅辿に1、ぷえようと 6ケ所の地域の逍洲9りi

へおもむき、全員が身休イッ バイに救援物資を持ちながら救援

活動を展開しました。

神奈川・三涌市謹！

徹夜で支援活動に身を呈して

2 3日から救援物資車で三浦i1iから兵廊に入った三1Itiili粒支

援隊は芦屋市に救援活動に入り、徹夜の救援活動に軒念し荏闘

しています。

自治労連各単組R支援活蘭続く！
【大版 ・堺市駿労l

員
餃れも幾分感じられる被災打へ、少しでし材体と心を吸まっ

てもらおう堺i|i,a労は、 25 U a m 8 0寺に出発し、 1. 0 0 

0人分のトン汁を料理する態勢で現地支援にはいります。

【大阪・寝屋川市輯労］

寝屋）111i戟労は、被災後の街の環境衛生を発備しょうとiii

当局へ申し入れを 行い、バッカー車20台を確保するとと

もに “l.1転ij(" 2 0 0台を戦援するこ とになりました。 2

8日（土） AM3詩には出発し、西宮市地域での救援活動を

展開します。

叶し• :KIS)f;f J1l汲ジクの G G 人も芝かるをh!rUiJJ 

てご• fl.r lii.1•I 

IjiiJ出している*}社をみて地展の恐ろしさを実感した」地哀

から 1週間たった24 l l、j;(l'illlf:f職労の66人がリュックなとで

l··祈、クオル、紙おむつ、 ~U!IUI J品、医燎品などを持ち{f り、 6

カ所の迎雌i9iを分担して搬送＂なかには防水・ンートの搬送も手伝

いました，，披災地を見た組合Hは、その惨状に絶句u 避雌所へ物

資を述び終えると、薪割り、簡易肌呂の湯をドラム(Uでたき、リ

レーて述ふくなど、懸命にiI••を流しました。

)MIill;f戦労の緊急のよびかけにも、 「おととい、 lli：日と(」:i•Itで

宝塚iliへの応援にいき、 il'F晩 C2 3 1:3)きょうの行助を知り、と

るものもとりあえず参加しました」

（娃設支部）などや、長期的な支援泊動が必要だと訴える参加者

の感想が寄せられました，9

i放 Jjj}Jメッセージの紹介

兵hl（自治労辿と自治・)i辿展災対策現地本部には、 24Uも各

地から倣励のメッセージやカンパが寄せられるとともに、見判い

激励に訪れています99

くメッセージ〉

印｛；労辿IYI束LFL越プロック協議会、四国プロック協議会、北海道

自治労辿、愛媛自治労辿、自治労辿埼玉県本部、束床自治労辿、

茨城自治労辿婦人部、岩手・久慈市職労、近畿自家）li自動．単共済

組合

〈現地対策本部への激励〉

京till自治労連、京都府）懺労、大阪府職労、自治労迎医税部会、

大阪・寝屈川市磁労、大阪 ・吹山iii識労

？ 富心

［静岡・静岡ili労述】

静l1＇(,1iii労述は、 25 U Jjli~)から ’J ゴン．ili3台に救援物貨を

潤戟し、三泊四口で救援活勁にはいります。

［大阪・吹田市粒労】

吹山市椒労は、 21日（土）の救援隊活動に引き続き 25 

n （水）から連日西宮市役所へ送り届けられる郵便物を煎理

する業務に従出しょうと、約20人ほどの動員を確保するた

めに窟闘しています。

△ 



芦 i台労違

兵庫県南部地震現地対策本部ニュース

1 9N；汀？晶5[II晶盟・靡ば冒：雪；］霊＇旦。：ふ木［悶；；： 8-26-0419
鎌倉市職労、24巳午後 11時40分救援物資積み出立！

3 1 日まで救這活動に参加
神奈川・鎌貪i|i職労は、直伝カーにウエットティシュ、下治、ガスボンペなど

たくさんの救援物資を満戟し、 ih役所を24日午後11時40分に元気よく出発
しました。車には2名の鎌怠市職労役貴か乗車し、今月 31Uまで地域の救援活
動に従事する予定です。

日本列島縦断反核ライダー・近畿プロッワが呼びかけ！

ー近畿の燃ゆる青年よ、結集せよ，

仮神大誤災うイダー救援祁伐編立を緊急要請

LI本の平和を心から即う全国の自治休に働く青年は鉦年反核ライダーなどの活

動をとおして平和と反核を訴え運動の和を広げて来ました。近畿プロック各自治

体に働く青年も毎年反核ライダーを組織し、おおいに甜闘してきました。

反核ライダー近畿プロック事務局では、戦後殻大の震災による被害をだしてい

る今回の阪神大腰災を救援するため、渋滞に関係なく機動性を砧かせるバイクで

の救援活動を積柘的に行おうと、 「阪神大震災救援ライダー •第一次救援活動」
を呼びかけました。

全国の自治体に働く（各単組の青年部）肖年の積柘的な参加を呼びかけていま

す。日程と内容はつぎのとおりです。

【日程］ 1月28[J（土） ～29日（日）
いずれも午前10 時集合•••兵廊自治労辿 ~0798-26-0211 

【内容】 基本的には現地で指示します。

①市役所～被災地～避難場所への荷物運搬、②市民への避難情報、広報

活動、③被災地への連絡・調査活動、 (4)現地のボランテイァ活動など

三浦市職労の支援の 9 人、活動終了後

i菜夜、救這本部を激励に訪問

22日からトラック2台でかけつけた9人の三捕市職労のメンバーは3日目
の作業を終え、自分たちで用意した宿舎へ戻る途中の24日午後11時すぎ、
自治労連地震対策本部を激励に訪れ、支接活動の内容を報告しました。参加者

は「見なければ窟災のひどさはわからない。全国からも」とのぺました。

△ 



自治労連兵庫県南部地麗対策本部ニコース
自治労連兵庫県南部地震現地対策本部
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25日

岬徊物の1士分（ナ（匹宮）

戻て写芦呻m （声厄）
巾亘細四痒臼の這且 (I11匹）

ブる：＜三多牙多な支這てご：書霞

各地から自治労連の組合員が被災地へ支援活動に入り、多様

な要求にもとづくとりくみで奮闘しました｀＇

［吹田市職労］20名が西宮市内へ配送される郵便物の仕分け

のため真砂中学校で午前10時から午後7時まで作業しまし

た。これは市から24日に援助要請があったもので、郵便配

達が再開されたものの、山積みとなった郵便物をいそいで仕

分けしなければならなかったものです。同市磁労は当面、

3 l日まで支援に入ります。

［束大阪市職労l病院支部の看護婦さん6名がJl{i!!:i宮駅の北

側で避雌所以外の地域を3班にわかれ訪問、偉康などで相談

にのりながらドライシャンプー（水を使わない）にも応じた

ほか、 「訪問ヘルパーの派遣を」などの要望が寄せられまし

た。 「公園にいる人たちには医療スタッフはもちろん、市の

職員もまわってこない」など、避難所にいくことができない

人たちへの援助の必要性を訴えていました。

【堺市臓労】豚汁20 0 0人分を西宮市の西側、 芦屋市よりの

地域にある香櫨園（こうろえん）小学校で炊き出しを行いま

した0 2 4日に申し出たら、市からは辞退の返事。対策本部

を通じ、西宮市職労と相談したすえ、固小学校がぜひとの返

事。近くの被災者への分も用意し、朝8時に出発しました。

【寝屋川市職労】248、10 0万円のカンパを対策本部へ

持参。 25日には、ウエットティシュー、生埋用品、文房

具、紙おむつ、風邪グスリなどの物資をとどけましたn

28日は、自転車200台を自由に使ってもらおうとトラッ

クで運び、空いた荷台にゴミを梢んで帰る計画を立ててい

ます。

【高石市職労］支援物資の搬送で奮闘しましたn

【和泉市職労】は、どういうふうにやれば効果的かと、組合役

員らが、たきだしをやる予定の被災地を自らの足で潤査，．

看護婦さんも参加し、同時に訪問活動も計画、 28 □にはそ
ろってやることをきめました。

［岸和田市職労］6名が、救援本部で事情を把握したうえで、

芦屋市内まで歩き、被災地を調査。 600人が避難している

精道中学校で校長と面談。自治労連のボランティアですと自

己紹介。下着、医薬品（かぜ薬、胃腸薬でゆる＜効くもの）

昼間のボランティアなど切実な装望を訴え、 「温かい食事を

提供したい」＂后 l市職労は 28日（土）の昼食用におでんの

炊き出しをおこなうことを約束しました。

［鎌倉市職労］2人が宣伝カーを駆って、夜を殺して移動ヮ震

災対策本部で現状をきくと、さっそく芦屋市現業労組事務所

へ。散乱した事務所の片付けを終えると、同市のボランティ

ア担当へ向かい、自治労連からと申告し、被災者の要望をま

とめ、搬送する仕事を31日までおこなうことになりました。

［門真市職労］川西市では市が広報をだせず、市職労が「市民

新聞」を発行して代行することとし、門真市職労の教宣活動

のベテランが手伝うため、支援にはいりました。

神戸市内へも物資を搬送

京都自治労辿本部、京都市職労、大阪市役所労組は、宣伝カ

ーやパスで神戸市内に入り、市役所、東滋区役所やポートアイ

ランドの中央病院へ支援物資をはこび、激励しました。

芦屋市現業労組事務所を整理

震災対策本部の柳沢本部長代理、布施事務局長は連絡のとれ

ない芦屋市椒、現業労組事務所を訪れ、まず、現業労組の事務

所を片付けました。夜を微して宣伝カーで支援にかけつけた鎌

倉市職労の2人も、さっそく手伝いました。

現業労組事務所では、電話とファクスを使用できるようにな

りました。

各地からの激励

〈メッセージ〉

自治労辿福島県本部

長野•佐久市職労

〈激励 ・見鐸〉

2 5日、自治労連都職労の斎藤武彦執行委員長と中井川斉至

中執が対策本部を訪れて、東京自治労連から託されたカンパ

1 0万円とともに、自治労連都職労本部と職場からのカンパあ

わせて 14 0万円をとどけ、激励しました。

寝屋川市職労は10 0万円、岸和田市職労は20ガ円のカン

パを寄せてくれました。

△ 
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自治労遍一神戸て政府の現地

災害対策平部へ緊急申しへれ

自治労連本部の福島書記長、後藤田組磁局長、木下・京都自

治労連中執らが、神戸市内の政府現地対策本部を西宮市内の自

治労連現地対策本部から3時間かけて訪れ、 「阪神大震災に対

する政府の対応についての緊急申し入れ」をおこないました。

申し入れ後、神戸市職労、兵庫県職の支部を見舞・激励しま

したn

畦布口嗣畏、地一後初めて巨庫

芦う台四1糎暑疇加P へ雫ーな匹

支攘者、対策広部メンバーにお礼

芦園市項繭白組の古田醸行国員檀も

地震から9日目の26日、兵庫自治労辿の畦布委員長が初め

て兵庫自治労連の事務所に姿をみせました。市の救援活動の先

頭にたっている畦布委員長は、禄夜明けの疲れもみせず、救援

活動にあたっている対策本部メンパーに握手し、 「ありがとう」

とお礼をのぺました。顔をあわせた支援者にも感謝していまし

た。またこの日、 芦屋現業労組の吉田委員長も連日の奮闘につ

かれもみせず、あいさつをかわしました。

しかし、吉田執行委貝長から芦屋市現業労組の山本）Ju代醤記

次長がタンスの下敷きになり死亡、芦屋市の職貝3人の死亡と

ともに報告され、本部内は新たな悲しみにつつまれました，， 対

策本部は、ひきつづき被災者の救援に全力をあげています，、

＊そ出し｀竺Ei舌甲早の螂李プ-

と｀寸刻膳しまず奮闘

飛行機で、ワゴンで、市の車で、電車で自治労辿の組合員が

2 6 Uもかけつけ、披災地域へでむき、貨翻していまず，

【京都自治労連】山際婦人部長ら 3名がサンドイッチやサラダ

など朝食をもち、対策本部に。京都自治労速は24日から交

代で対策本部につめ、支援活動を支えています。

【城陽市職労］杉浦書記長ら3名が1トントラックに子ども服

1 2箱、ピニール袋I2 0 0枚をはじめ紙おむつ、生理用品、

靴下、その他衣類を西宮市の安井保育所へ運びました。組合

員へ、 「子ども服を」の依頼が寄せられ、支部でそれに答え

俣育所への避難者は、 5家族20人。暖房もきき、食料も不

足がないものの、衣類に困っていて、訪問をうけると喜んで

いられました。

［静岡市労連】中村前静削自治労連委員長を先頭にワゴン車3

台で午iiif7時すぎ、対策本部に到着。かんたんな朝食をすま

せると、芦屋市へ。ボランティア登録をすると、さっそく支

援物資の整理、搬送の援助活動にはいりました。

【岩手・大船渡市職労］西山書記長、伊藤、橋本の若い3人組

は、関西国際空港経由で、現地入り。背負チに寝袋、食料品

など泊まり込み十分の装備で、 「寒さも慣れているから」と

元気いっばい。居あわせた吉田 ・芦屋市現業労組委員長は喜

ぴ、芦屋市への案内役をかってで、固現業労組事務所を中心

にポランティア活動で奮闘します。

【鎌含市職労］物資の整理、搬送でひきつづき、奮馴していま

す。 25日に、みずからも片付けを手伝った芦屋現業労組事

務所内で宿泊。知らせをうけた吉田委員長からうどんや朝食

のさしいれをうけ力をつけました。

［奈良水労］吉川平一委員長ら 2名が対策本部を訪れ、対策本

部メンパーを敵励。その後、真砂中学校へ向かい、吹田市職

労の面々と郵便物資の仕分けをおこないました。

【大阪府職労］鷲谷副委員長が青年5人とともに、救援対策本

部がたきだし道具をつんで車で到着。見舞い、激励のあと、

連絡をとり、芦屋市内の潮見小学校に。26日の夕食から

2 8日の朝食まで4回、同市で各200食のたきだしを泊ま

り込みでおこない奮闘しています。

［枚方市職労］東野委員長ら 3名が、対策本部を訪問し、すぐ

に、こども服、 子ども用防寒服、ベピー用品、女性物セータ

ーなど衣類をつんで、地域へ向かいました。

［吹田市職労】39人が前日にひきつづき、真砂中学校で郵便

物資の仕分けで奮闘。郵便は救援の物資が多く、段ポールを

かかえ、額に汗し奮闘しています。

【愛知・半田市職労l鈴木孝雄さんら3人が、車に衣料などの

物資をつんで現地入り（早朝am7時すぎ到着）。対策本部

を訪ね、激励したあと疲れもみせず、 搬送に向かいました。

各地からの激励

〈見繹電報〉大阪自治労連 (17日発信、 26日着）、茨城・

古河市職 (19日発信、 26日着）

〈メッセージ〉自治労連福島県本部

広島自治労連、長野•佐久市臓労、

〈激励・見舞〉

2 6日、静岡自治労連の中村貞ー前静岡自治労連が支援派遣

メンパーとともに対策本部を訪れ、カンパ30万円を寄せられ

ました。自治労連都職労板橋支部から10 0万円のカンパがと

どけられました。

心
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近録ブロック協 ・緊急台議ひらく
麗災対函平部の強化て救援活

・m四這そ、と貫怠柄一

自治労運近畿プロック協議会は27 l:l午Jii!、緊急の会議をひ

らき、被害が深刻で、救援活動を芦屋市、神戸iliへひろげてい

くために、芦屋市に対策本部の分室を設逍することなど、緊急

対策をきめましたり分至は、芦屋市現業労組事務所に設け、毎

日3人が交代でつめ、対策本部への食駐は、ひきつづき京都自

治労連本部が差し入れをします。

この日、自治労述本部の福島審記長、後藤田組織局長らは対

策本部を訪れた、川西市職の穏積執行委員長をねぎらうと：とも

に、 芦屋市職、芦屋市現業労組、西宮市臓労組、尼崎市臓労の

奢記局で、救援活動に奮闘する仲間を見鍔い、激励しました。

また、 「自治体の仲間」の取材で、自治労連本部教宣局の田

口美雄中執、内田賢一編集委員（静岡自治労連）が現地人りし

ました，9•

被災者の実欄（こ即した救攘活

血へ•••いつせい地域訪問実施

地震発生から lO 13を過ぎ、被災地には全国から支援物質が

寄せられ、迫難所などでは食料品や衣類などの1:.:幽は落ち沿い

てきていますが、そこに入ることができない、自むや公似lなど

にとり残されている被災者や、手のなかなかとどかなかった地

域への支援のイ＜十分さ、日々多様化する要求なとがいっぽうに

あり、救援活動をきめ細かくおこなうことが切実です ，`

自治労連震災対策本部は 28 l:l、物資をとどけながら、ア ン

ケート調査をする訪問活動を広範囲に実施し、支援活動の充実

をめざします。この活動に、近県からの多数の支援者が早朝か

ら奮闘します。

女這の手さ乞9こ -0•TEB市耳舜

ゴ亘て。 国臼毛甲貢

2 7 日午後、渋滞にまきこまれながらも静岡． l•10rii職労が

車で対笞本部に到着。前日の静岡市労連につづく支援で、寝袋

や食料などもJl)意，． 25日からの鎌倉市臓労、大船渡市職労と

ともに、近県の支援に加え、熟い支援の手がひろがっています。

［静岡・下田市職労］ 迫士英治氏ら 3名が物資と寝袋をつん

だ中で対策本部に到着。芦屋市内の救援活動へ，、

［東大阪市臓労水道支部】 村上li：造・自治労辿公企評議会議

長ら 6名が携帯コンロやポンベなどを徒歩班と輸送班（単）

にわかれ芦屋iti南部地域にとどけました。上原中学校では

「レトルトのカレーがほしい」と要望がありました，．

［東大阪市臓労］ 石山氏ら 3名がリュックをかついで神戸iii

内へ。 「残った建物の危険チェックをしてほしい」 「引っ越

す車がほしい」 「洗油がしたい」などの切実な要望がだされ

ました，＇

［大阪 ・富田林市臓労］ 阪上稔氏らが芦屋市南部へ、カーペッ

トなどをとどけました。カーベットは床がつめたいのでよかっ

た、と喜ばれました，，大人用おむつや生理用品は、避難所で

は裂望がなく、病院などへとどけることにしました。

【大阪・貝塚市臓労】 西宮市の真砂中学校の体育館で大量の

郵便物資の仕分けで l0名が奮闘しました。

［三浦市誠労】 「芦屋市職貝として恥じない活動を」と 23

日から見原直孝青年婦人部長ら 9名が連日奮闘。芦屋市で物

資の搬送で奮闘しました。

［鎌倉市職労】 物資の整理、搬送でひきつづき、奮闘。

［静岡市労退】 朝比奈義哲副委員長ら5名は、朝7時すぎに

は、宿泊場所の西宮市職労会議室を出発。芦屋市内で搬送作

業u

【岩手・大船渡市職労］ 前日、空路支援に3名は、芦屋市現

業労組事務所で宿泊。搬送などを手伝いました、9

［大阪府臓労l 2 6日から泊まり込みでたきだし。 27日朝

は、芦屋市の潮見小学校で200食の朝食、山手小学校で同

じ数の夕食のたきだしを行ない、そのまま泊まり込んでいま

す，、

【吹田市労逗］ 一刻も早く被災者に物資を、と郵便の仕分け

に連日奮闘。 27日は83人が西宮市直砂中学校に。この日

は4トン単10台分の郵便物の仕分け作業に奮闘しま した n

作業後3名が体育館で宿泊。次の日の作業に備えます。

【京都自治労連］中村好夫副委員長、岡部作男中勅

各地ガらの激励

くメッセージ〉 Ill)]山・金光町職労、

＜激励・見箕〉

大阪・富田林市職労の坂上氏ら 2名が対策本部を訪れ、同市

職労のカンバ50万円と学給労富田林支部からの10万円が渡

されましたn

近畿プロック協の緊急会議があった27日、可児 ・大阪自治

労連書記長、耳岡・滋賀自治労連書記次長、大城祥男・橋本市

職労書記長中村・京都自治労連副委員長らが兵庫自治労連、

対策本部を激励しましたn

自治労連愛知県本部からは、各単組のとりくみ状況を紹介し

た文嘗をファクスでとどけられました。愛知 ・半田市職労から

は2o,hw入りのミネラルウォーター 16 8箱を送る、と激励

しています。

心



自治労連兵庫県南部地謳対策恋部ニコース
l:・]治労連兵庫県南部地威現地対策本部

住所：兵庫県西宮iIiiゴUIlUIIIIII ••2 
キりイトt.,1,.::情KUB伯片i内

No. I(）；ロニl巴:IX07:：；:；悶；↑30-62U3712携帯
災がこ↑碍が必校だ」などの感想がだされました，9

霙災瑯1}衷泡封動 lこ

最大の 7 0 0 名が童闘

地Kも発生から 2度 II の J.;1~ となった 2 8 II、被災どにたいす

る救援活動に全凶からの仲間、 70 0名が参加し物資の搬送、

炊き出し、ゴミの積み出し、避難所でのお手伝いなどに大奮罰

しました，9

（西宮市］ 中部 ・南部を中心に、近畿プロック各組織から7

00名をこえる組合員が、救援活動に参加しましたり

午前9時から l0時にかけて、駆けつけた組合貝20 0名が、

現地対策本部に入りきれず、本部前で窓思統一のあと、全体で

2 0校区の各家庭へ救援物資を届けるとともに、地械の実態の

翡査活動も行ないました。

地域的には、南部の方が比較的被災の影響が少ない実態がつ

かめましたが、全体的には、地域住民から、とりあえず、水・

ガスの復luを求める声が多数寄せられるました．，

一方、裂災被害のひどいところについては、 1」常生活におけ

るティッシュやおむつ、生埋用品、ガスポンペ等の消耗品や防

寒着 ・カゼ函等の咲望が出されています，．

現地対策本部は、全体行動の集約状況をふまえ、直ちに対応

できる物口については、必嬰な家庭に届けるとともに、四宮市

への投望についても当肋へ必疫な対応を投請しました，＇

全体活動終了後、各参加者は、 'jlき紐き近くの迫難場所や学

校 ・幼椎園への支抜枯動に参加しました．，城阻rli職労が駆けつ

けた小学校では、 2/」1日に授業を一・部柑開するための準備が

1 J o.)ついくいょした、教室か被尖当[Jのままであったため、

その整埋の手助けで奮闘しました，9

また、京都市識労の保母さんなと 1l名は、/I-Ji毎小学校を訪

れ、トイレや体育館なとの消掃活動に参加しました，9

参加者からは「行政からの救投活動が行き届いていないとこ

ろが地壌に人るとまだ残っている」 I ~i関係の人が訪問してく

れたのは今r.1が始めてといわれ大変感謝された」などの感想や

実態が報告されました，9

［声屋市】 ．rt'-朝から、芦歴ni現業労組昏記局にかけつけた大
rlJi/（澤労や大阪・松原市職労、寝駐川iii臓労など IO 8名に、

4後からは西宮ili11、)で活動した京都市臓労、大阪府磁労などか

ら(jl)名が加わり、 I6 8名が、物賓をととりながら訪問して

の要望潤査、ゴこ収簗、避難所の世話なとで、 針柑lしました。

犀 lは、 11i内の9学校区を i9チームが人りました，、 ！i ]; •む
がしヽつすめるのか、怠いで点検してほしい」 I Jj.；報がとどかず、

市内の状況がわからない」など、の要望がだされました。公園

でテント生活をしていた4家族からは、 1夜、寒くて，，E布が

ほしい1 1 9J r f’校の受験はと^ ・つなる」と訴えられ、 W記局から改
めて訊iをとどけ、変更された受験要領をわたしましたn

また、大阪府職労から30名が支援に人り、避難所を訪ね、

水遥び、 トイレの清掃などを手伝いました"

釣 II者は、 「忠った以上に披者はひどいJI避薙）所以外の被

声治労連霞年部も

反核ライタ←ーで追封勤 l二金妙念

近畿プロック計年部を中心とする反核ライダー l8名が合流

し、救悦活動へ参加しましたn

反核ライダー近畿プロック実行委以会では、第 1次緊急行動

として大阪や京都、滋符、和歌山から 20名のライダーが兵庫

自治労辿に合流し、甲山 ・夙）II地域を中心に被害に遭われた地

域住民からの要望や実態調査を行ないましたu

また、いくつかの住民から要望のあった救援物資を直ちに配

遠するなど、バイクの機動性を大いに生かした行動が展開でき

ましたu

行動参加者からは、 「特に被害の大きかった場所では情報が

まった＜入ってこないところが多い」 「潰れた家の隣に住んで

いる人に早く撤去してほしいと旨われた」など、行政に対する

住民の怒りと被災地の無残な状況を改めて認滋することができ

ました，．

B媛た）し立欠き ヰ iしたて大液弓訳平 ！

炊き出し行動では、大阪自治労辿の部隊 (li積彰労、 Ii昧IIIIIWi

職労、和泉｛肛戦労） 10 8名が、 JI!.!ケ1i・紐会所・旭ケJ..i:.幼稚園・

精欺中学校に朝食・タ食含めて2400食のプク汁やおでんを

配りました` ＇

さらに、夙川削JII敷では、昼の時間に用意した 10 0 0食分

のプク汁が、わずか1時間でなくなり、被災者からは［まだま

だ寒さとイ ・ヽ女な毎卜］が続いていますが、このようなことをして

いただいて大変うれしい」と感想が出されています，9

プタ汁が、予定していた時間よりも早くなくなったため、保

母さんは避難所への休育活動へ、看護婿さんなどは地域の医療

活動へ引き続き参加しました，、

用意した卓1台分の救援物資も、またた <rn1になくなりまし

た、9

2 6日の夕食から 200食の朝夕の炊き出しをつづけている

大阪／ff臓労柑年部は、 28 L•I もおこない、ク食には旭ケ．Ir.幼稚

Itlで炊き出しで［咋llしました，．

郵便物資の仕分lプを 1 5 4 名

て一気I二

迪lJJlil頃物資の仕分けで窟闘する吹出rli労辿は西宮市内での
訪問沿動に20名が参加、 I l 0名がfl:分け作業に奮闘しまし

た、、また、このHは、大阪府職労32名、奈良水労 12名が加

わり、 15 4名が、山積みされた物資と奮川lUと白lill 0時から

作業にかかり、午後2時すぎには大屈に持ち込まれた物資を一

気に片付けました，9

△ 



コミの収集でも支璃

地爽発生後、披災地のあちこちでなかなか片付かないゴミの

収抹でも、口治体労働者が奮闘しましたn

寝屋川市職労は 28 「l午前3 時に寝屋）II を出発した~ 5 0名

が、芦屋市現業労組に自転屯70台を7カ所の避難所へ搬入し

た後、芦屋―巾内のゴミを 10台の収集車に積み込み持ち帰りま

した。

橋本市職労は午前7時30分、 l 1名がゴミ収集単3台で支

援にかけつけました，，ワゴン11!2台分の救援物資を本部に搬入
後、西宮市内のゴ ミを市一杯に積め込み、持ち帰りました，9

各地からの支援活動がぞくぞく

静岡・浜松ili職労の5名は、 28日午前6時に現地本部にト

-シック 2台の救投物i？を積んで到者、，現地本部への激励後、 1|＇［

ちに芦屋市に搬入。すでに活動している下田市職、静岡市労連

のメンパーらとともに、 3l Elまで芦阻市にポランティア活動

に参加し奮闘しています。

また、 三捕市臓労も女性を含む7名がこのI..l、第2次の支援

活動のため芦屋市入り。鎌れ市臓労、大船渡市職労らの仲間と

元気よく支援活動に祉闘していまず、

参 7JO誓わ‘乏＞ C亡虚充唄

地点の11からずっと TVで披災地の映像は I,していたのですが、

丈：rれの状祉を11のあたりにし、 1 こんなことが本 •1,1 にあるのだ

ろうか lとシリックでした,.，',}泄lして本’りに困ってし、るんだと

いうことが、被災者の方の話からひしひしと伝わってきた，，一—

番f.fl釈に残ったのは、自分の被災しているのに、近所のこ‘老人

や大家族のことを心配してくださる方がいらっしゃったという

:liでした．．現代に人が忘れかけている忠いやりがまだまだある

ということが詔しかった、、

I 11も岸く、みなさんの聞に笑顧が船ってくる「1が米ればな

あと忠いますn （大阪府臓労 中野）

今にも倒れそうな建物があちこちに放はされており、非常に

危険な状態であった，、そんな辻物の中に人って(di物を1［いり出し

ている人もあり、ハ→ハラしながらtじているしかなかったのが
はがゆかった、9

今[iiiのようなアパウトな団叱杏．でなく、もっと(()を絞った』収谷

を行なってはどうだろうか，、 （滋伶＇県琺 野 J;)

まだまだ困っている方はたくさんおられます｀，できるかぎn
の協力を考えさせられましたり （大阪府職労 吉川）

2 8 U、女1必活動に奮IIりした組合などは、つき”のとおりです
（妥付名簿に登録された分です｀、順不桔J)

ポIll暉職労、ボ都Jf.f職労、向II市職労、城饂Ti賊労、福知Ill

・in識労、大阪府職労、大阪府職労肯年部、枚方nilf浪労、滋賀県

謙、尼りかrfi職、川西Ii職、自治労連愛知県本部、御坊ni職、松

原市斑労、宇治市戟労、橋本巾職労、寝屋川市磁労、吹田市労

辿奈良水労、反核ライダー、和泉市市職労、岸和田市職労、

浜松市職、静岡市労連、下Hliii職、三浦市遁労、鎌倉市職労

各地からの激励

〈メッセージ〉長野県l..III.rh自治労連と共ri.ilする会

〈i放励 ・見燐〉
28日、自治労連Jt叩 ll合議m団は総会 (26~271'l)で
出席者から寄せられたカンパ 10万2日りが対策本部にとどけ

られ、兵庫自治労連にわたされました。また広島自治労連の水

兄繁位1委1'1此か l2 [））J•Pl 、 IU上光始自治労辿愛知県本部出記
次長が lO 0万円を対策本部へ寄せられました。また、御坊市

識 l 8万円、新宮iii職 2 5月F]、橋本市臓労 5 8万円、

印南町臓 2 0ガPl、のカンパが寄席られました，9

心



自治労連兵庫県南部地圏対策本部ニコース
自治労遭兵庫限南部地●瑣地対策広部

住所 ：兵庫順西宮市戸田町町 I-2 

約イトビにIiii鎚り11'l
NO. I I号 電話： 0798-26-0211・030-620-3712

FAX : 0798-26-0411 1 995年 1目29日

全国ガら450名以上ガ
芦屋市、西宮を中lbに多彩な救済活動

2 9日、被災者にたいする救援活動に全国から24単組． 4

5 0名以上が参加し、地域訪問活動、救援物資の配布、被災家

屋での手伝い、避難所での炊き出しなど多彩な救援活動を展開

しました。

≪芦屋市 ≫

芦屋市現業労組書記局をセンタ ーとして、 226名が参加し

学校区ごとの訪問囮査活動を実施、住民からの要望を聞き緊急

に必要な物資はすぐに届けたり、被災家屋の雨天対策や家財の

運び出しなどの手伝いを行いました。

ある地域では、 「8000世帯が居住しているが開業医が1

軒もない、避難所にはお医者さんがいるが自宅に残っている者

は不安がつのっている」という声が寄せられたり、 「倒壊家屋

の取壊し貨用が自治体• OOの負担でと報道されているが、どう

いう手続きをとればいいのか」 「学校はいつから始められるの

か」といったような自治体の広報活動がまだ行き届いていない

声も寄せられています。

現地対策本部では、こう言 った住民の要望を受けとめ芦屋市

当局に申 し人れを行い、 当局の要請にもとづいて 「広報」の届

け活動を計画中です。

＜＜匹宮市 ≫

大阪・堺市職労が29日～2月4日まで、現在10 0 0名が

避難している西宮市立香櫨園小学校で、救援活動を展開してい

ます。

2 9日には、役員2名と l8名の組合貝が救援活動で奮闘し

ました。活動内容は、炊き出し手伝い、 トイレ清掃、給水手伝

い、物資運搬、校舎清掃、ポランティアヘの活動指示など。貰

任者の本松副委員長は、 「行政がしなければならないことがい

つばいあるが、 二人の職員配遣で手が回っていない」 「同じ自

治体労働者として、ともに救援活動が必要」 「市民への自覚的

な復興対策も必要ではないか」など、状況を見て意見を寄せて

います。

堺市職労はこれまで、 25日にプタ汁、 27日にカレーうと i

んlO O 0食分の炊き出し救援活動を実施し、 31日にも炊き

出しを予定しています。

また、避難所、保育所、学校へのローラー救援活動で西宮市

内にはいった救援部隊は29日、 現地の保育労働者などを激励、

活動を展開しました。津門保育所では再開用意（部屋の片付け、

ふとん干し、ぞうきんがけ、水はこび）の活動を行い、現場の

保母さんは 「かたずけがすすみ、明日から2室増やした保育が

心

できるようになった」と喜んでいました。

2 9日ロ ーラー したところでは、整理できている所も多く、

2 3日から 27日にかけ再開している所もありました、9

≪ネ申 戸ゴ司ラ頁む珀U三≫

大阪 ・富田林市職労、泉佐野市職労の総勢約90名が茸．2台

で神戸市東灘区に入り、持ち込んだ救援物資を配布するととも

に、訪問調査を実施しました，，住民からは「情報がないので、

町内会を通じてでも知らせてほしい」 「隣の家が傾いていてま

た大きな余庭がくれば2次災害になるので、はやく撤去してほ

しい」などり）実な声が寄せられましたn

隅動力いガし、
神戸被災中lb地の実禰把握に全力

反核（地震救援）ライダー近畿プロックでは、昨日に続き本

日も被災地や避難場所への実態調査を行いました。

この日は、神戸市全域の実態をつかむため神戸市役所を拠点

に東は東灘区から西は須磨区まで、パイク 8台で廻りました。

行動参加者の話では、 「避難所や被災地にいる人から行政か

らの知りたい情報が全くこない」など行政への不満が要延して

いる実態が報告されました。

行動終了後、二日間の行動をふまえて引き続き取り組みを強

化することを確認し、 当面2月1日（水） 16時から l8時半

に大阪・梅田の各駅前でビラ（広報）を神戸に帰る人に配布 し

しす。また、 2月4日（土） 5日 (1:3)に第二次救援ライダー

行動を全国のライダーにも呼びかけることも決定しました。

静岡市労連5名、
29日ガら2目2日まで救援活動に参加

2 9日、静岡市労連の第2次救援隊 （松川功副委員長を団長

に5名）が到着、さっそく芦屋市の救援物資搬送活動に参加し

ました。また市の活動終了後、自治労連現地対策本部の活動に

遅くまで奮闘。明日 30日から県立芦屋南高校で配送活動に参

加します。

「忙しいなかでかけつけたが、 職員 ・ポランティアの人が懸

命に頑張っており、同じ自治体労働者として救援活動に参加で

きてよかった」と語っていました。

各地ガらの激励

自治労連福岡県準備会・橋本書記次長は現地対策本部を激励、

1万円のカンパを届けていただきました。

また、京都・精華町職員組合は街頭で集めたカンパ (19 9 : 

328円）を対策本部へ寄せられました。



自治労連兵庫県南部地謳対策本部ニコース
自治労遍巨Iii隕南団地●現地対策広部

住 所：兵庫県西宮市戸田町町1-2

約イトれ2国鴎帥all'!
『Jo- 1 之 ふ 日話：0798-26-0211・（員畠）030-620-3712

FAX : 0798-26-0411 1995年 1目30日

正確な椙親を届け、被災者と対話

3 0日、 平日にもかかわらず16単組200名の組合員が救

援活動に参加しました。本日は神戸市東滋区で神戸市が発表し

ている情報を被災者に届け、現在の状況や切実な要望の聞き取

り調査を行いました，

5 0名が参加した京都市臓労の組合貝は、 1軒1軒まわ って

「広報紙をもらったのが初めて」、京都から支援に来ていると

いうと 「話をしてくれる、情報を伝えてくれる、励ましてくれ

ることだけでも力になる」という声をたくさん闘き 、直接ヒャ

リングすることの重要性を感じた、と感想を寄せていますn ま

た、情報を！易載したビラを路上で折っていると多くの人が集ま

ってピラをもっていかれましたn

東滋区では正確な情報が不足しているために、行政への不信

感、また住民間の不信感が高まっているという状況が報告され

ています。参加者からは「行政が全因から集まって来ているポ

ランティアや労働組合などの応援を受け入れ、本来の行政資任

を果たすために努力をすぺきだ」 「少なくとも家屋の撤去につ

いては、他府県の応援もふくめ早急にしなければ、倒れそうな

マンションの横を人が通り、まだ住んでいる人がいるので二次

災害につながる恐れがある」という声も寄せられています。

避難所泊り込みで救援活動

大阪市労組は、これまで神戸市束滋区役所で物資搬送のポラ

ンティア活動に岱闘してきました．，30日には4名が活幼、 3

人が避難所に泊り込み、避難所への救援活動に参加しました。

明日 31 Bから当面 10日惜lは束湿区役所の物資搬送などの救

援活i））を計画しています。

2カ所の救援物資の整理なとに
弓lき親き六蓄園

郵便救援物資の整理なとに窟闘している大阪・吹田市労辿は、

3 0日から真砂中学校と鳴尼南中学校に69名か参加し甜闘し

ています。

当初、31日までの活動予定でしたが、今後対応する者がい

なくなることもふくめて今後の救援活動を検討しています。

各地ガらの激励

大阪自治労連 ・徳畑執行委員長、鈴木執行委員が30日、西

宮市職労、芦屋市職労、神戸市職労などを政励し、これまでに

集めた義援金を手渡しました。

また、自治労連保育部会・早瀬事務局長ら3名は第4回自治

体保育労働者の全国集会で集まったカンパ316000円を現

地対策本部に届け、また西宮市職労、芦屋市職労や保育労働者

を激励しました。

△ 



自治労連兵庫県南部地園対策広部ニコース
自治内遍兵庫順菌郎地●瑣地対策本郎

住所：巨●隕西宮市戸田町町 1-2

約イト1:11.21雌員鎚り11'!

NC>. 1 3 弓 閾話：0798-26-0211・(11)030-620-3712

FAX : 0798-26-0411 1 995年 1目3I日

3 1日の取り組みについて
芦屋市臓員労働組合と芦屋市現業労働組合は、これまで自治

労連が市内を一軒一軒回って閲いてきた市民の切実な要望が「

行政の今後の方針や復興にむけた様々な施策の情報がよ く知ら

されていない」と不満を述ぺていることを知り、 「広報あしや

地震災害情報」を自治会 ・町会ルー トを確立し、より正確な清

報の伝達を行う強く求めました。芦屋市当局もこれに応じ、自

治労連の災害救助支援団に「広報あしゃ」の配布依頼を行って

きました。

本日発行の 1月31日付「広報あしゃ」を配布困難な30カ
所の自治会 • 町会の役員に配連しましたが、そのうち 1 5カ所
の自治会長・副会長などの役貝宅が全壊しており、配布できず

、引き続き他の役員宅を罪査し配布ルートの確立をめざしてい

ます。

芦屋南高等学校の救援物資の整理・配送作業を援助する活動

に宇治市や静岡市の仲間が大奮闘していました。

また、神戸市東灘区の自宅にいる市民の生活状況の調査と救

援物資の配布行動に取り組みました。本日回った地域では、 「

井戸水などにより生活水は確保しているが、飲料水が不足して

いる」 「今日の食事は、またパンひとつだけだった」など、最

砥生活維持も確保できていない状況でした。

これまで支援してきた「芦屋市」 「西宮市」などに比ぺてか ！

なりの遅れが目立っています。

西宮市で堺市識労は、連日炊き出しに奮闘していますが、本

日は香炉園小学校の避難所で「おでん」の炊き出しを行い市民

からたいへん喜ばれていました。明日は、貝塚市戦労が、瓦木

小学校で15 0 0食の炊き出しを準備しています。

1自治労連は、今後も西宮市・芦屋市などを支援しながら、被害

から立ち遅れている神戸市の東灘区と灘区に も救援の手をのば

していきます。

3 1日、支援活動に参加され、奮闘された組合は、つき‘のとお

りです。 （受付に登録された分です。順不同）

滋賀市識・滋賀県職・京都市職・京都府職・向日市職・鎌倉

市職・三浦市識・大阪府職•安土町職•新居浜市職・守口市

磁・枚方市職・高石市職・岩手自治労連 ・吹田市繊・堺市職・

静岡市職・など13 9名

全国各地からの激励

守口市職労

多摩市職労

いわて自治労連

30000円 （西宮市職労受付分）

4 4 1 0 0 0円 （西宮市戟労受付分）

5360000円 （自治労連本部受付）

参加者の照想

1月24日、自治労連の提起により当局へ提案、革新苧政で

ある市長は政策会議で決定、人選は組合に任される。

土地勘 (20数年前5年近く住んでいた）がある、自治のノ

ウハウ（夏山の経験、用具、買い物）がある、役員ということ

で参加しました。

2 8 ・ 2 9日は昼・タ食の発送を市役所地下2階でやるのが

主な仕事。 30日は芦屋南高校にて、受入物資の運び入れ・整

理が中心でした。 （市役所の識員、応援の自治体識員ポランテ

ィア、一般ボランティア、自衛隊と一緒で作業をするという奇

妙な経験をしました）

今後、自衛隊が戻り、市戦員もある程度本来業務に戻るとな

ると、このような自治体職員の応援はますます必要になってく

るのではないでしょうか。

休みの時間は歩いたり、自転車でまわったりでこの災害のす

ごさをあらめて感じました。

芦屋市対策本部物資班諜長以下職員の奮闘と健康を願いなが

ら帰ります。

（下田市職労 ・進士）

下田を出発して延16時間、ようやく被災地に到着するとそ
こは別世界だった。

つぶれてペシャンコになった住宅、ひび割れて傾いたピル、

亀裂の入った道路、あちこちに見られるゴミの山、ひっきりな

しにサイレンを鳴らし通過する緊急車両、テレピ•新聞で被災

地のことは承知していたつもりであったが、実際に自分の目で

みて、あらためて被害の大きさに鵞かされた。さらに支援先の

芦屋市役所に着くと、市役所内のロビー、通路、階段にまでも

うすい毛布とわずかな身の回り品と食料をもった避難民でいっ

ば、ヽであり、思わず中に入るのをためらってしまうほどであっ

た。

芦屋市災害対策本部の物資班に入り、支援物資の受け入れ、

配給作業に加わったが、いざ作業を始めると予想以上に支援物

資が集まっているにもかかわらず、思うように物資配給がうま

くいっていないように感じ、まだまだ支援態勢も手さぐりの段

階であることを強く感じた。

それでも不便な生活にじっと耐える避難民、一丸となって必

死に復旧作業を続ける関係者、ポランティアグループの姿から

は、この災害に打ち勝とうとする熱い心意気が伝わってきた。

わずか5日間の支援では「ないに等しい」、ほんのわずかな

手助けにしかならなかったと思うが、実際に現地支援に加わる

こと必ヰきたことは自分にとって大きな経験になったと感じて
いる。

今は全国、さらに海外からも寄せられる支後の輪を広げ、 1

日も早く被災された方々の普通の生活に戻れることを願うばか

りである、9

(11町fj臓 ・峯岸）

△ 



[労連兵庫県南部地震対策本部.:::...ユース
自治労遍兵庫県齋郎地●現地対箪本部

住所：兵庫県西宮市戸田町町1-2 

*'1イトじ1¥.2,kヽ＊為9直h
N o.14号 電話 ：0791-26-0211・(11)030-1,20-3712

FAX : 0798-21,-041 I 1 9 9 5年 2月1日

面・津市長一直怯、ヤ l > ＊l 4テ會力

馬クら市~長より戊立ぽえ 0.:> ゎ· Aし

2月1日、午後4時過ぎ、自治労連対策本部の柳沢本部長代

理、布施事務局長、鈴鹿西宮市臓労婦人部長の3名は、西宮ilf

に対して被災市民の救援についての7項目の申し入れを行いま

した．，

1|lし人れに対して、軒部会議の途中を抜けil}し、馬場1|i長1‘:l

らが対応され申し人れ事項に対しての見解や現状を詳し く説明

されましたn

特に、自治労連ポランティアが市内 14地埃で住民の婆望を

聞き取り詞査した集約を手渡すと、市長は「このようなキメの

細かい活動をやっていただき誠にありがたい」と大感激され、

「全国各自治体からの避難所担当のポランティア妥け人れを行

政として受け入れてほしい」との申し人れについても早迷、 rli

として迅迷に対応したいとの見解が示されました．，

また、席上、 「全国各地から寄せられた貨且な錢援金につい

て、被災市民救済の為に早急に活用してほしい」との申し人れ

に対して、市長は、 「各自治体に寄せられた義援金については、

県がプールするようです」との返答がされました。この取り扱

いについては、対策本部としての政策、対応が必＇災です，．

巾し人れ行動の後、記者クラプヘ連絡すると担当記者が取材

のため対策本部を訪問され、自治労連の多彩な救援行動を知り

「マスコミとして注目する」との感想が述ぺられました。

川西市職の申し入れに対する

政府現地対策本部の回答

2月1日（水）阪神大震災で被害を受けた川西市職が兵庫自

治労連との連名で、申し入れ書を政府の現地対策本部を訪れ手

渡しました。政府現地対策本部には、川洒市鵬穂積良和委員長

外 4名で、対策本部から内仲康男副本部長（国土庁官房審議官）

が対応し、次のとおりの回答を得ました。

上段＝組合要求内容

・ド段＝政府対策本部回答

l. （要求）仮設住宅の全員入居等

（回答） lJj3 1 I:!兵庫県知亭が、入居希望者全以に仮設住宅

を提供する方針を出したので、政府としても支投していき

ます。

入居者希望者の受付は、郵送等簡易な方法でもできる

ようにしたい。また、入居までの1llJは、公的宿泊樟設等を

無料で提供します。入居可能で住宅として機餡が整ってい

る公営、公団住宅等の空家も提供します。

2. （要求）高齢者・障害者・母子家庭等への移転先の確保と

国庫負担の整備

（回答）現在厚生省で検討しているところです。その対応につ

いては、新しい法律で行うのか、従来の法律で対応するの

か、目下努力しているところです。

3. （要求）被災家屋の無利:.r•特別貸付制度の創設と公的金融

慨関等での住宅ローンの支払い免除

（回答）特別貸付制度については、膨大な財政措置が必要とな

ってくるので難しいが、趣旨は理解できます。

住宅ローンの支払い猶予については、民間も踏み込ん

でいるので、政府も考えなければならないと思っています

4. （要求）被災土地・家屋・家財の国家補憤

（回答）県からも見費い金制度の充実を要望されている。政府

として検討するよう政府現地対策本部から人れています。

5. （要求）被災復輿への必要な財政援助

（回答）申し入れ内容については、良く理解しています。

6. （要求）被災労働者の休業中の賃金補償

（回答）労働省で検討中ですが、実情は理解できます。

7. （要求）巾小業者への融資•利息や返済の改善

（回答）通産大臣からも指示があり、現在の利息3％をさらに

引き下げるよう努力しているところです。

8. （要求） 「処理法」の適用など借地・一借家の権利保護と建

物所有者への建て替え時の補助

（回答） 「罹災都市借地借家臨時処理法」適用の具体的な動き

は把握していません。借家の方がお困りなのは分かってい

ます。

9. （要求）防災体制の見直しと>}l西地域での地震観渕体制

卓

（回答）趣旨を承っておきます。

現地救撮活動に全国から練々と参加

東京から 12時間かけて到着、さっそく行動開始

東京からの第1陣として、自治労連都職労目黒支部の8名

（女性を含む）がマイクロパスで救援物資を積んで到着しまし

た。名古屋からは雪で名神高速道路が不通となり 12峙Ill!かけ

て兵庫自治労述に到着、さっそく芦屋市内の在宅者訪問・救援

活動に入りました。

破災者から切実な要望が

岩手自治労連からは 17名が1月31日の夕方に兵庫に人り、

紅事に続．く》

△ 



2月1日早朝から神戸市潤区の被害地住宅街の訪問活動に入り

ました。被災者からの声を直接聞き、救援物資の配布や行政へ

の不偏 • 生活上の相談にのり、積極的に活動にはいっています。

また、自治会を通じての芦屋市震災対策広報配布および配布

ルートの確立に新居浜市朦や守口市朦の仲間が取り組んでいま

したが、本日までに 20自治会で配布ルートが確立しました。

さらに、神戸市潤区の在宅被災者に神戸市「地震災害対策広

報」の配布と物資の搬送、状況詞査に岩手、鎌倉、滋賀、京都、

大阪の仲間が取り組みました。在宅の被災者は、飲料水、食料、

下溶類などの基本的生活資料が不足しており、また、公式の避

難所でない公園などでテント生活している人達にも物資があま

り届いていない状況が明らかとなっています。

大阪府日労特別救援隊が連日大奮闘

大阪府檬労現地特別救援隊では、 1月26日から芦屋市や神

戸市東部の避難場所や被災地に出向いて住民の行政への要望註

査や広報活動を連F.1行っています。また、朝・タの炊き出し部

隊も組織しており、朝食は、 5時起床で準備し、夕食は日帰り

の人にも手伝ってもらいながら連8炊き出しをおこない、 「大

阪府朦労の炊き出しはおいしい。とくにシチューはええで～」

と各避難所にロコミで伝わっているとか！

堺市職労が避難所での自活体制を提起

西宮市にある香櫨園（こうろえん）小学校の避難所には堺市

徴労の組合員が連日 20名前後かけつけ、炊き出しやトイレの

清掃 ・救援物資の運搬など連日大奮闘しています。現地では倒

壊家屋の撤去などが始まりつつあるものの避難所生活は一定長

期間になるものと思われることから、多くのポランティアの人

々に支えられている現状を自活体制に発展させるために、堺市

駿労が呼びかけて 2月 1日「避難所入居者代表者会蟻」が開催

されました。 「会議」では、入居者自らが食事や物資の管理・

配給、給水などの担当者となりできるだけ自分たちの手で避難

所を運営していくことを決め、また、避難所入居者以外の現地

のポランティアを組織し、外部ポランティアを減らしていくこ

となどが話し合われました。まだ、費用負担の問題などが残さ

れていますが避雑所生活も新たな局面を迎えています。

梅田で「災害対策広報」を救援ライダーが配布し大反響

地笈救援（反核）ライダーでは、 1日夕方に大阪から神戸方

面に向かう方を対象に、 「こうぺ地震災害対策広報」を阪神梅

田駅改札にて配布しました。

この行動は、さる 28 ・ 2 9日の第1次行動での被災者から

の「行政からの情報が入って来ない」という要望に応えるため

、緊急的な取り組みになりましたが受け取りも良く、 1号から

4号までの広報各40 0 0部が「ありがとう」 「これほしかっ

たんです」と言いながら受け取り 1時間でなくなりました。

阪神電車内でも、広報ピラを熱心に見たり固りの人に手渡し

たり、非常に効果的な行動を展開することができました。

引き続き、 2月4日（土） 5日（日）いずれもro時から兵
庫自治労連に集合して、神戸や芦屋、西宮などの各駅頭や避難

場所での広報配付を中心とした行動を全国的に提起しています。

支援活動参加 ・奮闘組合

2月 1日、支援活動に参加され、奮闘された組合は以下のと

おりです（受付登録分、順不同）。

京都府朦労／岩手自治労連／寝屋川市顆労／羽曳野市朦労／

自治労連都檬労目黒支部／宇治市檬労／堺市檬労／鎌倉市朦労

／滋賀県稼／和歌山自治労連／京都自治労連／大阪府顆労／新

居浜市粒など92名

全国各地からの激励 （現地対策本部受付分）

都粽労中執有志 5万円

横浜市従

名古屋市粒労

l O 0万円

l 0万円

「自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース」 No.l 4裏面

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労運兵庫県繭部地霞現地対策本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町町1-2 

木7イトじ92,Iiヽ自為9直内

N o . 1 5 号 電話： 0798-26-0211・(H)030-b20-3712

FAX : 0798-26-0411 1 9 9 5年 2月2日

被災者の切実な要望に応え、
奮闘中 京都市戦労14 0名を先頭に
2月2日は京都市檬労I4 0名を中心に20 7名の仲間が救

援活動に当たりました。

行動内容は咋日と同じく芦屋市や神戸市潤区の在宅被災者を

中心に自治体発行の「災害対策広報」を配布し、 「困っている

こと、不足しているものがないか」などを訓き、カセットコン

ロやポンペ、下府なと緊急に必要なものを届け、また、自治体

当局へ要望を伝える活動や、各自治会に「広報」を落とす活動、

避船所での炊き出し活動を行いました。 • 

この地域の多くはまだ上下水道が復旧しておらず、水に関す

る要求が強いとともに、住宅に関するもの、食事に関するもの、

お風呂に関するもの、救援物資にかかわるもの、行政の対応や

情報に関するものなど、切実な要望が寄せられています。とり

わけ、被害がひどく電車等の交通機関が復旧していない地域で

は物資の不足が目につきギリギリの状態で生活しており、まっ

たなしの要求となっています。

その一部を紹介すれば

●住宅に関して

「隣の家が自宅に倒れてきているのでなんとかしてほしい」

「隣家の蔵と煙突が倒壊しそうで危険だ。人命にもかかわる。

市から撤去を要請してほしい」 「何とか倒壊は免れたがこのま

ま住んでいて大丈夫か、点検してほしい」 「両隣が全壊してい

るが、放火が心配だ。不審火のうわさがある。地震もこわいが、

火事も心配。すぐ撤去してほしい」 「家が道の真ん中に倒れて

いて、車が通れない。家財も運び出せない」 「慨壊家屋が通路

をふさぎ、水くみにも行けない」 「男手がなく、水巡びや倒壊

家屋から家財を出すのを手伝ってほしい」 「小学校に避難して

いるがとにかく住めるところがほしい」 「仮設住宅に申し込ん

だが入れそうにない。とうにかしてほしい」 「復旧費用をなん

とかしてほしい」

●食事に関 して

「避難所がい っばいで入れずテント暮らしだが、配布される食

料が貧弱だ。朝食は無し。昼は菓子バンばかりで、夜はおにぎ

り。暖かい食料がほしい。」 「インスク ントのみそ汁やレトル

ト食品などあったまるものがほしい」 「配給される食べ物は貸

味期限が過ぎているものも多い。おにぎりは古くて堅い。もし

食ぺてお腹を壊しても容易にトイレにも行けないので食べない

ようにしている」

●行政の対応や情報不足

「初めて広報を見た。もっと情報がほしい」 「役所に何回電話

しても通じない」 「給水車がいっ、どこにくるのか知らせてほ

しい」 「個壊家屋の撤去作業の予定や家屋の危険度の判定にい

つ来て くれるのか具体的に教えてほしい」 「ラジオやテレピで

もキメ細かい情報を流してほしい」 「ゴミはいつ取りに来るの

か」

●お風呂に関して

「足が悪くて仮設銭湯まで行けない。入浴車にきてもらえない

か」 「入湯料を4000円もとる悪質風呂屋がある」 「仮設風

呂の整理券をもらうために並んだが途中で終わりになってしまっ

た。寒い中並んでいたお年寄りはかわいそう」

◆その他の要望

「自営業のため収入が全くなくなった。どうやっていけばいい

のか」 「下着を哀返して着ている。 LLサイズのものなどは手

に入らない」 「陸運事務所に連絡がつかないので、パイクに自

分で勝手に木製の仮ナンパーをつけて走っているが申請はどう

すればいいのか」 「高血圧の薬がほしい」 「夜間に空き巣が出

るので眠れない」 「町内会毎に相談所・対策本部を設置してほ

しい。何事でも市役所まで行くのは大変だ」 「（お年寄りなの

で）こわれた屋根にピニールシートをかけられないで困ってい

る」

行動参加者の感想
「テレビで見るのとは異なり、実際に目で見て悲惨さを実感し

た。広報はとても喜んで受け取ってくれ、わたしたちの活動に

感激して下さいました」 「行政の細かい施策が各地域に全 く知

らされていない。今日配布した広報は大変喜ばれた」 「初めて

ポランティアがきたのでとても喜んでもらえた」 「流通が回復

している地域では物資はある程度行き渡っている。家や道路な

ど次の段階の作業が必要だ」 「2泊3日で活動させてもらった

んですが、もっと少しでも長く手伝いができたら、と思ってい

ます。住民の方も少しは落ち莉いて来たようですがこれからが

たいへんです。頑張って下さい」 「一般ポランティアがかなり

危険な仕事をしているのは慧いた。もっともっとたくさんの人

が必要だ」 「一面焼け野原で、ところどころに家が残っている。

住んでいる人はいないだろうと思いつつ、がれきの山にしいて

ある畳の上を通って行くと、結構住んでいる人がいて鷲いたが、

ポランテ ィアもこれまで全く来ていないとのこと。 早く行政

の対策をとってほしい」 「マンシ ョン等の伺壊がかなりすすん

でいるようだ。地区ごとの担当者が必要に思われました」 「地

盤のせいか、建物の老朽化か、隣同士でも全壊と無偽の家とが

有り、不思議だ」

支援活動参加・奮闘組合
2月28、支援活動に参加され、奮闘された組合は以下のと

おりです（受付登録分、順不同）

京都市檬労／京都府粒労／滋賀県戟労／鎌倉市粒／大阪府檬

労／滋賀自治労連／安土町粽／新居浜市殿／岩手自治労連／自

治労連郡椒労目黒支部／束大阪市腺労／堺市駿など207名。

全国各地からの激励
（既にいただいていたもののうち、ニュースに未掲載だったも

のも含んでいます。掲載が遅れごめんなさい）

泉佐野市粒労 1 0万円
和歌山自治労連 2 0万円
滋賀自治労連 1 0万円
京都府駿労 20万円

城陽市粒労 5万円
宇治市檬労 2万円

自治労連医療部会役員一同 1 0万円
京都自治労連医療部会役員一同 1 0万円
京都府粒労 1 3 0万円
長崎自治労連 1 0 0万円
三捕市駿労 1 0 0万円
学給労富田林支部 1万円
和歌山水道労組 3 6万円

君津市戦 5万円
自治労連都檬労目黒支部 1 0万円
長岡市檬労 1 0万円

凸



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労遁兵庫県膚郎地霞現地対筆本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町町1-2 

*'7イトじ429i•6為9l内
N Q_  1 6 雫 電話 ：0798-26-0211・(11)030-620-3712

FAX : 0798-26-0ヽII1 9 9 5年2月3日

自治労連支援ポランティアに参

カロして

字治市職労 菅野将平

2月 1日・ 2日芦屋市に入り、物資集配センターで物資の段

み卸し作業に参加し、たいへんしんどかったが全国各地から救

援物資が到着していたのに繋いた。 しかしまだまだ足りない物

資もあり、 一時的ではなく長く続けていくことが大切だと思う。

2日目、神戸市讃区に入り、非離住民に物資を届け、対話を

しながら不足している物資を聞いたり 1日中自転車のペダルを

こいで動き回り大変辛かったが、西纂者の喜ぶ顔を見れば疲れ

もふっとんだ。

避難所暮ら しをしている住民の生きるための力強さ、そして

子供連の元気な顔を見ると涙が出てくる。障害者•お年よりが

支援の手を待っている。

この支援行動に参加し、自治労連の力強さ、自治労連労働者

の紐織力の物凄さを感じた。住民も喜んでくれた。

まさしく住民の命と暮らしを守る立場の正しさをつらぬく自

治労連の果たす役割は重要だ。今後も息の長い支援を進めて行

きたい，

岩手 自治労連から救援嘩動に参

カロ して

1/31~2/3まで岩手自治労連の仲間が救援に入りまし

た。以下参加者の感想を紹介します。

被災者どうしの思いやりの言葉に接して

盛岡市:.u員労働紐合 三上幸広
大阪から被災地に近ずくにつれて、車窓から見える屋根の色

が徐々に青色へと変色し、倍J頃している家家を目のあたりにし

て、車内の喧騒が次第に方向制を持ったざわめきに変わったと

感じたのは私の思い込みのせいだろうか。実際に現地入り し、

テレピに写 し出された惨状が現実のものであると認識したとき、

救援隊の買務を本当に果たせるのかと不安にもなった。

我々の役割は主に広報活動であり、 自宅で被災生活を強いら

れている方々への不足物資の聞き取りや、調連、水道、ガスな

どの復旧の情報提供であったが、不便な生活を送っているのに

も拘らず家が倒壌したほかの人々への思いやりの言葉に接する

と微力ではあったが、今回の活動に参加させていただいて本当

によかったと心から思いました。

仲間の奮闘ぶりに感動

平泉町戦労 千葉徹

冬の神戸路をサイクリ ングした。関西大震災前であれば素敵

なことなのだが、今回は被災市民への広報（災害情報）配布の

tt) 地震の傷跡も生々しい風景の中をチャリンコで走った。
`‘ 
昔、老父母から聞いた戟後の東京、カスリン、アイオ ン通過

後の一関の話が頭をよぎり、目の前の風景とダプッた。

この大災害の中で、我らの仲間が市民の笑顔を取り戻すため

寝食を惜しみ最前線で頑張っているのを目のあたりにして感動

した。

地域住民の生命と財産を守ることの重要性を改めて認識

水沢市疇労 井面宏

2月1日、神戸市東灘区中郷町及び徳井町の住宅区域に入り、

神戸市当局発行の広報の配布と救援物資等の要望調査活動を行

った。現地では木造の家屋はすべて崩壌し、ガレキの山と化し

死者も多数出たとのこと。見るも無残な状況である。自分の家

の様子を見にきた避難者たちの要望は、被災当初の食糧・衣類

等の物的要望から崩壌家屋の早期処分等に移行しているようだ。

なんとか残った自宅にいる住民については飲料水 ・食料・下

著類が届きにくい状況も一部にはある。

自らの足で被災地域を回り、住民個々の切実な要望を聞き取

り、調違して輪送したり、集約して市当局へ申し入れするなど、

このきめこまやかさはポランティアだからできるものと感じた。

自治体磁員として、地域住民の生命と財産を守ることの重要性

を改めて認識させられた気がする。

強い 「水道の復旧を」の要望

陸前高田市職労 菅野

2月1日神戸市灘区八幡町へ市の広較配布と要望悶査を4名

で行う。この辺は地盤がよかったのか住宅などの被害は軽度の

物が多い。全・半壌している建物は全体の2割弱ぐらいなのだ

が、その内の4~5軒にはいまだに人が住んでいて大変危険も

感じた。 市で行う建物危険度調査が未実施の地区だったようで

要望の多くは「自分の家を調ぺてほしい」がどこでも聞かれた。

個人で業者も入れて住居の修理を始めている家も数軒見られたc

2月2日芦屋市大原町で前日と同様の活動を行った。ほとん

どの家屋に被害が見受けられる。住人も少数でほとんどが非難

所へ移ったようである。広報も新聞折り込みで配布されたとこ

ろもあり、わずか20部の配布に 2時間かかった。ここでは家

屋の危険調査は行われているが表通り中心で一本裏に入るとま

だのところ多く調ぺてもらうよう連絡先を案内。とりたてて欲

しい物品の要望はでなかったが水道の復l日を望む声がやはり多

かった。

自治体労働者の責務が問われる時

ー関市載労 菅原司

自分に何ができるのか不安であったが、救援隊に参加する。

J R神戸線の甲子園口駅あたりから家屋の倒壌、屋根瓦の損壌

が目につく。西へ行けば行くほど、こんなものではない。世紀

末のようだ。仕事は広報の配布と要望の聞き取り、住民の要望

は時間が経過するにつれ、変化していく。まずは「今生きるこ

と」から次第に「これからどう生活していくか」 「どう自立し

ていくか」に変わってきている。

これらに応えていけるのは、行政だけ。自治体労働者の責務

が問われている。 「住民の繁栄なくして自治体労働者の幸せは

ない」このことが今問われていると思う。

被災者の要望に対し素早い対応を

平泉町職労 鈴木雅芳

救援活動に参加し、被災地域に来てまず思ったのがテレピで

見た映像以上に凄いと言うことでした。倒壌した家屋、ガレキ

裏面に続く

△ 



の山「すごい！」というしかありませんでした。

活動内容は広報配布と聞き取り悶査だったが新しい情報は常

に必要だと思ったし、もし自分の町に震災が起きた場合、被災

者の要望に対し素早く対応しなければと思った。

自治体としてやるべきことは多い

盛岡市臓労 吉田春彦

災害情報 (B4両面刷り）の配布と住民の要望聴取が主な業

務であったが、 一番多く聞かれたことが 「水はいつlliるのか？」

であった。

次に多いのが地震後2週問後経過した時期であり今後のこと

を考えるようになった人が増えてきたせいか、壊れた建物・ヘ

いの処理についてであった。これらの人々はこれからいろいろ

と悩みごとが増えていくであろうし、ストレスはたまる一方で

ある。

自治体としてやらなければならないことは多くあるだろうが

心の病に対する対策等、目に見えてこない問題への取組みも忘

れないでほしい。

ポランティアでは限界が

岩手町職労 工藤晋

阪神大震災が発生してから約2週間後の現状にポランティア

の一貝として訪れたわけだか、悲しいことに自分の考えていた

以上に被害者の方々に何もしてやることができなかった。 戸別

に訪問して広報活動を行いながら「水道は」 「ガスは、下水は」

と聞かれても何も応えてやることはできず、ただがんばってく

ださいとしかいえませんでした。

今後の生活を支えていく上で必要なことはポランティアだけ

では解決できない部分であり、技術屋など専門職が必要になる

と思う。

2月3日の行動参加者の感想／意見

◎五十歳半ばの女性が涙を流して喜んでくれた。わたし自身感

動した。

◎自治体労働者として本当にいい勉強になる。単に活動は救援

というだけではない。

◎避難所で物資がだぶついている一方で車や崩れかけた家の中

で身を寄せ合っている家族に救援の手が届いていない。キメの

細かい活動が求められている。

◎倒墳家屋の撒去が急がれている。生活道躇がふさがれたりし

ている。

◎とりあえず情雑が不足している。いろいろな相談を受けるが

広毅さえ届いていれば電話で済む蘭単なことも多い。

◎家財道具を運び出して保管する場所がほしい

支援活動参加・奮闘組合

2月3日の支援活動に参加され、奮闘された組合は以下のと

おりです（受付登録分、順不同）

岩手自治労連／滋賀県本部／自治労連都腺労／新居浜市粒／

羽曳野市朦労／枚方市朦労／堺市難労／大阪府朦労／京都市檬

／京都府朦労／大江町朦／三和町檬／鎌倉市粒労などII 0名

（西宮市嘱託四理貝組合から次のようなお礼が寄せられました）

自治労連の仲間の皆様、力強い

屁りましとご支翠ありがとうござ

し、ます。

突然襲った「阪神大震災」で、私たち西宮市嘱託調理員組合

の紐合員の家屋が全壌になっ たところは 8軒と大変な被害に見

舞われました。

5千人という死亡者が出たにもかかわらず、組合員やその家

族に一人の死亡者もなく胸を撫で下ろしています。

給食業務再開のめどもたたず、私たち学校給食の嘱託調理員

は、自分自身の仕事のことで不安が一杯ですが、被災された方

々の救援が一番と考え、市嗽員と共にがんばっています。

遅くなりましたが、紙面をお借りしてお礼とさせていただき

ます。

1 9 9 5年 2月 3日

西宮嘱託調理員組合

委員長 鈴木峰子

「自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュースNo.l 6号」裏面

心



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労連兵庫県齋部地霞現地対策本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町町1-2 

本りイトピル296ヽg為9量h
N Q_  1 7 痘 電話； 0798-26-0211・(H)OJ0-620-3712

FAX : 0798-2か 0ヽ111 9 9 5年 2月4日

3 1 7 =8の蕊3衷呂B寧大這畠司

ーキメ細かい対応 ー調査は

琴たまたこ要！ 一

現地ベースキャンプとなっている対策本部芦屋分室は、 2月4

Bの早朝ガら全国ガらの救援活動参加者約31 7名が紐々と来室 I
し、分室内外は終巳熱気につつまれていました。

活動内容は、神戸市東灘区に市の公報を配付しながら、住民の

みなさんの要求や疑問・実慰等の調査とともに、全国から送られ

てきた救援物資を届ける活動を行いました。

その場で対応できない物資については、鎌倉市職労のバイク隊

が物烈の配送を行いました。

行った先々では、多くの住民から非常に喜ばれ「公報を初めて

見た。ずつと配つてほしい」「家歴の危険度鑑定を早急にしてい

ただきたい」さらに、 「簡易でもいいから仮設住宅に早く移，）た

い」など、行政に対する切実な要望が出されると同時に、まだま

だ、生理用品や紙あむつ、ガスポンベ・コンロ等の消耗品の不足

を訴える声が多く聞かれました。

とリわけ、避難所となっている住吉小学校では「これまで炊き

出しは一度もない」という実態が報告されました。

また、何組かのグループは、全体の行動と合わせ、住民tf弓1つ

越しのため傾いた家屋内から出した荷物の運搬手伝いや、倒壊し

た家屋のガレキ掃除の手伝い等でも奮闘しました。

この日は、いつも元気な自治労連本部の伊藤啓子副委員長、塚

田真知子中執を先頭に、女性陣も終日大童闘しました。

京都の日吉町閾からは、荀5時30分に女性11名が3時間か

けて芦屋に到蓄。疲れた顔も全くなく、東京・大阪からの多数の

女性とともに救援活動を行いました。

2月 5Biel、引き続き東灘区に公報を配付する予定です。また、

京建労tf2 0名で、住宅に閲する相談や診断などを行う予定です。

物資はある程度行き渡つているかのような報道がされています

が、本Bの報告内容をみると、まだまだ、キメ細かいところでの

深刻な状況は改善されてないのが実懲のようです。

救援活動参加ー童闘組含

2月48の救援活動に参加され、奮闘された組合は以下のとあ

1）です。 （受付登録分、順不同）

大阪自治労連／滋賀自治労連／自治労連干葉県本部／

東京自治労連／神奈川自治労連／岩手自治労連／京都自治労連

和歌山自治労連からの32単組です。

東京「四布市呻労共向する全」

ヵ<叔翠物歪全迄イ=.tする

東京 「関布市際労共同する会」は、阪神大震災の救援カンパ活

動に取紐んだところ、さっそく多数の組合員から医薬品、衣類等

の提供を受けました。

「共同する会」から、提供を受けた救援物資について、災害対

策本部宛に送付しましたとの連絡がありました。

住民の心を開く

遥貧戸斤う舌重力を B司女台！
一遥難所担当職皿も感激一

自治労連の救援活動は、これまでも行ってきた「広報」を届

け、被災状況を間く活動や炊き出しなどに加え、避難所の運営

を担当することになり 、2月 3日からは、芦屋市内の4つの避

難所の運営を担当しています。

「保健センター」の避難所を担当する新居浜市腺の2名の仲

間は「2人だけで担当するのかと心細かったが、保健センター

の機能も回復 しつつあり 、保健婦さんや市I哉員もいて心強いで

す。避難所の人達（約g0名）はある程度落ち着いていて、ト

イレ掃除やゴミだし、 水の当番や食事を配る当番が決まってい

て自主的に運営できているので、仕事としては救援物資や保健

センターの物資の搬入や棚が崩れた倉庫の整理などを積極的に

やっています。眠るのは事務室に寝袋で寝ていますが昨夜は 1

1時過には就寝できました。しかし避難所の食事は靭食がおに

ぎり 2個と缶詰、昼食もおにぎり 2個と炊き出しの豚汁、夕食

は前夜と同様の幕の内弁当で、被災者の皆さんは暖かいものを

ほしがっているようです。また、救援物資も、マスクが足りな

いと頼むと一度に 1万個もマスクがきたり、ウーロン茶だけが

大最にきたりと、もっとキメ細かい対応が必要です」と状況を

話しています。保健センターの若い事務戟の方は「檬貝の中に

も、ケガをした人や家を失った方も います。神戸に住んでいて

粒堪にくるのに4時間かかる人もいます。 12月に家を購入し

まだ 1日も住んで居ないのに壊れてしまい、ローンだけが残っ

た人もいるんです。それでも、みんな 24時間勤務で頑張って

います。全国からの応援で少しは仮眠できるようになってきて

おり、本当に助かっています」と自治労連の応援に感謝してい

ました。

芦屈市南西の「西蔵集会所」の避難所に人っている宇治iii椒

の2名は 「こ こは暖房があって避雌されている方も 50人弱、

みなさん近所の方なのでここにきていっそう団結も深まり掃除

とかも自主的にやっていて見ていても安心です。ただ、嘱託難

員の管理人さんが2人いらっしゃるのですが、お一人はご家族

の看護で休まれており、もうお一人は別な避難所に家族ごと避

難され、その避難所から出勤している状態で、市当局に増員を

お顛いしています。仕事としてはおにぎりなどの救援物資が古

くなってないかどうかをみるとか、そばの給水所から水くみを

したり、急病の方を病院へ連れていったりいろいろな相駿にの

たりです。事務室に寝袋で寝るので多少狭いですが、炊き出 し

があれば被災者の人とともにに喜んだりと、 一緒に生活してい

るという感じがでてきました。」と元気に話してくれました。

崖



祝励や感謝の竃話が入っています。

避難所ではその地域の自治会役員や民生委員が「まあ座って

ください」と歓迎、 「なんとしても住宅の確保を」 「地域のこ

どもはこの地域で卒業させてやりたい」とり）々と要望を語ると

「こんな時こそあんたらがんばってや」と期待を語りともに、

ました。

参加した組合員は「市民新聞への関心の高さがひしひしと感

じられた」 「実際に目でみると地震のすごさが身をもってかん

じられた」 「声をかけると必ず出てきて話になる。どんなに時

間がかかっても個別訪問での聞き取りが大り）だ」 「まさにこれ

が自治体労慟運動だ。川西市職の勇気ある活動には感激 lご苦

労さまです」と感想を寄せています。

2月12日の日曜日の午後には川西アステホールで、自治労

連弁護団の協力を得て、自治体ではこたえきれない「イ昔地借家

問題」 「雇用問題」 「金融問題」などでの市民相談窓口を、川

西市職と自治労連現地対策本部共催で実施します。

救援活動に参加された組合
2月 5日の避紺1i祈活動に参加されている単組は自治労辿都粒

労［J思支部 ・教育支部（海技大学避雖所 ・西蔵集会所迫薙i9i• 
女性センター避難所 ・川鉄休育館避難所）、新居i祠i(哉労（保
健センター避雑所）、吹山市労辿（梢道小学校避難所、以上芦

屋市）、埼玉県木部・埼玉県紐・所沢市顧 ・和光市琺 ・人間市

粒・上尾市檬 ・上福岡市粒（北夙）,,体育館避難所）、千葉県本

部 ・ハ日市場市牒 ．君津市戦・松戸保育所労組・船橋市駿労・

習志野市戟労 ・千葉県粒労・館山市腺・市原市琺（中央体育館

避雑所・浜脇小学校避難所 ・生瀬小学校避薙所）、堺市織労

（香炉園小学校避難所、以上西宮市）であり、広報活動などに

参加された単組は自1む労辿都粒労江束支部 ・経済支部、束水労、

鎌倉iii牒労、滋賀県戟、大沌市労辿、栗束町駿、安土町粒、京

邪府戟労、京都市戟労、日吉町戦、福知山市労述、向EJIn配労、

加茂町戟、茨木市、大束市戟労、泉佐野市戟労、大阪府I哉労、

大阪市労組、八尾市戟労、防府市戟労など25 5名です。

救援活動に参加した感想が寄せられました
《岩手自治労連～菊池光雄》

-1日目 (2月 1日）一

芦屋市から自転車で神戸市潰区中郷町に入る。自治労辿で増

刷りした市の広報を配布して歩きながら、被災者の方々から要

望を聞いて歩く。

まちの状況は、大方の古い民家はつぶれている。

ばかり）

この地域は、電車も不通となったままで復旧作業が遅れてい

るようだ。仕民がぼちぼちと後片付けをしているところがみら

れる程度で人影はまばら。ほとんどの方々は、迎雌所生活をし

ているようだ。

比較的被害の少ない家では、自宅で生活している人もいるが、

市からの広報などは、ま ったく屈いていないようで、話を皿＜

と、情報不足で不安な毎日を送っているようだ。

恨元から切断され30cmぐらいずれ補強されて立っている
電柱には、市の広報の 2号がつるされている。
もう既に、 4号がだされているというのに、この一角には、

これ一枚のみ。屈lけば、神戸市は、広報はたったの 1万枚しか
印刷していないとか。しかも、個別配布はやらないとのこと。

あらゆる方法をつかって、正確な情報を、早く被災者に届け

ることが、何よりも大切なのに。何をやっているのだ神戸市当

局は。

-2月2日と 3日午Jiり中一
芦屋市内を、広報を配りながら訪問活動。

こちらも神戸市同様、家屈の崩壊はいたるところでみられる。

神戸市と追って、市の広報は比較的ゆきわたっている。芦屋

市戟 ・芦屋市現業労組が、広報配布に全面的に協力していると

のこと。 （さすが自治労連の仲間！）

被災者の方々からは「倒壊家屋を早く撤去してほしい」 「水

を早く」など、生活のための要望は切実。しかし、何とか今の

状況をきりぬけ、未来をきりひらこうという気概が感じられ、

ホッとする。

被災地で奮闘されている自治休労働者のみなさん、本当に大

変でしょうが頑張ってください。

岩手自治労連の第2陣の救援隊 17名は、今日帰りますが、
引き続き救援カンパ活動など、できる限りの活動でみなさんの

奮闘に連帯していきたいと思っています。
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《ー関市悶労～阿部》

1月31日から 2月3日にわたり、ゲップが出るほど、倒壊
家屋や道路、鉄道の損害場所を見た。個人の目で見ると、被災

者の気の毒さがまざまざと感じられ、また、その中でも人々が

明る＜頑張っているのに、心を打たれた。

そして、市の土木粽員の目で見ると、倒壊 ・破壊のひとい構

造物の共通点が目についた。 例えば、民地の擁竪で言えば、

宅地の一辺のみに作られた擁壁、自然石をコンクリ ー トもしく

はモルタルでつないだ擁壁、構造の連う擁壁のジョイント部が、

一律やられていた。道路舗装で言えば、アスファルト打ち継目

付近にあるマンホールまわり、舗装構造の追うものどうしの交

差点ジョイント部、平担路と坂道の交差点ジョイント部。コン

クリ ー ト構造物で言えば、すぺてにおいて鉄筋とコンクリ ー ト

のかぶりが、 50 m/m以内のような所は、コンクリートのはく
離が目立つ。以上のようなことは神戸市独特のものではなく、

どこのまちにもみられる普通の構造であり、私が地元に戻って

被災地とダプらせてまちを見れば、危険個所がゴマンとあると

思われる。そう思うとゾッとする。
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全国各地からの激励
防府市戟労 1. 362, 
埼玉県戟 5 0. 
埼玉県本部 1. 000, 

（現地対策本部受付分）

0 0 0円
0 0 0円
000円

「自治労辿兵庫県南部地展対策本部ニュ ース」No.I 8裏面
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自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労運兵庫県繭部地霞現地対策本部

住所：兵庫県西宮市戸田町1-2 
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電話 ：030-620-37IZ • 030-620-6806 

1 9 9 5年 2月 5日 6ヽg為9直： 0798-26-0Z11 • fax: 0798-26-0411 

被災者の方から心温まる貯金

和 q カン，，ミカ<

5 [Jの括動は、芦屋市や西宮iiiの避薙所での活動や神戸ili束

渭区にIL報を配布する活動を中心に 25 5名（うち女性64人）

が参加しました。

束渭区ではみぞれ交じりの悪天候の中の行動となりましたが、

物資を戟せた自動車に人だかりができるほどili内に物資がなく、

町」の遅れを痛感させます。それでも、広報を配っていると、

家財を家から蓮び出している方が「義援金にしてください」と

貯金箱をカンパしてくださるなど、心温まる出来4“もありまし

た。

以 Fは本日の参加者の感想です。

マンションに取り残されたおばあちゃんにカップヌードルを

被害のひどかった東濶区御影地区に広報をもって一軒一軒入

りました。 JRの高架が落下しているかと思うと、無侶に見え

る家も残っていたりと格差がひどかったのですが、広報はどこ

の家でも本当に喜ばれました。物資も比較的行き渡っているよ

うでしたが、家が壊れ、一人マンションに取り残されたおばあ

ちゃんは、非常食さえ満足にない状態で、カップヌードルやガ

スポンベなど必要品を届けました。

御影教会には家屋が倒壊した人約50人が避難していました

が 市の登録避難所でなかったため、パンや水がやっと届けら

れるようにな ったばかりで、ゴミ袋、ガスポンペなど喜んでも

らえました。給水）liポリクンクがなかったので、今、仲Ill!たち

がポリクンクを背負って芦屋一御影間を自転車で2往復目をし

ています。

自転車で芦屋から行ける範囲は限られていますが、これから

も来れる限り来たいです。

直に感じたことを識場や地域のみんなに伝えたい

電車が大阪から兵庫に入ると突然風景が変わりテレピで見て

いる状況より自分の目で見て被害の大きさを改めて感じました。

町内を回ると、全頃した家屋の前にお花が供えてあったりして、

心がつまる思いでした。がれきを片付けている家の方に広報を

手渡すと心から感謝の気持ちが返って来ました。わたしたちは

その場でどうすることもできませんが自分が直に感じたことを

＇い場や地域のみんなに伝え、今後いっそう支援の輪を広げて行

こうと思います。

西宮市最大の避鵡所「中央体育館」からの報告

畏 四化す三遷 鵬所生 考／少ない

職 Jllllの 手足となって

-r・葉県本部の 17名は 2月4ロタ刻から西宮市の 3カ所の追
雑所に応援に入りましたが、うち 5名（船揖4、館山 1)は、

市内最大の避難所となっている市立中央休育館 (5B現在の避

薙者約 10 0 0名）に人りました。

村山総理以外、天皇やアメリカの緊急調査団などあらゆる著

名人の視察をうけ、マスコミの注目度も非常に高い避難所であ

ることから、館長さんはこうした応対にも相当手が取られてい

るようでした。

西宮市駿員の体制は、館長以下6名がローテーションを組み

ながら 24時間体制で避雄住民のあらゆる世話・相談活動を行っ

ています。

ボランティアは常時50名以上おり、人事（ポランティアの

受付、手配）、物納、配給、食事、衛生部にわかれ、手際よく

支援物資の受け入れから、出内放送、 コー ヒーサーピスまで行っ

ています。医療もNGOの本部があり、 一般診療から針灸、歯

科まで常設されています。加えてさまざまなポランティアグル

ープ、例えば理学僚法士から、 子どものレク活動などが、；；1っ

切りなしに訪れています。

私たちは単務室に入り、少ない栽員の手足となって電話での

様々な問い合わせや申し入れの受付避難者名簿の整理などに従

事し、いくらかお役に立てているのではないかと思っています。

しかしたとえば2月4日夕方に出勤 した館長さんは徹夜 （若干

の仮眠あり）のあと 5日の午後2時半まで勤務するという約2

0時間勤務で、このままでは粒員が側れてしまう状況であるこ

とは変わりありません。避難所内ではインフルエンザも広がっ

ており 、心配です。

このように苔くと当初からすれば何か避難されている方々に

は至れり尽くせりのように思われるかも知れませんが、昼間か

ら横になったお年寄り、障害者、炊き出しの暖かいものには長

い列を作らざるを得ないなど、通常からいえば2~3日が限度

という状況の中で約3週間になろうとしています。ようやく 5

H前から水道が通るようになったものの、避難所での生活が長

くなってきていること、今後の住まいの確保等、生活上の悩み

は深刻です。引き続き出来る限りの暖かい支援が必要です。同

峙に選難所での対応は、どんなに牒員やボランティアが頑張っ

ても限界があり、政府・自治体等の、できるだけ早い抜本的な

対策強化と即実行が望まれます。 （徳本悟）

京者E市暉曳労、序戸皿労o.:>2 1 名

J 11匹市暉 1 5 人が参加して

匹災対策呵奔［市底部由］

1 5 0 0 0 ＊文酉己キ甘

自治会長や民生委員が

「こんな 8寺二そヽ

あんたらに期待する」と

2月5日、川西市職では震災対策特集の市民新聞を発行。川

西市輯15名とともに、京都府戦労、京都市職労から21名の

支援のもとで、被災の大きかった地域を中心に15 0 0 0枚を

各戸や避難所で配布しました。

この市民新聞は、市の対策本部情報が雄策別にばらばらに地

域にはいるため、市民からみて大変わかりにくいという声にこ

たえて、大阪自治労連や閲西共同印刷所の支援もうけながら、

今回の震災からの復旧と生活再建へむけて、だれでもすぐに相

談窓口がどこか分かるものとして縞集されたものです。

配布した地域ではどこでも大歓迎。組合事務所にもただちに

裏面に続く

△ 



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労遍兵庫県繭綿地霞現地対箪本繹

住 所：兵庫県西言市戸田町1-2 

N O - 1 つ詈

*9イトとル2,h●ヽ直9直n
電話 ；030-1,20-3712• 030-1,20-6101, 

1 9 9 5年 2月6日 IiヽUH:0791-26-0211 • fax:0791-211-0411 

夜は夜警。昼はポランティア

ク＞手イ云ミ t、

岡山・笠岡市粒労は、約60 0人の避雖所となっている神戸

市の北野小学校で3人 1組の交代で主に夜誓の仕事をおこなう

ほか、昼間もポランティアの手伝いをするなどで、奮闘してい

ます。

笠岡市粒労は「物資は送った。でも、もっと自分に何かでき

ないか」と、中執や青年部の役員が神戸市を訪ね、中央区役所

の災害対策本部と協議の末、北野小学校での活動をおこなうこ

とになりました。 1回の派遺が2泊3日で、交代の日にちを組

ねながら、 「当面は 1カ月派遣したい」ととりくんでいます。

広報配布に、要望調李に

大活躍 市民から切実な声

2月 6日、現地対策本部芦屋分室には京都 ・大阪・滋賀・自

治労連都糠、東水労などから 87名が参加して、神戸市東漏区

の被災者への広戟配布（約1600)と、要望聞き取り訪問を行い

ました。特徴は以下のとおり。

＊住民の要望で、特に多いもの

ガスボンペ、ウェットティッシュ、下着類、ティッシュ、

某、 トイレットペーパー、など

＊市への要望

ライフラインの回復（特に水・ガス）

情報提供、ガレキの撤去、解休作業、ゴミ収集、

避難所しか物資が届かない、

住民状況の把握を、

＊高齢者、障害者

ヘルパー派遣を、一日一回は電話をください、

訪問してください、ねたきり老人に浴車を、

＊参加した仲間の感想

・自然発生的な自治活動が目についた。自治活動をパック

アップする対応が必要だ。

・自転車がたくさんほしい。

•長期避難所生活が限界にきている 。

・ポラ ンティアの統括・指示の人がいない。ロスが多い。

・広報は喜ばれたが、詳しいことはわからない。

・物資のプールアンパランスはどうにかならないか。

・家に住んでいる人は物資が足りているように感じた。

・家族を失った方が強く生きようとしている姿に感動。

・身内の少ない家庭への支援が必要だ。

・何よりも水道・ガス •お金が必要という方が多い。

・物資がなかなか届きにくい。各家庭を回れるように。

・自治会がしっかりしている所は物がゆきわたっている。

・物資搬送のトラックが足りない。

入間市繊維工業会からシーツ、

タオルケット、タオル類

約 1 0 0 万枚のさし入れ

人間市を通じ、入It町［繊維工業会から シーツ、タオルケット、

クオル類を約 10 0万枚程度送りたい、との申し入れが自治労

連の現地本部へありました。

関係当局と協峨し、西宮市、芦屋市へ送ってもらうことにし

ました。

阪神大震災救援活動に参加して
《山ロ・防府市識労～佐藤英樹、村田光秋、石黒昭文》

2月48、午後2時半、救援物資を満載したトラックで、一

踏、芦屋市役所をめざしました。途中までは順鵡に追んだもの

の、中国縦貫の宝塚あたりから地震の影響で大渋滞、伊丹、尼

崎と進み西宮に入る当たりから地震のJI¥跡がはっきりしてきま

した。芦屋にさしかかるとその惨状は目を覆うばかり。 芦屋市

役所の自治労連災害対策本部に着いたのは午後10時半でした。

本部ではまだたくさんの役員が残って任務に当たっており、

多くの救援物資には大変感謝されました。本部の話によればマ

スコミは神戸ばかりを報道するが芦屋では人口 8万のうち 2万

人が家を失っていること、我々の任務は避難所以外で半倒壌の

家で生活している人を戸別訪問して必要な物資を聞き、届ける

こと、またトラックで物資を運搬すること、などを聞く。

深夜0時 30分、廊下に寝袋で就寝。寒さで時折、目がぜい

たくはいえない。朝、防府市職労と都職労、京都府朦労、寝屋

川市紐労等のメンパー約60人は、神戸市被害紙瀾区へ出向き、

救援活動にあたることとなった。

太闇の光の下で見る、芦屋、神戸の実態は、テレピで見る数

倍。まともな建物はマンション程度で、木造家屋は例外なくつ

ぶれている。ちょっと裏道に入れば、 I0軒中 8軒は、壇減し

ている。救援活動では持参したカセットコンロ、ポンペは飛ぷ

ようにさばけ、午lli［中に底をついた。また、紙オムツ、下着も

きわめて好評。残念ながら絶対的な量が不足している。昼飯を

買いに開いているスーパーにいくが、食ぺられるものはほとん

どない。

救援物資の量が少なく、お断りしなければならない住民の方

もあるが、事情を了解していただき、改めてマナーの良さを感

じる。また、このような救援活動は、我々だけでは限度がある

ことを思い知らされ、政府の無策ぷりにまた腹をたてる。

しかし、降り続く「ミゾレ」の中、文句もいわず、黙々と救

援活動を続ける全国の自治労連の仲間をみると、これこそ自治

休労働者という思いを強くする。そして防府市職労としても第

2陣、第3陣を送らねばという決意を固めたところである。

6 Uもう一日、救援活動をつづけ、 6日深夜には帰防の予定

である。

△ 



《岩手・ー関市職労～飯村l!I弘》

今日の救援活動に参加し、公報の配布や被災された方々から

の要望の聞き取りなどを行ったが、市によって、また、地区に

よって格差のある、情報の伝達や物資の配給等を少しでも埋め

られたのではないかと思う。

ただ、本当の意味での救援活動とはいかず、不十分な内容だっ

た。我々の認識不足や情報不足が原因だったかもしれない。

今、被災された方々が、望んでいることは 「人間 らしい生活

を送ること」だと思う。だれでも高望みする人はおらず、ただ

「家族だけで食事がしたい』 『ふろに入りたい』など、最低限

の生活を望んでいる。また、自分の家も頃れ大変な状況にもか

かわらず、他人の家の事を気遣う人が数多く、まち全体で助け

合い、 闘っている姿がすこ‘く たくましく見えた。 今後は、生

活基盤復旧への支援等が求められているように思われる。でき

ることなら、また別なかたちで復興に参加したい。

《久慈市～五日市 清樹》

まさに阪神大震災！ 家屋は崩壊、火災の跡はガレキの山、

ピルは傾き道路にはき裂が入っている。芦屋市災害本部より、

自転車で国道2号線を走り、 渭区に入った。その沿道だけでも

延々と家屋の倒壊が続いている。今回私たちは、被災された方

々を 1戸 1戸訪問し、生の声を聞くことができた。行政に対す

る不満や今後の生活への不安等々 、それを聞きながすことなく、

関係団体・行政一体となって要望をかなえていくように努力し

なければならないと思う。

瞑ネ申ブこ完酷災で

関係機関へ申し入れ

大阪自治労連は 2月1日、大阪府市町村磁員組合へ、 2日に

は大阪府市町村戟員互助組合に対し、り災組合員とその扶養者

への救援の特例措置として災害貸付の無利子適用、掛け金の猶

予、 免除措置等 6項目及び、災害見舞金の引き上げなどを申 し

人れました。

また、京都自治労連は 2月3日、阪神大震災に対する府の対

応と各自治体に対する指導について地方諜へ申し入れを行いま

した。申し入れでは、行政としての派遺と同時に、労働組合や

ポランテ ィア等の連携 ・協力を一層拡大し、長期的・ 計画的な

支援体制の必要性を強謂。また、阪神大震災級の震災に対処で

きる防災対策を早急に確立すること。とりわけ、緊急に京祁府

下の消防力の点検を行い、最低、消防庁基準の消防力（設偏、

機器、人員）を直ちに達成すること。また、大都市火災に偏え

耐震貯水楕の建設を行うこと」を強く申し入れました。

救援活動に参加した組合
2月6日の避難所活動に参加されている単組

束京・自治労連都腺労目黒支部 ・教育庁支部（海技大学避難所

西蔵梨会所避蘊所・女性センクー避難所・ JII鉄体育館避難i祈

愛媛•新居浜市椒労（保健センクー避難所 ）

大阪・吹山市労連（精道小学校避難所、以上芦屋市）

埼玉県本部・埼玉県檬 ・所沢市闊・和光市顆・入間市輯・上尾

市粒・上福岡市檬（北夙川体育館避難所）

千葉県本部・八日市場市粒・君津市顆•松戸保育所労組・船橘

市粒労・習志野市檬労•干葉県粽労 ・ 館山市謙・市原市檬

（中央体育館避雌所 ・浜脇小学校避難所・ 生瀬小学校避難所：

大阪・堺市粒労（香炉園小学校避難所、以上西宮市）

岡山・笠岡市檬労（北野小学校・神戸市）

など、 62人でした。

広毅活動などに参加した単組

自治労連都戦労江東支部 ・経済支部・教育庁支部・足立支部・

豊島支部、東水労、鎌倉市謙労、 三浦市謡労、滋賀県粒、安土

町腺、京都府粽労、京都市粒労、枚方市粒労、守口市朦労、寝

屋川市粒労、大阪府粒労、大阪市労組など 12 4名です。

総勢、受付登録分（顛不動） 18 6人が支援行動に参加、活

躍されました。

全国各地からの激励（現地対策本部受付分）

干葉県本部 1、000、00 0 円

都檬労豊島支部 1 0 0、 00 0 円

阪神大震災救援派遣は、

事前に自治労連本部に

‘° 

lo..、

翠録してくだ｀さい（近裟這く）

全国から救援派遣をいただき、その活暉に現地も大変励まさ

れています。今後も有効な救援活動をすすめるために、救援に

入る人数 ・日程を事前に各地方組織が掌握し、自治労連本部に

登録してください。（ 近裟9さ降きaす。坦ゑしは硬地
本輝へ湮まをを）

△ 
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避難所での救援活動でも奮闘
7日、 1 8 3名がさまざまな活動でがんばる

地震発生から 3週間をすぎた7日、被災地では約30万人の

市民がいまだ避難所での生活を余儀なくされています。

自治労迎の仲lU]は、西宮・芦屋市内 12カ所の避雖所でが避

別された市民と寝食をともにしながら、救援活動にとりくみ、

またひきつづき、広報の配布などで奮闘しました。

【西宮】

早くから香炉頂l小学校でたきだしなどをおこないながら交代

の泊まり込みで援助活動をおこなっている、大阪 ・堺市粒労は

6 Elも同校に 2名が泊まり込みました。この避難所では、自立

して運営していくよう、時llllをかけて相談にのっています。 7

Uは追難所の人たちでじぶんたちで雑炊のたきだしをおこない

ました。

埼玉県木部から参）JIlした 16名は、 5日から西宮市内の北夙

川体育館と神原小学校の避難所で活動しています。北夙川体育

館では、所沢市粒労の仲rll]が冷え冷えとした館内で寒さに耐え

ながら物資の整理などを担当。 「食事はつめたいものばかり。

訊埋員さんもいっしょにきていたので、ラーメンをつくってあ

げたら、喜ばれた」。神原小学校では林書記長らが水はこびな

と、手伝いに奮闘しています。

干葉県本部から参加した l8名は、中央体育館と浜脇小学校

を分担。浜脇小学校では君津市腺労の奈良輪氏らが夜警をおこ

ないながら、眠る間もなく昼間も避難世帯数の把握などでも協

力しています。中央体育館では電話の応対や避難市民の再登録

手続きなどを手伝ういっぽう、 「お年寄りの話し相手にも」。

ここでは、水がつかえるようになったものの、食事はまだまだ

冷たいものが中心。館山市戟労の鈴木委員長らはこの日は、避

誰の人と同じバンが朝食。昼は、兵庫県の山東町の戟員が持参

したカップめんをみんなでわけあいながら、奮闘しました。

束京都駿労 ・足立支部は市内の北のはずれにある生瀬小学校

ヘ応援に人り、援助活動で奮闘しました。

【芦屋】

京都 ・大阪・滋賀 ・東京 ・愛媛・神奈川などから 77名が支

援に入り、午ni／中は救援物資をもって神戸市東潤区内へ。前日
の訪問調査で依頼のあった物資をとどけました。 「今後は行政

相談、避羅住民との連携など、線から面への支援活動が必要」

「避難所へ人れない（人っていない人）への住民の批判が多い」

などの感想が寄せられました。

午後からは、 29班にわかれ、 3000枚を町内自治会へ配

布。同時に、配布状況を含めた配布態勢を集約し、すぺての住

民に配布できる援助をおこないました。 「いま、被災者には、

物資だけでなく心の支えも必要だ」 「市の復旧活動に多くの市

民の協力が得られれば、もっと早くすすむと思うが、自治組織

の再活動をはやくすすめることが必要」などの感想が寄せられ

ました。

また、海技大学、女性センター、保健セ ンクー、西蔵集会所、

川鉄体育館、精道小学校でひきつづき援助活動をおこないまし

た。

阪神梅田駅前で「神戸市広穀」を配布 吹田市労連

吹山市労連は 7日午後5時から 7時30分まで、阪神梅山駅

前で6000枚の「神戸市広報」を配布しました。

「芦屋、西宮のはないの」 「こんなの見るの初めて」など、

反響がありました。

自治労連政令都市識部会

救援活動の強化を確認

自治労辿政令者11IliI哉部会は 2月 6Uに京都で緊急会議を1}り1位、

従来の支援に活動に加えて、支援活動のいっそうの強化を確認

しました。

支援活動は当面、 2月 8日～2月末日までとし、名古屋市戟

労、名古屋港識労、京都市粒労、大阪市労組ではただちに対応

し、北九州市腺労、広島市檬労、横浜市従でも具体化します。

救援活動に参加した組合
2月 7日の避薙所活動に参加されている単組

埼玉県本部・埼玉県戦・所沢市粒 ・和光市粒・入間市椒 ・上尾

市椒 ・上福岡市戟（北夙川体育館 ・神原小避難所）

千葉県本部 ・ 八日市場市粒 ・ 君津市戟 • 松戸保育所労組・船橘

市椒労・習志野市粒労•干葉県戟労・館山市租・市原市粒

（中央体育館避離所・浜脇小学校避難所）

東京・自治労連都戟労足立支部（生瀬小学校避難所）

大阪 ・堺市椒労（香炉園小学校避難所、以上西宮市）

岡山・笠岡市戟労（北野小学校・神戸市）

東京 ・自治労連都粒労目黒支部 ・教育庁支部（海技大学莉離所・

西蔵集会所避雌所・女性センクー避難所・川鉄休育館避離所）

愛媛•新居浜市粒労（保健センター避難所）

大阪・吹田市労連（精道小学校避離所、以上芦屈市）

その他救援活動に参加した単組

豊橘市粒労、自治労連都檬労、東水労、 鎌倉市識労、三浦市獄

労、滋賀県粽、安土町輯、京都府租労、京都市磁労、宇治市稿

労、大阪府檬労、羽曳野市檬、新居浜市闊、大阪市労組、吹IU

市労連、川崎民生支部。

1 8 3人（受付登録分）が支援行動に参加、奮闘 されました。

全国各地からの激励《現地対策本部受付分》

愛知・豊橘市繊労 3、636、10 9円（月ifi木Slli分）

5 0、00 0円

△ 



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労遍兵庫県冑繹地・現過対筆＊螂

住 所： 兵庫県西宮市戸田町1-2 
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今後の救援活動について

自治労迎兵庫附部地震現地対策木部は、地恨発生からすでに

4週間目にはいり、交通機関の一定佳度の回復など今Uの事情

を考慮 し、ま た、被災者が復輿へ立ち上がることのできるよう

な内容に重点をおく必要があるとして、自治労連としての今後

の被災者救援活動について検討 しました。

その内容として、現地対対策本部としては、以下の点に留意

した救援活動に直点をうつしました。

物資救援について

①救援物資については、 被災 した住民から関係組合貝に対

する激励を重視していく。

②関係組合員に対する激励用物資としては、食ぺ物では果

物、ガ替え用の被服、下着など日用品などが必要とされて

います。

③避難所での炊き出しは、ひきつづきおこなうこととし、

夕食と朝食を基木に（昼間は、あ まり住民がいない）して、

ボビュラーな内容（最近の例、おし るこ、煮込み うどん）

が喜ばれています。

④救援派遺は、特定期間に集中するのではなく、一定数の

継続的な派遺が必要です。 （辺難所活動など派遺グループ

の中断のない引き継ぎが求め られています）

バ トンタッ チ
各避難所での救援活動を継続させて

西宮、芦屋市の避雌所での泊まり込んでの自治労連の救援活

動が本格化し、いくつかの避難所では、次の支援の仲間と引き

継ぎをおこなうなど、息の長い救援活動に奮闘 しています。

また8日は、 20 9名が避難所をはじめ、 「災害危険チェッ

ク」など、多彩な救援活動で奮闘しました。

西宮市では、この日、 5日から支援にかけつけた自治労連埼

玉県本部の仲間 17名が引き上げるのと入れ代わりに、蕨市朦

の池上氏を団長と した第2次派遺者の 19名（女性6名）が到

沼。 「ようやく 、 うちと けて仕mができるかな、と状態になっ
た。 2~3日でななく、 1週間ぐらい来ないとだめだと思った」

と、第 1次派遣の林収本部書記長が体験談を紹介し、辛抱を強

切しました。一行は、土地勘をつけようと、救援活動をおこなっ

ている北夙JII休育館、神原小学校まで約 1時間、歩いて向かい

ました。

また、千葉県本部は第 1陣で救援活動に参加した 18名に代

わって、県本部の竹内書記次長を責任者とする 7名が避雌所で

の活動を引き継ぎました。一行は、 「実際にやりながら、体で

理解 しよう」と、状況殺告をうけるとさっそく避難所へ向かい

ました。

また、新居浜市織は芦屋市内保健センクー避難所で3名が泊

まり込んでの布闘。 2月いっばいまで同市尊が交代でこの沼顛

所での救援活動をつづける予定です。

自治労連郡腺労は目黒支部や豊島支部が海技大学（芦屋）、

西宮市民体育館などで、継続的な救援活動で奮闘しています。

芦湿市内で「危険度チェック」行動

芦屋市では、がれき、水道もれ、 下水破損をチェックして行

政に反映させようと、いっせいに市内を歩きました。

8日だけで 30個所のチェックを終え、動態図に書き込みま

した。

また、大阪府粒労は朝20 0食、夕 200食のたきだ しを行

いました。

西宮・ 23カ所の保育所訪問川崎民生支部

川崎市粒労民生支部の l1名は、西宮市内の 23カ所の保百

所を訪問し、漱励とガスコンロ 16台、ガスポンベ52 5本を

とどけました。事前に要望をきいた内容でおこな った ものです。

保育所はほとんどが避鰭所となっており、保育がはじま った

ものの、震災前の状懇にもどるには、しばらく 9寺1UIがかかりそ

うだとのことでした。

救援活動に参加した組合
2月 8日の避難所活動に参加されている単組

埼玉県本部・蕨市粗 ・浦和市輯・ ）1|口市粒・草加市檬・埼玉県

粒・所沢市験 ・和光市緻 ・入間市讚・上尾市檬・上福岡市

粒。戸田市檬 ・春 日部市載 （北夙川体育館・神原小避雌所）

干葉県本部・・八日市場市誼 ・ 君津市朦•松戸保育所労組 ・ 船

橘市粒労・習志野市輯労・千葉県靡労・館山市讚 ・市原市

粒（浜脇小学校迅鱗所）

東京 ・自治労連都磁労足立支部 ・豊島支部 （中央体育館避雌所・

生瀬小学校避難所）

,9岡 ・御殿場市尊 （鳴尾北小学校避難所）
愛知 • 豊揖市顧労（竹園集会所避雌所）

大阪 ・堺市尊労（香炉Lil小学校避鱗所、以上西宮市）

岡山 ・笠岡市椒労（北野小学校 ・神戸市）

東京 ・自治労連郡屈労目黒支部 （海技大学避顛所・西蔵集会所

避雌所・ 女性センクー避難所 ・川鉄体育館避鱗所）愛媛 ・

新居浜市朦労（保健センクー避難所）

大阪 ・吹田市労連 （精道小学校避難所、以上芦国市）

その他救援活動に参加した単組

豊檎市椒労、自治労連都糠労、東水労、鎌倉市輯労、 三浦市尊

労、滋賀県腺、安土町ほ、京都府臓労、京都市腺労、宇治市朦

労、大阪府朦労、羽曳野市瓢、新居浜市職、 大阪市労組、吹田

市労連、大津市労連、 栗東町尊、京郡自治労連、和歌山自治労

連、川崎民生支部。

2 0 9人 （受付登録分）が支援行動に参加、奮闘されました。

心



全国cz)たたがそ車治労遭C亡)
イ中m暑！cこ否芦さんへ、

連日・連夜の救援活動に対し、深く

感謝申し上げます

1月 17日未明の思いもよらなかった「兵庫県南部地震」によって阪神問の各都

市、淡路墨は壊滅的な打撃を受けました。

すでにマスコミ報道でもご存じのように7日現在で5.2 5 8人の尊い命が奪わ

れ、 30万人近くの被災者が寒空のなか、暖房もない学校やマイカーで余震の恐怖

と将来の不安lこストレスをつのらせ苦しんでいます。

兵庫自治労連や加盟単組は、ただがこ救援活動に不眠不休で連日奮闘しています。

この問、全国各地の自治労連組合から多くのポランテイア派遺いただき、救援物

資の搬送や被災者への聞き込み行動、避難所の鼈備などに汗を流されています。

また、全国からの心温まる激励や義援金、救援物資が連日届いています。必ずや

全組合員にその友情を伝えます。

残念なことに8名の組合貝を失うとともに多く犠牲がでることとなリ断賜の思い

ですが悲しみを乗り越え、全国ガらの励ましに応え引き続き住民救援や復18活動へ

自治体労働者としての使命を果たすべく邁進する所存です。

全国の仲問のみなさん、本部・プロック役職員のみなさん、自治労連共済のみな

さん！

本当lこ、本当にありがとうございます。

兵庫自治労連は本日、やっとのことで機能回復1ここぎつけることができましだ。

加盟全単組もがんばつてあリます。

兵庫自治労連は、この局面にあいても95国民春闘や一斉地方選挙勝利1こむ1プカ

いつばい奮闘することをあ誓い申し上げます。

あ礼と近情報告が大変遅れましたこと一軍にあ詫びし、兵庫自治労連としての一

報とします。

本当にあリがとうございます。心底む）感謝申し上げます。

<< 2 tS]ぅ5面＞〉

五

1 9 9 5年 2月 7日

兵庫自治労連

執行委員長畦布和隕

加盟単組

名執行委貝長

全組合貝



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
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住所：兵●●西富市戸田町1-2 

N o。之 2 号
*9イトel'i.21Aヽ9為9ヽ内

電話 ：030-620-3712• 030-620-6806 

1 9 9 5年2月9日 （＊） a、g白9ヽ： 0798-2&-021I• fax:0798-26-0411 

械災熾の危険度チェック活動を屠罵

9日は、被災地の15カ所の避難所で80名が救援活動に奮

闘しているのをは じめ、芦屋市、神戸市内ではガレキ、水道も

れなどの危険度チェックをおこなうなど、 19 2名が疲れもみ

せず、奮闘 しました。危険度チェ ックをおこなった地域につい

ては、支援にきている鎌倉市檬労の技師の協力も得て、住宅地

図に危険個所の内容を記入し、 25 0 0分の 1の地図7枚にま

で達しています。

また、自治労連震災現地本部は、救援活動では地震発生から

4週間目にはい ってからの現状をふまえ、行政レペルで対応で

きなかった時点での物質搬送などの緊急対応から、自立 した生

活を回復するような救援活動に重点をうつしています。こうし

た点から、西宮市では、まずすべての避難所で、避薙した人々

がみずから炊き出しをできるよう、必要な設備をおくようにし

ています。

自治労遵現地対筆本郷の電話番号を套更
新番号 0798-36-2186 

自治労蓮 ・兵庫県南部地震現地対策本部は新しい霞話を設償

し、 12日の日 曜日から稼働させます。したかって現在使用中

の兵庫自治労連番号の079826 0211は 11日までとします。携

荀電話については、ひきつづき使用できます。

ファクスは従来とおりです。

ある。隣家も共伺れになるところを特に急ぐぺき。

《愛媛•新居浜市職～藤井、寺尾》

ウォッチ ングで調査した各自治会役員への地震災害情報の配

布及び掲示板への椙示。

実際に接した住民の人にも突顔が見られ、だいぷ落ち着きを

とりもどしたようだ。

《都臓労・自黒支部～高村重明》

直接足で歩いて被害の大きさに驚いた。同じ地域でありなか

ら、古い建物と新しい建物との被害の違いや建設費の差による

ちがいがはっきりしていた。 もっと古い建物の改菩を進めるペ

きではなかったかと思う。

自治体労働者として日ごろ、業務に関連した支援ができると

応援しやすいし、人にもたのみやすい。現在、年金檬貝が年金

業務を手伝っているように、保母が、保育園にはいるとかして

芦屋市の粽員が市駿員でなければできない、連絡、調整などに

あたったらどうか。

《京都・京都市職民生支部～拝野貢弘》

ニュースでみるのと実際にみるのとでは、大坦いだろうと思っ

てはいたが、まさにその通り、いや予想以上でした。お年寄り

がガレキを取り除いてほしい等、要望されることが多く 、つら

かった。

お年寄りが非常に危険な状態の家に住んでいる（避難場所か

ら戻って来た？）のを多く見受けた。また一人暮らしの方や外

国人の方への栢神面でのケアの必要性も痛感した。

救援活動に参加した組合
2月98の避難所活動に参加されている単組

阪神大震災救援活動に参加して I 
埼玉県蕨市朦・浦和市椒・川口市朦 ・草加市朦・埼玉県朦 ・所

沢市織 ・和光市檬・入間市粗 ・上尾市糊・上福岡市檬。戸
《京都・京都市職民生支部～大町有里》

1 田市朦 ・春日部市朦（北夙／1|体育館・神原小避難所）
4日間参加させてもらい、日増しに雰囲気が落ち沿いてきて ， 

千葉県本部 ・八日市場市粽 ・君津市朦・習志野市尊労 ・千葉県
いるのを感じました。被災された方々から反対に励ましてもらっ

稼労 （浜脇小学校避誰所）
て・・'o

束京・自治労連都粽労足立支部・豊島支部（中央体育館避雌所・
束讃にく らぺると、 芦屋はとてもゆ っくり と時間がながれて

生瀬小学校避難所）
るような気がします。 （私がいろんな場面をみられていないせ

静岡・御殿場市粒（嗚尾北小学校避蘊所）
いもありますが）

愛知・豊橋市檬労•浜松市糊（竹園集会所避薙所）
3週間目にようやく参加することができましたか、も っと早

大阪・堺市粗労 （香炉園小学校避難所、以上西宮市）
く来られたらよかったのに…と思ってます。

岡山 ・笠岡市粒労（北野小学校・神戸市）
住民の方々が自らの力でたち直れるために、私達ができるこ

東京・自治労連都糊労目黒支部（海技大学避難所・西蔵集会所
とは、住民の方々への不安をとりぞくための情報の提供と、住

避難所・女性センター避薙所 ・川鉄体育館避難所）愛媛・
民の皆さんとい っしょに声をあげていくことだと思います。粽

新居浜市腺労〈保健センター避難所）
場にかえ って何かでき ることをしていきたいと思います。

大阪・吹田市労連（精道小学校避難所、以上芦屋市）
ガレキやゴ ミがなくなるだけで街の雰囲気がとってもかわっ

その他救援活動に参加した単組
ていくような気がします。一日もはやく、撤去をお願いします。

豊横市尊労、自治労連都粽労、鎌倉市朦労、奈良水労、 三浦市
《大阪 ・大阪府職労地方支部～袋井譴成》

粒労、滋賀県粽、京都市朦労、大阪府糠労、新居浜市職、大阪
支援孝道ウォッチ ング （危険個所の確認）

市労組、吹田市労連、栗束町朦、京都自治労連、和歌山自治労
実際に倒れたり、こわれたりしている家を見て、その下に自

分かいたら、家族がいたらと思うと生きた心地がしない。
連、川崎民生支部。

1 9 2人 （受付登録分）が支援行動に参加、 奮闘されました。
こわれかけや倒れかけの家などの取り除き作業を急ぐ必要が

△ 



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
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自治労遍兵庫皐膏繹蠅●職鎚蛉攣本鐸

住 所 ：呉皐皐西富市戸1B町1-2 

拿'1ィトじん2＇‘.・亀'‘n
電話 ：030-620-3712• 030-620-6ヽ06

UHII: 0791-26-0211 • fax:0791-26-0▲II 

保育の仲間 1日顧け回る
1 0日は東京より板橘の保育所の仲間が乗用車でかけつけ、

同じ保育の仲間を 1日訪問しま した。 先に行動した川崎民生支

部の教訓を生かし、現場の要求に即した物安と聞 き取り訊査に

積極的に奮闘 されました。

以下は参加された方の感想です。

自分も保母としてここに来るまで一番気になっていたのはや

はり子供たちが被害を受け、その後どうなってるかということ

でした。時々雪のちらつくなか市内 5カ所の保育園をまわり、

被害の様をまの当たりにしながら、雲い気持ちで入園すると、

そこにあったのは元気に走り回る子供たちと、自らの被害を顧

みず精一ばい子供をみまもる識員の姿でした。

持参した物資を手渡 しながら実際に話を聞 くと、 疎開や避難

所生活のため登111できなくなっている子ども、すでに退所を余

儀なくされた子どもの話がされ、同じ保母として最もつらい事

実がそこにあることを知りました。印象的だったのは、どの保

母も「今一番 うれしいのは、来週からは暖かい食べ物が配給さ

れる ことになったんです。これまでの冷たい物からや っと子供

たちに暖かい物をたぺさせられます」と話していたことです。

今もっとも欲しいものはと聞く と、下着をは じめとした日 用品

はそろって来ている。しかし、水が通じていないため、食器は

今でも使い捨てのものを使 っており、それがいつでも不足して

いる。と話していました。

いま、匹宮市粽労の保母の仲問たちは、これ以上子供たちに

苦しい思いをさせないためにも保育室に電気の暖房を入れたい

と市当局に要求術を提出するなどして奮闘 しています。

阪神大震災救援活動に参加して

（（京都・京都府閾労～鱈波 浩》

東潤地区の捐墳状況の項査に入りました。道路をふさいで倒

壊 している達物を実際 に自分の目で見、地震の怖さを思い知る

と同時に、その対策や心構えが行政に身をお くものとして本当

に大事なのだと痛感しました。また、特にこの様な災害時に避

雌場所となる公共の娃物はとくに安全性を重視しなければなら

ないと思しヽ ました。

《京都・京都市職労～守友 富士子》

広戟紙の配布中、他のポランティアから声をかけられ、連帯

意識を感 じました。今、行動から帰って来て感 じているのは、

選雌所ではなく、壊れた家屋の敷地内にいる人たちに情報を届

ける手立てが早急に必要ではないかということです。広報紙を

配 っている私たちをみつけ、走り寄 ってこられる方が何人もい

ました。この様な店ほど正確な情報を伝える ことが本当に大事

なのだと思いました。

自治労遷現地対筆本椰の電話●号を賽夏
新番号 0798-36-2186 

自治労連 ・兵庫県南部地震現地対賣本部は新しい電話を校置

し、 l2 8の日曙8から稼慟させます．したがって現在使用中

の兵庫自治労連書号の079826 0211は11 Bまでとします．携

寄霊話については｀ひきつづき使用できます．

ファクスは従来どおりです。
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自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労逗兵庫県繭部地震現地対箪本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o一之 4 号
古？イトじル2,Ii、g為9aii

電話 ：OJ0-620-3712• OJ0-620-6806 
1 9 9 5年2月11日 （土） : 0798-36-2186 • fax:0798-26-0411 

被災者の生活再建状況をふまえた救援活動へ、

被災自治体の仲間たちへの激励を重視

2月11日（土） の救援活動は、追蘊所での炊き出し守の被

災住民の生活援助、 ili広紺の配付、危険個所の潤査、自出の被

災にもかかわらず必死に復卯活動につとめる自治休労仇者の仲

阻lたちへの激励行動など、全国から約50 0名の仲IU]が参／JIIし

て、行われました。

各参加者からは、被災住民が悲依な瓜苦しい状況から 「生活

再建の意欲がではじめている」などの感想が寄せられました。

（詳しくは別記）

こうしたもと で、現地対策木部は今後の辺難所での救援活動

については、被災者の生活再建状況をふまえて、大規桟な活動

からある程度の人数で被災者にたいする目くばり ・気くばりが

できる活動を進めるとともに、舷しい環境のなかで仕事をして

いる 自治体の仲IUlへの激励活動を重視することにしました。

全国より499人の仲間が1日奮闘

災害から 4度目の土曜日、全国から約50 0人の仲間が

救援、炊き出 し、被害チェ ックにそれぞれ奮闘しま した。

（愛知 ・瀬戸市粒労～加藤泉子）

避難所の自治労連リーダーに状況を閲き、お手伝いに入りま

した。行動しながら一番感じたことは、長く避鱗生活をしてい

る人たちが、今後、徐々に自立していけるような支援の方法が

必要ではないかということです。これからは、行政を始めとし

たt青親をもれなく伝えて行くことが大事だと思います。

（神奈川・横浜市従～小島康幸）

危険箇所翡査活動をし ました。対話した木造アパートの家主

の方は、立入禁止となっている家の立て直しの相談に、はやく

役所はのってほしいといっていました。市の住宅局の連絡先を

教え、具体的に相絞するよう話をしましたが、切実さがひしひ

しと伝わって来ま した。

（大阪・東大阪市粒労～太田）

安全チェックをしながら支援物資の手渡 しをした。

物資は足りていると聞いていたが、歩いてみると個々の方に

は行き渡 ってないようであった。実際に細かく歩いて見なけれ

ば本当の要求は分からないと思いました。

（愛知・退南市粒労～永谷〉

予想はしていたが、短期のポランティア活動には無理があっ

た。長期の活動が必要なこと をね場でうったえ、組織的な派這

がされるよう頑張りたい。

l 

避難所活動で思うこと

避難所では私たちの仲間が泊まり込みで頑張っています。

ここに仲間たちの思いやその奮戟記の一端をお知らせします。

《北夙川体育館・ 神原小学校避巽所～埼玉県本部》

埼玉県本部救援第2次隊一行 19人は 2月8日、北夙川体育

館、神原小学校避難所に4日間の日程で入りました。初日、 ニ

日目と清掃、給水作業などの手伝いをするうち、徐々に避蘊所

の人たちとの交流が始まり、お互い話をするよ うになりました。

話をするなかで皆、色々な苦しみをかかえていることに鷲かさ

れました、なかでも食事に対する思いは切実でした。たしかに

短期間しかいない私たちでさえ連8のバン、冷えたおにぎりの

配給には参っていたのだから。なにか暖かい物をと思い、おに

ぎりをつぷし、即席のかまどで「おじゃ」をつくりました。私

たちの姿をみて近所の人も手伝いにきてくれました。いつのま

にか大きな輪になっているかまどをみつめながら、 「行政はこ

んな時こそ市民を守らなければならないのに」と考えてしまい

ました。自分たちも行政に生き る者として、この先なにを輪に

慟いていくのか、労働組合の役員としてどんな活動をすすめな

くてはならないのか、とても教えられた4日間でした。

救援活動に参加した組合

2月11日の避難所活動に参加されている組織
自治労連秋田県本部
雄物川町載 （今津小学校）

自治労連都罠労

足立支部 •豊島支部・板揖支部 ・ 品川支部・目黒支部
墨田支部

（中央体育館 • 生瀬小学校・鳴尾北小学校・香炉園小学校
海技大学・女性センクー）

自治労連埼玉県本部

蕨市農・浦和市農 ・川口市怠・草加市尊・ 埼玉県尊・ 所沢
市粒・和光市屈・入間市尊 ・上尾市m• 上福岡市尊 ・ 戸 (Il
市粒・春日部市粒（北夙川体育館 ・神原小学校）

神奈川自治労連

神奈川県m労 ・県本部（今津小学校）
自治労連干葉県本部

八日市場市屈・ 君津市尊・習志野市磁労• 干葉県租労
（浜脇小学校）

静岡自治労連
浜松市悶・御殿場市粒

（鳴尾北小学校 ・竹園集会場・ 西蔵集会場・川鉄体育館）
大阪自治労連
堺市粒労・吹田市労連（高炉園小学校・精道小学校）

自治労連愛鰻県本部
新居浜市識労（保健セ ンクー）

その他救援活動に参加した単組
東京自治労連 • 国立市謙、横浜市従、鎌倉市磁労、三浦市尊労、
愛知県本部、瀬戸市鵬労、岩倉市朦労、碧南市讚労、京都自治
労連、京都府瓢労、京祁市尊労、向日市識労、城陽市靡労、大
山崎町哀労、大阪府撃労、寝屋川市哀労、東大阪市閾労、枚方
市m労、高槻市労組、泉佐野市尊労、大東市讚労、高島町尊、
笠岡市哀労、自治労連本部、その他

4 9 9人（受付昼録分）が支援行動に参加、奮闘されました。

五
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自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労遁兵庫県齋郎地霞現地対攣本部 一

住 所： 兵庫県西宮市戸田町1-Z 

N o．之 5 号
古7イトU3114iヽg為'‘h

電 話 ：030-620-3712• 030-620-1,801, 

1 9 9 5年2月1Z日 (13) : 0791-36-2111, • fax:0798-26-0411 

2月 12日（日）は、当局への要＂書 提出、義援金交付事務

援助、避難所支援、炊き出し、液害チェックなど、 全国か

ら約47 0名の仲間が参加し、 終日行動を展開しま した

被災住民の要求を集め当局に要請

自治労連現地対策本部・兵庫自治労述

自治労連現地対策本部と兵庫自治労連は、この間の救援活動

避難所の給水所に来る住民も多く、朝から息つく 間もないスク

ートとなりました。昼には市粒労主催の、もちつき大会を行い、

安倍川もちを 20 0 0個つくり避雌所のみなさんに配りました。

今、この小学校のグラウンドでは仮設住宅の工事が進んでいま

す。大変な体育館生活から一刻も早く仮設住宅に移ってもらい

たいと思う反面、子どもの場所が狭められて行くのは複雑な思

いになるそうです。

と地域実態講査活動において被災住民から寄せられた行政当局 〈京都自治労連・大山崎町粒）
京都・大山崎町磁は2月11日、 140人ほどの紐合員の中

への意見・要望をまとめてきましたが、本B2月12日、神戸

市滋区当局に対し①生活基盤の整備、②救援態勢の充実、③災
から23名が参加し、家でお餅をついたり小豆を炊いたりして

害の復旧、④市業務の回復、⑤義援金の支給に関し、 18項目
材料を持ち寄って、西宮市の春風公民館で温かく甘いゼンザイ

にわたる緊急要請を行いました。
の炊き出しを行いました。

この要請に対し、直接対応した潤区災害対策本部の三袷本部 参加した人はそれぞれの載種の特性を生かし、事務職は段取

長（区長）は、「もっともな要請事項であり、できるところから りを中心に、味付けは閾理員、保母は子供たちに笑顔をと紙芝

措置して行きたい。ただ、区役所の現状ではすぺて直ちに措置 居などで楽しく一緒に遊ぶなどなど、自治体労働組合らしい炊

する能力を超えている点を理紹してほしい」と返答しましたn き出しに風景に、被災者の方々に本当に喜ばれました。

なお、この要請には、大阪市労組と京都市粒労も、政令都市

粒部会の代表として参加、今後引き続き神戸市の他の区当局に 〈自治労連愛知県本部・碧南市粒）

対しても同様の要請を行うことにしています。 1 前 B2 2人の大部隊で西宮入りした碧南市椒は、今日も炊き
出し、被害講査など、積極的に活動しました。メンパーのなか

には、前日、実際に惨状や避雌生活にふれ、予定をかえて今日

西宮市の義援金交付に 20 0名が援助 Iも行動に参加された方もいました。
滋賀自治労連 ・京都自治労連

西宮市では兵庫県下の他の自治体に先立って、兵庫県災害援

護金及び日本赤十社などの義援金第一次分交付を2月12日か

ら16日までの5日間で実施します。自治体労慟者と＇うしの助

け合いへ自治体労働者の能力の発揮どきと、京都自治労迎、滋

賀自治労連の仲間が連日の会場整備など援助に人ります。

初日となった12日は混乱が心配されましたが、京都府唸労

の16 4名を筆頭とする200名の手際よい援助と、 r一日で
も早く義援金を交付してあげたい」との磁員の熱意もあって、

予想された程にはトラブルなく比較的スムーズに業務が終了し

ました。

要領の飲み込みの早さや手慣れた処理に、 「さすが自治体労

働者は違う」と他のポランティア団体から感心されるだけでな

く、西宮市職員、西宮市当局からも感謝されています。

残る4日間も毎日約80名の仲間が、援助に入り奮闘する予

定です。

京都・精華町臓から参加した組合員は、 r顛調にいった。自
分の（やっている）仕事（と一緒）だからよかった」と、自治

体労働者の役割の大切さが伝わる感想を寄せています。

ガンパル自治労連の仲間たち

日曜日の今日、 奮闘する仲閏たちの一日をレポートします

〈大阪自治労連・堺市粒労｝

堺市は労の仲間たちは災害後、連8、香櫨園小学校避難所で

援助活動を続けています。今日は、日曜日ということもあり、

全国の自治労連の仲間に感謝

1 2日、西宮市檬労執行委員馬谷友美さんから対策本部に

手紙が届きました。ご紹介します。
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救援活動に参加した組合

2月 128の選饂所活動に参加されている組織

自治労連秋田県本部

雄物川町職（今津小学校）

自治労連都職労

本庁支部・足立支部•豊島支部・板横支部・品川支部・目

黒支部・墨田支部

（中央体育館•生瀬小学校・鳴尾北小学校・香炉園小学校

澤技大学・女性センクー）

自治労連埼玉県本部

草加市職・所沢市職・入間市職・上尾市識・戸田市朦

（北夙川体育館・神原小学校）

神奈川自治労連

神奈川県鵬労•県本部（北夙川小学校）

自治労連千葉県本部

八日市場市職・君津市職・習志野市職労・千葉県職労

八千代市職•松戸保育所労組・県本部（浜脇小学校）

静岡自治労連

浜松市職（竹園集会場・西蔵集会場・川鉄体育館）

自治労連愛知累本部

瀬戸市職労 （鳴尾北小学校）

大阪自治労連

堺市職労・吹田市労連（香炉園小学校・精道小学校）

自治労連愛媛県本部

新居浜市鵬労（保険センター）

その他救援活動に参加した単組

国立市朦、横浜市従、鎌倉市職労、碧南市朦労、京都自治労連、

京都府職労、 京郡市朦労、長岡京市験労、向B市謙労、長岡学

童労組、大阪府職労、寝屋川市職労、八尾市朦労、滋賀県職、

大津市労連、 豊螂町職、日野町朦、自治労連本部、その他

4 6 6人（受付登録分）が支援行動に参加、奮闘されました。

自治労連

芦屋市救援部隊
200単組1568名 (2月7日現在）

1月23日以降、震災における芦屋の異常事態を支援すべく自治労

連・全国の仲間がこの累肝で200単組、 1568名の大部隊で投入

されました。

初期の段階では、全市を校区毎に区切る形でのフィールド調査を手

始めに、在宅と避難所とのギャップできる限りなくしていくことを念

頭にした、物資供給、要望の聞き取り行動を行い、これらを整理し、

現在、市に対する要望書と してとりまとめを終えています。

また、直接市民と対話する中でその場で解決すぺきことは解決する

（屋根のシート張り、 トイレの掃除等、独居老人などには酷な作業）、

行動などには多くのお礼が寄せられました。

また避難所以外では、入手困難であった情報に対応し、市の広報の

配布体制などは、泊まり込み部隊を中心に、地域の自治会役員との協

カのもと日に日に立て直しがはかれてきています。

また、復興活動に欠くぺからず、葵件としての、市職員の本莱復帰

を側面から援助する方法として、避雄所の運営を自治労連派遣部隊で

も受け取り、ほぽその目的を果たしつつあります。

このように全国の仲間の力強い応援を得ながら、我々は、芦屋の復

輿に向け、全力を挙げなければなりません。

（芦屋市職現業共斗ニ)..-7、NC互応．i3l)‘う）

△ 



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労遍兵庫県繭綿地霞現地対筆本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o. Z26痘
本7イトじル398ヽ＊為9ヽn

電話 ：030-1120-3712• 030-flZ0-118011 

1 9 9 5年2月 13日（月） : 0798-3&-21Sfl • fax:0798-211-0411 

義援金交付事務をはじめ、
避難所支援など今日も大奮闘

昨 Bに引き説き、西宮市の義援金交付事務や広＇ llの配布など、

払たちの仲間は大奮闘しました。また、このIIり、 i日まり込みの

活動をつづけて来た避鯖所支援の仲nl1から致多く感想が寄せら
れました。特集して掲載します。

《生瀬小学校避難所）

西宮に到着、アーケー ドを抜けたらアッと息を飲んだ。娃物

の一階が消えている。あの下に人はいたのだろうか。 「へ」の

字に折れた家もある。ある新聞記者の言葉を思い出す。 「今ま

での震災の取材は被害の場所を探すのに苦労した、今回は無傷

の家を探すのが困難だ」、実感として迫って来る。

私たちは生瀕小学校避鑓所に入る。受付、連絡、救援物資の

it分けなど、 24時問体制でんだ。付近の被災状況は一瞬のう

ちに崩頃したという墳れかた。直下型の地震であったことがわ

かる。 「この家の下で二人の子どもが亡くなった」被災者の言

葉が空しくとおる。まだ屋根のない新築中の家が傾いている。

この家は完成をみないで取り壌されるのだろう。ローンの返済

は ・・ 。生瀬小に避雌されているのは20名程、しかし雨が降

ればこの地区はがけ崩れの避雌勧告が出る。そうすればここに

は10 0人以上の人が人る。天気予殺が気になる毎日だ。

《北夙川体育＂避難所》

この避難所は今、ちょうど過J叉期はにさしかかっている所だ

と思います。単になんでも手伝えば良いという時期は過ぎ、メ

ンクルなケアを心掛ける段階になっているのではないでしょう

か。現に被災者の方のなかには立ち直りをみせている人もいれ

ば、いまだに重い心を引きずっている方もいます、この個々の

違いにたいし、支援者、ポラ ンティアがしっかり対応すること

が必要となっています。対策本部（自治労連）が基本とした

「被災者の立場にたったうえで自立を促す支援」の正しさと雉

しさを本当に感じました。

《海技大学避難所》

若いポランティアの人にあふれ、活気ある避悶所であった。

しかし、被災者との対応がポランティアリーダーまかせになっ

ているのが気になった。行政当局の対応が避蘊所に対して責任

を負ったものになっていない。ポランティア頼りであり、その

活動の上に運営が成り立っている。同様に、今回、私がここに

人ったのも組合の要蜻であり、公的派遣ではなかった。公的派

遺でこそ本当に責任ある休制が出来るはずである。この経験、

思いを今後、諜場で反映していきたいと思う。

《女性センター遷難所》

女性センクー紅離所に人り。食事の手伝い、 in掃、 /1;柑の配
布・説明など一日中走りまわる毎日でした。当初、なかなか接

点がつく れなかった現地(i9されている方）の方とも、徐々に話がはじ

まり、いろいろなことを知りました。地震の恐ろしさや、災害

直後の模様、その後の追蘊生活のことなど。自分が支援活動で

このセンクーに入っていることもあり、選難所の話はとても勉

強になりました。当初の物資も情報も何もない時にくらぺ、今

は随分よくなったとのこと。しかし、追難生活が長期化するな

かで新たな問題も起こっているようです、物理的な改善がはか

られる一方、精神的な疲労は皆さんピーークに達しており、当初

はなかった様々なあつれきが発生しているようでした。今後、

飲要な課題になるとおもいます。

ー 水が、水が出た
自治労連現地対策本部事務所に一月ぶりに水が戻って来

ました。 「これで トイレが使える」 「顔が洗える」 「ナベ

も洗える」蛇I」から出る水をみつめ一同大喜び。これまで

毎日水を提供してくれた西宮市磁労、阪神水労の皆さん本

当にありがとうございました。

救援活動に参加した組合

2月 13.1:1の避離所活動に参加されている組織

自治労連秋田県本部

雄物川町は（神原小学校）

自治労連郡m労
本庁支部・足立支部・豊島支部・板檎支部・品川支部

日昂支部 ・昴lU支部

（ 中央休 f.f館・生瀬小学校• 99尾北小学校 ・香炉園小学校
海技大学・女性センク＿ •川鉄体育館）

l.1治労迎埼玉県本部

草加市輯・所沢IIi粒・人間ir,磁・ 上尾市粒・戸田市農

Utlダ＼川休(f館 ・神／J；i小学校）

神係川自治労連

神奈川県檬労 ・県本部（北夙川小学校）

自治労辿 r・葉県本部
君津市牒 ・ 八千代ili粒•松戸保育所労糾 ・ 県本部

（浜脇小学校）

＂岡自治労連

浜松市は （竹111集会場・酉蔵集会場・ ／11鉄体育館）

自治労連愛知県本部

瀬戸市横労（鳴尾北小学校）

大阪自治労連

堺市粒労・吹山市労連（香炉園小学校・精道小学校）

自治労連愛媛県本部

新居浜市檬労（保険センクー）

その他救援活動に参加した浪組

国立iii謙、横浜市従、鎌倉市9氣労、 三浦iIi磁労、京都自治労連、

京都府誼労、京都市輯労、滋賀県牒、大津市労連、 B9f町謙、

豊郷町尊、自治労連本部

以I:2 4 8人（受付登録分）が支援行動に参加奮闘されました。

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労遵兵庫県雨部地震現地対策本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o. Z 7~ 号
*'1イトじル3.I6ヽ自え9直h

電話： 030-620-3712• 030-b20-b80b 

1 9 9 5年2月14日（火） : 0793-36-218& • fax:079&-26-041 t 

蘊援金交付事務に参加して

む宮i1iの殺援金交付がはじまり 3U Hとなりました。このliu、

この事務支援に入った京都、滋賀の仲間はのぺ40 0人を超え、

連8、被災者への応対、相談、誘導などに頼闘しています。自

治休労働者ならではの手慣れた処理に大きな混乱もなく進行し

ていますが、震災当口のことを思いおこして、汲ながらに訴え

る人など、被災の深刻さをあらためて感じる場面しでています。

参加した京都府磁労の絹1合員から感想が寄せられましたので

紹介します。

総合府民支部～古平 栄一

我々、他府県・市町村の檬員が支援することによって、地元

の粒員の方に休日をとってもらえたらうれしい。地元のI哉員は

公務貝であると同時に、多くの市民とおなじく被災者でもある

のだから。その人たちを助けることができるのは、我々、他府

県 ・市町村の粒員しかいないと思う。

船井支部～真下佐代子

事務がスムーズに流れてよかった。一日中外で寒かったが、

並んでいる被災者のことを思うと我慢できた。西宮市の粒員は

個別に難しい対応をしなければならないので大変そうだった。

府税支部～櫻木誠二

「全壊」 「半頃」に応じ義援金が給付されるのだが、事前の

役所の講査に納得いかず、自分で「写真」を証拠として持参す

る人や、 Uごろのやるせなさをぶつける人など、いろいろな人

間模様がそこにあった。すごく勉強になりました。

震災復興市民相談に32名が参加

自治労連現地対策本部と／l|西市檬共催で実施した市民相談会

には「JII西市民新聞を見てきました」 「戟員組合主値というこ

とできました」と続々相談者が訪れ、開催した 3時間のあいだ

に市民32名が弁護士、ポランティアの銀行員と個別相談を行

いました。弁護士は自治労連本部弁護団4名が直接相談にのり、

銀行からは市9氣のよびかけに応えて、都市銀行の融資窓口のベ

テラン 3名が参加してくれました。また、この相談会を知った

5名の市民ポラ ンティアが受付、応対に協力してくれました。

支援活動西・東

行政実務からもうかがわれる生なましい実態

〈京都～Aさん）

神戸市に行政支援に来てほしいといわれたので、そろそろ受

け人れができる状態まで落ち着いたんだろうと思っていたが、

行ってみると役所はまだまだ混乱状態であった。文房具すら不

足をきたし、オンラインシステムはおろか帳菜類も交錯してい

る有様。今日は衛生統計の死亡表を約 10 0枚記入した。死亡

届からは老婦人から幼児までが犠牲になっている生なましい実

態がうかがわれ、いいようのない気持ちにな った。

“iIt災者のた <1lざ＂じ“お杖生のすばらしざ'’

（鳴尾北小避難所／愛知・瀬戸市椒労～加藤孝介〉

長期の避薙所生活で被災者のみなさん方は相当に妓れ、精神

的にも参っているようでしたが、会話のなかには明るい話題や

将来にむけてのものが少しづつ増えており、自活への道が遠く

ない“たくましさ”が感じとられました。

また、近所の高校生が時間をみつけては奉仕作業にきてくれ

たのには「今どきの若者」のすばらしさを実感しました。わず

かで非力な支援でありましたが、被災者のみなさんに逆に良く

していただいたりして、教えられる事がいっばいの3日間でし

た。

救援活動に参加した組合
2月14日の避雌所活動に参加されている組織

自治労辿秋田県本部

雄物川町粒（神原小学校）

自治労連都尊労

本庁支部・豊島支部・目黒支部 ・墨1I1支部

（中央体育館• 生瀬小学校 ・ 海技大学 ・ 女性センタ ー

川鉄体育館）

自治労述埼玉県本部

草加市檬・所沢市磁 ・入間市載・上尾市檬・戸田市椒

（北夙川体育館 ・神原小学校）

自治労連千葉県本部

君津市粒 ・ 八千代市職 • 松戸保育所労組 ・ 県本部

（浜脇小学校）

静岡自治労連

浜松市粒・御殿場市粒

（竹園集会場・西蔵集会場 ・川鉄体育館）

自治労連愛知県本部

瀬戸市腺労（鳴尾北小学校）

大阪自治労連

堺市粒労・吹田市労連（香炉園小学校・精道小学校）

自治労連愛媛県本部

新居浜市檬労（保険センター）

その他救援活動に参加した単組

鎌倉市腺労、三浦市膿労、岩倉市臓、京都自治労連、京都府臓労、

滋賀県戦、大津市労連、栗東町磁、日野町靡、豊繹町撃、吹田市靡

羽曳野市檬、串本町檄、新居浜市顧、自治労連本部3

1 9 8人（受付登録分）が支援行動に参加、布闘されました。

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労運兵庫県齋郎地霞現地対筆本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o．之 S 嘩
古9イトじル3,69g温＇直内

電話： 030-620-3712• 030-620-6806 
1 9 9 5年2月15日（水） : 0798-36-2186 • fax:0798-26-0411 

I神戸前庚嘉区に住艮要望まとめ皐し入れ l 
自治労連現地対策本部と兵庫自治労連は、この間の地域住民

への救援活動のなかで住民要望の聞き取り調査を展開し、この

要望をまとめ行政の要請を行ってきましたが、 2月15日には

神戸市東灘区へ、神戸市職労東潤支部と共同で申し入れを行い

ました。

申し入れには横浜市従、名古屋市職労、京都市獄労、大阪市

職員労紐など他の政令都市職労の仲間も参加し、切実な住民要

望への早期対応を要請するとともに、自治労連として行政の要

請に協力を惜しまないことを強調しました。多忙な中、対応さ

れたのは現地行政の対策本部長の金治勉区長、副本部長の藤井

良三副区長はじめ5人の管理職で、区長は代表して、 「自治体

労働者としての気持ちは一緒、ありがとうございます」と感謝

をのぺ、要望に対し rゎかりました」と対応を約束しました。
また、申し入れにさいして自治労連の支援部隊が調査した、

「危険箇所チェック地図」を復旧活動への参考にと手渡し、非

常に喜ばれました。

我が職場のように、いま奮闘
義援金交付事務の現場から／京都府I哉労

窓から落下した山陽新幹線が見える西宮市甲東支所の義援金

交付事務は、 「半壌・全壊」をめぐる住民の苦情などで連日混

乱。会場もやや傾いているという条件の悪さ。こうしたなか、

5時間以上もかけて支援にかけつけた丹後支部をはじめとした
京都9(•f9伐労の仲Ill] は西宮市のI伐員になりきり、すぺての苦情を

受けとめ、 「少しでも早く義援金を被災者に」の一心でがんばっ

てます。予定をかえて 1日の支援を3~4日と変更する仲llllも

いて、このIJI束支所を我が粒場のように、いま秤闘しています。

支援活動西 ・東

f•Il結が必ず未来の阪神を築く

〈西蔵集会所避難所／け岡自治労連～｝Jll茂秀訓〉

震災から約ーカ月がたち、一生懇命生きていこうとしている

被災者の姿を見て感動しました。 「芦屋をこう作っていこう」

と議綸をはじめる人たち、自分だって大変なのに同室の人の相

談にのっているおばちゃんなど。被災者同士の団結が必ず未来

の阪神を築くとおもう。今後、行政と住民がしっかり手をとり

ぁ..,て素晴らしい町作りをすすめてほしい。そのころまたこの

町に来たい。

それぞれが自覚をもって

〈神原小学校避難所／秋W • 雄物川町粒～杉山）

坦難所の隣の市営住宅から迎羅されている方がほとんどであっ

たため、自治会長を中心とした組織がしっかり誼立されていた。

炊引当番、 l・イレ掃除などの役割も交替で行っており、それぞ

れが自覚をもって協力しあっている。自立 ・自活を前提とした

避難所生活がここにあった。学生ポランティアもそれぞれ連絡

係、子ともたちの辺び相手なと、自分に見合った行動をしてお

り、逆に勉強させられる事ばかりだった。

迎難所生活もそろそろーカ月、精神(O、肉休的綬労も相当な
ものだと息うが、それぞれが一生懸命がんばっていることに眼

が下がった。

面宮祠澤（ニ

4000底励Iんt届,,-
(45印1翔当）

激協してさましt=,.
悲惨な阪神大誤災。 「いてもたってもお

れない」 「何かしなければ..Jと組合員の

みなさんからカンバとともに多くの声が寄

せられました。

執行部では、混乱する現地市醗労と辿絡

l何ができるか」 i'どんな嬰求があるか」

をl廿lい合わせた結果、 2月12 (] (IJ)西

宮市戦労及び水道労組に戦員用として、み

かん10 0 0個を直楼屈け激励しました。

訪問した西宮市戦労では、 「市は何もし

てくれないと親道されているが、臓員は大

震災以来、不眠:..f,t知家族が死んで涙も乾

かぬうちから勒いている人や、避難所から

通勤している人b多い。また、 72時lUl辿

続勤務で、凪呂にも入れない人も未だにい

る。」 「野菜、果物が不足しており、みかん

でも食ぺられたらとお狐いした。 皆さんの

好意はありがたい。四Rili市戦労の組合員

の皆さんにお礼を申し上げたいJと忙しい

なかで応対していただきました。

(l田日市命利ぃ靖`:::>-J..が 9?5. 2.／S) 

支援活動に参加した組合
2月 15日、支援活動に参加された組織
避難所支援行動
雄物川町粒・自治労連都戟労・草加市粒・所沢市粽・入間市

戟・上尾市粒・戸田市ほ・蕨市檬・県粒•富士見市琺・春 El
部市戟•本庄市戟・浦和市顧・君津市粒・八千代市尊•松戸
保育所労組・千葉県本部・浜松市讚 ・御殿場市椒・堺市琺労
吹田市労連・松原市檬労•新居浜市靡労
義援金交付事務支援
京都府靡労・精華町戟・京都自治労連 ・滋賀自治労連

被害胡査行動
大阪府粒労 ・鎌倉市粒・京都自OO労
広報配布
大阪府琺労・吹田市檬•新居浜市稼・鎌倉市駿
対策本部事務所等
京都自治労連・鎌倉市腺 ・三浦市顆労 ・自治労連本部

以上21 6名（受付登録分）が行動に参加・窪闘されました。
その他、行政支援など数多くの単組が参加しています。

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部 様

被災地に対する自治労連本部を上げての救援活動に敬意を表します。

突然に襲った兵庫県南部地震は、淡路島北部を中心に大きな被害を与えました。

取り分け北淡町の被害は大きく、人口わずか1万余りの町で死者38名、負傷者

は83 1名に達し、家屋の全壊1.3 4 1戸、半纏55 0戸、一部損壌1. 5 0 

4戸と全戸数3, 7 0 0戸の内、ほとんど被害のなかった家屋はごく僅かと、ま

さに壊滅的な被害を受けました。いま壌れた家屋の撼去が行われていますが、被

害の集中している地区では、町並がほとんど無くなるところもあります。

このような中で自治体労働者は、不眠不休で奮闘しており、淡路支部からも救

援罠を派遣しょうと言うことになりました。淡路の県の識湯でも、災害の復旧・

復興、被災者救援などで相当な忙しさがある中で、当初組合員に提起するのを躊 追伸

救援の 「公務出張」獲得も自治労連の主張を参考にさせていただいたものです。

全国から救援活動に参加されている皆さんに敬意を表するとともに、私どもも

微力ですが淡路で醤闘したいと思います。自治労連のますますのご奮闘を期待し

ます。

1 9 9 5年 2月16日

田村伊久男（兵庫集職員労働姐合淡路支部長）

記

躇したのも事実ですが、支部は、 「まず大切なのは疇湯段階での災害の復旧・復

興、被災者赦援などの体制羅立」にあることを明臆にした上で、土 ・日のポラン

ティアを募簗しました。

支部は、これまで「載場の慢性残案、サーピス残業の解消」を最大の課題とし

て取り組んでいましたから、 「ポランティア」を呼び掛けることについての「組

合員の反発」があるのではないかとも考えましたが、屈合員からは歓迎され、 2

月中の土・日の8日間で10 0名もの自発的な応募がありました。

救援隊は北淡町では、救援物資・裟援金を送っていただいた方々のリスト作成、

被害状況のチェック、災客見冥金等の受付事務等々、事務補助を主としており、

役場慮員からも喜ばれています。

支邸が 「ポランティア」を哀集したことに一番驚いたのは当局でした。 「タダ

働きは許さない」と日々迫っていたのに、どうなってLまったのかと言う訳です。

支惑が当局に求めたのは、万ーの湯合を考えての「公務出張」でした。しかし

淡路段階ではNOの返事、集庁人事課に「霰員の誠意をどう考えるのか」と直祓

判、 「町災害対策本那からの要請」の形を取り「公務出張」も実現しました。

支部では被害を受けた組合貝も多く、犠場も大変な状態ですが、今さらに平日

の事務応援の要請もあり、また、避難所での炊き出しも計画しています。

震災後、 「何とかしなくては」と思い続けましたが、これまでの支部の運動と

の関係での整理がつかず、覆場からの救援対策に忙殺されていました。そんな時

に自治労連が現地対策本部を役置し、全国から救援にかけつけている状況が「現

地対策本部ニュース」で知らされ、頭の整理もついて救援活動を開始しました。

昨年の兵庫自治労連定期大会で智告させていただきました、 「県立淡路病院

駐車坦の無料化の運動」は、地震前日まで病院前署名を続行していましたが、中

断をやむなくされています。しかし昨年末に洲本市の各自治会にお願いした暑名

が集まりつつあり、現在27, 000名（淡路の有楡者比で約22%）を突破し

ています。

3月には 「無料化実現」に向けて再閑の検討をしていますが、今後のご指悪、

ご援助をお願いいたします。



自治労連兵庫県南部地票対策本部ニュース
自治労連兵庫県南部地讚現地対策本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o 一 之つ号
*?イトじル3,6ヽ9為＇直h

電話： 030-620-3712• 030-620-6806 

1 9 9 5年2月 16日（＊） : 0798-36-2186 • fax:0798-26-0411 

嘱託調理員組合の申し入れで

学校給食再開など決定

間易給食でない学校給食が、やっと再開されることになりま

した。これは、西宮市1霞労学校支部 (2月8B)、西宮市1屈託

調理員糾合 (2月l4日）が中し人れしていたもので、 自治体

労働者として、子供たちと被災者に学校給食設備を使った給食

再開と炊き山しをしてあげたいとの熱意が実ったものです。

これまで自治労辿現地対策木部と兵庫自治労辿は、西宮市と

芦屋市に学校給食の早期再開の要請と糾合員の全面協力を中し

山ていましたが、当局と自治労辿組合員の協力が施策を前進さ

せたものです。ここにも、自治労辿運動の素晴らしさがヒカッ

テいます。

芦屋市でも単象llの申し人れで、学校給食再開の方向です。

兵庫県職労共同支部も大奮闘

兵nl［県職員は、廣災への行政対策にイライ ラしながら救援業

務に窟訓するとともに、行政への被災救援活勅抜本的強i化策を

提案 しています．,El・むが全）貞した池上支部長の神戸支部では、

自らが被災者でありながらも2月ll Bには長山区の坂道が多

い地｝戌で、ポリクンク 20リットル人りを40クンクを披災県

民へ救援活助を実施。 18U にも救援活助をill•幽しています。

淡路支部では、支部で救援活動を界集し、被害の大きい北淡

町の救援活動をいち早くとりくみ、当局との交渉で公務出張を

勝ち取り救援活動を展Ililしていますn また、県市職員から批判

が混いイベン ト「ふれあい祭典」を7年度も継続実施する方向

を固めた県当局に、震災の復典を第一義に考えるぺきと抗議と

嬰請活動を展開していますn （詳しくは裂面）

支援活動西・東

本当の盟かさって ．．

〈生瀬小学校避難所／自治労連都粒労～服部則子〉

毎日、山のように届く救援物資、日本って豊かな国tかなと息

う。しかし、休育館など大きな追薙所では「アプナイ」という

理由でストープも禁止されていると聞いた。幸いこの迎難所は

人数が少ないので許されてはいるが。

避却されている人は、不安をかかえ今日を生きている。場所

と食ぺ物をそろえればそれでよいのか、日本にはその程度の

「豊かさ」しかないのだろうか。

4 UIIilいて一度も役所の人に出会うことがなかった。この事

態にとても手がまわらないのだろう。私自身、実際に地震の惨

状を1:Jにし、被害をうけた自治休だけでの肝決は絶対に無理だ

と思った。国や県がもっと責任をもって最後まで事態に対応し

なければ肝決はありえない。自治休椒員は1E民の側にたって＂

とはよく言われるが、いま大事なのはそれができる状況を早急

に蛯えることではないだろうか。

再起に向かっての足音が

（夙川体育館追難所／埼玉県本部～村本悦蔵〉

埼玉県本部支援隊も第 1次から 3次と引き継ぐなか、ここで

は避難所自治が確立されつつある。最初は私たち自身「なにが

できるのだろう」と不安なスタートであった。だから水くみや

掃除など側面援助に終始した。しかし、非常時とはいえ、 「私

たちが生活の面悧を一切手伝ってしまっていいのだろうか」

「かえ って被災者の再起を阻む結果になるのでは」と仲間で話

し合った。そのなかで、いま大事なのは、当而続くであろうこ

の集団生活のなかに、全員の合意での巡営基盤をつくることだ

と一致し、その一歩として、避難者、館内戟員、私たち三者の

話し合いの場所を設けた。 3回の話し合いのなかでは、被災者

が館戟員やボランティアに望むこと、辿に被災者の生活の問題

点などが明かになるなど、お互いの意志疎通が大きくはかられ

た。その後、被災者がポランティアの炊き出しに参加したり、

被災者同士で今後の相談をはじめるなど、変化が始まった。

いま、この避離所では、被災者、粒員、ボランティアがとも

に連携し、この非常時を乗り越えようとする穿囲気がみなぎっ

ている。私には再起にむかっての足音が確かに圃こえる。

1 バイク 10台ポンとカンパー一
姫路市内の業者さんから救援物資として現地対策木部

にパイク、自転車がそれぞれ10台提供されました。改

筈されたとはいえ、いまだ交通扱Illlが寸断されているな

か、貰瓜な提供に一同感謝。

これは姫路市の共同する仲間のはたらきかけにより実

現しました。

支援活動に参加した組合
2月16日、支援活動に参加された組織

避難所支援行動
自治労連都職労・草JJO市磁・入間市職・蕨市職・県臓．塞士
見市職・春日部市職•本庄市職・浦和市臓．君津市臓・八千
代市職•松戸保育所労組・千葉県本部・浜松市職・御殿場市
識・堺市職労・吹田市労連・新居浜市職労

義援金交付事務支援
京都府磁労 ・精華町臓・京都自治労連・滋賀県脇・大津市労
連・栗東IBJ紐・豊郷町職 •8野町臓
被害調査行動
鎌倉市臓・吹田市労連

広報配布
吹田市労連•新居浜市紐労 ・ 鎌倉市脇
炊出し
日野町職
対策本部事務所等
京都自治労連・鎌倉市臓・三浦市磁労・自治労連本部

以上206人（受付登録分）が行動に参加・童闘されました。
この他、行政支援など数多くの単組が参加しています。

△ 



自治労連兵庫県南部地票対策本部ニュース
自治労運兵庫県冑郎地霞現地対戴本郎

住所：兵庫県匹宮市戸田町1-Z 

N o. 30嘩 拿1イトじ,.31``0i9直n
電話： 030-620-3712• 030-620-6106 

t 9 9 5年 2月17日（金） : 0791-36-21&6 • fax:0791-26-0411 

保育園の仲間にミカンを届けて激励
笈知県新川町稿の4人の保母さんは、県木部のW上也記次長

とともに、 17 8早朝31寺に直伝カーで名古屈を山発し、西宮

市内の21の保育園にミカンを届け、献身(Iりに頑張る仲lU)を激

励しました。行動に参）JUした保位さんから感組が寄せられてい

ますので紺介します。

「今回初めて参加し、直接所長や保趾の話を聞き、短い騎1111

ではあったが、現地の保母さんの献身9卜）な姿に、同じ仲IIりとし

て励まされました。」 (~市内 公子さん）

（浜松iii椒労～Hさん）

竹Ill集会場のお世話に3人で参加しました。 2月15日の午

後から水も1Uるようになり、だいぶ生活も楽になって来たそう

ですが、食料の内容が悪く、 15日の夜は雑煮、 16日の夕食

にカレーを作って援供すると大変に喜んでいただけました。

芦屋分室、任務を終えて 2月 19日で閉鎖、
2 0日から現地対策本部へ統合
芦屋地区での救援のため 1月24日から関設していた自治労

連現地対策本部芦屋分室は、 2月19 8をもって廃止し、現地

「小さな行動が心の支えになればと参加しました。来てよかっl対策本部に一本化します．今日までの救援活動によって一定の
たと思いますが、 1:J帰りで申し訳ありません。各園の被害の状 成果が上がっており、活動を絞って行くことにしたものです。

況はそれぞれでしたが、保母さんたちが明る＜頑張っていたの

が幸いです。 」 （今尾紀江さん）

「保母さんは自分の家が災害に逗っているのに、通勤できな

いために111に泊まり込んだりしていて大変tこなと、思った。 Ill児

用の救援物資は多いが、届けたミカンは椒員にもいただけると

喜ばれてうれしかった。現地の人は大変だと息うが頑張ってほ

しいと思います。」（森 茂子さん）

「はじめは、ミカンを少しずつ届けて果たして喜んでもらえ

るかと不安だったが、 『遠く来てもらうその気持ちがうれしいJ

とか 「今後大変だが頑張る」とか聞き、参加できてよかったと

思う。現地の保母さんが111に1週(llliBまり込んでいたというこ

とを聞き、自治体桟員としての責任の大変さを改めて廂感しま

した。」（伊藤 患三—r- さん）

笠岡市職労が神戸市戦労を訪問
笠．I淵ili紐労は、 2月20から神戸ili中央区北計小学校にポラ

ンティアとして人っています。 「対第本部ニュース」でこの事

を知った神戸ili(俄労から、ぜひ事務所に寄ってほしい、とのIII

し出がありました。

2月10 tiに笠岡iii難労の斎薩書記長以下5名が神戸ili戟労

を訪問しました。神戸市輯労からは岡木委員長らが対応し、被

害の状況とその中での不眠不休の頑張りを紹介しました。また、

岡本委員長は「2月6Hから自治労連政令都ilna郎会からの支

援を受けることになった。こんな非常8寺に組織の連いをいうの

はおかしいと思っている。自治労迎の皆さんには本当にお世話

になっている。」との感副の言葉が寄せられました。

笠岡市9伐労は組合員3名が引き続き北野小学校で頑張ってお

り、引き続き支援を絨けて行く予定です。

支援活動西・東
（豊核市は労～kさん）
芦屈現業労組にて現地対策本部の指示を受け、彼害聞査行動

を行いました。＂査区に向かう途中 2号線を追んだが、国道に

はみ山さんばかりに廷物が倒れていて、被害のすさまじさを十

分感じとる市ができました0 f.11査区は住宅地で、被災はそれほ

どではなく街並みもきれいでした。地填の人々と話すことがな

く、反応を知ることができず残念でした．

2 1日からは芦雇分室の竃話は使用できませんのでご注意く

ださい。

支援活動に参加した組合
2月 17日、支援活動に参加された組織

追難所支援行動
自治労迎福島県本部
郡1l1ili租労

自治労辿埼玉県本部
草lIIIjIna・入即Ii椒・蕨II国・埼玉県Ia•富士見iii磁．
春日部iIi粒・木庄市粒 ・捕和市I伐

自治労迎千葉県本部
計tinl「は•八千代市稿•松戸保育所労組・干葉県本部

束京自治労述
自治労迎都椒労

神奈川自治労辿
座IIIJili粒労・鎌倉市椒労・横浜市従

静岡自治労述
訴松市Ia・御殿場i［戟．

自治労迎愛知県本部
名水労・瀬戸市粒労•長久手町粒•愛知県本部

大阪自治労連
堺市粒労・吹田市労連

自治労連愛媛県本部
新居浜市稿労

被害訊査行動
自治労連都椒労•豊揖市粒労． 1[郡市粒労・泉佐野市稿労・
児nniIi椒労
広戟配布
鎌倉i1j磁労•新居浜rli粒労・吹111市椒労
対策木t(1ニュース配布
吹[Ilili椒労
保ff所激励
新川町紐•愛知県本部

以上の 15 2人（受付璧録分）が行動に参加・奮闘されました。
この他、行政支援など数多くの単組が参加しています。

讐••

N029号の記事の訂正
「対策本部ニュースN029号」 (2月16 0付）の

「嘱託訊理員組合の申し入れで学校給食再開など決定」

という記事は、一部に事実に反する内容がありました。

記事を全文削除すると同峙に、ご迷惑をおかけした関係

各方而に深くおわびします。

△ 
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炊き出しや被害地鯛査、避難所救援活動等
350人が参加して支援行動
袋災後5回目のナ．曜日となった 18 □。自治労連からは 35 
0人が参加して支援活動に取り組みました。大阪、千葉、埼王、

愛媛、静岡等の組合員は継続して取り組んでいる避薙所への支

援活動を行いました。千葉県の組合員は浜脇小学校で活動して

いますが、今日 6人があらたに到着。これまでの 5人と交替し

1週間の任務につきました。

依然として避難所によっては物資の極端に少ないところもあ

り、力遠りが支給されても冷えていて紺回同じメ ニュー、と酋う

のが実情です。温かい食べ物に対する要望は切実です。こうし

た被害者の要望に応え、被災者の自立への一助になればと、自

治労述の組合員約20 0人が西宮市内で炊き出しを行いました。

橋本市檬労（和歌山）の 40人は、朝は豚汁とご飯、夕方に

はカレーライスを作りました。大阪自治労連の吹田市駿労の4

3名は昼におかゆを、堺市磁労の 16名は夕方にかま飯を提供

しました。堺市琺労は 3時にも焼き半を作って喜ばれています。

藤井寺lii哉労は78人・ 3カ所で、牛どんを作ったり、もちつ

きを行い、 1 5 0 0食を提供しました。このほか、門真市職か

3 l人で4カ所、奈水労が8名で 1カ所など、炊き出しには全

休で 10カ所以上20 0人を越える参）JI]となりました。

没知や束原の参）JII者l2名は直宮i1iへの行政協力で建物調査

を行いました。建物の1員壊状況を調査し、義援金の支給の判断

の資料とする活動です。以前に混乱の中で行われ、 事実の誤認

など市民から岩情が寄せられていま lた。今回の再調森で相当

教の変更が行われ、義援金を受け取ることのできる市民が増え

そうです。

また、被害の特に大きかった神戸市潤区への建物被害調査に

も多くの組合員が取り組み、まだまだ交通か不便な中、長時間

をかけて現地にたどり消き市民と対話しながら活動を行いまし

一部の避難所では徐々に自立への歩みも、
求められる行政の対応

西宮ではi1i民の生活も徐々に落ち着きを取り戻しつつありま

す。倒頃したり傷付いた建物の撤去・補強が進められ、営業す

る晰J.!iも□増しに増えています。自治労述はこのI|JJ、避難所へ
の支援、被災者への炊き出し、危険度認査、行政への応援等の

救援活動に多くの組合員が参加して取り組んで来ました。

自治労連が役災以来救援活動に取り組んで来た避難所でも、

水道などライフラインの復IE.Iにともない自宅に戻る人が増え始

めており、自立への歩みが始まっています。埼玉県木部が支援

に取り組んで来た神原小学校の避誰所も自治会か確立され、ポ

ランティアとの共同で自立への努力が続けられて来ました。避

難者が鉄筋の市営住宅の住民で、建物自体に被害がなかったこ

とから、 20 H以降は全員が自宅に戻り避難所は閉鎖されるこ

とになりました。笈知や静岡の単組が支援して米た北鳴尾小学

校の避対1所も 当初 17 0人の避難者が、現在では 25人程度に

まで縮小しています。がけiii!れの危険があるため避薙勧告が出

されていた,~.ifll小学校の避羅者も勧告鮒除に伴い人数が減って

来ています。

しかし家を失った人や身寄りのないお年寄りなど長期の避難

所生活を余儀なくされる人々がまだまだ多数いることも事実で

あり、劣悪な環境を一日でも早く改善する必要があります。救

援活動の参加者からも、 「一日も早い行政サイドの再生への手

立てを望みます」 「住民への情報も少ない、行政のより積極的

な対応を」など、これからの課題として行政の課題を挙げる声

が多く寄せられるようになっています。

解雁規制や雇用の誼保、仮設住宅の十分な確保等被災者の自

立に向けて行政の積極的な役割発揮が求められています。

支援活動 西・東
多摩市粒労の若い女性組合員Kさんは「個人でポランティア

に参加しようと考えていたが、組合が界集していることを知っ

て応募した。」と 1人で対策本部を訪れました。堺市額労が常

駐している香櫨園小学校避難所での救援活動に21日まで取り

組みます。

さまざまな活動に参加した組合員から感想が寄せられていま

すので一部を紹介します。

「少しでも協力できてよかった。通りがかりに地元のおばあ

ちゃんに「ご苔労様です」と声をかけていただきうれしかった。

（渭区での被害調査に参加した和歌山の組合員）

「避雌即l,活を送っている人達も、 1カ月を過ぎて、支援を

受ける立渇から自立へと向かっており、それぞれ自分の生活を

確立して来ているようだ。ハード而での復1日は砿実に進んで米

ているので1iii向き前l句きに考えて頑張ってほしい」

（西宮市内の避難所で活動した愛媛の組合員）

支援活動に参加した組合
2月 18日、支援活動に参加された組織

遅難所支援行動 6 0名
郡山市瞬労、君津市闘、ハ千代市臓、松戸保育所労組、千

葉県本部、鎌ヶ谷現業労組、浦安市臓、草加市職、入間市
職、蕨市臓、埼玉県識、富士見市職、春日部市疇、本庄市

識、浦和市靡、埼玉県本部、都輯労本庁支部、同北2税支

部、同板橋支部、同璽鳥支部、多摩市職労、佐久市職労、
愛知県本部、名水労、瀬戸市職労、長久手町臓、守山市民

病院、堺市臓労
被害調査行動 5 9名
万叩摩都税支部、同衛生局支部、佐久市職労、座間市

職労、鎌倉市臓労、大阪府職労、吹田市職労、御坊市職労、
湯浅町臓、襦本衛生労組、高野口町職、和水労、印南町職

行政協力の建物調 2 2名
都臓労板橋支部、同世田谷支部、豊橋市闘労、薄郡市職労

炊き出し活動 1 6 0名
橋本市職労、堺市職労、吹田市職労、藤井寺市職労、門真

市職労、奈水労

対策本部事務所等 7名
京都自治労連、鎌倉市職労、三浦市闘労、自治労連本部

以上の30 8人（受付登録分）が行動に参加されました。こ

のほが行政支援など数多くの単組が参加しています。

亙
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被災者の自立支援に引き続き奮闘
町栢Bの今E1は、支援活動を終えて自宅に帰る人や、新たに

活動に加わる人など、現地の対策本部には多数の組合員が訪れ

ました。

都I哉労本庁支部6人、同都立学校支部4人、同U黙支部4人、

埼玉県本部11人等が、対策本部で杉目中執から状況の報告を

受けた後、迎薙所になっている小学校や体育館に移動し、前任

者から引き組ぎを受けて支援活動に人りました。

筏災後 1ブ］月を経て避誰所も落ち清いついてきており、支援

活動に対する要望も多様になっています。

自立に向けて確実な歩みが始まっている避難所の様子が報告

されていますので紹介します。これまで何度か報告している北

夙川休育館に配置されている埼玉 ・浦和市檬労の桂川美喜さん

のレポー トです。

「人る前に寒いこ とや、被災者の方たちの状況を少しではあ

るが報告を受けていたので、大変緊張して来ました。しかし、

前回の派遣の方たちの成果が徐々に出て、自治会の発足までは

いかないが、世話役の人ができ、 ミーティングが可能な状態に

なっていました。さらに埼玉自治労辿としての第4次の派遣で

事務所の方たちとのつながりができ、そして 3階の方たちが食

出作りに参加してくるなど、徐々にではあるが仲間が増えて行

きま した。手を出して援助するのは簡単ですが、 当事者たちが

自党し自立して行くのを見守って行くというのは大変難しいこ

とだと思いま した。今発足したばかりの自治会ですが、民主的

に話し合うことがで きれば今後も大丈夫かな．．． ．」 （湘和

ili紐の桂川美gさん）

行政協力で義援金再交付事務に協力
西宮市では朝から義援金の交付が行われました （第2次受付）

。震災直後の混乱のため、 「全壊 ・半壊」の認定をめぐって市

民からの不滴が多数寄せられ、市は再胡査を行っていました。

iii当局の要請で、 支援活動を行っている自治労連組合員もこの

Pi逍査に協力。その結果、これまで認定瀑れになっていた市民
にも義援金が交付されるケー スも少なくありません。自治労連

も支援活動の一環として、市当局から要請をうけ、この交付事

務に 53名が参加しました。会場となったiII勤労会館には交付
を受けるために 10 0 0人を越える多くの市民が訪れ、市の広
報不足のため 9時に列に並んだ人でも義援金を受け取ったのは

昼過ぎになったり、手続きが明 日以降に持ち越される人が多数

出るなど一時は大変に混乱しました。参加した組合員は「少し

でも早く義援金を被災者に」と 一□中奮闘しました。

昨日に続~65 人が炊き出しに参加
昨日 に引き続いて、近畿プロックの各組織が、被災者に対す

る炊き出しを行いました。京都自治労連青年部は、京都府戟、

京都市稼、向日市戟、美山町識の4単組から 37人が参加して、

大社小学校で具沢山のうどんを作りました。。午後39寺に小学

校に集合し、夕食時間に合わせて 500食分を用意しました。

避難所の冷たい弁当と連い、あたたかいうどんは高齢者や風

邪を引いている人などに大変に喜ばれました。併せて京都市粒

の青年部は電車で運んだゆで卵 5001目を被災者に提供しまし

た。同時に 20人の青年が学校内の崩れた塀の整理や運搬、救

援物資の仕分けなど、力仕事にも汗を流しました。

貝塚市設労は 17人の青年 ・婦人が参加して、おでん 10 0 
食、豚汁30 0食を用意して芦屋の上宮川文化センターで炊き

出しを行いました。

芦屋の海技大学校では、大津市労連の保母さん、保健婦さん

など 11人がおでん4品を 20 0食分用意して市民に喜ばれま
した。

芦屋分室は、当初の任務を終え本日をもって閉鎮します。

l芦屋分室は任務を終えて本日で閉鎖します
mば、？：；—本部に統合しますので連絡は対策本l 
支援活動 西・東
・事前の説明が不十分であったため、市民からの問い合わせ

に対して十分な説明ができず混乱が生じた。レクチャ ー希望

等について西宮市の責任者に申し入れた。

（義援金交付金作業に参加した蒲郡市檬の石井さん他）

・地震の恐さをまざまざと思い知らされた。国・自治休の

日常からの対策を強める必要を感じた。ポラ ンテ ィアの系統

的な取り組みなど今後検討すぺき課題である。

（神原小学校の避離所で活動した自治労述都粒労北2税支

部の中里さん）

・直接被害の状況を見ることが出来、被災された住民の生の

声を聞くことが出来、非常に有意義な活動をさせてもらいま

した。調査結果を有効に活用してもらいたいと思います。

（神戸市の被害状況調査に参加した自治労連都駿労多摩都

税支部の町Inさん他4名）

・思ったよりも被害の状態がひどく 驚 きました。 しかし、被

災地の人々の顔は多少疲れているようですが、前に写で見た

よりも明る＜ホッとしました。

（父親が束大阪市粒労の組合員で、今日から対策本部の業

務を手伝っている 19歳の青年 ・木村光宏さん）

支援活動に参加した組合
2月 19 0、支援活動にお加された組織

避難所支援行動 9 0名
郡山市諜労、八干代市粒、千葉県本部、 鎌 ヶ谷現業労組、
浦安市檬、草加市粒、 入間市粽、蕨市尊、埼玉県檬、富士

見市戟、和光市檬、春日部市粒、本庄市稼、浦和市腺、上
福岡ilH氣、狭llIihI哉、 所沢市粒、川口市繊、県木部、都粒
労本庁支部、同北2税支部、同板檎支部、同豊島支部、同
目黒支部、同墨田支部、多摩市謙労、佐久市糠労、浜松市
稼、愛知県本部、名水労、瀬戸市穣労、長久手町朦、堺市

檬労、新居浜市粒労
被害調査行動 2 2名
都識労多摩都税支部、同衛生局支部、座間市尊労、鎌倉市
腺労、寝屋川市謙労、京都府粒労

行政協力の義援金交付 2 4名
郡檬労板橋支部、同世田谷支部、豊橋市檬労、蒲郡繊労

炊き出し活動 6 5名
貝塚市朦労、 京都府殿労、京都市粒労、向日市識労、大津

市労連
対策本部事務所等 8名
京都自治労連、鎌倉市戟労、三浦市粒労、自治労連本部、

都誼労衛生局支部

以上の20 9人（受付登録分）が行動に参加されました。こ
のほか、政令都市檬の神戸への支援、行政支援など数多くの単

組が参加しています。

△ 
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被災者の自立に向けて行政の機能発揮を 確立も重要です。 r自治会」体制が必要です。ボランティアの
＝芦贋市長に要請書を提出＝ 役割についても、自立支援の系統的ポランティアヘどう発展さ

芦屋市では、いま だに 5300人もの人達が避難所生活を送っ せて行くか、いつまで資任をもつか、なとの見直しをするべき

ています。水については断水率が20％以下になるなど、ライ 時期に来ているようです。一刻も早く希望者全員を仮設住宅に

フラインの復l8は進みつつあるものの、住宅の損壊が激しく、 入れるようにすること、個人補償の実施、福祉のワーカーや税

仮設住宅の建設か間に合っていないのが現状です。市役所自体 金、年金などの生活相談等、自治体の責任による応援休制が必

が追薙i計にな っており 、4i務スペースにさえ被災者が寝泊まり 要だと恩います。」

されており、行政の機能回復も遅れています。

自治労連現地対策本部と兵庫自治労述は、北付市長に要請当

を提出し、被災者自立を行政責任で進めて行くよう訴えました。

この要訊行動には、柳沢対策本部長代理、布施兵暉自治労辿

寄記長と芦届市監、芦屋現業労組の役員等 7人が参加しました。

市長への要靖後代表団は小林総務部長、 Ill中管理部長に同内容

の申し入れを行いました。

代表団に対して北村市長は、 「この問はいろいろと有り難う

ございました」とのぺ、自治労連とrliの腺員の奮闘に対して謝

意を表明しました。要請団は、この間住民から直接に集めてき

た要望を市長に紹介しながら、自立に向けて行政の責任でやる

ペきことは早急に対応すること、そのためにも市役所が避難所

になっている状態を早急に解消し、行政機能を回復するための

思い切った措置を取ること、義援金については寄付をした人の

善意に応えるためにも、ぜひ全額を被災者に支払うこと、など

を中心に要請しました。要請に対して市長は「織員の懸命の頑

張りはよく承知している。市民からの要望についても承知して

I ̀:：；i:？:;;;;：ぶ；：：：1;：。て他市の応
援や公団の建設を含めて3月末までに 25 0 0戸程度が準偏さ

・れておゲ早いところでは3月中旬から人居出来る、 R学校粘食

についてはガスの復旧次第だが条件が整ったところから順次再

開して行きたい、③学校は再開当初は 50％程度の登校率だっ

たが毎日 増えて来ており最終的には80%くらいにはなる、も

うすぐ卒業式だが給食の再開含めて出来るだけ通常に近い状態

で卒業させてあげたい、④避難所生活も 1カ月が過ぎ被災者へ

の救援のあり方も転換点に立っており自立に向けての行政貢ff

の発揮のため要請書の内容について市の対策本部でも検討して

行きたい、等と回答しました。

避饂所への今後の支援に必妻なこと
避難所での生活も既に 1カ月を過ぎました。継続して避難所

への支援に取り組んできたある県本部の参加者から避難所への

今後の支援に必要な事項が整理されて報告されていますので紹

介します。

「被宮者の最も強い関心は何よりも住むところです。生計を

立てて行くための融資や就業対策も抜本的なものです。今の国

や県、市の対応では「住み慣れた土地を一刻も早く離れろJと

言っ ているようなものです。さ らに深刻なのは高齢者の方々で

す。本来養護老人ホームに入った方がよいと思われる方を避難

所の共同生活で而倒見ていると言った現状があります。今後の

課題としては、日中の事務局体制については、出来れば市のI哉

員が常駐出来ればいいと思います。炊き出しについては、市が

栄養．上による献立作成、調理員さん等による指森・援助か必要

だと思います。 『長期戦』が予想される下では、被災者組織の

義援金支給や炊き出しで連日奮闘（滋賀）
近畿プロックは、炊き出しや行政協力等で連日多数の組合員

が支援に参加しています。 2月 I0日以降、滋賀自治労述も義

援金の支給に 5単組12 6名、炊き出しに4単組56名等が参

加し奮闘しています。 2月 18日には栗束町牒が、避雌所になっ

ている嗚尾北小学校でけんちん汁を作りました。予定の20 0 

食を大幅にオーパーし、 300食を提供して被災者に喜ばれま

した。

支援活動西・東
避難所で生活している人達が以外に明るかったので驚いた。

地展から 1カ月が過ぎたけれと、周囲の景色は復旧は進みつつ

あるもののまだまだで、これからも頑張ってほしいと思いまし

た。 （芦屋市の避難所で活動した新居浜市粒労の藤岡さん、大

谷さん、岡部さん）

復典に向けてさまざまな救援活動が行われていますが、完全

に復興するまでにはどのくらいの日数を要するのか想像できま

せん。その中であらゆる立場からのボランデ ィアの参加は大変

勇気づけられました。参加する機会を与えられて感謝していま

す。 （生瀬小の避薙所で活動した郡山 11j戟労の坪井さん）

救援活動に対しJ9（西市長がお札の文書
自治労連の救援活動に対して）1／西市の市長からお礼の文笞が

寄せられました。裏面に掲載しています。

支援活動に参加した組合
2月20日 、支援活動に参加された組琺

避難所支援行動 49名
郡山市職労、ハ千代市職、千葉県本部、鎌ヶ谷現業労組

浦安市職
上福岡市職、狭山市職、所沢市職、入間市職、和光市職、
川口市職、埼玉県本部、都職労本庁支部、同豊島支部、

同衛生局支部、同墨田支部、目黒支部、同江東支部、多

摩市職労、愛知県本部、名水労、瀬戸市職労、長久手町

臓、堺市職労、新居浜市職労

被害調査行動 8名

多摩市職労、西尾市職労

義援金交付への協力 1 6名
埼王県本部、都臓労衛生局支部、同都立学校支部、豊橋市

職労、蒲郡市職労
市の広報の配布協力 1 4名
都臓労板構支部、鎌倉市職労、座間市職労、新居浜市職労

物資搬入行動 9名
坂城町臓

対策本部事務所等 6名

京都自治労連、鎌倉市疇労｀自治労連本部、その他

以上の 11 1人（受付登録分）が行動に参加されました。こ

のほか、行政支援など数多くの単組が参加しています。

△ 
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芦屋市長 北村春江 様

蕊？
B本自治体労鉗組合蛇連合 現地

本部長伊

疇琵碩9鱗E疇
寺田

阪神大震災での市民救援 ・地峨の復IBに全力をあげられる貴鵬のご協力に数璽
意を衰します．

さて、 1月I7日に亮生した「叛神大震災」は、死著5.20 0人を超え、

2万5千人以上の負傷奢、 200万人以上の禎災看という大惨事となりました．

震災発生から4週目となり、この閃全国からの支援のもとで救援活動が亮展さ

れ、諭々に交遍繊関の復1日、仮設住宅の慶設闊始、ライフライ ンの回復への着

手などが始まる状況になりました．

現崎点で、住民の妻望に応えたより効果的な救援体割の罐立・ 地域の早急な

置貫のために、行政磯範の回復と行政賣任の明傭化が求められています．

自治労連は、いのち暮らしをまもる自泊体労働看の立場から、いちはやく現

地対策＊部を設置L全図的な校檀活動を縫立．積極的に救授の取り組みを展開

してきました．この活動のなかで綾災住民の方の更望などの間き歎り調査も実

兵庫自治体労慟絨合総連合

軌行委員長

芦屋市職員労慟組合

い行委員長

芦屋市現業労慟組合

執行委員長

声II市嘱託鵬員労慟級合
執行委員長

「阪神大震災」被災市民の救援に関する要請

施してきました．

つきましては、これらの取り組みに基づき下記の通り災害救援に関する事項

について市行政の積極的な対応を要埠します．

なお、自治労連は現地対策本部として貴鵬からの要請には全国支援も含めた

対応をとる用意があることを申し探えよす．

記

1．生活基聾に関する要望

① 仮設住宅の違穀を灌遵すること．

② 水道・ガスの復1日に全力をあげること．

③ 仮設トイレを増設すること。

2.救援に関す冥望

① 給水車の配置と回数を増やすこと．

② 住民の自主的な絨繊の償立を援助するとともに、町会ごとにハンドマ

イクなどを設置し、住民の広帽活動を援助すること．

③ 高齢者世帯・在住者への援功に気を配ること．

3.災害復IBに関する要望

① 固墳・半濃、損傷の家屋に対する判定員を増員し、住民からの相該に

対し対応できる体割をとること．

② 1111人住宅の鱗体1：：．ついての清功を行うこと．

③ 償人宅での選鱈住民を受け入れている家への援助を行うこと．

4.市政に関する要望

① 市の通常婁務の回復を早急に行うこと．

② 市の広報体割を強化し、臨問広輪車の増車 ・市広籟の配布をきめ細か

く行うこと．

③ 敏災の綿密な実庄調査を行うこと．

④ 夜r•9の警鑽．巡回など9)j犯体割を強めること ． また、夜間灯の仮設•

を進めること．

⑤ 柑萩菓務をは密に行うこと．

⑥ 別紙 「間き取り閃査結果」に基づき緊急の対策をとること．

△ 
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このIIIJの取り組みと被災行の努｝）で、 f.I立に向けての(fり尖な

歩みが始まっていますが、迎対Ii計の状況にはかなりのはらつき
があります。

匹ぅ；＊）収郎が支援に取り組んで来た北部の生瀬小学校の

j釦翻は、ガス ・水辺も復II」し、 l鱈へのメドがついたことか

ら、救設ばは1(it収することになりました。

-• Ji 、 Ifltliの iJi／協小学校では、まだ約 1 7 0人が俎甜1i]i生活
を送っています。ほとんどの人が自宅が全J貴しているため、長

Jl/1にわたる月別所生活になることを余儀なくされています。支

1及に人 ..,ている・「りtし＼しの支援UIは、殷災者が1:liLりして1iくのに

必要な1:1炊設Uii等の条l'lf}備のために、 iiiに1|Iし人れる布して

活動し、 2月28 IJを目途に1俵収する f,定です。

霞災直後から継結した支援行動

（字治市職労）
:j弔iili紐労は、店災1((後から紺続して支援行動に取り組み、

行動にな/111した＇紅 Hは、 2)118 LIJJ/.在約540名（内1mJH哉

Ji) 1 1 7名）、JK金し 95)ilリに追しています。

支l~fi動では 、 1 8 LI‘白Iii1 i!f、まず宇治l1ii[Wiが神戸に向

かい、以問 251.1(.I;)までに 5次にわたって ll 7名のij'ir,};

租貝が出動しました。特に救出活動が瓜点となったm1次～第
3次の出動では、救助工作取やぼ員の装俳 ・服装、状況に応じ

た人選とIU動休制の確保等、検討すぺき課題が沢IUあったよう

です。こうした困難な中でも宇治iliiI'Wiは35名を救出 (9凡念

ながら生(f.は内 5名）しました。

ili紐労は、 1月 18 Uに当局に対して「兵爪県内部地展の救

援支仮の1f1し人れ」を行い、自治体をあげた支ばに収り組むよ

う淡!i'Iしました。また、組合員に「緊急ニュース」で訴え、救

援物資をがりました。梨まった救汲物資を直接現地に届Itょう

と、 20 IIに佐竹委i.l長をクt:iiJiに1、ラックF又と少在iF広が伊凩iii

に人りました。こうしたili9a労の行動は地元紙でし大きく tu辺ズ

皿仙i[4tl談への保健婦派逍（西宮ili)、ケースワーカーと戸爪

ll［務の派迅といった内容になって来ています。

宇治市粒労は、現地の生活が厳 しいことを認識 し、さらに行

政ルートによる支援活動の具体化を進める予定です。

支援活動西・東
鉗辺よりも現場の状況がi屈いことが身に染みて分かった。追

が侠く、 家が隣接している。逃げるスペースを確保すぺきだと

息った。 （消区の辻物訊在に参加した只屈ili,a労のII19fさん）

辺薙所のうちと外、 1iの木部と辺弧j所など横の辿絡がわる＜ 、

いろいろな点で1!！)題があった。辺薙＃対応について、初期の研

点でルールを誼立させないと、 Iサrll)が経ってしまうと薙しくなっ

てしまう。 （北夙}II休育館の退雄所で活動した1it}IIlilil哉の；知官

さん）

支援活動に参加した組合
2月 18 IJ、支仮活動に参加された禎L微
迎難所支援行勅 6 1名
八・千代iliは、千菜J.＼し本部、鎌ヶ谷批哀労糾、 h1i如 Ii紐、 ．I・・・
i叫 iIi,a、挟Illiii紐、所沢ili,a、人Ill!iiiね、和光iii'氣、川
nili監、埼玉県貌、都磁労木庁支部、同戦恥支部、同即I:
局支部、同贔山支部、 l:l}ii支部、 1,rn：束支部、多限1_li租•'j；·
訴松iliI船労、愛知県本部、名水労、瀬戸1liI哉労、長久手町
＇伐、存日井市瓜労、 nntlIiliほ労、 ．o．揖市瓜労、犬lllIIi租労
堺iii(伐労、吹町Ii磁労、新居浜市粒労

被也調査行勁 2名
豊橋11iI伐労

殺援金交付への協力 2 6名
郡紐労衛生局支部、都立学校支部、多ifir紘労、坂城町磁
御殿場市腹労、西尾iii粒労

市の広柑の配布協力 4名
新月H!tiliIa労他

対策木部事務所等 8名
京叩l治労辿、鎌倉iii紐労、自治労辿料11、その他
以上の 10 1人（受付．在9慎分）が行動にお）LLLされました。こ
のほか、行政支ばなど数多くのIIt組がな加しています。

△ 



自治労連兵庫県南部地叢対策本部ニュース
自治労遁兵庫県繭部地霞現地対筆本部

住 所 ：兵庫県西宮市戸田町 1-2 

N o 。 3 5 号
ネ？イトじル3969＊為9直9

電 話 ：0798-36-2186• 030-620-6801, 

1 9 9 5年2月22日（水） : 030-&20-3712 • fax:0798-2&-0411 

義援金交付に連日多数の市民、
自治労連も行政協力で奮闘

曲宮市では、 2月 19日から第 2次の義援金交付が行われて

います。 1 9日は l7 0 0人、 201:1は23 0 0人、 21日は

l 9 0 0人、 22日も 17 0 0人と、辿日多数の市民が筏援金

を受け取るために訪れています。自治労連の支援活動参加者も、

iIIか らの要諮を受けて、会場整理や案内などにg闘しています。

当初は、市の貨任体制や連絡が不十分で、手続きが途中で打ち ， 

U)られ義援金を受けl収れないまま帰らさるを得ないili民が続出 I 
する等混乱しました。現地対策本部や行動参加者は、市に対応

の改善を中 L人れ、その結果、交付場所が勤労会館の外から中

のホールに変更される等、一部の改善も行われました。避雉先

のく愛媛から飛行機で米た人など、全国の善意を受け取るために

多くの市民が来ています。認定の基準をめぐる市民と行政の Iヽ

ラプルも引き続き続いており 、また被災で精神的に参 っている

人も多く、義援金の交付は住民の立場に立った忍耐強い努力が

必要とな っています。自治労連からの参加者は、親身になった

対応で市民に感謝されていました。

困難な中で頑張る市の職員の条件整備を
芦厨暉 労、芦屋現業現業労組は、不眠不休で頑張る粒員の

労働条件を少しでも改善し、今悛の復輿業務と行政の機能回復

のために奮闘しています。

当初の休みなしの勤務から、組合の申し人れで、 週最大48 

時間のローテーンョンが組ま れるようになりました。 2月17 

日には、全駿員対象の健康診断実施と通勤の級和、被災粒且の

ための宿泊所の確保等を北村市長に申し人れま した。

また、被災した組合瓜のために労金の災害融資相談を実施し

たり、 被災組合員の義援金の経っています。

また、阪神水道労組は、水道復興に全力をあげる と同時に、

組合員の被災状況の調査を行い、全国の自治体の仲間か らの救

援盆を、組合員の居住困難者にお見舞金として配布しています。

支援活動 西 ・東
ふたん歩いていない距離を歩き、少し疲れました。地震のつ

め跡はテレビなどで見るよりも生々しかった。特に木造建築物

の損偏のひ とさが目だった。 （神戸市渭区の被害調査に参加し

た西尾市の鈴木さん。）

思ったより地震の被害が大きくがく然となった。しかし、思っ

たより街の人々が元気があった。 一時的な支援だけではなく、

これからは、長期的視野に立った支援が必要であると感じた。

（同じく 被害調査に参加した郡山市檬労の椎野さん）

れよりもうれしさが勝っている。逆に市民にお礼を言いたい気

がする。

（義援金交付に協力した都檬労衛生局支部の竹中さん）

残念ながら、 16日～22日と言うことで、十分な応援では

なかったが、避薙されている方との交流なと出来、有意毅な時

間を過ごせました。避難民のお話をお聞きして、改めて基伐自

治体の役割と重みを痛感しました。早く 立ち直ってほしい。少

し落ち沿いてきたので昼間は家に行って米て荷物をまとめる人

が多く、これから引っ越しで、荷造り などのためにグンポール

などの用意も必要かと思う。 （芦駐市の朝日が丘集会i所の避雑

所での救援に参加した都粒労江東支部の遠藤さん）

単組の活動紹介コーナー
連日多数の単組か活動に参加していますが、そうした取り組

みの一端をご紹介します。

3 泊 4 日で 9 人が参加・・ . .長野県坂城町•

長野自治労連の坂城町紐は男性9人で参加しています。 2月

2 0日から 24日までの 3泊4日の予定です。 20日に到着し、

支援物資を西宮市に届けました。 2l日からは義援金の交付に

協力し ています。認定や手続きをめぐって、市民からの相談や

苦情に答える場面もあり、精神的な負担の大きい業務でしたが

奮闘 しました。

芦屋の物資配送センターで炊 き出し ・・滋賀県職

N033号でも掲載 しましたが、近畿プロックは継続 して炊

き出しを行っています。滋賀県檬の辻委員長から、県檬の奮跳

を紹介するレポートが寄せられています。全文を哀面に掲載し

て紹介します。

支援活動に参加した組合
2月22日、支援活動に参加された組織

避難所支援行動 8 3名
― l9千代市臓、千葉県本部、鎌ヶ谷現業労組、浦安市職、上
福岡市臓、狭山市職、所沢市職、入間市臓、和光市職、川

口市臓、埼玉県臓、都職労本庁支部、同豊鳥支部、同衛生
局支部、同墨田支部、目黒支部、多摩市職労、浜松市職労、

愛知県本部、名水労、瀬戸市職労、畏久手町職。春日井市

職労、蒲郡市職労、豊橋市職労、犬山市職労、堺市職労、

吹田市靡労、新居浜市職労

被害調査行動 2 4名
ー 郡山市震労、都職労本庁支部、同都立学校支部、同文京支

部、多摩市職労、西尾市職労、瀬戸市職労、

義援金交付への協力 2 2名
埼玉県本部、都職労衛生局支部、多摩市職労、長野自治労

連、坂城町職、静岡自治労連、御殿場市職労

市の広報の配布協力 6名

鎌倉市職労
対策本部事務所等 8名
京都自治労連、自治労連本部、和歌山自治労連、その他

以上の 14 3人（受付登鎌分）が行動に参加されました。こ

のほか、政令都市職の神戸市への応援、行政支援など数多くの

被災のために、かなり怒りっぽくなったり、愚痴っぽくなっ

たり 、すぐ涙ぐむ方がいたりと、 精神的にま いっている被災者

が多い様な気がした。楕神的ケアが必要だと感じた。応援に来

たけれど、逆に市民の方に励まされたり、感謝されたりで、疲 ， 単組が参加しています，
| 

△ 
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滋汀自治労述•滋伍't［ぽ磁

3日以裕述Ll2 0名規模の救悦部ほを派迎

4 [.:f からは芦民の物訂配送•センターで炊き出し

滋費自治労辿・滋ru印哉は芦展市に設訳された自治労述対策本部
ヘ救桜部店を迪n20．名規模で派造する取り組みとともに若屋市の

物演配送センクーで召μnする市戟員とポランテイアの皆さんを対象

に炊き出しを表施しています，

3 nには20名の組合貝による地域へ(/)訪問活動を実施し神戸市

束渭区に入りました”

訪問活勁1ご入るこのnは、丁度、女性部長から「菜の花 lのプレ

ゼントが届いていたため1本 1本を家庭に届けました。この活動の

なかでは「花を見るなんて久しぷり、ああ少し心がなごむ」などの

感湖0)店が上せられました。

また、 4nからは女性部を中心に芦屁市が設凶する配送センター

（芦歴高校）での炊き出しを始めました。

これは被災者は勿論、被災者のために寒いなか不眠不休で布は1す

る市職目とポランテイアに温かい食事を提供しようと始めたも(/)で

すu 当初 l00食の予定で始めたも 0.）ですが3f・Iは15 O食、 4Fl 

は200食となりました。

最初、市磯貝の方からは「我JIがいただけるのですか、．」 「ポラ

ンテイアの人間を対象に炊き出しをしていただけるなんて」との声

から 1・温かいbo)なんて地震以米」 「ご飯がおいしし、」 「ああ野菜

が入っている」と感動・感倣していただ＜市が訟Ii。

4日の日曜日は近所の方も問きつけてかこの日のメニュー「豚汁

を取りに来られる方も生まれ「これに 3人分を• 5人分を」と列が

でき、さらに「仏さんにあたたかいご飯をあげたい 1 と —哺きのこ・叛

を持ち婦られる人もあって思わず間にこみあげるものか ・・・ U

参加した女性部の1人は r皆さんから「こもそうさま」 「ありが
う」の声をいただき、ふれあい。助け合う力の大きさを感じた。』

と感想が寄せられています.. 

3 n4 Elで滋賀自治労連・県漑は27名 ・2(）名が支悦行動に参

加しました。
滋貧県靡只ill合委毀長辻 義 JII

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労逓兵庫県南部地霞現地対筆本部

住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o. 3 6 号
拿9イトビル3,6ヽ自為9直n

電話 ：0798-31,-2181,• 030-1,20-1,801, 

1 9 9 5年 2月 23 13 (＊） : 030-1>20-3712 • fax:0798-21>-0411 

在日米軍の出動を阻止
2月22 H、水道局から香櫨園小学校に、 23 LJから.(_EU米

軍が小学校に常駐し給水活動をすることになる、との辿絡が人

りました。

同小学校でポランティアをしている堺njI哉労から現地対策本

部に緊急連絡が寄せられ、対策本部では直ちに西宮市教肖委員

会への単実誼認や抗滋行動など、機敏に対応出来る休詣1)をとり

ました。 iliの殺育委員会は、 「授業も柑開されている学校現場

への影響等も考應し、検討をする」とのIOl答でした。

その結果、 22H深夜にな って、市教委から対策本部に対し

て、 「在U米軍の給水は断った」由の連絡がありました。

238早朝、柳沢本部長代理は、避薙所に待磯していた自治

労連派遺の（中間とともに、監視活動を行いました。同時に、給

水活動も他市の絵水車の応援も得て混乱なく継続しています。

香櫨園小学校には現在約700人が避難しています。同地域

は水道がま だ復11.:lしていませんが、自治労連のボランティア等

の活動で給水が続けられています。震災後 1カ月を経た時点で

の在日 米軍の出動は、まさに公的責任の放桑につなかるもので

す。

支援活動 西・東
被災 （者）証明交付場内の終理を行った。市民から感情的に

なって怒られる場面があ ったが、長野から来ている ことやいろ

いろ話す中でなごやかに話し合えることか出来た。 （義援金交

付に協hした坂城町職の竹内さん）

連日連夜西宮腺員は頑張 っているようです。 こ＇苦労様です。

市民も大変そ うで、義援金交付に第1:1千名を越える人がみえて

いるとのことで驚きました。これからも 3カJiくらいはこんな

状態と聞きました。体に気をつけて頑張ってください。 （義援

金交付に協力した部粒労都立学校支部の世良さん ら4名）

避薙所で救援物資の配布受付、校舎内の片付け、清描、カギ

閉め等を行った。自治会組織がやっ とできた状態で、まだまだ

機能していない。ポランティアが手を出し過ぎないように注意

する必要があると思った。 （芦屋市の精道小学校の避難所で活

動した侠山市股の浅野さん）

被災者の方に義援金交付のり）符を手渡す仕事をやらせて頂き

ました。 2時間待ちの人も見えたり、地域が築中して被害を受

けているため、窓口によって混雑がとてもひどかったりし まし

た。西宮ifi粒員は疲労がひといし、不眠不休という 言策かぴっ

たりでした。休力の続く限り頑張っているような状況なので、

過労死や病気になら ないようにしてほしい。受付の仕方につい

て台帳を分割する等の機転を利かせて、よりスムーズにしても

らいたいと息いました。 （義援金交付の協力した西尾ifII哉の深

見さん他5名）

単組の活動紹介コーナー
6時関かけて西宮に到着 ・・..新宮市職労

2 2[J、新宮市9哉労のi!Yさんと.fl（山 さんの 2人は、 6時間を

かけて現地対策本部に到沼しました。近畿プロックの中でも最

も兵郎までの時間がかかる単組だそうです。 23□まで対策本
部の業務を手伝って頂きました。

組合に新規加入し て行動に参加・・・・埼玉県職

埼玉県本部からは、森委員長を先頭に第6次の支援隊 12名

が到着しました。その 1人埼玉県粒の野沢裕子さんは「ともか

く何かの行動に参加したい」と思い応募して参加しました。

組合貝ではありませんでしたが、これを機会に新規加入。北

夙川休育館の避雑所での支援活動に参加しています。

支援活動に参加した組合
2月 23日、支援活動に参加された組織

避難所支援行動 7 5名
ハ千代市臓、千葉県本部、 鎌 ヶ谷現業労組、浦安市職、

上福岡市職、狭山市職、所沢市職、入間市職、和光市職、

川口市臓、県本部、 埼玉県臓、浦和市臓、富士見市職、

春日部市職、上尾市臓、都職労本庁支部、同豊島支部、

同衛生局支部、同墨田支部、目黒支部、多摩市臓労、浜

松市職労、愛知県本部、名水労、瀬戸市職労、長久手町

職、春B井市朦労、蕩郡市職労、 豊橋市職労、犬山市職
労、堺市職労、吹田市職労、新居浜市朦労

被害調査行動 3名

都職労衛生局支部

義援金交付への協力 3 7名
郡山市臓労、都職労衛生局支部、同文京支部、同都立学

校支部、多摩市臓労、坂城町職、御殿場市職労、西尾市

職

市の広報の配布協力 6名
鎌倉市職労

対策本部事務所等 8名

京都自治労連、 自治労連本部、和歌山自治労連

以上の 12 9人（受付登録分）が行動に参加されました。こ
のほか、政令都市職の神戸市への応緩、行政支援など数多くの

単組が参加しています。

五
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賃金。手当一介護休暇ー育児休業要求

などで奮闘一愛媛

m配駐本部は、全単組が朧塩・地域から95春日に参加しようと、 「介護休
暇・育児休業Jr貸金・手当・母性保譲」 「震災対策・解雇頬割・社会保殿』
など3大重点要求をかかげて全県的な運動をすすめています。

介襲休写・育児体稟での交渉は山場を迎えています。介護休暇は60％の休

業手当（共済）がでなくなるなど市町村長からも「計度化して今より悪くなる

のはおかしい」と簾悶がだされ、また育児休棄も60％の有給保陣がなければ

「休みたくても休めない」と切実な声が出されています。すでに交渉の結果

「現行水濤よりよいものにしよう」と、松山、東予、伊予、西条、字積鳥など

は介護休暇の条例化は3月議会の見送りを決定し、）11之江は「現行水應は切り

下げない」ことを確認、今治などは交渉を纏鍼・強化しています。

また賃金・手当 ・母性保護では、今治がワタリ改善や住t手当改菩、新居浜
が特勤手当改善や産前休暇 ・つわり休暇の改善、 919之江が特勤手当改定やつわ

り休暇の回答、字和島が病休者の昇給延伸復元、ワタリ改善や住宅手当の改善

の国答、東予市が住宅手当改苦や特勤手当改定の回答、伊予市が住宅手当改善

の国答などを引き出し、町村でもワタリ改善、程前8遇、つわり休暇14 Bな

どの回答を引き出しています。

災吉復 9日に 全 力を上げ、向時に輝喝妥

求闘争ても全カ一兵庫・)I I匹市職

JI/西市職員組合は、病院分会代表の参加のもとで2月17日夕方から団体交

渉を実饉しました。この団体交渉で、病院当局は栄養士一人に対して解雇を通

告。これは、前回団交での 「本人の窯に反する解雇はしない」という当局見解

をくつがえすもので、団交参加者で徽底追求するとともに、職員組合として鑢

力を上げて闘うことを宣言しました。

臨時職員の賃金改定は事務、看護鱒など臨時職員の賃金改定は全員を正●以

上の引き上げ卒で改定することを前提として、具体的には次回交渉で行うこと

を確認しました。

民間委i［はこれ以上拡大しないことを再確認しました。
病院職場で萎求の強かった院内保育所は4月から開始することを確認しまし

たが、その内容は0歳5人を1室で、 1盆から6蘊までの15人を1室で 「保

育」し、給な設錨も室外運動施投も9iいうえ、保母は一人の正職配置もなしで、

保育時間否によれば保母一人で20人を保育するというもの．

これではとても公的施設内の保育所としては容認しがたいもので、職日組合

として保育分会を中心に、こどもの発達保障、石翠婿の雇用条件確保、保母の

労働条件改苦の観点から改行関争をすすめています．

「 ウタリ破壊-職務給導入」許さなし、

と闘争委良会設匹し頑張る一高知県市

町村職労安芸市支部

潟知凩市町村職労安芸市支部は、当局による「わたり薮壌・職務給導入」の

賃金改悪攻撃の限止をめざして全力で奮闘しています。

2月21日には、大多類の組合員が待蟷する中、3度目の団体交渉を実篇。

改蔑案の無類の矛盾や問麗点を追及しても、全くまともにこたえられないにも

かかわらず｀ 「議会までに精力的に協羅したい」といいながら提案の「3本柱」

（国公9級割、朧務給導入、初任給規則制定）は変更しないとして、合定が得

られなくても議会への提案を行うという当局の強硬姿勢がいっそう明確となり

ました。安芸市支部執行委R会は、団交終了悛ただちに「闘争委員会」を確立。
翌日からの組合員全員の腕章着用、議員への要議行動など当面する取り組みを

決定。 22日早朝には再度団体交渉を申し入れました。

228午後5時すぎには、庁令前で「賃金改裏阻止・抗議決起集会」を開偏。

緊急の集会にもかかわらず、市町村●労傘下の県下各支部もふくめ、 200名

をこえる組合員が参加。 「住民のいのちとくらしを守ることにはたらきがいを

感じ、誇りをもっている。これを奪う攻繋は許せない」 （育年）、 「子どしの

成長を願い、保母も閃恵員も力をあわせてがんばっている。今回の攻撃は、子

どもの豊かな発達や成長をも奪うもの」 （保母）など、怒りと決意あふれる集

会となりま Lた．

安芸市支部に対して、これまでに全国から50をこえる懃励電やFAXがよ

せられ、組合員を勇気づけています。当局に対しても抗議が集中しており、市

長は「正直いってびっくり した」ともらしています。全国からの緊急Iムtatを
お願いします。
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被災者救撮と復鰐につい兵庫県に申し入れ

2月 24日、現地対策本部と兵庫自治労連は、貝原兵庫県知

事宛に「兵庫南部地震による被災者救援と復興についての要請」

を提出し、申し入れを行いました。自治労連から永見帯記長、

高揺書記、現地対策本部から参加しました。県側から兵庫県震

災対策本部の岸＊生活文化部次長などが対応しました。この要

請書はこの問の救援活動をもとに、兵庫自治労連の加盟各単組

及ぴ兵庫県駿の神戸・阪神 ・淡路 ・本庁の各支部の協力によっ

て作成したものです（裏面参照）。 柳沢本部長代理は、①近

隣の府県などを中心に多くの応援が人っているにもかかわらず、

各被災自治体への県臓員の派遺が不十分であり早急に必要な対

応を取ること、②仮設住宅については国の責任で至急抜本的対

策を取ることを県としても要請すること、③水道 ・ガスなどに

ついても、普及率は上がっているが、困難な所が後回 しにされ

ており県としても対応すること、④都市計画については災害前

のものを見直すだけでなく、十分に住民の意見を聞くこと 、⑤

復腺祭などのイペントは行わないこと、等を中心に申し入れま

したc また、義援金については基金等にプールしたり行政費月i

にあてる事なく、救援金としてすぺて被災者に交付することに

ついても直ねて申し入れました。

i•＃本次長は、 「申し入れ内容についてはそのとおりたと考え

ているe 国の対策本部にも県として主張している。自治省など

b財源措撹なと含めて努力してもらっている 」、等と述ぺまし

たc 「また県や各自治体との連絡会も作られ、対応についても

うまく行き始めている」との返答でしたc

しかし、その一方で、 「県としてやれることはやっている、

対応と しては問題なくやれていると思う」、 「バト ロー／しなと

もt-分に人を配樅しているが実態としては雑しく、県の粒只に

楚想よく頭を下げて1nIれと言われて b出来ない」、等と答え、

対応の改善には程遠いものでした。

仮設住宅についても、 「努力はしているがともかく土地がな

い」との対応でした。

最後に水見自冶労連苔記次長は、 「蒟者ほど大変な状況であ

り、自治体のあり方そのものが問われている」、と述べ県の対

応強化を強く要請しました。

同席していた消防の係長が、申し入れ内容に関連して、次長

に増員を要求するハプニングも。現場の檬員の疲れも限界に来

ており 、行政ルー トを通じた人的応援が必要だと痛感しました。

尚、県が責任をも ってやっているという避難所へのパ トロー

ルについての改善を求めたが「県として十分対応している。」

と無責任な回答をしています。担当している県腺員は 「本来

『緊急避難所パ トロールJの活動を効果的なものにするには県

の殺員が市の対策本部のスタッフ として組み込んで、指示命令

系統は一本にすぺきの意見が圧倒的です。 」との連絡も入って

います。

支攘活動西・東

来るか来まいか悩みましたが、本当に来てよかったと思いま

す。被災者の方と実際に話したり被害の状況を自分の目で見て、

帰ってからもこれから自分のできることがないか考える機会に

なりましたc

（香櫨園小学校で避難所の支援活動をした都識労衛生支部の佐

藤さん）

災害から 1ヶ月がたち、避難所としてはルールもあり、また

規律もあり出来ている状態tこったため、本当のお手伝いで終始

した感である。

避難者の方々から多く声をかけてもらい話か出来たことなど、

非常に責重な体験だった。

（用海小学校にて避難者支援ポラ ンティア活動をした愛知県大

山支部の中村さん・時地さん）

被災者が冷静な状態で来場したことに驚いたc

西宮市役所内部の連絡潟整等いくつかの点で不備な点が見受

けられたか、日々改菩されてい った。

市稼員は、連日の勤務で疲れているにもかかわらず、市民に

対して丁重に接していたことに感心しました。

（災害救護金および義援金交付に協力 した東京都御殿場支部の

勝赤さん）

支撮活動に参加した組合
2月23日 支援活動に参加された組織

塑支援行動 8 2名

八千代市職、千葉県本部、鎌ケ谷現業労組、浦安市職、上

福岡市職、狭山市職、所沢市職、入間市瞬、和光市臓、川口市

職、埼玉県本部、浦和市職、富士見市職、春日部市職、上尾市

職、都職労本庁支部、同豊島支部、同衛生局支部、同墨田支部、

目黒市瞬、多磨市識労、愛知県本部、名水労、瀬戸市疇労、春

日井市職労、蒲郡市監労、豊権市職労、犬山市職労、堺市職労、

吹田市朦労、新居浜市朦労、都立学校支部

被害調査行動 2 4名

板橋支部、世田谷支部

市の広報の配布協力 5名

鎌倉市職労新居浜市職、埼玉県本部

対策本部事務所等 8名

以上の 11 9人（受付登録分）が行動に参加されました。この

ほか、政令都市踪の神戸市への応援、行政支援など数多くの単

組が参加しています。

△ 
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自治労連現地対菜本部

本部長 伊藤

兵直自治体労働組合総連合

執行委員長 畦布

]]．生活基盤に関する要請

1.すべての被災住民の住居を早期に保障すること。そのために当面、仮設住宅の

大量建設、家屋の修改善・再建に必要な補助や特別貸付、融資制度など必要な措

置を講じること。

2.水道、ガス及び雹気等のいわゆるライフライン復1日に全力をあげること。

3.生活道路の確保、公共交通の充実など、生活に必要な交通整備をはかること。

崖

兵庫県扁部地震1こよる被災者救援と復興についての要請
寒さも一段と厳しさをましております折、兵庫県南部地震による被災県民救援や地

域復1日等に全力をあげておられる、貴院のご努力に心から敬意を表します。

さて、 1月178に発生しました兵庫県南部地袋は、その数3万人をこえる死傷者

をはじめ、被災者数20 0万人を越える大惨事をもたらしま した。

地震発生直後から全国的な支援のもとで救援活動が展開され、 5過間目を迎えた今

日では、交通機関の部分復旧や仮設住宅の建設開始、ライフラインの回復への活手な

ど、徐々にではありますが落ち著きと復興への兆しが生まれつつあります。このよう

な中、住民の要望に即したより実効ある救援体制の確立と被災地域の早急な復興のた

め、いま改めて、行政責任の明確化と体制確立が強く求められています。

自治労連（日本自治体労働組合総連合）は、地域住民の命と薔らしをまもる目治体

労働者 ・労働組合の立場から、いち早く現地対策本部を設置し線織をあげての全国的

な体甜をしいて支援・救援活動を展開しております。この間、活動の一環として罹災

住民の方々の切実な要望など聞き取り調査しまとめてもまいりました。

つきましては、このまとめを基礎に披災者救援と復興について下記のとおり要詣い

たしますので、県の行政責任を明確にし誠意をもって積極的に対応して下さい。

なお、自治労連は責雹の要請に積極的に応える用意のある事を申し添えます

言己

I.被災自治体への対応についての要請

1.各被災自治体の通常業務を維持するため、実態を調査し県暇員の派遣など必要

な措置を講ずること。

2.各被災自治体への救援 ・支援は、要捐に即して県の買任で全県的な対応で当た

ること。

m.救援に関する要請
1.すぺての被災住民の生活と健康を保障すること。そのため当面、必要な設備・

器材の確保をはかること。また、生活困難者への食糧や衣料、その他必要な物資

の援助、扶助をきめ細かく行うこと。

2.巡回医療や訪問医療、衛生管理の実施等、医療 ・健康 ・衛生体制を整えること。

3.義援金は復興準備金など行政費用に当てることなく、救援金としてすぺて被災

者に交付すること。

4.住民の自主的な自治組様の確立を援助するとともに、住民の広報活動を援助す

ること。

IV.災害復旧、復興に関する要請

1.災害復1日と再建 ・復興は国と県の責任で行い、必要な財源措置は全額負担する

こと。そのために必要な援助を国にはたらきかけること。

2.地場産業の再興と中小零細企業の復興、阿用対菜に万全を期すこと。そのため

当面、仮設店舗や仮設工場の建設、無利子融資制度や償還猶予、利子軽減などの

措置、災害復興的な公的就労事業を創設すること。

3.復興計画を早期に示し、住民合意をはかること。

4.綿密な実態調査を実施し、廃材撤去など実態に即した緊急対応をおこなうこと。

V. 防災対葉に関する要請

1.基準に見合った消防峨員の増員と労働条件の改善、レシュキュー隊や消防車、

救急車を増強するなど、防災体制を抜本的に強化すること。

2.防災観測体制を抜本的に強化すること。

VI.行政上の要請

l.不急事業の見直し、とりわけイベントは中止し救援・復興に全力をあげること。

以上
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蔀活動］麒雌威

新たな支援活訃展開へ現地対策本部の整理始める
兵庫県南部地匹から41 !cl目にはいり、被災地もようやく

落ち着きを取り戻してきたようです。

戦後最大の大震災による混乱のなか、自治労連の救援・支

援部隊の緊急的救援活動は、市民の生活確保へ大きく買献し

てきました。地域住民の生活を守る立場の自治体労働者 ・自

治体労働糾合のまさに献身的な緊急的救援活動は、渡災初期

には無くてはならないものとして、市民からも行政からも感

謝されてきました。

被災地では今なを深刻tぶ斐災の爪痕が残るなか、あるいは

肉親を失い、あるいは家財一切を失い、またあるいはその両

方を失う大きな悲しみと困難をのりこえ、いま市民は新たな

出発へ力強く立ち上がりつつあります。この市民の力強いエ

ネルギに依拠し、行政が全面的に責任をもって被災地の復旧

と復興にあたることが極めて大切になっています。

自治労連の通達第9号 (2月20日付）で活動の今後の対

応について指示がありましたが、混乱期の緊急的救援活動と

いう初期目的を達成できたことに、8常生活をとりもどしつ

つある被災地市民の状況を目の当たりにしながら、現地対策

本部は賀任を全うできた充実感にあふれています。

通達にある新たな活動の展開へ、現地対策本部はいま収束

に向けて整理を始めました。現地対策本部の活動の貨頂な教

訓が、今後の活動の展開へしっかり生かされるよう、総仕上

げに全力をあげています。全国のみなさんの、対応を宜しく

お願いします。

文扱汰りにふ加された阜且，紐貨 2 }弓 2 5 El 

避蘊所支援活動 3 9名

郡山市職千葉県本部 君津市瞬浦安市虚鎌ヶ谷現業、

大覇白里町霰館山市畷八日市場市識埼玉県本部

埼玉県職人問市臓所沢市職川口市職露士見市識

春日部市磁上尾市職 愛知県本部名水労瀬戸市職

春日井市醗蒲郡市獄 0．橋市臓 堺市職新居浜ifi戟

都 5本庁支＄ 衛生局支昌 塁田支＄ 都立学校i3 目黒樟

被害地輝査 7 6名

莉 l!!:田谷支部板橋支部衛生局支部都立学校支g

郡山市職鎌倉市磁氷可衛生寝屋川市載尼崎市臓

炊き出し

奈良水道労糾 犬山市識

対策本部他 6名

山口自治労連、兵庫県載労阪神支部、京都自治労連

＊他に政令都市載の神戸市への応援・行政支援など多くの単

組から参加されています。

△ 

民生活を守る行政確立帆いま本当に必要な支援と痛感
震災ーカ月を過ぎて救援活動に参加して一京都・真子

あの大震災から5週間目に人って、ようやく現地の救援活

動に参加させていただきました。テレピや新聞などでは見聞

きしていましたが、復旧がすすむ現在でも哀災の甚大さに改

めてピックリしました。地窟直後の混乱の中での救援、復1B

活動は本当に大変だったと思います。また、被災された方は

その日の食べ物や衣類など当面の生活に本当に困った事でし

ょう。寝食をわすれ不眠不休で救援、復18にあたられた方々、

物資の搬入や避難所援助など市民生活援助にあたられた方々

など、救援活動に参加された方々の英雄的な活躍が繰り広げ

れれたことと思います。

わたしは、職場でカンパ活動や救援隊組織で頑張りました

が、現地へ来るのは少し遅かったようです。いま被災地では

梅の花がほころび、逆境から立ち直りつつ再出発への努力が

始まった、市民の希望の象徴のようにうつっています。市民

の力強い復輿への努力のまえに、現地での英雄的活動はもう

必要ありませんでした。

それにしても、防災対策がこんなに不備だったとは。緊急

対応にあたった自治体職員は、本当に残念な思いをしたこと

でしょう。それにしても、被災地復旧 ・復興の行政対策がこ

んなに遅れているとは。市民生活第一に奮闘する自治体磁貝

は、本当に残念な思いをしていることでしょう。災害を大き

くしたのも、 1夏1日・復興を困難にしているのも、自治体職貝

の働がいを奪っているのも、ヤッパリ行政の姿勢だと思いま

した。

いま必要な事は、住民本位の行政を確立させること、国民

生活を大事にする政治を実現させていくこと、これが大切な

んだなと痛感しました。わたしは、直接には被災地自治体の

行政民主化のために頑張れませんが、京都では統一地方選挙

が、また隣の大阪府では知事選挙がたたかわれています。こ

こで、確信自治体の建設を前進させていくこと、これが被災

地自治体のまた国政の民主化促進につながります。まさにこ

れこそ、情勢に即した最大の被災地への支援活動では無いで

しょうか。

わたしは被災現地に来てみて、この震災支援に燃える熱い

思いを、統一地方選挙と大阪知事選挙支援に全力投入する決

意として新たにしました。



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労運兵庫県繭部地震現地対策本部

住 所 ：兵庫県西宮市戸田町 1-2 

N o- 3 つ 詈
古？イトじル39i9g為9量内

電話 ：0798-36-2186• 030-620-6806 

1 9 9 5年2月 26日 （日） : 030-620-3712 • fax:0798-26-0ヽII

北夙川体育館へのポランティアに参加して

兵庫県稼労阪神支部 井上

わたしたちは、大震災で自らの家の損壊や家族・親類が死亡

したり、ケガ人を泡える中でも、また腺場では土木事務所や保

健所、児黛相談所を中心とした救援・復興業務に忙殺され、交

通事情が困難を極めていることも加わって、心身ともに疲れが

出ている中ですが、労働組合として何か被災住民に役立ちたい

という組合員の善意に応えようと、 2月 25 • 2 6日の 2日間

自治労連の救援活動に参加しました。

第 1日目は男性5名が参加し、柳沢本部長代理から状況報告

を受け現地に入り、現地におられる埼玉自治労連の方たちから

現地の状況を詳しく聞きました。 「避難所の救援活動は2月末

をも って撤収する。その為に避難住民が今後自立して生活の再

建を図るためにどのような手立てが必要なのかを毎日ミーテ ィ

ングを開いている。」とのことでした。

わたしたちは、肩透かしの感がありましたが、避難住民の真

の救援とはどうあるべきなのか考えさせら、大変勉強になりま

した。

活動は、昼食のおでん配布と体育館に保管してある古着を陳

列 して住民の皆さんに提供する等の活動にととまりましたが参

加者は少しでも役に立てたかなあと感想を述ぺ合いながら、今

後も救援活動参加の意志を固めました。

2日目の活動は、看護婦さん、保健所の方 とで避難所の皆さ

んの血圧測定や健康診断を行いました。

早速、おはあさんから「血圧を図って欲しい。」との訴えが

あり、 また妊婦さんから薬の飲用についての相談がありま した。

ある男性は、糖尿病の疑いがあると判り、市立芦屋病院に車で

運び、医師の診察を受けてもら いましが、日曙8という ことで、

血液検査の機能が無く、改めて平 日に診察を受ける事になるな

ど、 避難所付近の中核病院としての体制ができていない問題が

明かになりました。

避難所の皆さんの埼玉自治労連に対する信頼は大きなものが

あり、感謝されていま した。

今後、避難住民の皆さんが力を合わせ避雌所管理者とも共同

しながら再建 ・復興されるよう願いながら 2日間のかつどうを

終えました。

全国えヽら夕磁励

（現地対策本部受付分）

兵庫・氷上多可町衛生労組金100.000円也

兵庫・尼崎市職広瀬様 金30. 0 0 0円也

静岡•清水市職労 金100.000円也

静岡 • 清水市水道労組 金50. 0 0 0円也

東京・東税支部 金10. 0 0 0円也

同 墨田分会 金78. 0 0 0円也

同 葛飾分会 金18. 0 0 0円也

同 樫山様 金10. 0 0 0円也

歎 鄭屑（住宅密集地）と」t（六甲山麓〉と
自治労連都腺労•世田谷支部（渡会興雄）

世田谷支部の救援隊一行10名は、前日、 東捐区での被災実

態調査（全墳か半淡かなど）に従事しているが、明日の芦屋市

での義援金交付事務援助までは、今日 (26日）は特別の檬務は

無いということとなった。隊員に相談したところ、男性隊員か

らは (3名）、前日の翡査と同 じ地域に入りたいという意見が

出た。翡査の際に老夫婦などから、崩壊家屋からの品物の運び

だしの手助けを頼まれ、いく軒かの手助けしかできなかったの

で、その続をしたいのだという。

また、芦屋市出身で、倒壊家民の下敷きとなって兄の子（め

い）が幼い命を失ったこともあって参加した女性隊員は、すこ

しでも芦屋市の被災者のために何かしたいということから、芦

屋市のポランティア協会に出向くことになった。

残った隊員は、今回の最大規模の被災地長田区に是非足を運

びたいということで一致した。

対策本部のニュースでもすでに多くの人が述ぺているように、

被災はすさまじいの一語に尽きる。まさに見渡すかぎりガレキ

の山で、あたかも巨大な産業廃棄物の慕場と化している街もあ

る。そこが少し前までは結構にぎやかな街であったなどとはど

うしても想像できない。

思いついて、帰路六甲山の魔に足を延ばした。

そこでは、ぺつの鷲きをすることになった。よほど注意しな

いと地震のこん跡を見つけることができない。振り返ると、遠

く神戸の港と海が望まれ、街路の桜が咲くころはどんなにか素

晴ら しい景色となるのであろ う。

地震の気ま ぐれか、 「断層」のなせるわざなのか、このあた

りはいわゆる 「山の手」なのであろう、立派な建物が目立つ。

庶民の悲1参さを一層強く感じることになった。

支援活動に参加された単組—

組織 2 月 2 6 日 （日）

避麺所支援活動 57名

郡山市畷千葉県本部君津市慮 大網白里町職 館山市職

八日市場市職埼玉県本部埼玉県朧 入間市職 所沢市嗽

川口市職富士見市職春日部市職上尾市職 愛知県本部

名水労瀬戸市載 春日井市職蒲郡市職 豊橋市職

長久手町職堺市職 泉佐野市戦新居浜市職都職労衛

生局支部墨田支部目黒支部

被害調査 39 名

都 （世田谷支部板橋支部 衛生局支部東税支部）

鎌倉市濠 広島本部広島市職子供会労組 都市整傭労組

炊き出し活動

半田市職

対策本部 3名

本部京都自治労連

△ 



自治労連兵庫県繭部地●対策本部ニュース
自治労遍兵庫畢繭繹鍾●霞造対筆拿繹

住 所： 兵庫戴西富市戸田町1-2 

N o- 40号
*7イトビル311兵98白9直n

電話 ：0798-36-218&• 030-&20-&80& 

1 9 9 5年 2月 27日 （月） : 030-&20-3712 • fax:0798-2&-0ん11

西宮の子供たちに一廿も阜い学校給食の再開を

全国のみなさんからの温かいご支援に対し感紺申し上げる

とともに頑張っています。

2月20日から西宮市内の学校給食が再開されましたが、

ガスの普及が各小中学校によってまちまちで、再開された給

食は、バン・牛乳・ウインナソーセイジといったような調理

済の簡易給食です。正規調理職員は動務に就いていますが、

嘱託調理職員には出動要請がいまだに当局からありません。

西宮嘱託職悶理貝組合は、一日も早い完全な給食が実施でき

るよう 2月21日に要求書を提出し、 22日に事務折衝を行

いました。

事務折衝では、給食業務の整った学校から順次再開を行う

こと。 嘱託調理職員の出動再開と給食業務開始までは、業務

再開準鯛並びに救援活動に従事させること。地震発生日以降

の自宅待機期間中の嘱託鯛狸員の日額給料を全額補償するこ

と。の要求に対し、当局は、 3月6日から条件の整ったとこ

ろから順次給食を再開していく、再開にあたって準偏、そう

じに5日以内出勤しても良いというわずかな前向きの回答を

示しただけで、待機中の生活保障については何等誠意ある回

答を示しませんでした。線合は引き続き、 2月24日に「9

5春闘要求書」を提出し、要求実現にむけ奮闘する決意をあ

らたにしています。

西宮市嘱託調理貝組合執行委員長

鈴木峰 子
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以上

芦層市での編撮金・撮護金の
交付事霧亥撮に参加して

世田谷区朦貝労働組合（文責・渡会）

今日の行動は全くの予定外で、当初は本日の早朝に帰京する

予定であったところ、現地の受け入れ体制との兼ね合いもあり 、

行動を一日延期してくれるよう要請をうけたのが、 25日の被

災状況調査から戻った夕刻であった。

2 8日からは、正常の粒務につくということで、それぞれ殿

場の了解と支援を得て出できており 、難しい注文ではと危ぐ。

隊員に恐る恐る相談したところ、全員の快諾がかえってきた。

時間に余裕のあった前日、被災地をそれぞれが見て歩いてき

ており、それが「出来ることならもっと協力したい。」という

隊員の気持ちになったのであろう。

◇ 

義援金などの交付事務は、今日が初日ということと、芦屋市

の稼員も大奮闘！自治労連の30数名の仲間も手伝いにがんばっ

た。一時は40 0名近い行列となり、不安もあ ったが、それぞ

れが朦務に慣れるに従って流れもスムースになり、午後4時の

受付停止にも何の混乱もなかった。

義援金の交付などには、当然ながら「本人」確認などの手続

きが必要で、これまた当然ながら印鑑も通帳も何もないという

被災者も多く、改めて被災の厳しさを実感した。

世田谷の 10名の隊員は、被災の実態とは掛け離れたとも言

える少ない 「義援金 ・援護金」の交付ではあるけど、ささやか

ながらも援助活動に加わったという滋足感を持って帰路につく

ことになった。明日朝には区役所に到箔し、一同謙場に戻って

報告します。

女撮活動に参加した編合
2月 278 支援活動に参加された組織

避雛所支援行動 44名

千葉県本部、君津市職、大網白里町職、館山市職、八日市市~職、

埼玉県 ・埼玉県職、入間市職、所沢市職、川口市職、富士見市

圏、春日部市瓢、上尾市職、• 愛知県本部、名水労、 瀬戸市鵬、

春B井市職、蒲郡市日、 豊橋市職、犬山市職、長久手町職、 堺

市職新居浜市職、都職労、 衛生局支部、 墨田支部、目黒支部

△ 

蓋援金活動 5 0名

都職労（世田谷支部板橋支部衛生局支部東税支部）

広島本部、広島市鵬、子供会労組、都市整備労組

炊き出し活動 1 3名

京都府臓労

対策本部 4名

以上の 11 1人（受付登録分）が行動に参加されました。



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労遵兵庫県齋部地霞現地対筆本部

住 所：兵庫県百宮市戸田IJ1 -2 

N o.  4 1 号
古りイトピル39R●自沿9直内

電話 ：0798-36-2186• 030-620-6806 

1 9 9 5年 2月 28日（火） : 030-620-3712 • fax:0798-26-0411 

強く感じた人とのふれあい
一 救援活動の中で

目黒区喋労は、 2月1日から2月28日まで3泊4日のパ

ターンで9次にわたり救援要員を派遺してきました。

私自身は、 2月7日から2月28日までちょうど3週間こ

ちらにいたことになります。主な任務として途中から加わっ

た墨田区喘労も含めた派遣部隊の受人れと配償、行政との連

絡、他のポランティアとの意見調整などを行ってきました。

特に力を入れなければならなかったのが仕事の確保てす。

当初、芦屋市の広報配りからはじまって街の被害状況の調査、

隣の東灘区役所での災害証明書発行の手伝い、長田区の避難

所への派遺、倒壊した家から家財道具を取り出す仕事、高齢

者の介護、保健センターでの巡回などなどまるで人材派遣セ

ンター会社のようでした。東灘での災害証明害の発行では、

整理券の発行をするなど紐合員全員奮闘しました。また高齢

者の一人ぐらしで家具の片付けができないでいたところへ男

性数人で手伝いにいき、記念品の品物などを取り出したとき

に本当に感謝され、私たちも大いに働きがいがありました。

私たちが、主として応援していた芦屋市にある海技大学で

は、 2月26日に初の避難者に対する話し合いがもたれ、自

主運営の第一歩がはじめられました。その話し合いの中であ

る高齢者が「我々はむい頃国のために人殺しをしていた。み

なさんは人助けで頑弧っておられる。とても感謝しているし、

うらやましい。」と発言され、学生ボランティアの中には、

涙を流す人もいました。

いよいよ明日は東京に怖るという27日に芦屋市の救援活

動の責任者たちとの話し合い、今後の避難所の運営について

①住民の自主運営を基本とし、行政の役割を明確にすること。

②避難所と物資・食事の配給所をわけること。

③仮設住宅の建設や復興計画にもっと住民参加を取り入れる

こと。

④警察などによる夜間パトロールの実施などを意見として述

ペました。 27日の深夜には長田区の二葉中で活動している

仲間を7人で訪ねました。こちらは住民紐織が避難所の内部

でも地域でも確立しており、 4. 3 0 0食もの食事の配給も

非常にスムーズだし、治安上の問題も全くないところでした。

こちらに来て東京で想像していた以上に被害の大きさに驚い

たり、住民のたくましさやポランティアの献身的な活動に感

動し、 一方で行政の対応の不十分さにイライラするなど多く

の経験をしました。また、数多くの人と知り合い支えあって

無事任務を果たせたことに感謝しています。

1 9 9 5年2月28日

目黒区職労書記長高村重明

醒醐翡齢交幅伽譴贖をはじめ大奮闘

芦屋市で2月27日から始まった義援金交付活動には、京

都自治労連に責任をもってもらっています。27日は、京都

府臓21名、宇治市職2名、舞鶴市獄1名をはじめ、東京 ・

世田谷支部、板橋支部、衛生支部、 東税支部、広島自治労連

などの自治労連の仲間50名が参加。芦屋市福祉部長は 「自

治労連の皆さんのおかげで、混乱もなくスムーズに交付事務

が出来た。」と感謝しています。

今日、28日も大租闊しています。明日 (3月18)から

全国の救援・支援は、一部を除いて終わるため急きょ滋賀自

治労連の支援を要請しています。

支援活動西・東
わたしたちが参加した非薙所は地域のリ ーダーがし っかり し

た方で何も心配はありませんでした。

今後、地減のリーダーに自治体の粒員が関わる事と、その核

を広げることが今後の重要な点だと思います。

地域に根差した組合活動も、これに依拠したものを目指すこ

とが必要なのかもしれません。

（用海小学校で非難所の支援活動をした愛知県長久手町粒の矢

野さん）

避雌所の方たちがわりと明るい方が多かった。予想していた

暗さはなかった。支援活動について深く考えてなかったが、実

際に活動してみると地味な仕事を続けることの大変さを知った。

（同じく用海小学校の支援活動をした愛知県翌橋市粒の伴さん）

支援活動に参加した組合
2月28日 支援活動に参加された組織

避難所支援行勤 4 0名

千葉県本部、君津市磁、大網白里町職、館山市職、八日市市臓、

埼玉県 ・埼玉県磁、入間市職、所沢市臓、川口市職、富士見市

磁、春日部市職、上尾市瞬、愛知県本部、名水労、瀬戸市職、

春日井市職、薄郡市礫、豊橋市臓、犬山市臓、長久手町監、堺

市瞬、新居浜市職、都礫労（墨田支部 目黒支部）

譲援金活勤 4 0名

京都府職、宇治市職、鐸鶴市瞬、城隅市瞬、都譴労（東税支部）

下松市朦、宇部市瞬、防府市織、広島（呉交通、広島市諜、都

市整備労組）

広報配布活動 5名

鎌倉市牒、新居浜市職、広島市

対策本部 3名

以上の 88人（受付登録分）が行動に参加されました。このほ

か、政令都市臓の神戸市への応援、行政支援など数多くの単組

が参加しています。

△ 



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
自治労遍兵庫県膚部地●現地対筆本郷

住 所 ：兵庫県西宮市戸田町1-2 

N o. 4 Z2号
本りイトビル39兵ヽ8治9量内

電話．．0798-36-2186• 030-620-6806 

1 9 9 5年 3月 1日（水） : 030-620-3712 • fax:0798-26-0411 

ー湯・自宅の線害に負けず、
ホ ム入居者の安全守って大奮闘！

咋年12月1日に結成した西宮市老人ホーム嘱託職員労働

組合は、この阪神大震災で寿園、雅楽荘の2つの老人ホーム

で被害を受けたにもかかわらず、また、自宅が倒壊したにも

かかわらず、正規職員と一緒にホーム入居者の健康と安全を

守ってきました。

2月15日に東京で開催された自治労連第12回臨時大会

に2名の代表が大きな期待と喜びを持って参加してきました。

1 3人の小さな組合ですが、新規加入の承認を受け、組合旗

を頂き、全国の仲間の前で挨拶できた事は非常に嬉しく思い

ます。

早速 22日に全体集会を開催、大会の報告と春闘要求の

討議に入りました。こういう時期だからこそ、雇用の安定や

退職金制度の新設などを求めてしたたかに闘っていきたいと

思います。

西宮市老人ホーム嘱託職員労働組合

ポンカン10 0箱届〈！ ！ 
自治労連愛媛県本部救援 ・援助

3月1n、自治労連愛媛県本部からポンカンtoo箱が届

きました。さっそく、現地対策本部は兵庫自治労連の仲間と

いっし ょに 「自治労述と共同する」神戸市識、東灘、灘支部

と県職労阪神支部などに救援激励しました。

自治労連愛媛県本部からは、さきに：刃務局にちりめんじゃ

こも送ってもらっています。

北淡町救援活動に 10 0名参加
県職労淡路支部

北浚青覆覆活員に100人M奮薗
淡路支部が呼び掛けた、北浪町への救擾活動は2月でい

ったん区切りがつきますが、 8日間で 10 0名の組合員が

自主的に参加しました。

救援の婁務は、物費や嚢擾金のリスト作成など、町慮貝

の実霧を応霰するもので、町●貝か らも惑髯され、実効が

上がりました。参加された組合貝の皆さん、本当にご苦労

様でした。

今復の救擾活動は北演町災害対繁本部と協蘊の上で追め

ることになります。改めて憂讀があれば、頁度皆さんに呼

び掛けさせていただきます。

兵庫県職労淡路支部 rぁわじ」N034号より抜粋

△ 

分会毎に避難テントで炊き且しも
県職労神戸支部

2月11 • 1 8日両日、長田地区の傾斜地周辺で20リッ

トルボリ タン40個の給水援助活動を展開してきた県職労神

戸支部は45日間たったもとでもあたたかい炊き出しが出来

ていない避難所への炊き出しを計画しています。

被災紐合員も多くかかえる中で10 0 0名の職員から20

0万円 (2月24日現在）の救援カンパもよせられています。

また、県の救援活動の改善を求める r救援行政見直しアン
ケー ト」を実施します。

「-------i
i 甲 1＼卜、ホームスティ受け付け、 ： 
! ~tttf~Rfi! ; 余翻翻B直等， 繹碩を改苔、見直しさせよう！i t 

一支聾． r救肇行政見直しアンケー ト」 : 

に、ご協力下さい一 : 

i 被虹民にとって、効果的な敦摸活動を願i
t 
合 い、 避摩バト等に多くの餌合員が参加してい:

ますが多くの改菩点見直しの注見が出され:

t 

i 
ています・-支謬として、五見集約し対定本湿:

帆
等へ申し入れますのでご協力下さい． 令

しヽ

訊駿労神戸支部ニ ュース2月24日号より抜枠

幼稚園児から避難所におひな機を
3月 1D、対策本部に淫知県春日井市繊から来られた保母

さんより義援金として2万円と固児が作ったおひな様が届け

られました。

色紙できれいに作られたおひな様の裏には、園児が被災者

の方に幼い字で懸命に苔かれた手紙が張り付けてあ ります。

卑速 本部では避雄所に届けることにしました。

支援活動に参加した組合
3月1日 支援活動に参加された組織

避難所支援行動 1 6名

千葉県本部、君津市職、大絹白里町職、八日市市職、埼玉県本

部、愛知県本部、名水労、春井市牒、蒲郡市職、豊橋市瞬、犬

山市職、長久手町瞬

義援金活勤 2 4名

京都府職、字治市職、京都自治労連

対策本部 3名

以上の43人 （受付登録分）が行動に参加されました。このほ

か、政令都市職の神戸市への応援、行政支援など数多くの単組

が参加しています。
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自治労連速報~!;鸞は
発←日本自治体労儡組合総違合散宣・文化局 1翌愕努豹和填訂

全労連

自治省交渉を実施し、 「19 9 5年国民
春闘統一要求書」 を提出

麟

3月18午罰、自治労連は自治省と交渉を行い、自治大臣にあてた「 l9 9 5 

年国民春闘自治労追妖ー要求書」を提出し、この間積み上げてきた自治体労働者

の切実な要求に対して、自治省として資任ある 積極的対応を取るよう要沿しまし

た。

交渉に11.n治労遍から武下副委日長、伊蘊訊委只長、福島寄紀長はじめ、貸
金』杏屈、教宜局、甘if.部から合計 8名が参加しました。

また、「9治省は公務且環の中漏疎仕禰佐他4名が対応しました。

tH.II、武下副委a長が発 行し` 要求の愚 舌について況明し、特に以｝．の 3点を
強凸 し．自治省としても従米のスタ＇ノスをこ えた複極的な対応をとろよう委沿 し

ました。

1)公務労組連絡会が人事院、総務庁と正式な交渉ルールを祝立した もとで、

自治名としてし公務労組連絡 会の統一要求の実現のため積極的な凸きかけ

をすること。また、交渉ルールが確立したとはいえまだ不卜分な部分があ

り、改善に向け ・一層努力すること。

2)阪神大霞災については、自治労遍も労働繰合として可能な限り努力してき

た。現地では国 と自治体の責任でやるぺき謙贔が探割な問題にな ってきて

いる。襖災地自治体、住民の自主性を尊重しつつ、政府 ・自治省としても

必要な措置を執ること。

3)超低額の賃金引 き上げと 2年連続の一時金09減など、公務員の生活実nと
かけ霞れた勧告の押しつけが行われている。その結果、自治体労●者の暮

らし・権利ふくめて深刻さが広がっており、自治省としても統一賃金要求

について積極的対応をする こと。また、不当な介人 ・干渉にあたる不適切

な「指導」を行わないこと 。

これに続いて褐島書記長が、賃金引き上げ及び賃金関連萎求、労慟野層、現稟

労儀君の処遇改警、臨時馨員の賃金 ・労働条件改善、育児休菓給付・介護休暇

（休菱） 給付、防災対策、公務日の労働基本直確立、日治償絋充 ・地方自治擁讀、

等委求苔に沿 って自治労連の基本的立凸を説明 しました。

また、伊藝119委員長（扇人祁長）が、介類休暇ヽ：：係わって、地方自佑体の労伎

がこの間自主的に積み上げてきた制度を尊菫し、それを発展させる方向で蓄Ill化

するよう要求しました。また、大震災整災地自治体の職員の不載不休の奮闘を紹

介し、自治省と してその実nを理解し、適切な措置を執るよ う求めました。
大河内 青年祁艮は、青年の探釘な生活実限を紹介 しつつ、 初任給の引き上げる

こと、 一時金の差別支給をやめる こと、 両性が安心して僅き紐ける ことの出来る

介護休暇討霞を確立するこ と、 などを求めました。

対応 した自治省の中瀬洩長補佐は、 提出された要求1こついては世当各練と連絡

．讚整 し、 複B別途交渉の場を設定し回吝する 、と答えました。

また、本日の交渉に関連して、自治省としての基本的立場を 2点について次のよ

うに述ぺました。

まず第 1に、叛悼大鵞災については地方自治のあり方が問われてお り、行政に

対する信頼性が保保できるかどうかという 問団であると考えている。 自治名とし

ても全力で取り組んでいる。自治労速 とこ の問やりとりしてきたことだが、自治

体からの隠 日品遭を「公務叩g」扱いすること、 その際の派遺元自治体の9l致負

預に対 して国として情置を執る こと、芍を決めた、，これなどもその巧力の 一例だ。

n治労連 とは立＃の速いはあろが、 震災復剛の問渥 については共通の認温で努力
してLヽ きたし‘°

第 2に、ほし合いのルー ルについては 、立場の返いはあっても、*'応できるも

のについては出米るだけ対応するというのが自 治省の基本的考え方だ。今決と も

その立場で交渉を統けていきたい。

武下副委貝長は、こうした自治省の問度ょ・月を受けて、 「中漏長長幡佐が表明

された自治省の基本的スタンスについては自治労連として も評価したい」 と述ぺ、

その立燐に立ってさらに努力する よう求めました。さらに、本日揖出した妥求書

に対して、自治省と して誠意あろ回笞を出来るだけ早い時屈に聾示するよ う求め

ました。

褐島書記長は 、 「自治労連がこの闇禎災者軟置に取り編んできたことに対し、

色々と自治省 としてご配鳳頂き有り●い。 復員に向けて自治体のあり方が間われ

ている。自治体●員のあり方が極隕の状況の中で問われた。そうした自治体●員

のがんばりを正しく評伍する延長で労働条件の改讐や、労●基本襦の間議を考え

てほしい。また、特に臨●・非宮動閏嘉については実愚をふまえて、自治省と自

治労連の1111で詰めた議論をしたいと考えており、要求への回笞の際に実隅1こつい

ての討蘊の材料を提供するようお願いし たい」とのべ、 本日の交渉を籍めくくり

ました。



不当解雇とたたかう、廿日市指導員労

組に対する「激励電」 と市教委への「抗

議電」の集中を

記

自治労連第12回塵峙大会で自治労連加入した「廿日市市留守家庭児童会指

導員労●組合」は、市教育委員会の任用制賓愛更に対して交渉をおこなってき

ましたが、市教委はなんら誡意ある回笞をしないばかりか、 2月27日蠣本委

員IIJ以下動続10年以上の指導員に解雇通告をおこないました。

留守家庭児童会の発展に努力してきたにもかかわらず、 1年雇用を理由とし

た「鰯雇」には断じて容認できるものではありません。 「解雇J艤回と全員の

解雇を帽保するために全力でたたかう決意を固めています。

自治労連は、労働組合とまともな交渉もおこなわず一方的に解雇をおこなっ

たことに対して、廿日市市教育委員会に至急抗議電の集中と同時に、廿日市市

留守家庭児璽会指導員労働紐合への讚励の集中を緊急にお願いします。

［盪励先］

廿日市市留守家庭児童会信導員労偽組合

委員長横本玲子
“.,~9ヽ ら し ● じ 電ビ 9・

〒738廿8市市阿品台二丁目 2書6号

文例 ・不当な解雇通告にひるむことなく、がんばってください。

・全組合員の結束で、不当な攻撃をはねかえしましょう。

【航羅先l
廿B市市敏育委員会

t;"． 
霰育長田中丈夫

〒738廿8市市本町6蓄1号

Tel.0829-32-0121 Pu.⑱29、32•1%9

文例 ・廿B市市漱育委員会は、児童会指導員への不当解雇をただちに撤回せよ。

．廿8市市徴育委員会は、鯛雇を●回し、全員を職場にもどせ．

．廿日市市教育委員会の労働組合っふしを阻う解雇逼告に断固杭皐する。

ただちに解雇を撤回せよ。

．廿日市市敬育委員会の不当労働行為、断固糾弾．

情報BOXファックスサーピス
新綱資精

BOX雷号 賢 料 名 発表元 ヘ・＿y•

0 3 地方分権雛追法案・法案要綱(2/28閻議決定） I 0 
．．．ーー・・.......ー・.....-● ● -ゃ...---..幽.．．．．．．．．．．・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・-・ ・-・-・・・・・・・ー・・．．.............. 

0 4 地方分権に関する71tート鵡査結果要約(94/12) 地方自治経営学 5 

会

情報BOXファックスサーピスの取り出し方

l、お手元のファックスから電廷をかける (03-5978-3588)
「こちらは自治労連情帽BOXサービスです。賢料を・・・…」が関こえます。

2、憫蝙BOX取り出しの指示●号 日固図 OOIBOX書引 困囲を入力する
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3、スタートボタンを押し、受話醤を冒＜

指定した資料が送信されます。

火回転ダイ ヤル式回・で電誌をかけた場合、ブッシュホ ン償号に切り鰭えてから •そ＂してください
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自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース
自治労連兵庫県繭部地霞現地対策本部

住 所 ：兵庫県西宮市戸田町 1-2 

N o . 4 3 痘

木りイトピ1¥.3肩兵ヽ自為ぅa内
電話 ：0798-36-2186• 030-620-6806 

1 9 9 5年 3月2日 （＊） : 030-620-3712 • fax:0798-26-0411 

震災対策支績活 動の中で

新居浜市殺では 1月 30日から 2月 3日までの広報配布活

動、 2月 3日か ら引き続 く避難所（芦屋保険センクー）での

支援活動に 31名（う ち女性4名）の組合員が参加。のぺ参

))II人数では 11 0名が 10次にわたって約 1ヵ月の継続した

支援活動を行った。広報配布では、自治会組織の確立、住民

に自立意識を持たせることを方針として各戸を回り、苦労し

ながら被災した住民の訪問に奔走し、その後東京都殺目黒支

部、鎌倉市戟へと引き継いでいった。

2月 3日からの保険センターでの支援活動では、特に若い

組合員が自発的に参加を希望し、 rぜひとも行きたいj とい
うあまりに多くの声には内心競いた。 I‘今何かしたい、しな

ければいけない』それがみんなの素直な気持ちだろう 。

保険センタ ーはほかの避雌所と述い、 日中は保険センク ー

としての機能をしているため腺員（保健婦さん）かいて、震

災後の色々な状況の移り変わりをきくことができたことは参

加した組合員にとって非常によい経験になったと思う。参加

した組合員からも「保健婦さんの頑張りには顕が下がる思い

です。 」 「保健婦さんたちに元気づけられました。 」 「芦屋

で救援活動が出来て本当によかった。 もう一度行ってもっと

手伝いたい。」と言う声も寄せられ、この経験は組合員たち

の力と なっていくものと確信した。

支援活動の中心は避難生活者の世話 （食事 ・水）及ぴ物資

の配給（保険セ ンクーがおむつ、 ミルク 、マスクなどの配給

所となっていたため）であったが｝JIIえて夜間の泊まり込みも

その活動の一つである。事務所に段ボールを敷き毛布をかぷっ

て眠る、企震のときにはさすがに恐ろしかったが、炊き出し

をして迎難者の方にも手伝ってもらいながら作り 、おいしかっ

たと喜ばれたときは本当にうれしかったという声も女性の組

合員から寄せられた。駿員全員が被災者であるにもかかわら

ず、地震直後から不眠不休で働き続けている檬員の方々、

「だけど、 rあのときはすこ＇かった jと言える日がいつかは
くるはずだから」という言葉が印象的だった。

自分自身、 1月 30 LIから 2月 38までの第 1次支援部隊

での広報配布の支援に続き 2月 26日から 28日までの最終

第 10次の避難所支援活動への2回目の参加となり、このと

きは保険センクーでの活動に加え広報配布を受け持ち配布を

行った際に、最初に広報配布の依頼をし、少 しずつ我々の支

援活動を理解し自分も被災者てあるが他の被災した住民の自

立のためにがんばろうと言ってくれた自治会役員の方々、住

民の方々の名前を目にし、少なくともこの 1ヵ月の間、住民

自身自立復興へ向けてがんばってきたのだということを強く

感 じながら最後の広報配布を終えた。

全国からの支援の中で少しずつ変わって行く街。レールは

敷かれて行くのは見えるが、その行き先はまだはっきりとわ

からない。けれど、 「きっと芦屋はかえってくる」そう信じ

ている。

愛媛新居浜市粒副委員長香川

支援活動 西・東

地展発生後40日が経過し、住民の方々もすでに落ち店いて

いるようだ。川鉄体育館はあくまでも民間であり、その腺員も

手慣れているようだ。ライフラインのうちかけているのはガス

だけど、それ以外はOK。ガスが来れば弁当の配布も不要と思

われる。

（芦屋市／11鉄体育館で活動した愛知県犬山市戦の尾関さん）

テレピ等では知る ことの出来なかった事を様々目にした。倒

壊した多くの家屋とそのわきにかざられた花を見たとき目頭が

少し熱くなった。

（梢詣小学校で活動した愛知県長久手町粒の川本さん）

アンケートをとってみると、自らの自立が見られるようです。

避雄所から帰るときは被災者の方々と会館の稼員の方が明る

く送り出して くれました。今後の自立に期待がもてそう 。

（北夙川体育館で活動した埼玉の関根さん）

支援活動に参加した組合
3月 2日 支援活動に参加された組織

避難所支援行動 1 6名

千葉県本部、 君津市器、大網白里町閉、八日市市職、埼玉県本

部、愛知県本部、名水労、春井市腺、蒲郡市職、豊橋市職、犬

山市職、長久手町職

義援金活勤 2 7名

京都府職、宇治市瞬、京都自治労連愛知県 瀬戸市瞬労、半

田市器労、長久手市瞬労

翌堕本部 3名

以上の46人 （受付登録分）が行動に参加されました。このほ

か、政令都市圏の神戸市への応援、行政支援など数多くの単組

が参加しています。

------- -~-- -- - ----

裏面に西宮市職労の報告を掲載

△ 



西宮市職労力‘らの報告

1 9 9 5. 3. 2 

西宮市職労

震災当8以来、委員長、副委呉長をはじめ組合役呉のほとん

どが対策本部のそれぞれの部署で中心的役割を担い、不眠不休

の活動で頑張つてきました。 17日には市内の至るところで倒壊

家屋の下敷きになっている市民を救出しようと奮闘する職呉の

姿がありました。また、本庁舎2階の会議室に設罷された対策

本部では、救援を求める市民からの悲痛な霜話tf鳴り続けまし

た。 そして時間に関係なく、夜中も次々と支援物資到着の庁内

放送が流れては、搬入に頑張る職貝の姿ガありました。職貝（よ

文字通り三8三晩、 ほとんどまともな食事も□（こできす、頑張
り続けました。

市職労書記局は17日に芍話の復1日をして以来、全国の自治労

連の仲間はもとより、組織の違いをこえた支援の申し出が次々

と寄せられ、専従執行委員2名と4名の書記の体制で救援物資

の受け入れ・搬送そしてポランティアの受け入れに追われる毎

8でした。 この間の記緑の厚みは85の罫託で1cm(：：もなりま

した。 そして20日以降は自治労連現地対策本部ガ設置され、こ

れらの窓口の大部分は担つてもらえるようになり、やっと組合

貝に目を向けた活動が取り組めるようになりました。

組合が最初に当局に甲し入れができたのは、災害力‘ら1週間

が経こうと可る228でした。その内容も①職呉の安否を早急1こ

一人のこら可掌握可るここ。②徹夜での従事者に確実に食事を

提供可ることは勿論のこと、交代要呉の配置等、職貴の健康へ

△ 

の対策を取ること。こいうささやかなものでした。人事当局tJ

ポランティアの受け入れ担当になっていたため、パニック状態

の中でのお互いに立つたままでの0頭申し入れとなりました。

本部執行委員と職員支部戟行委員が集まつて、 ようやく「市

職労対策会謙」が閲けたのが1月24日。その会議での情報交換

をもとに、第2次甲し入れを翌25日付で行いました。その要旨

は、①すべての職員に決定事項を文書で徹底すること②2次災

害防止のため、市民 ・職晏等ガ出入り可る庁舎の安全調査をせ

d:::③調査活動で市内を回る職固こヘルメット ・防寒具を支給せ

よ④当面週1回の 「勤務を要しない日」を0ーテーションで与

え、懲夜の瞳呉には最低18単位の休息を与えろ⑤全国の自治

体に、当局から応援職呉の派遣を要請せよ の5項目でした。

それ以降市臨労機能も順次回復し、被災市民の救援を最優先

しながらも、職呉の生活・健康を守る活動に比重を移して取り

組んでいけるようになりました。

まだまだ匝〕答内容が十分満足するようにはなっていませんtf、

持ち前の粘り強さで、頑張つていきます。

この間職呉 ・組合員さんから喜んでもらったユ＝ークな取組

みの一つに、公衆浴場の入浴券の割引き斡旋がありま可。水も

ガスも出可に風呂に入れない組合呉さんに提供した斡旋入浴券

は、 2/3~2/14の間に延べ1万7千枚にもなりました。ま

た、当局が瞼員のために仮眠・宿泊場所を設けなかったため、

市疏労として、ガスも水も無いけれど暖かい部屋と布団のある

市内の宿を用意し、 1/29~2/8の間に延べ119人が利用し

ました。



自治労連兵庫県南部地震対策本部ニュース
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住 所：兵庫県西宮市戸田町1-2 
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話 ：0798-36-2181,• 030-62-0-6806 

: 030-620-3712 • fax:0798-26-0411 

電

贖がすすも‘淡路島
被災者から感紺のはがき

埼玉県は 2月末まで西宮市

3月2日、柳沢現地震災対策本部長代理と石引中央執行委

員で愛媛県本部から送られたポンカンを持って、現地対策本

部から3時間かけ淡路島の津名港に到着。救援復典活動に奮

闘している兵庫県職淡路支部並びに北淡町職の激励訪問を行

いました。

県職労を激励訪問した後、田村県職労淡路支部長の案内で、

淡路島最大の被害地である北淡町の実態調査を行ないました。

側壊した多く の家屋はすでに取り払われ更地が目立つ風景で

したが大震災の凄ま じさに目を覆うばかりでした。役場から

車で数分のところにある野島活断層は、農業水路が1メー ト

ル以上横にズレ、屋敷のなかを椛1メートル近く、深さ 2メ

ートルの亀裂が走っている状況と畑の隆起も1メートル程の

状況を目のあたりにしたとき、あらためて大地震の凄さをま

ざまざと思い知らされる感がしました。

実態潤査後、役場と北淡町醗に激励と申し人れを行ないま

した。北淡町醗の役員は仕事で不在だったため、災害対策副

本部長の井高助役に北淡町の復典状況の説明を受けました。

現在は、災害復旧もすすみ仮設住宅600戸の入居作業に

追われており、家財道具の運搬に引き続き淡路支部のみなさ

んの応援をお願いしたいと県識労淡路支部長の田村さんに助

役から要請があり、田村支部長は、 早速連絡を取って要請に

応えたいと即答。版神支部の救援活動の敏速さがここでも現

れていました。

婦路の津名町でもひどいところでは、十数個の屋敷がかた

まり となって全J.-'iした後が更地になっている状況もありまし

た。

走行中の状況は、すぺてのマスコミが淡路島から引上げ瓦

礫を運ぶ災害復旧のili．のみが往来している状況でした。

夜、焔途についたフェリ ーから見た炎は、倒壊した家屡の

残骸を廃棄場で燃やしている炎でした。神戸市などの大都市

と迩い、町民が一体となって救援活動にあたり、 二次災害を

防ぎ、マスコミの行き過ぎなどにも対応して、町と住民のカ

で防災活動にあたっていました。

北淡町や津名町 ・淡路町などの小さな自治体ほど自治機能

が十分発押されていることか、災害復輿作業状況からもはっ

きりとうかがい知る．こ』とができました。

-9//」“乙 二

の北夙JII体育館を受け持 って

いましたが2月 28日をもっ

て、避難所を後にしました。

2 8日の朝、非難所を出る

支援部隊に被災者 ・殿員のみ

なさんから玄関先まで見送り

を受けました。そのときに被

災者の一人からお礼のはがき

を送られました。

活動に参加した組合員は、

それぞれに多くの体験と思い

を持って戟場に戻りました。

♦ 被災者から＂ありがとう！ありがとう ！＂ と言われた言

葉がいつまでも残った。

♦ 被災者 ・ボランティアの人達と話ができて、 よかったと

思います。

♦ 人々が思った以上に生き生きとがんばっていることに感

激 し、人間のたくましさ、 1祖さを感した。また、何人かの親

しくなった人々との交流は、心あたたまるものがあった。

支援活動に参加した組合

3月 3日

型堕本部

支扱活動に参加された組織

避難所支援行勤 1 0名

千葉県本部、君津市認大絹白里町靡、八日市場市瞬、愛知県

本部、名水労、春井市瞬、蒲郡市瞬、 豊橋市職、犬山市職、長

久手町職

義援金活動

京都府職、京都自冶労連、愛知県

豊川市踪滋賀県職、栗東町器

2 5名

3名
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瀬戸市庶労、半田市職労、

以上の 38人（受付登録分）が行動に参加されました。このほ

か、政令都市牒の神戸市への応援、行政支援など数多くの単組

が参加しています。

△ 
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顔tふ対応で彼災者教う 千葉県担当避難所活動
干葉県が担当している避難所では、当初30 0人の避難され

ている人がいましたが、震災から49日を経った現在でも 14 

0人の被災者が身を寄せられています。

水道の普及・仮設住宅への移動などから被災者が減っている

ものの、ほとんどの被災者が家屋の全壊の方がほとんどであり、

また老人 ・障害者なと弱者の比率が高くなっています。このよ

うなもとで、被災者の健康が悪化している人も増えてくる中、

千葉県の仲間は、被災者の健康状況を詳しく把姐して事にあたっ

ています。ここ数日の間に、 西宮市当局と緊密な連絡をとり、

救急車に 1名、病院などに3名を送り出し、被災者の人命を事

実上救っています。

いまや、避難所は、専門医の医者、看護婦・ 保健婦など緊急

の対応をしなければ健康状況も維持できない危険な状況も生ま

れています。国 ・県 ・市町村の連携した対応策が求められてい

る状況です。

肖屋の仮設住宅へ生活冊品搬人作業1こ奮闘

自治労連の仲間は4日、芦屋市の仮設住宅への生活用品の搬

入作業の救援活動に祁闘 しました。この活動には、兵庫自治労

述の氷上多可衛生事務組合戟労働組合から7名、兵庫県稼労 ・

神戸 ・阪神支部、愛知県 ・大阪 ・京都の仲間が19名が参加。

4月に入っても多くの被災者が月難所生活
国が資任持って仮設住宅10万戸建設を

西宮市内の避雄所生活を余儀なくされている人は、3月3日

現在、 l3 9カ所の避難所で94 1 9人、 芦屋市では、 41 7 

1人という状況です。

現在、仮設住宅は、西宮市で84 5個、 芦屋市で80 0個が

既に人居、現在入居作業が進んでいる個数は、西宮市で45 0 

個、芦屈市で32 0個程度です。 3月月末までに計画されてい

る仮設住宅の予定は、西宮市で27 5 7個、 芦屋市で 10 8 0 

個。芦屋市の当局は、少なくともあと 10 0 0涸の仮設住宅が

どうしても必要と話しています。しかし、国・県などの増設計

画はありません。

被災後最高の避難所生活者は兵庫県内で30万人以上、3月

3日現在10万人をやっと割った状況です。

このままでは、4月に入っても、芦屋市で約20 0 0人、西

宮市で40 0 0人が仮設住宅にも入れず、大阪の南地方（和歌

山市に近い）などはまだまし、おおかたの人は遠距離への移動

か引き続き避難所生活にならざるを得ない状況です。

国 ・県の抜本的対策を求めて行くことが強く求められていま

す。

1月 22B から 2月 25 廿 rBJに第 5〖までのべ40名救援睛
に参加 ー一神奈 I1県三扉籟労ー一

三補市粒労では、この間継続的に阪神大震災の救援活動を行っ

て来ました。

1月19日には、救援カンバの協力や支援物資の提供を組合

員に呼びかけ、救援活動への参加者募集をスクートしました。

9名の組合員が第一陣の支援グループとなり、市民の方々から

トラ ックや支援物資の協力も得て、 22日に三湘市を出発しま

した。

第 1陣 (1月22~288)9名に続き、第2陣 (1月27 

~2月 1日）9名、第3陣 (2月 6日～ 11日） 9名、第4陣

(2月 138~18日）8名、第5陣 (2月20~25日）5 

名の延ぺ40名が芦屋市で救援活動を行いました。その内容は、

支援物資の運搬に始まり、震災広報の配布、被災者の聞き取り

調査、交通整理、仮設入浴場の受付 ・整理、ガレキの搬入許可

書の発行、コ＇ミ分別の徹底、倒壊家屈の解体作業の監視へと続

きました。 中でも第 1陣の活動は、たいへん危険かつ緊迫した

状況のもとで行われました。いち早く立ち上がった我々の行動

は、市当局の姿勢を動かし、第1• 2,車は椒免扱い、そして第

3陣からは公務出張となりました。

短期間にこれだけの人が救援活動に立ち上がったことは、 自

治休労働者の持つ熱い思いを実証 しま した。困っている人 ・・街

しんでいる人に手を差しのぺるこ とは、自治体労働者にとって

まず求められることです。

今回の救援活動を通して、私たちは自治体労働者の原点に立

ち返り、大きな確信を得るこ とが出来ました。

地展から 1カ月以上経ったものの、被災者の皆さんにはまだ

まだ苦しい生活が続いていることと思います。大切な肉親を失

た方々の痛手も計り知れません。被災地の復興を心から顛 うと

ともに、私たち自身も防災体制の整ったまちづくりを目指して

藷闘する所存です。 （三浦市稼労 • 宮越）

3月48の行動者 ・芦屋市行動のみ

避難所支援行動 1 1名

千葉県本部、千葉県踪労、君津市粽、大網白里町職労、八日市

場市職労、 八千代市職労、愛知•長久手町瞬労、茨城自治労連
仮設住宅物資搬入作業 1 9名

愛知県本部、名水労、春日井市職労、蒲郡市瞬、豊橋市器労、

犬山市殿労、瀬戸市職労、半田市瞬、登川市職労、大阪・吹田

市労連、 京都市閑労、兵庫県囲労・神戸支部、阪神支部

社堕本部 2名

以上の 31人 （受付登録分）が行動に参加されました。このほ

か、政令都市職の神戸市への応援、行政支援など数多くの単組

が参加しています。

△ 
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がんばれ香炉園,j＼の皆さん
避難所の激励会を開催・堺市職労

堺市職労は3月4日夕方から、 1月28日

~2月28日まで担当した香炉園小学校の避

難所活動を総括し、被災者代表 ・校長・教頭

先生、東京などから参加した学生ボランティ

アーと堺市総務次長など市幹部、松永委員長

をはじめ避難所活動の中心になって活動した

組合員などが集まって「香炉園小学校の皆さ

ん、がんばってください」激励会を開催。当

I」は、何回も炊きだしを担当した婦人らが手

を尽くした料理と少しのビールも出され、和

やかな激励会となりました。

激励会では、地元代表 ・校長 ・教頭先生か

ら 「皆さんのおかげで助かりました」と感謝

• お礼されるとともに、避難所での被災者が

助け合って自立して生活していく方向も話さ

れました。また、西宮市に居住する食料を担

‘りしたボランティアーさんからは、 「初めて

2. 000食もの炊きだしをした。 一週間やって

自ら炊き出しをしないようだったら引き上げ

ようと思っていた。被災者の自立へ向けたガ

ンバリと堺市職労の皆さんの救援活動の姿を

みて、我が夢中でもがんばってこれた。」と

話されていました。

ポランティアー活動に参加した学生さんも、

「学校ではできない、本当の人生勉強を味わ

う事かできた」と感想も。ここにも、自治労

連の「自治体労働者論」の実践的な活動が生

きています。 （激励会にはヤナさんも参加さ

せていただきました。）

1ラウン管より無残な被災他
地震から 50日の経過もあり、街は全体的

に落ち着きがもどっていること。ただ無残に

も崩れ去った跡だけが残っている様に感じま

した。プラウン菅を通じて感じることより実

際現地へ来てびっくりしました。

（愛知 ・森川）

3月5日の行騎
避難所支援行動 6名

千葉県 ・千葉県職労、君津市職、八千代市

職労、茨城自治労連

危険度点検・調査 1 1名

愛知県本部、名水労、春日井市職労、蒲

郡市職、豊橋市職労、 犬山市職労、

型堕本部 1名

炊きだし 1 0人

宇治市職労 10人・芦屋市三田谷学院

以上の28人（受付登録分）が行動に参加

されました。このほか、政令都市職の神戸

市への応援、行政支援など数多くの単組が

参加しています。

尚：下記の 3月4日の炊き出し救援活動

が欠落していました。

名古屋市職労・芦屋市精堂小

愛知県・岩倉市職労・神戸市東灘区

京都・宇治市職労・芦屋市打出浜小

各地からの激励

春日井市職労・保母さんから20.000円

茨城自治労連 200.000円

△ 
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2目度、 3度目と同じ人からの相誤
相談内容は全体的な傾向としては変化がないように思われますが、注意して観察してみ

ると微妙な変化を感じます。

その一つは、同じ人から2目度、 3目度と相談があることです。これは、相談してきた

人が相談者のアドパイスで行動を起こし、その結果、2度目、 3度目の行動について相談

です。

その 2ば自宅待機を続けているが、このままでは展望がないので、退職金や雇用調整

助成金などをもらいながう再就職口を探したいとなどの動きです。

「友の会」会員第1号誕生
地元のサンテレピが、2日午後5時半、 「全労連・兵庫労連被災労働者労働問題相談セ

ンター」の「働くものの 1l 0番ーーホットライン・兵嘩」の活動を好意的に放映しまし

たが、 「全労連 ・兵庫労連被災労働者労働問題相談センター」は、 「働くものの l1 0番

ーーホッ トライン・兵庫」で、被災者の相談を兵庫労連会議室と海員会館において、運日

正午から午後 4時まで受け付けています。電話番号は、 078-362-0077と00

7 8番です、とテロップを流しながら．解説しました。

そこで急遁 3日の海員会館会場を開設しました。

なんとその会場で、 「友の会」会員第 1号が入会しました．50歳の男性労働者です。

第1悼の3名帰仕の途へ
3月 1日からの相談活動を立ち上げとそれを軌道に乗せるために全国から兵庫労連内の

現地事務所入りした第 1陣部隊の内、 1山田正志（埼労連、 2月27日から）、 国崎茂之
（建設一般、 2月27日）、三島敏男（全教、 2月28日から）の 3氏が3月4日、帰任

の途につかれます。

3日午後8時から、ささやかな歓送会をもちました。歓送会は期せずして、中間稔括会

議の様子を呈 しました。こ もごも話された内容は、各人にとって救援センターの活動に参

加したことは貴重な経験であるとともに、多くの教訓•財産を持って帰ることができたと

いうこ とでした。

また、できるだけ早く後任を派遺したいとか、できればもう一度本人が戻って含加した

いという決意が力強く語られました。

土橋豊（生協労連、 3月2、3日）氏も 4日から次の人とパトンタッチします。

3月4日に阪神・淡路大震災救援・復興兵庫県民会議発足総会が開かれます
明日のニュースをご期待ください。

△ 
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救援活動、 1避難所・義援金活動に縮Jj¥
自治労連の兵庫県南部地震救援活動は、被

災日から 50日を経過 したもとで、活動内容

を大幅に縮小しています。

これは、自治労連の救援活動の基本である

国 ・県 ・市町村の被災者と被災地への行政責

任を果たさせる ことと 、被災者自らが自立し

ていくことも嘔要とな っていることから、現

時点で両者の自主的発展を願うことから行っ

ているものです。

専門的な救援活動 （堺市のヘルパーさんた

ちが13日～ 17日まで芦屋市で活動）に移

し、 3月 1O Hには現地対策本部の任務を終

わることをめざしています。

尚、 10日までは、西宮市立浜脇小の避難

所を千葉県本部が担当し、芦屋市の義援金交

付活動を京都・ 滋賀自治労連が中心に担って

もらいます。

また、神戸市への救援活動は、政令都市琺

か 3月末まで、避難i所活動と行政業務の救援

i 活動を続けられます。

開るい笑い固『
いっばい曹く ちになってほしい
「こんにちは」と声をかけるとふわっとし

た笑顔で応えて くれ、 何より も歓声をあげて

遊んでいる子どもの姿に安心 しました。 子ど

もの笑顔は大人の心を明るくします。大人た

ちのがんばる力になります。芦屋の人たちの

笑顔を見て、彼らの しぼんでいた心が少しず

つふくらんでいるのを実感しました。 明るい

笑顔がいっばい響くまちになってほしい。

( 3 月 4 日芦屋市精堂小にて、 愛知•森岡）

岩手自治労連婦人部から心暖かい激

3月68の行薗者
避難所支援行動 5名

千葉県・千葉県職労、君津市職、

八千代市職労

義援金活動 4 6名

京都・府職労、舞鶴市職労、宇治市職労、

大山崎町職、京都自治労連、滋賀・県職、

日野町職労、滋賀県本部、愛知・豊橋市職労

対策本部 2名

以上の 53人（受付登録分）が行動に参加さ

れました。このほか、政令都市職の神戸市へ

の応援、行政支援など数多くの単組が参加し

しています。

△ 
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長田区の避難者は神戸雁トップ
横浜市港北支部浦崎さんのリポートより

2月21日 （火）兵庫高校、午前5時30 

分起床、 6時 15分ごろ朝食の搬入を手伝う。

8時すぎ、約30分歩いて作業所である玉ノ

井池小学校の避難所に到着。

ここに避難している方は現在約45 0人で

震災直後は 16 0 0人以上がおられた由。校

長先生をはじめ学校の先生たちが避難者のま

とめ約を引き受けていて、職員はそのサボー

トをしている。神戸市の織員は 7名、

のローテーンョンで交代している。

現在、長田区の避難所は64カ所。

3日間

その内

2 1カ所は、依然職員が泊まり込んで仕事を

している。

避難者の数は、約 3万数千人で、長田区が

神戸市トップ。当初は、東頑区が家屋の倒壊

が最も多くて避難者の数が一番多かったが、

徐々に減少し、火災の被害が最もひとかった

長田区が、結局、最も多くの避難者をかかえ

ることになった。

午後1時、夕食の搬入を手伝う。午後6時

20分夕食の配給終わる。 8時ごろお菓子と

水を配給して、今日の仕事は終わり。

ともかく待機時間がやたらに長い。情報が

混乱していて、人員の配置がうまくいってな

いようだ。わたしたちの派遣についても、長

田区役所と兵庫高校、玉井ノ池小学校の間を

うろうろしているようなときがあった。 しか

し、 とりあえずは、避難所の方たちには感謝

され、がんばりようがありました。

（横浜市従ウィーク リーより抜枠）

水0)ありがたさしみじみ感じる
秋田・雄物川町腺 ・杉山 哲さん

避難者がお互いに協力しあい、自治会長を

中心と した役割分担が確立されており、自立

・自治のすばらしさを痛感c 水のないことで

生活には苦労したが、水のありがたさをしみ

じみ感じる。

派遣された避難所は、関学のボランティア

ーも毎日参加していて過剰な感じがした。実

態の把煽と各組織の派逍など連絡をとりなが

ら効果的な紀属をしてほしい。

(2月15日の感想文より抜枠）

3月7日0行酎者
避難所支援行動 5名

千葉県・千葉県職労、君津市職、

八千代市職労

義援金活動 3 8名

京都・府職労、 舞鶴市職労、宇治市職労、

大山崎町職、京都自治労連、滋賀・県職、

日野町職労、安土町職、安曇川町職、

愛知・豊播市職労、大阪・泉大津市職

対策本部 2名

以上の45人（受付登録分）が行動に参加さ

れました。 このほか、政令都市職の神戸市へ

の応援、行政支援など数多くの単組が参加し

しています。

・・・--・-・・-

△ 
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直悶『gm門{tM叶韮揺贔彗贔―ス岡:l県・笠岡市様労
岡山県笠岡市戟労は震災直後、兵庫南部地震の救援ポランティ

アー活動を組合員に呼びかけ、 2月2日には昼休みに出発式を

行いました。 「廃墟の町となってしまった神戸市とその周辺の

都市へ、私たちが出来ることは・・・被災者の方への援助は・・・み

んなで物心両面の援助が必要と思います。しかし、私たちに出

来ることにも限度があるでしょう。でも、でも、何かしなけれ

ば、何かしたいと思いから組合として、ポランティアーを送ろ

う。少しても手助けが出来るならと、今日から神戸市中央区北

荘学校の避薙所へ3名ずつ出発します。 (2月 2日笠岡市駿労

かわら版より）」

出発式当日には、第7次までの21名の救援隊が紹介され、

参加者から大きな激励と期待がよせられました。

2月2日以来連日救援活動に参加し、 3月10日まで延べ1

5次45名が避難所の警価など救援活動に参加しています。

即 ＇大震災．：援活動

姐さん、賣冊さんから第一報
（都戟労 ・品）Il支部ニュ ースさけび2月28日号より抜枠）

2月26日から、阪神大震災救援活動に参加した安西邦彦さ

ん（品／1|保健所）、宮田直幸さん （ 原保育園）からの第一報

が組合事務所に届きました。

「JRI鷹取駅から避難所の駒ヶ林中学校まで一面焼け野原で

ところどころに供えられた花束が痛ましい。避難所では朝・タ

食の準備、朝5時起床、バンの搬入、 7時に配る。午後3時に

搬入、 5時には配るという状況です。水はやっと出るようにな

り、自衛隊の給水車は27日が最後です。午前中、時間をみつ

けて保健所に出掛けて激励したい。」

出来る限りの仕事を・名水労下水復i8支援隊
水道局に続いて下水道局の仲間も阪神大震災の復旧応援に駆

けつけています。第一班のメンパーとして派遣された船附分会

の林誠さん、中世古孝雄さん、西川達也さんに、お話しをうか

がいました。

とにかく急でした。派遣の連絡があったのは前日ですからね、

建設部の飛田主幹を班長に、設計 ・計画 ・保全諜 ・給付出張所

のI哉員総勢10名で現地にむかいました。 (1/25~31まで）

JI Iの水をトイレに

名古屋市の束蘭区への救援は、下水本管の破損状況の調査で

す。人孔（マンホール）の中に入って目視で確認。思ったほど

悪くはなかったのですが、人孔の近くなど固定されている所ほ

ど被害がひどい。川の水をトイレに使っている様子で、持って

いったジェット車で管内清掃も。ただドレーン車がなかったの

で、汚物のくみ出しは手作業でやりました。

震度4の余震が

視界に入るところみんな壊れていて、 「なんでこうなるの」

と思いましたよ。起床は毎朝5時30分、出勤は7時、阪神電

車で通いました。神戸市の檬員の方々は寝るのは毎日 3時間ぐ

らい。差し入れすると「栄養ドリンクありませんか」と言われ

ました。

1月25日夜に震度4の余震が、 「ドン、グラグラグラ」と

いう感じで、本当に怖かった。 「もう帰ろうか」と、みんなで

つぶやいたものです。

感想なと

中世古 ・川の近くに住んでいる皆さんは、川の水をくみに来

ていました。飲み水だけでなく 、 トイレなど生活用水が必要だ

と思います。

林 ・被災者の皆さんは本当に気の慕。あんなにつらい状況な

のに、私たちに「ごくろうさん」と声をかけてくれました。りつ

ばだと感心しました。

西JII.自分の出来る限りの仕事をしてきたつもりです。でも、

まだまだ足りないと思います。 （名水労機関紙2月8日号抜枠）

3月8日c蒲者
避難所支援行動 5名

千葉県・千葉県職労、 君津市磁、

八千代市職労

義援金活動 4 8名

京都・府職労、 算鶴市職労、宇治市職労、

城陽市職労、 京都自治労連、滋賀・ 県磁、

栗東町職、 愛知 ・豊橘市職労、

大阪 ・泉大津市職竺

対策本部 2名

以上の 55人（受付登録分）が行動に参加さ

れました。このほか、政令都市職の神戸市へ

の応援、行政支援など数多くの単組が参加し

しています。

△ 
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災害のなし斗［みよい町づくりにがんばってください

私は、 1月末と今回 3月 2~581救援活動に参加しました。

初回は、西宮市内の被災地に荘ういかクーや衣服を届けに伺って

以 来2回目救援活動でした。この時は、まだ水道が出ない時で

あり、 被災者の方々に大変喜ばれてうれしかったです。この時

は自分たち の食料は自分たちで瑚達、宿泊は車の中でした。今

皿は被災者の方々と迎難所で同じ休験をいました。被災者の方々

は、いまだ大変な日々が続いていますが、がんばってください。

被災地の自治休腺員の皆さん、自治休労働者として「住民のい

のちと くらし」を守り 、災害のない住みよいまちづくりを目指し

て今後も頑張ってください。 （愛知・半山市駿：杉江功）

救援物資を神戸新港管理事務祝へ•名古屋叶悲巖労

三宮の南に位戦する新港管理事務所へは、息ったより早く （予

定では 12時聞かかると思った）着くことが出来ました。

管理事務所では、港湾局参事 ・・所長、支部長を始め組合幹部の

方たちに迎えていただきました。物資の荷下ろしを手伝っていた

だき無事手渡すことが出来ま した。

震災で「ほとんどの岸壁が使用不可能になってしまっている。

全体が回復するのには 2~3年はかかるのではないか」と話され

ていました。

今何に困っているかという話では、 「やはり人手が欲しい」と

いうことでした。 （人手というのは、家屋の鑑定出来る辿築士 ・

IJ I I Iに行っている物資の分配や苦情 ・相談窓l.:J等） 管理組合 ・港

紐労としましても人材の派遺について もこれから対応して行く考

えでありポラ ンテ ィアーの応援もしていきます。

（名古屋市港牒労機関紙・ 2月 21日付けN025月より抜枠）

現場は写真で見る見る50年前のヒロシマ

2月 27日から3月 2日まで、神戸市中央区に禾うンテ｛7-活動に行

ってきました。長UI区の火災現場は、写真で見る 50年前のヒロ シ

マでした。

三宮付近のピルの破壊状況には息を飲みました。しか し、建物

被害以上にショックを受けたのは、避難生活をされている被災者

の現状を見た時です。全 くプラ イバシ ーのない空間、学校の廊下

で寝起きしている人、小さな空き地でのテント生活・・・・。つらい

光景です。

中央福祉事務所の所長室に泊まり込み、義援金引換証の発行事

務に従事しました。夜は泊の9哉員と話しました。 19時間ががっ

て区役所に来た人、義母が亡く なったが休まなか った人。臨時粒

員の若者は、家が半壊 したが、すぐに区役所にかけつけ、被災者

の救援にあたったそうです。その若者は、 「区役所は4月までで

その後は不明です。」明るい顔が印象的でした。

神戸は立ち上がりつつあります。 しかしながら今以上の末永い

暖かい支援が必要と痛感し ました。 （広島市I哉労ニュースより）

3月98の行騎
避難所支援行動 5名

千葉県・千葉県職労1名、君津市職1名、八千代市職労3名、

義援金活動 3 6名

京都 ・府腺労 16名、舞鶴市踪労3名、宇治市職労2名、

京都自治労連1名、滋賀・県脇6名、栗東町閾2名、

高島町粗2名、愛知・豊橋市粗労2名、師勝町糊労 1名、

大阪・泉大津市織1名

対策本部 2名

芦屋市へ救援活動打ち合わせ・堺市非常勤ヘルパ労組2名

以上の43人（受付登録分）が行動に参加されました。

このほか、政令都市職の神戸市への応援、行政支援な

ど数多くの単組が参加しています。
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被災2カ月近いの1ここんな状況は想像できなし1

義援金交付事務のお手伝いにと、はるばる日本海は舞鶴から、

朝4: 0 0に起きて芦屋市へ行きました。被災後初めてこの地

へ人る私としては、 JRで芦屋に近づくにつれ、壊れた家やビ

ル、青いピニールシートの屋根などを目にし、ラッシュアワー

の電車とのギャップに複雑な気持ちで外の景色を見るだけでし

た。

義援金交付事務のポランティアは、近畿地区や遠くは愛知県

からもかけつけた60名ぐらいの仲問が、お手伝いどころか、

芦屋市の職員と同じように複雑な事務や色々な相談 ・苦情に正

面から対処していました。さすが、日頃から住民あっての行政

をめざす自治労連の仲間たち。被災者のみなさんの心も和らげ

るため、精一杯、親切にやさしく対応していたのがとても印象

的だった一日のポランティアでした。

（京都・霧鶴市職労執行委員 にし島久勝）

酪雨I堪き芦屋雨の観金義齢交付靡務に230名(J)

瞑難1こ奮闘した原翻酌

2月27日から3月10日まで土、日を除き 10日問の芦屋

の義援金交付事務に、 京都府職労からのぺ約230名の紐合屈

が参加しました。 「被災された住民に少しでも早く義援金を渡

してあげたい」、自らも被災者である市の職員が文字通り不眠

不休で頑張っている中で 「少しでも休んでもらえる援助になれ

ば」との共通の思いでハードな業務をなんとか乗り切れたと思

います。参加した多くの組合員からも、住民のための自治体労

働者のありかたを今回の支援業務を通じて改めて考えさせられ

たとの感想がよせられています。

今回の支援業務をはじめ窟災以降、紐合を通じて参加した約

1 0 0 0名のボランティア、行政派遺で参加した約10 0 0名

の支援参加者も含めれば、紐合員ののぺ3分の1近くが直接現

地に人って、住民の命と程らしを守るぺき行政のあり方、自治

体労働者のあるべき方向を直接肌で感じています。

被災住民のみなさんの日常生活の回復と、現地の自治体労働

者のみなさんの通常の勤務条件への1日も早い回復を願いなが

ら、貴重な組合員の経験を財産とし、引き続く支援活動と同時

に京都府政を住民の命と暮らしを最優先する方向に転換するた

めに精一杯頑張りたいと思います。

（京都府職労執行委員・川俣勝義）

「住民に奉仕するJ自恰休労働者・労働組合の

雌が問われた救援鵡 千葉県本部

学ぶことが多かった救援活動

避難所に入ったときは何をしていいのか当惑しました。行政

が対応仕切れず、避難所の被災者の名渾もない状況でした。

被災者の「代表」の方々と相談し、名濤の作成など集団生活

の基礎づくりを手伝いました。保るとき、みなさんが駅まで見

， 送ってくれ、大変深い感銘受けました。 （市原市・須藤さん）

＇ 現地の自治体殺員iも自らも被災者でもありながら大変頑張っ

ていました。私たちが救援活動に入ったとき、西宮市で36時

間、神戸市で72時間勤務で昼夜を問わず奮闘していました。

大災害時に自治体が対策の機能をいかに発揮できるのか、しっ

かり検討し、万全の対策が必要だと改めて思いました。

（県公企の安西政巳さん）

千葉県内の防災計画の抜本的見直しを

干葉県は、活断層の上にあり、 大震災が予想される地域です。

しかし、防災対策は極めて不十分です。食糧備蓄では千葉市で

十人に一人の食料分とい った状況で、水、仮説トイレの対策も

不十分です。災害時に力を発揮すぺき消防粒員の充足率は平均

で67. 2％と消防粒員の 30万体制確立が急務です。また、

災害時の自治体腺員の役割や作業マニュアルと訓練など防火対

手の抜本的な見疸しが必要です。

（自治労連千葉「速報」N02より抜枠）

3月I0廿の行慟者
避難所支援行動 6名

千葉県本部1、千葉県閑労1名、君津市靡1名、

八千代市糊労3名、

義援金活動 44名

京都・府職労22名、鐸鶴市職労3名、宇治市閾労 1名、

京都自治労連1名、滋賀・県職8名、高島町職2、

大津市労連2、愛知 ・豊播市職労2名、師勝町臓労3名、

対策本部 2名

芦屋市へ救援活動打ち合わせ・堺市非常勤ヘルパ労組2名

以上の 54人 （受付登録分）が行動に参加されました。

このほか、政令都市職の神戸市への応援、行政支援など数多

くの単組が参加しています。

△ 
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厚生省交渉（続報）

3月9、)0日に行った厚生省交渉の絞輯をお知らせします。

（芍と痒傑育）

麟

昨日の速報で保育交渉を報告しましたか、同時に行った学蛮保育の交渉の校楳

を輻告しますn

「法祖化Jについて、今国会で見送りとな り、今何を中心に検討しているかに

ついて、 「充実•発展させる一つの方法とし考える が、 埠独で法律改正は慧しい。

そういう楳会があれば全体の見面しの中でやりたい」「椙構が変わ った時に勉強

会はしたが、具体的に追めている bのはない」として法利化についてはなんら具

体的に検討していないことが明らかになりました。

国が緊急に学宝保打を位置付けて利度化すぺき問題については、 「放諜後児三

対策事業で、括導員の複数配置基準の引き下げ (41名→36名）と7I名以上

の加配や、対象筐所数の増加を法人に対しても補助をすることを含め、拡充を図っ

ていきたい」と述ぺるに止まりました。

（公衆衛生）

3月108、厚生省から計酉諜、母子保餞課の2名が出席、自治労連は7名の

出席で厚生省交渉を行いました。

公衆衛生行政1句上にも‘けての要求への回答として、①母子保儘対策の充実強化

については、母子保健業務は原則として市町村で実権、実施にあたっての保鮭所

のもっている技術やノウハウについてほ助していってほしい。 97年以阻も市町

村との漣絡四整は大事であり、システム確立にむけて検討していただきたい。②

保健所 ・市町村保健センターの人日・ 施設の充実強化については、 95年度に保

健所役四主体の椙能強化計酉を提出するよう都道府県に通知した。 保健セ ンター

の強化については94年に8千万から9千万に建設補助を増額し、また、 95年

には改築・増築も補助の対象とした。今後すぺての市町村で設霞していただきた

い。 人件費については地方交付税で対応している。ゴール ドプランや母子俣健の

移管に伴い99年度末には94年の倍の保健蝙を配置していきたい。③地域保儘

法の再編問題については、 97年度末までに作成と指示している。二次医療圏単

位で保健と医療・福祉の蟷能強化と所管区域はセットであると回答しました。

交渉団は「椙能強化」イコール「航歴合Jであり 、 「参酌」か ら発言がしめつ

けの方向にあ り納得できないし、 郡辺府県の強化計画にしばりをかけるのではな

< m蛍してししrてほしいと強く委笈しました。

（公F•金）

9 4.S:t:「年金大改悪」の 13 1困会の付帯決議の早期実鉗、無年金者対笛．保

険n大ほ引き下げ、因庫負但の大幅引き上げなどの咲求に対して、 「付行汰議に
対してはただ今、種々の検討を加え、 5年後には何らかの答えを出す。しかし、

それが1/2だとかそう いう具体的には答えられる段階でないJ「無年金名問題

については、 社会保険方式とい うやりかたの是非はともかく、 過去にさかのぼっ

て給付することはあり得ない」などと回答しました。

また、 「4月からのポーナス保験料微収は国会に塁出するのに間に合わなかっ

たのでこういう万法しかなかった。だから率を押さえた」などと、個人の年金に

反験しないばかりか、財源問題に名を借りた、全く岨当たり的な法案でしかなかっ

たことを露呈しました。

雇用保険との併給禁止問題でも性格の違う、年金受給者と失業者を同一視し、

「生活保障という点では、両方で見るのはおかしい」などとも述ぺました。

このように、年金問題での交渉は今回の年金改悪がいかに、逼理のないもので

あったかを再確認するものとなりました。



自治労連兵庫県南部地霞対策本部ニュース

N o- 5 之号 （最終号）
1 9 9 5年 3月 11日 （土）

自治労運兵庫県陶部地震現地対策本部

住 所； 兵庫県西宮市戸田町1-2 

*7イトじ~311 Ii●9為9直n
電話 ：0798-3b-218b• 030-620-6806 

: OJO-bZ0-3712 • fax:0798-2&-0ん11

鐸雌誂労『＇労扁組合団さん、杢当にご音労様でし
た、今後より一、国と地方自治の責任i..及を

この度の兵庫県南部地震に際しましては、機敏に、そして長

期にわたって、全国からの物心両面にわたる暖かいご支援をお

寄せいただきありがとうございました。

1月 18日、現地対策本部を設置してから、今日までの53 

己間、兵庫の仲間の奮闘とそれを支える全国の仲間の昼夜を分

かたぬ支援活動には、住民はもち論のこと自治省や行政当局か

らの敬意の表明や感謝が数多く寄せられています。

人間としての優しさ、自治体労働者としての活動は、まさに、

自治体労働者綸の実践と なり、自治労連運動だけでなく、地方

自治の歴史にも残る運動とな りました。

まだまだ、胸が痛む被災地の状況ですが、そうであればある

た げ、私たちは~視点をさらに広げ、国と地方自治体の責任を追

及し、全国的、全国民的な規模で、国民の生命と暮らしを守る

運動を広げて行かなければなりません。

震災の救援 ・復l日 ・防災問題と95国民春闘勝利で雇用 ・大
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自冶労連兵庫県南部地震現地対策本部

本部長伊藤啓十

うれしかった、：根室雨労連のさんまの佃詰：
救援活動に追いまくられ、家にも痛れず、体もくたくた、で

も浜張らなくちゃと連日仕事に忙殺されている時に、 戸本当に

うれしかった、さんまの缶詰」e 疲れると気がイライラする 、

こんな時には カル ンュ ームが不足しているとか言いますっ本当

に気の利いた救援物資てした。回りの紐員も感激していま した。

ありかとう自治労連の中間 ・t艮室市労連の皆さん，

（これは、北海道 ・i艮室市労連から 2月 l2 Bに届いた「さん

まの缶詰2.500缶」の被災地、兵庫自治労連の9哉員の声です。 ）

3月 ll日以降の救援行動予定

神戸市への政令都市粒部会の救援活動は3月末まで続けら

れます。

芦屋市での救援活動は、 3月 13日まで愛知 ・師勝町腺労の

伸間が4名、 13-178まで干葉県腺労の仲間3名が義援金

交付・整理に。

1 31::l~l 7日まで避雌所などの介護救援活動に堺市非常勤

ヘルバ労組のぺ55名の仲間がが当たります。

「阪神・淡ill大震災」に当たっての全国の自治労連の仲問の救

汲活動と激励に対して心から御礼を巾し上げます

兵庫r-J治労辿
執行委員長 吐布和陥

1月 17[Jの地震発生以来早くも 50 L-1以上が経過しました。

あの衷J.[7の激襄も知らぬげに、今年も梅の花が咲き、沈T花

が呑りをふりまいています。ようやく街も倒壊 した家屋の解体

・撤去作業が進みつつあります。空き地を見る度に、そこで蘇

らしていた人々の生活を思い、亡くなった者たちの雛念さが胸

をつきます。おそらく、衷災前の町並みとにぎわいが戻るまで

はこれから10年、 l5年以上の年数が必要でしょう。

私は、今回の大震災を体験して、自治体労働者の神髄と自治

労連運動の根木を見た思いがしています。自らも被災し、 「帰

る家もない。全壊だ。」と言いながら、徹夜で救援物資の搬山

入の作業に従事している戦員。そして、覆災の翌日にはいち早

く披災地へかけつけ、り1糾 ・役員を激励し、現地対笈本部の設

置をした近畿プロ ック、自治労迎の糾織性と槻敏性。この 「関

人」と「象ll紐」が「住民のいのちと暮らしをまもる」と言う原

点を 「大震災」とい う極限の状況で共通して追求している姿に

接 して、私は、 自治労辿運動の一端を担っていることに符りさ

え感じま した。

自治労連の仲間は本当に良く頑張ってくれました。被災地の

自治体暉員が頑張るのは当たり前と言えば当たり前ですが、支

援の皆さん方は、避難所ての炊き山し、清掃、ゴミの収集、瓦

礫の撤去、物資の仕分け・配送、市広紺の配布、 「被災証明」

の発行、義援金の交付等々多種多様の業務に、地元の戟員以上

に木当に献身的に従事していただきました。また、日頃のオル

グのノウハウ を生か して迎難所で、被災住民の今後の自立のた

めに「自治会づくり」まで援助していただきました。感謝に棋

えません。本当にありがとうございました。

衷災の復ILJt舌動は、)出的についたと ころで、1Hl図は山B1して
います。私たちは、被災者の自立のために、先ず住宅の確保を

最重点に、窟災復興事業は、 「安全で快適な防災の街づくり 」

めざしてII与ru1をかけて取象1lむことを要求 して運動を展開しよう

と考えています。ところが、政府や自治体当局は、この未曾有

とも言うべき大震災のIl1で既存の法得1の範囲で、住民の意見を

充分に11llこうとはせずに都市計画を強行決定しようとしていま

す。 また、神戸市の特別喋の報酬や管理戦手当カ ッ トの親道な

どによる心理的効果で自治体霞員の中に要求自粛のムードが作

られよう としています。

私たちは、このような状況の下で、全国の自治労連の仲r,I]の

ご支悛に こたえる ためにも、住民と固く団結して、大企業木位

でなく、 住民木位の 「安全で快適な防災の街づ くり」のために

全力を上げて頂闘する決意です。そして、要求自粛の動 きをは

ねかえ し、 何よりも労働糾合の存在意義にかけて「95春闘要

求」を高く渇げて闘います。

最後に、自治労巡ll央、各県紐織とそこに結集する全ての糾

合員の皆さんにあらためて感謝の意を表明し、兵爪自治労連を

代表してのお礼とします。ありがとうございました。

△ 



兵庫県南部地震地方組織救援行動参加者数一覧表 N o. l 

地`方 1月 1月 2月

組織名 181 19 、 20~ 21 221 2 3) 241 251 261 27: 28 291 30) 3 l : 小11 l“ 2A 3 t 4 t. 511 611 1女 8.t. 9 A I Ol II 121 l~I 1 4‘ 15* 

北海追

青森

岩手 ： ： ： ， Ii Ii 4 { l ; I : Ii 

9•K Ill ヽヽ ． 』 ； ヽ 2 

i品．（3

i'"f. 城

埼 ＿干＿ II 1 (l  ( I! I! l! 2! l ( II ll 21 

千葉 II II II l { I ， 1 ， " ＇ : :1 
東京 l I ： ヽ t; I II II 4 : 4 d 24 Ii l l 5 6! 6! 7: II 27 

神京川 ！ II II II I I l l l i I 9! I 11 I : 1 4 ）ヽ I 1 2! 2! 2! 31 2i I { 2 II 14 

新氾

E 9f 

＂閃 f l ( t「 1/ 切 lt 91 ヽ C ， ヽ ， ＇ ！ヽ t II t t「 II 17 

咲知 I 4 i ！ 3i I ◄ I 

三 爪 ； 

滋 n 1 ; I f: ：： ； C 2 t l i 11 2( l I, Ii 1 ( （ ！ I 3l 24 2i 26 

京郡 1 4 11 7( ： c < I si 4 16; 2! 39! I! 15! 2{ 7 1 9l 41 4(3, 6, 3! 8! 20: 6E 7l 79 

＊而 I: 2i 7 4 6 3( 5: 141 4 0 4 33! 21 121 123! 16, 4 ; S! l 9 : 121 4 1 5( 4 : 4 ( 4! 22: 9(2: 2E 21 

兵庫 ： i 
E `  1 

発良 ： 12 ll 

和歌山 ： I 21 2! I I ： ， 

閾山 'ヽ ｛ 

｀ 

l ;i 6 •9 （ ： ｛ 
｀ 
（ 6 

ff. 島

llJ IJ 3 ：： ： 

仕島

で妍 ： （ ： ： ~ ： ： 2 ？ ： ＇ ； 2 2 

ぶ UI

II;¥ 岡

佐行
| 

長崎

宮崎

本部 ： ： ヽ ， ヽ ； I I ： ヽ ， d ； ： 4 ( ： ： I I I 4 lヽ ； I i ， ヽヽ ヽヽ 3 

事務局 I ： ： ： 、 C ヽ ヽ l I ： ヽ 51 I l I I I l ヽ ヽ ヽ c i I ヽ ヽ 4 

、l I 21 31 I 1: 2~ 9: 5; 9: 」8463i 43: 14 I 21l 23 251 16: 35: 35 l 2 l : 2) ！ 19 I 20ヽ 231 52 1 4 7 25i 20: 225 

合計 204'. 

環地対畜本部で受付された参加者数です。神戸市など直接怠加されたものは含んでいません。

△ 



よ匂心：リ迅F可自 5士に霞屡士1也フテ糸且象良求反名昆千テ璽9嘔 力1宅 蟹 賓 字 ゞ こ》． 2 

地方 2月 3 J 

組ほ名 161 1 7 | 181 191 20/ 2 1 1 22A 23』241 25 261 27) 28j 12恥； 糾 l k 2k 3 t 4 l 511 6!l 7 A 8A 9~ IOl l 11 121 1 3l 他311が1累引

北海道

冑森

岩 手 51 91 '17 

Ii、 In I( IC I U 

ほ 島 2 ヽ ヽ ： ヽ 2 1 ヽ ヽ 2 2( 2( 2U 

充 域 I I 2 2 

埼玉 II 11 1・ 2 I, ll l 6 2 4 I( ．ヽ IS 14 11 36! 361 I : :1u9 

干~ 起 ヽ 5 1 1 ｛ ( t ｛ E t 5 ｀ c 4 i 20( 20( 4 4 4 ！ 5 5 ヽ`． ， ヽ 6 € ·~ ’1 ; H 276 
東京 4 ; 6, 4! 6¢ 4 i ◄(63 4 : s: 4 3 4 { ◄ ! 2( 111( Ill ◄ 111・1 

神奈川 1、2: ！ t f 2 E （ ヽ 4 4 36! 461 •1GR 

新 潟

長 9f t t ! s ¢ f 52 5i 52 

n 岡 ~ 11 ： c ｛ ， ヽ 4 4 163 25l 254 

兌釘I 1 9 3― 31 II I € l t I f E 2! 
｀ 
! 265 26! 1 1 :； Ii 21 l I ヽ ヽ ヽ ：！ ， I ｀ ， l u ;: 372 

三 重 2 ヽ 2 

滋賀 3C 21 II 284 31 l 2 8 l l l 0 I 0 12 5 : 365 

京 眈 6~ I I 41 38 ： I 1 （ 3i 21 1313 1 7 l : 2, 21 II II I~ 36 24 3i 2: 2~ 22ヽ 19:!9 

大阪 I t l t 1 8 ( 21 C 1 5 1 c I! c ‘ ： （ ヽ < 1512 2 7 4 I I I I Sl 2806 

兵 庫 f ll ＇ 22 2 :1u 

奈良 a t 2 ; 22 

和歌山 8 1 ヽ 2 119 

岡 IIJ （ ：！ （ ： （ 3 E ： ( 
｀ 
（ : 94 I I [ 6 3 6 13 b 3 り 3 り 3 ~: I r,:1 

11: 島 1 2 1 1 ll 3! 3( :1r, 

山 ロ ：： ＇ 1i I! 1 3 

徳島

咲蝶 ： t 6 ヽ ： ;! 1 4 ヽ 2 91 91 !II 

高知

1呂岡

佐四

長蛇

宮崎

本部 ： 1 1 ； 2 i 2 ； 
｀ 
I I ； I 9l 131 I I I I j 1:l!i 

事務局
t f I E 4 C ` :: ： 3 ：； ：： 2 I 3U 181 I I 3 ’ヽ" 

｀ 

： I 2 ≪ ヽ ヽ 2 I 2: 20:1 

合計 21ヽ 16! 4 3; 251 ISi 1 28 154 1 4 : 111 9i 131 131 851632: 8365 3!.ヽ 5C 5! 31 51 51 51 49 5E 13 F I 6i 59 I 8959 

〇 千葉阻3/l4・17H3人、計 J2名が芦屋市霧援金交付事務参加

0 大阪 ・堺市非常動ヘルバー労組 3/13-178まで芦屋市非鯖所介護活動にIt5 5名参加

△ 


